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Ⅱ区完掘状況（南から）

遺跡全景（北から）





出土遺物

出土遺物





ং

　茨城県は，県土のߧۉある発లを೦಄に͓きながら地Ҭの特ੑを生

かしたৼڵをਤるために，高װ֨نઢ道路などの根װ的な県土基盤の

੔උとと΋に，޿Ҭ的なަ௨ωットϫーΫの੔උをਐめてい·す。

　その一؀として国土ަ௨লが੔උする首都圏中央連絡自動車道は，

首都高中央؀状ઢなどと一ମとなって，首都圏の骨֨となる３؀状̕

์ࣹの道路ωットϫーΫを形成し，東ژ都৺部΁のަ௨のద੾な分ࢄ

ಋೖをਤり，首都圏શମの道路ަ௨の円׈化，首都圏の機ೳの࠶編成

をਤる上でۃめてॏ要な໾ׂをՌたす΋のです。

　しかしながら，この事業༧ఆ地内には埋蔵文化財包蔵地である本田

遺跡が所在することから，これを記録อଘのํ法にΑりอޢするඞ要

があるため，౰財団が，国土ަ௨ল関東地ํ੔උہ北首都国道事຿所

から։発地内の埋蔵文化財発掘調査事業のҕୗをड͚，平成19年４月

からಉ年８月·での５か月間にΘたってこれを࣮ࢪし·した。

　本書は，その調査成Ռを収録した΋のです。学ज़的なࢿڀݚྉとし

ては΋とΑり，ڷ土のྺ࢙にରするཧղをਂめるために׆༻されるこ

とにΑり·して，教育・文化の向上の一ॿとなれ͹޾いです。

る·で，ҕୗ者ࢸ行にץ後になり·すが，発掘調査から報告書の࠷　

である国土ަ௨ল関東地ํ੔උہ北首都国道事຿所から多大なྗڠޚ

をࣀり·したことにରし，ްくྱޚਃし上͛·すとと΋に，茨城県教

育ҕһ会，境町教育ҕһ会をはじめ，関֤܎Ґからいたͩいたࢦޚಋ，

。ਃし上͛·すँײにରしਂくྗڠޚ

平成21年３月

財団法人茨城県教育財団
ཧ事௕　Ҵ 葉 અ 生





ྫ ݴ

１　本書は，国土ަ௨ল関東地ํ੔උہ北首都国道事຿所のҕୗにΑり，財団法人茨城県教育財団が平成19年

度に発掘調査を࣮ࢪした，茨城県猿島郡境町大字塚崎2916番地ほかに所在する本
ほん

田
でん

遺跡の発掘調査報告書で

ある。

２　発掘調査期間ٴͼ੔ཧ期間はҎԼのと͓りである。

　　調　査　　平成19年４月１日～平成19年８月31日

　　੔　ཧ　　平成20年̒月１日～平成21年１月31日

３　発掘調査は，調査՝௕瓦ਧݎの΋と，ҎԼの者が୲౰した。

　　首੮調査һ݉൝௕　　ࡾ୩ਖ਼

　　主 ೚ 調 査 һ　　小ྛ和඙

　　調　　査　　һ　　江原美奈子

４　੔ཧٴͼ本書のࣥච・編集は，੔ཧ՝௕ଜ上和඙の΋と，ҎԼの者が୲౰した。

　　主 ೚ 調 査 һ　　大関武　　　　第３ষ第３અ４

　　調　　査　　һ　　江原美奈子　　第１ষ～第３ষ第３અ１～３，第４અ

５　本書の࡞成にあたり，一部の石器ٴͼ石製品の石ࡐにͭいては，茨城県自વത物館主೚学ܳһ小஑বࢯに，

୸化種子のಉఆにͭいては，茨城県自વത物館首੮学ܳ主事܀੘એതࢯにそれͧれࢦޚಋいたͩいた。·た

獣骨類のؑఆにͭいては，大学ڞಉར༻機関法人人間文化ڀݚ機構国立ྺ࢙ຽଏത物館教त੢本๛ࢯ߂にޚ

のथ種ಉఆにͭいࡐした。古墳時代の住居跡から出土した୸化ࡌܝは෇ষとして巻຤に࡯ߟ，ಋいたͩきࢦ

ては，株式会社ύリノ・αーϰΣイにҕୗし，࡯ߟは෇ষとして巻຤にࡌܝした。



１　౰遺跡の地۠設ఆは，日本平面௚֯࠲標第ᶟ࠲ܥ標を原点とし，̭ʹʴ13,860ｍ，̮ʹ－4,920ｍのަ点を

基४点（̖１B1）とした。

　　この基४点を基に遺跡ൣғ内を東੢・ೆ北֤ʑ 40ｍํ࢛の大調査۠に分ׂし，さらに，この大調査۠を

東੢・ೆ北に֤ʑ 10౳分し，４ｍํ࢛の小調査۠を設ఆした。

　　大調査۠の名শは，アϧフΝϕットとࢉ༻਺字を༻い，北からೆ΁̖，̗，̘ʜ，੢から東΁１，２，３ʜ

とし，ʮ̖１۠ʯʮ̗２۠ʯのΑうにݺশした。さらに小調査۠は，北からೆ΁̰，̱，̲ʜ̹，੢から東΁

１，２，３ʜ̌と小文字を෇し，名শは大調査۠の名শをףしてʮ̖１B1۠ʯ，ʮ̗２C2۠ʯのΑうにݺশした。

２　࣮ଌਤ・一ཡද・遺物࡯؍ද౳で࢖༻した記号は，次のと͓りである。

　　遺構　̨̞－住居跡　̨̗－掘立柱建物跡　̨̠－土坑　̨Ｅ－井戸跡　̨̙－溝跡　̨̖－柵跡

　　　　　̨̛－道路跡　̥̜－ピット群　̥－ピット

　　遺物　̥－土器・陶磁器　Ｔ̥－୓本記録土器　̙̥－土製品　̦－石器・石製品　̣－獣骨類

　　　　　̢－金属製品　̬－໦製品・୸化ࡐ　Ｌ－漆器　Ｔ－瓦　̗－骨֯製品

　　土層　̠－֧ཚ

３　土層࡯؍と遺物に͓͚る৭調の൑ఆには，h 新版標४土৭஽ （ɦ小ࢁਖ਼஧・஛原ल༤著　日本৭ݚ事業株式

会社）を࢖༻した。

４　遺構・遺物࣮ଌਤのํࡌܝ法にͭいては，次のと͓りである。

　ᾇ　遺構શମਤは400分の１，֤遺構の࣮ଌਤは60分の１のॖईでࡌܝすることを基本とした。

　ᾈ　遺物は，原ଇとして３分の１のॖईでࡌܝした。種類や大きさにΑりҟなる৔合΋あり，それらにͭい

てはݸʑにॖईをεέーϧでදࣔした。

　ᾉ　遺構・遺物࣮ଌਤ中のදࣔは，次のと͓りである。

　　　　　ম土・੺࠼　　　　炉・Րচ面　　　　୸化ࡐ　　　　ഗ

　　　˔土器　　˛୓本土器　　˓土製品　　˘石器・石製品　　˙獣骨類　　˚金属製品

５　遺物࡯؍ද・遺構一ཡදのද記にͭいては，次のと͓りである。

　ᾇ　遺物番号は土器，୓本のΈ記ࡌの土器片，土製品，石器・石製品͝とに௨し番号とし，本文，ૠਤ，؍

。ද，ࣸਅਤ版に記した番号とಉ一とした࡯

　ᾈ　ܭଌ஋の୯Ґは，ｍ・ᶲ，ᶵ・̶である。な͓ܭଌ஋の（　）内の਺஋はݱଘ஋を，ʦ　ʧ内の਺஋は

ਪఆ஋をࣔした。

　ᾉ　遺物࡯؍දのඋߟཝは，土器のݱଘ཰，ࣸਅਤ版番号を記した。·た，੔ཧ時に遺構名শ・番号をมߋ

した৔合のچ遺構名শ・番号にͭいて΋，ここにซ記した。

̒　竪穴住居跡の主࣠は，炉ٴͼ出ೖޱピットを௨る࣠ઢとし，主࣠ํ向はその他の遺構の௕࣠（ܘ）ํ向と

標北からΈて，どのํ向にどれ͚ͩৼれているかを֯度でࣔした（ྫ　̣－10࠲，にڞ －˃Ｅ）。

ຌ ྫ
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のあとがたくさん見ͭ׆している台地上には，ੲの人ʑの生׆たͪが生ࢲ　
かってい·す。発掘調査とは，土の中に埋·っているੲの人のՈのあと（遺
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）やੲの人たͪが࢖った道۩（遺
い

物
Ϳͭ

）などを掘り出して，どのΑうなՈに
住んでいたのか，どのΑうな道۩を࢖っていたのかなどを調΂ることです。
　土の中に埋·っているੲの人たͪの生׆のあと（遺

い

跡
せき

）は，Θたしたͪの
を஌るためにॏ要な΋ので，大੾に後世に఻えていかな͚れ͹なり·せ࢙ྺ
ん。しかし，Θたしたͪが生׆していくうえでどうして΋ඞ要な道路や建物
をͭくらな͚れ͹ならないときには，発掘調査をして，土の中から出てきた
ੲの人たͪの生׆のΑうすを，ਤやࣸਅに記録してอଘし·す。
ճの調査は圏ࠓ　

͚ん

央
͓う

道
どう

を建設するために行Θれ·した。道路༧ఆ地内に本田
遺跡があることから，遺跡の内༰を記録するために，茨

い͹

城
らき

県
͚ん

教
きΐう

育
いく

財
͟い

団
ͩん

が調査
を行い·した。

　遺ߏ΍遺෺ͷ֬ೝͷํ๏
　ੲの人たͪが生׆したあとは，のͪの時代の土が埋·って，ࠇいシミとし
て࢒り·す。発掘調査では，ੲの人たͪが׆動した地面を丁

てい

ೡ
Ͷい

にならして，
Ոのあとや土

ど

坑
こう

とΑ͹れる穴のあとなどを୳し·す。

δϣϨンという道۩で地面を平らにならし
·す。ࠇいシミの部分が，ੲの人たͪの生
。したあと（遺構）です׆

遺構が確認できたら，Ҡ২コςなどで掘り
Լ͛·す。中から出てくる土

ど

器
き

（土ででき
たমき΋のの器）や石

せっ

器
き

（石でできた道۩）
をこΘさないΑうに，৻

しん

ॏ
ͪΐう

に掘りਐめ·す。
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ʲ調査ͷ内༰ʳ
ճの調査では，縄文時代のϜϥのあとや古墳時代のՈのあと，江戸時代ࠓ　
の井戸や道路のあとなどが見ͭかり·した。特に，縄文時代の後

こう

期
き

から晩
͹ん

期
き

にか͚てのϜϥのΑうすがΑくΘかり·した。

　ೄ文࣌୅ʹ͍ͭͯ
　縄文時代は，い·から約１ສ2000年前から約2300年前の，動物やڕをとっ
たり（ङ

しΎ

ྌ
りΐう

），໦の࣮やϠϚイϞなどを࠾集したりして生׆していた時代です。
的࢝がきͼしく原׆やΨε，水道は΋ͪΖんあり·せん。そのため，生ؾి
な時代とߟえられてい·したが，発掘調査の成ՌからΈると，自વをख़஌し
た縄文人たͪはࢁや઒のܙ

め͙

Έをう·くར༻して，๛かな生׆をૹっていたΑ
うです。·たถ࡞りなどの೶ߞは໻生時代からとߟえられてい·したが，࠷
近の調査では，縄文時代に΋ࠄ物の࠿

さい

ഓ
͹い

が行なΘれていたことがΘかってき
てい·す。

　ೄ文࣌୅ͷڥொ
　本田遺跡の縄文Ϝϥは，い·から約3500年前から2300年前の，縄文時代の
ऴΘりࠒ（後期から晩期）にӦ·れてい·した。遺跡の東ଆに޿がるچ௕

なが

井
い

戸
ど

প
͵·

，Թの高かった縄文時代前期（約6000年前）にはؾ，は（在は水田ݱ）
ւ水がྲྀれࠐんで（縄

じΐう

文
΋ん

ւ
かい

ਐ
しん

）い·したが，本田ϜϥがӦ·れたこΖはؾԹ
がԼがり，ւ水がୀいて（ւ

かい

ୀ
たい

），Ϥシなどが生いໜる࣪
しっ

地
ͪ

ଳ
たい

になっていた
Αうです。
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　縄文時代のՈのあと（竪穴住
居跡）です。大きさは約７N で，
26৞

じΐう

分くらいの部԰とಉじ大き
さになり·す。ख前にとͼ出し
ているのがݰ関です。ਅん中に
はՐをたいたあと（炉）があり
·す。たくさんの小さなあなは
԰根をࢧえた柱のあとです。԰
根はכ

かや

などでふかれていたとߟ
えられ·すが，෗ってし·って
。ってい·せんでした࢒

　あな（土坑）のなかからは，たくさんの縄
じΐう

文
΋ん

土
ど

器
き

や石
せっ

器
き

のほか，ΫリやΫ
ϧミなどの୸化した໦の࣮や，イノシシやௗの骨，タニシなどの貝がらなど
が出てき·す。これらのあなは৯ྉなどをஷ蔵するために࢖Θれたの΋のや，
ΰミあなとして࢖Θれていた΋のとߟえられ·す。

　本田遺跡ͷ内༰
　上ۭから見た本田遺跡の
縄文Ϝϥです。本田遺跡で
は，چ௕井戸পに面する台
地上に，竪

たて

穴
あな

住
じΎう

居
きΐ

跡
あと

が21軒，
土
ど

坑
こう

88基，炉
Ζ

跡２か所，ピ
ット群12か所，遺

い

物
Ϳͭ

包
ほう

含
がん

層
そう

１か所が見ͭかり·した。
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௕井戸পに向かう斜面部には，縄文土器や石器なچ　
どの日༻品のほか，イノシシをϞσϧにした土製品や，
人のإがඳかれた土

ど

版
͹ん

など，͓ࡇりの時に࢖う道۩な
どがたくさんࣺてられてい·した（遺物包含層）。

耳
ΈΈ

飾
か͟

り（ピアε）

地Ҭの小学生が発掘調査のମݧにきてくれ
·した。

見ͭかった遺構や遺物を見ていたͩくため
の一般ެ։を行ない·した。

ʲ調査ͰΘ͔ͬͨ͜ͱʳ
ճの調査で，本田Ϝϥは，地Ҭの中৺となるΑうな，大きなϜϥであっࠓ　
たことがΘかり·した。見ͭかった土器の文様や石器のࡐྉを調΂ると，ԕ
く東北地ํや௕໺県などとަྲྀのあったこと΋Θかり·した。ࠓҎ上に自વ
と一ମとなって生׆していた縄文人たͪは，Αりたくさんの自વのܙΈをड
͚られるΑうに，๛

ほう

য়
じΐう

をئう͓ࡇりをさかんに行なっていたΑうです。

石でできたやじりイノシシをϞσ
ϧにした土

ど

製
せい

品
ͻん

のかかれた土إ
版（͓कりʁ）
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第１ষ　調　査　経　緯

第１અ　調査にࢸる経緯

　国土ަ௨ল関東地ํ੔උہ北首都国道事຿所は，境町に͓いて一般国道468号首都圏中央連絡自動車道新設

事業をਐめている。

　平成17年12月８日，国土ަ௨ল関東地ํ੔උہ北首都国道事຿所௕は，茨城県教育ҕһ会教育௕にରして，

一般国道468号首都圏中央連絡自動車道新設事業地内に͓͚る埋蔵文化財の所在の༗ແٴͼそのऔりѻいにͭ

いてর会した。これをड͚て茨城県教育ҕһ会は，平成18年１月11日にݱ地౿査を࣮ࢪした。平成18年８月31

日，̕月１・25・26日，ٴͼ10月10・11日に茨城県教育ҕһ会はࢼ掘調査を࣮ࢪし，遺跡の所在を確認した。

平成18年10月３日，茨城県教育ҕһ会教育௕は，国土ަ௨ল関東地ํ੔උہ北首都国道事຿所௕あてに，事業

地内に本田遺跡が所在するٴࢫͼそのऔりѻいにͭいて別్ٞڠがඞ要であることをճ౴した。

　平成19年１月26日，国土ަ௨ল関東地ํ੔උہ北首都国道事຿所௕は，茨城県教育ҕһ会教育௕にରして，

文化財อޢ法第94条に基ͮき，土໦޻事のための埋蔵文化財包蔵地の発掘にͭいて௨஌した。茨城県教育ҕһ

会教育௕は，ݱ状อଘがࠔ೉であることから記録อଘのための発掘調査がඞ要であるとܾఆし，平成19年２月

８日，国土ަ௨ল関東地ํ੔උہ北首都国道事຿所௕あてに，޻事ணख前に発掘調査を࣮ࢪするΑう௨஌した。

　平成19年２月23日，国土ަ௨ল関東地ํ੔උہ北首都国道事຿所௕は，茨城県教育ҕһ会教育௕にରして，

一般国道468号首都圏中央連絡自動車道新設事業に܎Θる埋蔵文化財発掘調査の࣮ࢪにͭいてٞڠ書をఏ出し

た。平成19年２月27日，茨城県教育ҕһ会教育௕は，国土ަ௨ল関東地ํ੔උہ北首都国道事຿所௕あてに，

本田遺跡にͭいて発掘調査のൣғٴͼ面積౳にͭいてճ౴し，ซせて埋蔵文化財の調査機関として財団法人茨

城県教育財団を঺հした。

　財団法人茨城県教育財団は，国土ަ௨ল関東地ํ੔උہ北首都国道事຿所௕から本田遺跡の埋蔵文化財発掘

調査事業にͭいてҕୗをड͚，平成19年４月１日からಉ年８月31日·で，発掘調査を࣮ࢪした。

第２અ　調　査　経　ա

　本田遺跡の調査は，平成19年４月１日からಉ年８月31日·で࣮ࢪした。ҎԼ，調査の経աにͭいて，֓要を

දで記ࡌする。

期間
ఔ޻ ４月 ５月 ̒月 ７月 ８月

調査४උ
ද土আڈ
遺構確認

遺構調査

遺物ચড়
஫記࡞業
ࣸਅ੔ཧ

ิ଍調査
ఫ　　収
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第̍ਤ　本田遺跡調査۠設ఆਤ
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第１અ　地 ཧ 的 ؀ 境

　本田遺跡は，茨城県猿島郡境町大字塚崎2916番地ほかに所在している。

　境町は茨城県のೆ੢部にҐஔし，ར根઒と੢ਔ連઒にڬ·れた北੢からೆ東ํ向に޿がるൺֱ的平ୱな猿島

台地とݺশされるߑ積台地上にల։している。このར根઒ྲྀҬに޿がる低台地は，地質的には新生代第ل࢛ԭ

積౷が中৺で，約１ສ年前Ҏ߱·での新しい時代のଯ積層で形成されている。·た，このԭ積౷のԼには，第

，積౷がଯ積して͓り，Լ層からཽϲ崎࠭᛽層，ৗ૯೪土層ߑ後期に形成された（࿷時代ژԞ東）積世ߑل࢛

関東ϩーϜ層（武蔵໺ϩーϜ，立઒ϩーϜ層など）に分層される。台地上はར根઒（چৗ཮઒）水ܥにྲྀೖす

る小Տ઒などにΑってथࢬ状に։ੳされ，ೆ北ํ向にԆͼる多くの小ࢧ୩がࠁ·れている。町内の標高は東高

੢低でར根઒に向かって低くなり，࠷高標高は20ｍ，࠷低標高は10ｍ，平ۉ標高は約14ｍである。

　本田遺跡は，ར根઒から東΁約１ᶳ，ར根઒から北にԆͼるࢧ୩（چ௕井戸প）に面する，標高̕～ 12ｍ

の低台地縁辺部にҐஔしている。台地Ԋいにはٶ戸઒がೆྲྀしているが，調査۠はこのٶ戸઒をڬんで東੢に

設ఆされている。遺跡प辺の土地ར༻状گは，主として水田・ാ地などの࡞ߞ地で，遺跡のگݱはാ地であった。

第２અ　ྺ ࢙ 的 ؀ 境

　本田遺跡が所在する猿島台地上には，ར根઒（چৗ཮઒）のྲྀࢧにΑって։ੳされたࢧ୩がೆ北ํ向にల։

している。このΑうなࢧ୩の多くは，縄文時代前期を੝期とする縄文ւਐにΑって出ݱした古َౖ࿷の࿷Ԟの

ೖり江の一部であった。本田遺跡の東面するࢧ୩はچ௕井戸পとݺশされているが，これは縄文時代前期Ҏ߱

のւ؛ઢの後ୀ（ւୀ）にΑり，上ྲྀଆからのՏ઒にΑるൖ出土࠭で֯ࡾभが形成され，֤Տ઒のར根઒（چ

ৗ཮઒）΁のವޱがด࠹されたため，޿大なপ୔地となっていたことにΑる。このΑうなপ୔地は，൧প，大

在では水田面とݱ，をফし࢟୓事業にΑってׯপ，水ւপなど，猿島台地上に多く見られたが，江戸時代のࢁ

なっている１）。このࢧ୩にྟむ台地縁辺部にか͚て，縄文時代をはじめとした多くの遺跡がଘ在している。こ

こでは౰遺跡の主たる時期である縄文時代と古墳時代の遺構・遺物などが確認されている遺跡を中৺に，प辺

の遺跡の֓要をड़΂る２）。

　境町内では発掘調査や町࢙編ࢊ時の分෍調査にΑり，ݱ在·でに54か所の遺跡が確認されている３）。なかで

΋縄文時代前期から晩期と古墳時代の遺構や遺物が確認できるとこΖが多く，ར根઒（چৗ཮઒）ٴͼچ௕井

戸পԊいに多く分෍している。

　౰遺跡のچ௕井戸পをڬんͩର؛には，ほ΅ಉ時期のೆ
ΈなΈ

௕
なが

井
い

戸
ど

遺跡ʪ19ʫがあり，縄文時代後期前葉から晩

期中葉の遺物が多量に確認されている。·たݱ在は࡟平されて見るӨ΋ないが，10਺基の円墳からなる古墳群

がଘ在し，೪土ᒛを༗する古墳からは؀಄ଠ刀が出土したといΘれている。چ一の୩পから東に向かってೖり

む୩௡をऔりғむΑうに立地する੨ࠐ
あ͓

໦
き

遺跡ʪ29ʫでは，縄文時代中期（Ѩ玉台式期）から晩期前葉（҆行３

̱式期）·での遺物が多量にࢄ෍して͓り，ϠϚトシδミを主ମとする貝塚΋確認されている。ಉじくچ一ノ

୩পԊいのඦ
΋

戸
ど

遺跡群ʪ32ʫでは縄文時代後期中葉から晩期中葉の遺物が多量に࠾集されて͓り，遺跡群中の

ふきࢁ古墳（前ํ後円墳）からは多量の円౵৥ྠ・人物৥ྠが出土している。東ژ国立ത物館に所蔵されてい

第２ষ　Ґ ஔ と ؀ 境
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るほ΅׬形に෮ݩされた人物৥ྠ２点΋，本古墳出土のՄೳੑが高いといΘれている。·たچ௕井戸পに面す

るԣ
Αこ

塚
ͭか

古墳群ʪ̒ʫにはશ௕約60ｍのඏ
ͼ

ࠫ
しΌ

໳
΋ん

塚
ͮか

古墳があり，町ࢦఆ࢙跡となっている。

　町Ҭで発掘調査が行Θれた遺跡は多くないが，かΘいࢁ
や·

遺跡ʪ20ʫでは縄文時代中期຤から後期の集落跡と

古墳時代前期の住居跡，ೆ
ΈなΈ

௶
ͭ΅

遺跡ʪ３ʫでは縄文時代前期ࠇ඿式の住居跡３軒と古墳時代中期の住居跡５軒が

調査されている４）。ਗ਼
し

水
Έͣ

遺跡ʪ２ʫでは古墳時代中期・後期の住居跡֤１軒と近世の溝跡などが確認されてい

る５）。

　ར根઒（چৗ཮઒）ྲྀҬの縄文時代の遺跡として，古Տ市（چ૯和町）のऍ
しΌ

ՠ
か

࠽
さい

෹
Ϳͭ

遺跡ʪ37ʫ̒）・ࢥ
し

Ҋ
あん

ڮ
͹し

遺

跡などがあり，ऍՠ࠽෹遺跡では縄文時代後期から晩期の集落跡が確認され，土製Ծ面や耳飾りなど，特௃的

な遺物が出土している。ར根઒ೆのޒբ町Ҭには，縄文時代後期から晩期の多くの住居跡と貝塚が調査された

ౙ
ふΏ

໦
き

̖貝塚・ౙ
ふΏ

໦
き

̗貝塚ʪ45ʫ７），·た21軒の竪穴住居跡とϠϚトシδミを主とする地点貝塚が確認された石
いし

ാ
はた

遺跡ʪ41ʫがある８）。古くから江઒貝塚として著名である土
ど

ౝ
とう

貝塚ʪ43ʫは，平成17・18年度に発掘調査が

行Θれ，前期の住居跡と地点貝塚，ٴͼ後期前葉の集落跡が確認されている̕）。このほかに΋ར根઒（چৗ཮

઒）ྲྀҬの猿島台地上，ٴͼ中઒・江戸઒ྲྀҬのԼ૯台地上では，ࡔ東市（ؠچ井市）र
じΎう

ೋ
に

ΰθ遺跡や໺田市

໺
の

田
ͩ

貝塚・内
うͪ

町
·ͪ

貝塚ʪ48ʫ・東
ͻがし

金
かな

໺
の

井
い

貝塚，य़日部市（چঙ和町）ਆ
しん

明
めい

貝塚など，多くの縄文時代後・晩期の

遺跡が集中している。

　古墳時代の遺跡では，古Տ市（چ૯和町）ऍՠ࠽෹遺跡，向
むかい

௶
ͭ΅

̗遺跡ʪ33ʫ，߳
か

औ
とり

੢
にし

遺跡ʪ34ʫ，ٱ
く

ೳ
のう

੢
にし

原
はら

遺

跡ʪ35ʫ，ۨ
こ·

Ӌ
は

根
Ͷ

遺跡ʪ36ʫ，Ӌ
は

ࠇ
͙Ζ

遺跡ʪ39ʫなどが調査されている。特に̒基のํ形प溝ุが確認されたऍՠ

石製໛଄品の׈，（᛾関連遺物を多量に༗する住居跡が確認された向௶̗遺跡10ࡇ勾玉などの࣋෹遺跡や，子࠽

ະ製品が多量に出土した住居跡が調査された߳औ੢遺跡11）などが஫目される。

　౰遺跡の北ଆにҐஔする߳
か

औ
とり

ਆ社には，県ࢦఆແ形ຽଏ文化財のʮ塚崎のࢰ子෣ʯがある12）。江戸時代ՅӬ

して෣う΋のئف๛য়・ఱԼହ平ʯをࠄޒ子෣はʮࢰ中人別੓ாʱにΑれ͹，このߨ子ࢰޚ年（1848）のʰݩ

で，文化年間の大ׯ͹ͭのࡍには，関॓城主ٱ世大和कにґཔされ大Ӎを߱らせたとのݴい఻えがある。ࠓճ

の調査で確認された道路跡は߳औਆ社に向かってԆͼて͓り，߳औਆ社ࢀ道との関連ੑがߟえられる。

˞文中のʪ　ʫ内の番号は，ද１ٴͼ第２ਤの֘౰番号とಉじである。

ம
１）な͓猿島台地の貝塚を調査した金井஧෉ࢯにΑれ͹，ޒբ町प辺では縄文時代前期のւਐ期には，ׯைになって΋ׁׯにな

らないਂさ̒ｍの平৔のւであったが，ւୀが発生した縄文時代中期にはຬைの৔合で΋ਂさ３ｍにす͗ないׁׯにมΘ
り，さらに縄文時代後期後葉には，ׁׯが後എ࣪地にมΘって水૲がໜり，ట୸層がଯ積する֯ࡾभが出ݱしたという。

　　　金井஧෉ʰར根઒のྺ࢙ʱ日本ਤ書ץ行会　1997年２月
２）茨城県教育ி文化՝ʰ茨城県遺跡地ਤ（地名ද編・地ਤ編）ɦ 茨城県教育ҕһ会　2001年３月
３）境町࢙編さんҕһ会ʰԼ૯境の生ࢿ　࢙׆ྉ編　原࢝・古代・中世ʱ境町　2005年３月
号国道遺跡発掘調査会　1978年３月࢛一உʰೆ௶遺跡ʱ新ٶ໳ٛൣ・੢ࣉ（４
ଜ༟ʮਗ਼水遺跡・ಉ所新田遺跡　一般国道468号首都圏中央連絡自動車道新設事業地内埋蔵文化財調査報告書ʯh܂（５ 茨城県教

育財団文化財調査報告ʱ第290集　2008年３月
̒）઒௡法৳ʮ主要地ํ道ͭく͹古Տઢٸۓ地ํ道路事業地内埋蔵文化財調査報告書　大̗ڮ遺跡・ऍՠ࠽෹遺跡ʯh 茨城県教

育財団文化財調査報告ʱ第131集　1998年３月
７）高ଜ༐・根本߂߁ʮౙ໦地۠土地۠ը੔ཧ事業地内埋蔵文化財調査報告書　ౙ໦̖貝塚・ౙ໦̗貝塚ʯh 茨城県教育財団文

化財調査報告ʱᶟ　1981年３月
８）̰　瓦ਧݎʰ石ാ遺跡ʱ猿島郡ޒբଜ教育ҕһ会　1977年３月
　　̱　成島一໵ʮ石ാ遺跡　12県୯道վ12－03－261－052号埋蔵文化財調査報告書ʯh 茨城県教育財団文化財調査報告ʱ第192

集　2002年３月
̕）ਢ౻ਖ਼美ʮ土ౝ貝塚・੉প遺跡　一般国道468号首都圏中央連絡自動車道新設事業地内埋蔵文化財調査報告書ʯh 茨城県教育

財団文化財調査報告ʱ第289集　2008年３月
10）中୔時फ・ࡩ井一美・和田༤次ʮ一般国道４号վங޻事地内埋蔵文化財調査報告書１（૯和地۠）ೆ௶̖・̗・̘遺跡　向

௶̖・̗遺跡　高໺遺跡　北新田̖・̗・̘遺跡　੢௶̖・̗遺跡　ཷ原̗遺跡ʯh 茨城県教育財団文化財調査報告ʱ第38
集1986年８月

11）新井和೭ほかʰ߳औ੢遺跡発掘調査報告書ʱ૯和町教育ҕһ会　1998年３月
12）境町࢙編さんҕһ会ʰԼ૯境の生࢙׆　ਤઆ・境のྺ࢙ʱ境町　2005年３月
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第̎ਤ　本田遺跡प辺遺跡Ґஔਤ（国土地ཧӃ50,000分の１ʮߵ૥ʯʮ水ւ道ʯ）
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3838

3939
4040

3535
3434

７７
1414

9988
1010

1111 1313

1212 1515 1616

1717

1818

1919

2020 2121

2222

2323

2424

3030

3131

4848

4747

4646

4444
4343

4545

4242

4141

3232

2929

2727

2828

2525

2626

55

22
44

①①

66

3333

33

境町

水戸市

0 2㎞
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ද１　本田遺跡प辺遺跡一ཡද

番　
　

号
遺　　跡　　名

時　　　代
番　
　

号
遺　　跡　　名

時　　　代

旧　

石　

器

縄　
　
　

文

弥　
　
　

生

古　
　
　

墳

奈　

・　

平

中　
　
　

世

近　
　
　

世

旧　

石　

器

縄　
　
　

文

弥　
　
　

生

古　
　
　

墳

奈　

・　

平

中　
　
　

世

近　
　
　

世

ᶃ 本 田 遺 跡 ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 25 大 า 古 墳 ˓

2 ਗ਼ 水 遺 跡 ˓ ˓ 26 大 า 遺 跡 群 ˓ ˓ ˓

3 ೆ ௶ 遺 跡 ˓ ˓ ˓ 27 છ୩・߳औਆ社遺跡 ˓ ˓

4 塚 崎 古 墳 ˓ 28 છ ୩ 遺 跡 ˓ ˓ ˓

5 上 ௶ 遺 跡 群 ˓ 29 ੨ ໦ 遺 跡 ˓

6 ԣ 塚 古 墳 群 ˓ ˓ 30 প 台 塚 古 墳 ˓

7 北 原 遺 跡 ˓ 31 金 Ԭ 遺 跡 群 ˓ ˓

8 田 ノ 台 遺 跡 ˓ 32 ඦ 戸 遺 跡 群 ˓ ˓

9 ࡫ 原 遺 跡 ˓ 33 向 ௶ ̗ 遺 跡 ˓ ˓

10 関 根 遺 跡 ˓ 34 ߳ औ ੢ 遺 跡 ˓ ˓ ˓ ˓ ˓

11 Ҵ ඌ 遺 跡 ˓ 35 ٱ ೳ ੢ 原 遺 跡 ˓ ˓ ˓

12 ۽ ໺ ਆ 社 遺 跡 ˓ ˓ ˓ 36 ۨ Ӌ 根 遺 跡 ˓ ˓ ˓ ˓

13 ࢤ ௗ 遺 跡 ˓ ˓ 37 ऍ ՠ ࠽ ෹ 遺 跡 ˓ ˓ ˓ ˓

14 ࢤ ௗ 貝 塚 ˓ 38 日 Լ 部 遺 跡 ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓

15 Ҵ ඌ 城 跡 ˓ 39 Ӌ ࠇ 遺 跡 ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓

16 猿 ࢁ 遺 跡 群 ˓ 40 水 ւ 城 跡 ˓ ˓

17 小 金 井 古 墳 群 ˓ 41 石 ാ 遺 跡 ˓ ˓ ˓ ˓ ˓

18 ௕ 井 戸 遺 跡 群 ˓ ˓ ˓ 42 ಉ 所 新 田 遺 跡 ˓ ˓ ˓ ˓

19 ೆ ௕ 井 戸 遺 跡 ˓ ˓ 43 土 ౝ 貝 塚 ˓ ˓ ˓ ˓ ˓

20 か Θ い ࢁ 遺 跡 ˓ ˓ ˓ 44 ࡩ 井 前 遺 跡 ˓ ˓ ˓ ˓ ˓

21 ຤ ޿ 遺 跡 ˓ 45 ౙ ໦ ̗ 貝 塚 ˓

22 ࢁ ਆ 町 古 墳 群 ˓ 46 ੉ প 遺 跡 ˓ ˓ ˓ ˓

23 ࡩ ࢁ 古 墳 群 ˓ 47 Ӣ 国 ࣉ 内 貝 塚 ˓

24 Լ 小 ڮ 遺 跡 ˓ ˓ 48 内 町 貝 塚 ˓
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第１અ　調 査 の ֓ 要

　本田遺跡は，ར根઒Ԋいの標高̕～ 12ｍの，低台地縁辺部にҐஔしている。調査前のگݱはാ地で，調査

面積は5,397㎡である。調査۠はٶ戸઒をڬんで大きく２ͭに分かれて͓り，ٶ戸઒੢ଆをᶗ۠，東ଆをᶘ۠

とし，さらにᶘ۠にͭいては調査のศٓ上，調査۠Ҭ内を૸る೶道を境に੢からᶘ̖・ᶘ̗・ᶘ̘۠とした。

ճの調査にΑって，縄文時代の竪穴住居跡21軒，炉跡２か所，土坑88基，ピット群12か所，遺物包含層１ࠓ　

か所，古墳時代の竪穴住居跡１軒，中世・近世の掘立柱建物跡２棟，柵跡２列，井戸跡４基，土坑13基，溝跡

19条，道路跡１条，時期不明の井戸跡５基，土坑34基，溝跡８条，ピット群１か所が確認された。

　遺物は，遺物収ೲコンςφ（60ʷ40ʷ20ᶲ）で150ശ出土している。主な遺物は，縄文時代では縄文土器片（ਂ

鉢，ઙ鉢，鉢，஫ޱ土器，壺），土製品（土器片錘，耳飾り，土偶，土版，動物形土製品），石器（石鏃，打製

石斧，磨製石斧，石皿，磨石，石錘），石製品（勾玉，石棒，石剣），古墳時代では土師器（高坏，壺，ᙈ，ミ

ニチュア土器），近世では土師質土器（小皿，ᖿᖻ），陶器（ᙈ，Ꭼ鉢），磁器（碗），土製品（ޟ石状土製品）

などである。

第２અ　基　本　層　ং

　調査۠のᶗ۠北部（̘３F1۠）ٴͼᶘ̖۠ೆ部（̘４G4۠）にςεトピットを設ఆし，基本土層の࡯؍を行

った（第３ਤ）。ᶗ۠はςεトピットの設ఆされた北東部に向かって緩やかにԼがっている。北東部ではݱද

土（࡞ߞ土）ԼはϩーϜ層であるが，ᶗ۠中央からೆ੢ଆにか͚ては層ް10 ～ 30ᶲの׊ࠇ৭土が確認でき，

第３ষ　調 査 の 成 Ռ

第̏ਤ　本田遺跡基本土層ਤ

A Á

B

11.6m

11.0m

1

2

3

4

5

6

1

3

4

5

6

10.0m

9.0m

Ⅰ区

ⅡA区
B́

ᶗ۠の遺構の多くはこの層を掘りࠐんでいる。

　ᶘ۠はᶘ̖۠東ଆ෇近を࠷高地点（11.4ｍ）と

し，か·΅こ形の地形をఄしている。ᶘ̖۠ٴͼ

ᶘ̗۠੢ଆでは，ݱද土（࡞ߞ土）ԼがϩーϜ層

となって͓り，この３層上面が遺構確認面である。

　ᶘ̗۠・ᶘ̘۠では北東ଆに向かって傾斜し，

調査۠北東୺の標高は9.3ｍである。この傾斜地

に，׊ࠇ৭土を基調とした縄文時代晩期の包含層

が形成されている。遺物包含層の層ংにͭいては，

第３અ１ᾋのஈをࢀরされたい。

　第１層は，҉׊৭をఄする࡞ߞݱ土で，ϩーϜ

ϒϩッΫを中量含Έ，೪ੑはී௨，క·りはऑい。

層ްは20 ～ 40DN である。

　第２層は，҉׊৭をఄする࡞ߞ土で，第１層Α

りϩーϜཻ子を多く含Έ，·た୸化ཻ子΋ඍ量で
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あるが確認できる。೪ੑはී௨，క·りはऑい。層ްは10 ～ 20ᶲである。

　第３層は，׊৭のιフトϩーϜ層で，೪ੑ・క·りと΋にී௨である。層ްは20 ～ 30DN である。

　第４層は，҉׊৭のϋードϩーϜ層で，೪ੑはී௨，క·りがڧい。層ްは20 ～ 40DN である。第ೋࠇ৭ଳ

（̗̗ᶘ）に相౰する。

　第５層は，׊৭のϋードϩーϜ層で，೪ੑ・క·りと΋ڧい。層ްはᶗ۠で50 ～ 60DN，ᶘ̖۠は約１ｍで

ある。

　第̒層は，׊৭のϋードϩーϜ層で，第５層にൺ΂てやや҉৭をଳͼている。ڧい೪ੑを΋ͪ，క·り΋ڧ

い。層ްはԼ層がະ掘のため不明である。
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Ⅱ区
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11.5m53
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第３અ　遺 構 と 遺 物

１　縄文時代の遺構と遺物

　౰遺跡の遺構は，竪穴住居跡21軒，炉跡２か所，土坑88基，ピット群12か所，遺物包含層１か所が確認さ

れている。ҎԼ，確認された遺構ٴͼ遺物にͭいて記ड़する。

　ᾇ　竪穴住居跡

第̎号ॅډ跡（第５・̒ਤ）

Ґஔ　調査ᶘ̘۠の̗̒G3۠，標高9.8ｍの台地平ୱ部にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第79・80・82号土坑とॏ複しているが，෴土がないため新چ関܎は不明である。

ͼ平面形を明確に捉えることはできなかったが，炉とΈられٴ໛ن，ঢ়　ೆ半部が調査۠Ҭ֎でありܗ໛ͱن

るম土跡とピットのҐஔから，平面形は７ܘｍほどの円形とਪଌできる。

চ໘　ほ΅平ୱである。ߗ化面は認められない。

࿍　調査۠のೆ୺にҐஔしている，確認できた௕60ܘᶲ，୹30ܘᶲのପ円形の地চ炉である。෴土にম土ཻ子

を含んでいるが，ߗ化した部分は認められない。੢ଆの一部を̥７に掘りࠐ·れている。

ϐοτ　10か所。̥１～̥３，̥８，̥10はいͣれ΋ਂさ70ᶲҎ上で主柱穴とΈられるが，配ஔなどは不明で

ある。

̥̓ɾ࿍౔૚ղઆ
৭　ϩーϜཻ子多量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量　׊　҉　１
৭　ϩーϜཻ子中量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量　׊　҉　２
৭　ϩーϜཻ子中量，ম土ϒϩッΫগ量，୸化ཻ子　׊　҉　３

ඍ量

৭　ϩーϜཻ子多量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量　׊　҉　４
৭　ϩーϜཻ子中量，ম土ཻ子・୸化ཻ子গ量　׊　҉　５

第̑ਤ　第２号住居跡࣮ଌਤ

A

B

B́

A

Á

B6f3

SK 82

SK 79

SK 80

P10
P4

P5
P6

P7

P8

P3
P9

P2

P1

Á B

1

2

3
4 5

B́10.0m
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遺෺ग़౔ঢ়گ　縄文土器片380点，石器２点（打製石斧，磨石），石֩２点（チϟート），ണ片12点（チϟート８，

，石１，ᘮᘨ１，その他２），ম成೪土մ２点が出土している。遺物はす΂てピット෴土中から出土して͓り༵ࠇ

ほとんどが晩期前葉の҆行３̱式から晩期中葉の҆行３̲式期の΋のである。T1１～ T1３，̦１は̥１の෴

土中層からԼ層，１，T1５・T1̒は̥４の෴土上層から中層，T1４は̥̕の෴土中，̦２は̥̒の෴土中

から出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から晩期前葉から中葉とߟえられる。

第̒ਤ　第２号住居跡出土遺物࣮ଌਤ

TP1

TP2

TP3

TP4

TP5
TP6

Q1 Q2

1

第２号住居跡ピットܭଌද

番号 ਂさ 番号 ਂさ 番号 ਂさ 番号 ਂさ 番号 ਂさ

̥１ 90 ̥３ 75 ̥５ 96 ̥７ 82 ̥̕ 45
̥２ 70 ̥４ 31 ̥̒ 78 ̥８ 93 ̥10 85

第２号住居跡出土遺物࡯؍ද（第̒ਤ）

番号 種別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　　土 ৭調 ম成 文 様 の 特 ௃ な ど 出土Ґஔ උ　ߟ

１ 縄文土器 ミニチュア 4.6 3.6 － ௕石・Ӣ฼ にͿい׊ ී௨ り࡟಄にΑる成形　ఈ部෇近ࢦ ̥４上層 100ˋ

୯Ґɿᶲ
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第̐号ॅډ跡（第７～ 14ਤ）

Ґஔ　調査ᶘ̗۠ೆ੢の̗５K1۠，標高11.3ｍの台地平ୱ部にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第198・207・208号土坑を掘りࠐΈ，第18号溝に掘りࠐ·れている。·た第̒・12号住居跡とॏ複

しているが，新چ関܎は不明である。遺ଘ状ଶから本跡が新しいとߟえられる。

ͼচ面で確認されٴ，ピットޱঢ়　นのೆଆの一部が不੔であること，ೆ東部にํ形にுり出す出ೖܗ໛ͱن

た出ೖޱピットなどから，３ճҎ上の建てସえがਪଌできる。̥１～̥３，̥̒，̥８を出ೖޱピットとし，

炉１を伴う΋のを第４̖号住居跡，ํ形にுり出す̥89 ～̥91を出ೖޱピットとし，炉２を伴う΋のを第４

̗号住居跡，̥60，̥80 ～̥82，̥92を出ೖޱピットとする΋のを第４̘号住居跡とする。第４̖号住居跡

はೆนの不੔なஈࠩから，௕8.0ܘｍ，୹7.5ܘｍほどの̙字形に近いପ円形とਪଌでき，主࣠ํ向は̣－35 －˃

Ｅである。第４̗号住居跡は௕8.4ܘｍ，୹8.0ܘｍの円形で，主࣠ํ向は̣－56 －˃̬とਪଌできる。第４̘号

住居跡は第４̖・̗号住居に掘りࠐ·れているが，௕8.0ܘｍ，୹7.4ܘｍの̙字形に近いପ円形とਪଌでき，

主࣠ํ向は̣－53 －˃̬である。น高はそれͧれ10 ～ 16ᶲで，֎傾して立ͪ上がっている。

চ໘　第４̗号住居跡のচ面はほ΅平ୱで，ߗ化している。·た第４̗号住居跡の炉２からுり出した出ೖޱ

ピットの間，第４̘号住居跡の出ೖޱピットとした̥60，̥80 ～̥82，̥92の上΋含めて，ϩーϜϒϩッΫ

が多く含·れる土がްさ５ᶲほどଯ積している。この層はߗ化して͓り，第４̗号住居構ங時の部分的なషচ

とΈられる。第４̖号住居跡のচ面は，炉１の高さから第４̗号住居跡Αり５ᶲほど上Ґになるとਪଌされる

が，ߗ化面は認められない。

࿍　炉１は住居跡掘りࠐΈのほ΅中央部で，ఈ面から５ᶲほど上Ґで確認された地চ炉である。ߗ化したম土

ϒϩッΫがଯ積している。炉２は中央部東دりにҐஔする地চ炉で，௕300ܘᶲ，୹250ܘᶲの不੔円形の掘り

Έの中央部分にްさ約30ᶲにΘたってম土ࠐ化している。掘りߗΈのఈ面はম͚てඇৗにࠐΈを༗し，掘りࠐ

とփがଯ積している。ম土Լには第198号土坑があり，埋め໭された後，炉２が構ஙされている。

࿍̎౔૚ղઆ
１　փ　׊　৭　փ多量，ম土ཻ子・୸化ཻ子・骨คඍ量
２　ᒵ　　　৭　ম土ϒϩッΫ・փ・骨ค多量
３　փ　׊　৭　փ多量

４　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ多量，փগ量
৭　ϩーϜཻ子・୸化ཻ子গ量，ম土ཻ子ඍ量　׊　҉　５

番号 種別 器種 ଻　　　　土 ৭調 ম成 文　様　の　特　௃　な　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

T1１ 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・Ӣ฼ ᒵ ී௨ ௜ઢˠL3縄文ˠແ文部磨き　ޱ縁部鉢巻状のོଳష෇ ̥１Լ層

T1２ 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・Ӣ฼ ᒵ ී௨ ࿮状文　２条のࢗಥ列 ̥１Լ層

T1３ 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・Ӣ฼・੺৭ཻ子 にͿい׊ ී௨ ى形ಥࢁ　৶部にઙいԜઢޱ ̥１中層

T1４ 縄文土器 鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼ փ׊ ී௨ ௜ઢˠL3縄文ˠແ文部磨き　ޱ৶部に２ݸ一ରのಥى ̥̕

T1５ 縄文土器 ઙ鉢 ௕石・Ӣ฼ փ׊ ී௨ ֎面࡟りˠφσ ̥４上層

T1̒ 縄文土器 台෇土器 ௕石 ׊ࠇ ී௨ ԣҐ۠ը௜ઢˠॎҐ௜ઢ ̥４中層

番号 器種 ௕さ ෯ ްさ ॏ量 質　　　ࡐ 特　　௃　　な　　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

̦１ 打製石斧 9.2 5.6 2.6 122.5 ೪൘ؠ ཪ面主要ണ཭面　 ̥１ 1L26

̦２ 磨石 7.2 6.9 4.2 332.0 ؠࢁ҆ ਖ਼・ཪ面・ଆ縁部ར༻　ਖ਼・ཪ面にᏏ打ࠟ ̥̒ 1L28



18

ϐοτ　121か所。出ೖޱピットと炉のҐஔ，ਂさなどから，第４̖号住居跡の主柱穴は̥14，̥28，̥80，

̥112の４本，第４̗号住居跡の主柱穴は̥̕，̥27，̥81，̥94，第４̘号住居跡の主柱穴は̥̕，̥28，

̥80，̥119などがߟえられる。いͣれの住居跡΋นࡍに多くのน柱穴が८っている。

෴౔　̒層に分層できる。第５・̒層は第４̗号住居跡にؼ属する΋ので，ϩーϜϒϩッΫを含んでいること

から埋め໭された後，第４̖号住居が構ஙされている。第４̖号住居跡にؼ属する第１～４層は，ϩーϜϒϩ

ッΫやম土ཻ子を含んでいる΋のの，Ϩンズ状のଯ積状گから自વଯ積とΈられる。第１層は׊ࠇ৭土で，骨

片・骨คを含んでいる。

遺෺ग़౔ঢ়گ　縄文土器片10,393点，土製品112点（土偶２，耳飾り４，貝ྠ状土製品３，土器片円盤103），

石器48点（打製石斧５，磨製石斧２，石皿10，磨石20，Ꮟ石３，Ԝ石２，砥石̒），石製品̒点（石剣・石棒

５，ਨ飾品１），石֩２点（༵ࠇ石），ണ片70点（༵ࠇ石30，྘ట片19ؠ，チϟート17，ᘮᘨ２，石ӳ１，ทؠ

１），ম成೪土մ34点，ܰ石１点，୸化種子１点が出土している。·たࠞೖした陶器片１点，磁器片１点΋出

土している。大部分の遺物は෴土中層からԼ層にか͚ての出土で，出土土器はほとんどが後期後葉のી୩式か

ら҆行１式の΋のである。̕・11，T134・T147，%1４，̦５・̦７・̦11・̦15はচ面から出土している。

̣１はイノシシの಄֖骨で，̥80の෴土Լ層から出土している（෇ষࢀর）。

ॴݟ　෴土や炉の遺ଘ状گなどから，第４̘号住居跡が࠷΋古く，第４̗号住居跡，第４̖号住居跡΁のมભ

が捉えられる。時期は，出土土器から後期後葉のી୩式から҆行１式期とߟえられ，ൺֱ的୹期間のうͪに建

てସえがなされた΋のとਪଌできる。

ϐοτ౔૚ղઆ
৭　ϩーϜཻ子গ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量　׊　ࠇ　１
৭　ϩーϜϒϩッΫ多量　　　׊　２
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量　׊　҉　３
৭　ϩーϜϒϩッΫ多量　　　׊　４

৭　ϩーϜϒϩッΫ中量　׊　҉　５
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量　׊　҉　̒
৭　ϩーϜཻ子中量　׊　҉　７

౔૚ղઆ
৭　ম土ཻ子中量，骨คগ量，ϩーϜཻ子・୸化ཻ　׊　ࠇ　１

子ඍ量
ࠇ　２ ੺ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ中量，୸化ཻ子গ量
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量，୸化ཻ子ඍ量　׊　ࠇ　３

৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　׊　҉　４
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量，୸化ཻ子ඍ量　׊　҉　５
ۃ　̒ ҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ中量

第４号住居跡ピットܭଌද

番号 ਂさ 番号 ਂさ 番号 ਂさ 番号 ਂさ 番号 ਂさ 番号 ਂさ 番号 ਂさ

̥１ 47 ̥19 28 ̥37 22 ̥69 30 ̥90 60 ̥108 31 ̥126 23
̥２ 25 ̥20 ５ ̥38 52 ̥71 55 ̥91 45 ̥109 14 ̥127 20
̥３ 53 ̥21 42 ̥39 48 ̥72 33 ̥92 58 ̥110 28 ̥128 36
̥４ 20 ̥22 46 ̥40 31 ̥73 23 ̥93 32 ̥111 54 ̥129 30
̥５ 25 ̥23 35 ̥41 55 ̥74 27 ̥94 37 ̥112 41 ̥130 53
̥̒ 29 ̥24 21 ̥42 35 ̥75 21 ̥95 28 ̥113 31 ̥131 38
̥７ 33 ̥25 37 ̥45 24 ̥76 36 ̥96 41 ̥114 34 ̥132 40
̥８ 89 ̥26 77 ̥47 27 ̥77 31 ̥97 16 ̥115 33 ̥133 22
̥̕ 125 ̥27 143 ̥51 20 ̥78 37 ̥98 13 ̥116 20 ̥134 24
̥10 62 ̥28 128 ̥52 19 ̥79 13 ̥99 46 ̥117 19 ̥135 17
̥11 30 ̥29 41 ̥53 26 ̥80 112 ̥100 41 ̥118 42 ̥136 22
̥12 41 ̥30 30 ̥60 43 ̥81 47 ̥101 23 ̥119 107 ̥137 38
̥13 44 ̥31 34 ̥63 35 ̥82 32 ̥102 23 ̥120 60 ̥138 24
̥14 49 ̥32 32 ̥64 34 ̥84 80 ̥103 38 ̥121 123
̥15 31 ̥33 33 ̥65 34 ̥85 27 ̥104 28 ̥122 84
̥16 ７ ̥34 34 ̥66 30 ̥86 36 ̥105 38 ̥123 42
̥17 45 ̥35 32 ̥67 31 ̥88 71 ̥106 27 ̥124 60
̥18 57 ̥36 17 ̥68 12 ̥89 62 ̥107 32 ̥125 34

୯Ґɿᶲ
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第̓ਤ　第４号住居跡࣮ଌਤᾇ

P8

11.4ｍ

P9 P28

P33

Á

Ｂ

Ｅ

Ｆ

Ｈ

Ｇ

Ｊ

Ｊ́

Ｉ

Ｈ
́

Ｂ

Ć

P P

5 1

Ａ

Ｄ

Ａ

Ｃ

SI 6

SD 18

SI 12

SI 12

SI 12

B5j1-N
1m

Ｃ

B
́ B
́

Í

Ć

Á

D́

Ｅ
́

Ｆ
́

Ｇ
́

6

3

P
P

P

5
1

1
2

5

4

炉2

炉1
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第̔ਤ　第４号住居跡࣮ଌਤᾈ

P64P65P65

D D′

E E′

F

G′G

H′H I′I

J′J

F′

P80

P85

P88

P119

P99
P108

5
6

3

P92 P88

P123
P51

P21

P22

P122

P121

P89

P81

P60

P80

P136

P27

P28

P130

P31

P28

6

7

1

2

3

4
1

2

P80
N1

P60P81

2

5 3 1

4

11.2m

11.4m
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第̕ਤ　第４号住居跡ピット番号ࣔࢦਤ・遺物出土状گਤ

C

Ć

21
22

Q15

24

23
25

26
130 29

131
132 30

SD 18

31

8 32

34 33
36 3538

37 39

40

135
Q7

134

133

45

47

63

64
69

68

66

67

65

71
72

74
75 73

3 2

DP3
N1

77

82

81

60

80 TP47

76

91

9089

14

1692

93

94

120

86
85

Q16

88

100

97

11999

95
96

101
102

103

104
105

108

106

109

110

107 111
118 112 Q5

113
114
115
116

117 4

3 9
2

1

5
7

8 6
10

9
4

16
DP4

17
13

14

18 15

19

20125 126
127

128 129

Q8

B5j1-N1m

12

27

28
6

13
51

52
53 5

TP34

DP5

DP1

Q10

TP41

136

779
84

78121
124

123

122

12
138

DP9

TP45

Q13

11

98

17

137
TP46

11

Q11

P8

C Ć

P9

11.4m 9 DP4 Q11 Q5 4 Q8 17 TP45 Q13 TP34

11 DP9 16 Q15

Q16
TP46

DP382Q73DP5Q105DP11413
6

TP41

P28

P33

7 12
TP47

炉2

炉1



22

第1�ਤ　第４号住居跡出土遺物࣮ଌਤᾇ

2

3

5
4

6 7

9

10

8
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第11ਤ　第４号住居跡出土遺物࣮ଌਤᾈ

11

12

13

14
15

17

16

TP7
TP8

TP9
TP10

TP11

TP14

TP13

TP12
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第1�ਤ　第４号住居跡出土遺物࣮ଌਤᾉ

TP15
TP16 TP17

TP18

TP21

TP20

TP19

TP22

TP23 TP24

TP25 TP26

TP30TP29

TP28

TP27

TP31

TP35 TP36

TP37 TP38 TP39
TP40

TP32

TP33 TP34
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第13ਤ　第４号住居跡出土遺物࣮ଌਤᾊ

TP41

TP42

TP43

TP44

TP45

TP48

TP46
TP47

TP51

TP49 TP50

DP1

DP2

DP7 DP8

DP9
DP10

DP6

DP5DP4DP3
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第14ਤ　第４号住居跡出土遺物࣮ଌਤᾋ

Q3

Q4

Q6
Q7

Q12

Q11
Q8

Q9

Q10

Q15 Q16

Q13

Q14

Q5
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第４号住居跡出土遺物࡯؍ද（第10 ～ 14ਤ）

番号 種別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　　土 ৭調 ম成 文 様 の 特 ௃ な ど 出土Ґஔ උ　ߟ

２ 縄文土器 ਂ鉢 ʦ22.0ʧ（14.2） － ௕石・石ӳ ׊ࠇ ී௨ コϒˠ௜ઢˠ縄文L3ˠແ文部磨き ̥60上層 30ˋ　1L15

３ 縄文土器 ਂ鉢 ʦ19.0ʧ（12.6） － ௕石・石ӳ・Ӣ฼ ׊ࠇ ී௨ ᰍ部にॎҐのҴ࠺状௜ઢ文 ෴土Լ層 30ˋ

４ 縄文土器 ਂ鉢 ʦ12.5ʧ（12.4） － ௕石・石ӳ ׊҉ ී௨ コϒˠ௜ઢ文 ̥̕ 40ˋ　1L15

５ 縄文土器 ਂ鉢 ʦ25.4ʧ（18.1） － ௕石・石ӳ・
੺৭ཻ子 にͿい׊ ޷ྑ コϒˠ௜ઢˠ縄文3Lˠແ文部磨き

ೋ次ম成にΑり発๐化 ෴土Լ層 40ˋ　1L17

̒ 縄文土器 ਂ鉢 ʦ25.0ʧ   （9.4） － ௕石・石ӳ 明׊ ී௨ ௜ઢˠ縄文3Lˠແ文部磨き ෴土Լ層 40ˋ

７ 縄文土器 ਂ鉢 ʦ10.8ʧ   （8.3） － ௕石・石ӳ ׊ࠇ ී௨ ௜ઢˠ縄文3Lˠແ文部磨き ෴土Լ層 40ˋ

８ 縄文土器 台෇土器ʦ32.8ʧ（10.8） － ௕石・石ӳ ׊҉ ී௨ ᰍ部۠ը௜ઢˠ条ઢˠແ文部磨き ෴土Լ層 30ˋ

̕ 縄文土器 台෇土器 －   （8.2）ʦ10.1ʧ௕石・石ӳ ׊ ී௨ ֎面磨き চ面 50ˋ

10 縄文土器 ҟ形台෇
土器 － （4.5） 0ʦ7.2ʧ௕石・石ӳ ׊҉ۃ ී௨ ོଳ上Ωβミ　ಁかし޸ ෴土上層 40ˋ

11 縄文土器 鉢 ʦ15.2ʧ （7.2） － ௕石・石ӳ ׊ࠇ ී௨ ௜ઢˠ縄文3Lˠແ文部磨き চ面 80ˋ　1L15

12 縄文土器 鉢 ʦ10.6ʧ 　4.8 04.4 ௕石・Ӣ฼ ᒵ ී௨ コϒˠ௜ઢˠ縄文3L　ޱ縁部ඍོى
内面੺࠼　内・֎面磨き ෴土Լ層 60ˋ　1L15

13 縄文土器 ਂ鉢 ʦ24.8ʧ（11.0） － ௕石・石ӳ にͿい׊ ී௨ 斜条ઢˠޱ縁部Ωβミ 炉２上層 40ˋ　1L15

14 縄文土器 ਂ鉢 ʦ13.2ʧ （6.7） － ௕石・Ӣ฼ ᒵ ී௨ コϒˠ௜ઢˠ縄文L3ˠແ文部磨き ෴土Լ層 40ˋ　1L15

15 縄文土器 ਂ鉢 ʦ23.0ʧ （6.2） － ௕石・石ӳ ᒵ ී௨ 斜条ઢ ෴土上層 30ˋ

16 縄文土器 ਂ鉢 ʦ24.0ʧ （7.0） － ௕石・石ӳ・
੺৭ཻ子 明੺׊ ී௨ 斜条ઢˠॎҐ௜ઢ ෴土Լ層 40ˋ

17 縄文土器 ਂ鉢 － （12.3） 04.0 ௕石・石ӳ ׊ ී௨ 地縄文ˠ斜条ઢ　ఈ部࡟り ෴土上層 30ˋ

番号 種別 器種 ଻　　　　土 ৭調 ম成 文　様　の　特　௃　な　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

T1７ 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼ ׊ࠇ ී௨ 縄文3Lˠ௜ઢˠコϒ 炉２上層

T1８ 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ にͿいᒵ ී௨ ௜ઢˠΩβミ 炉２上層

T1̕ 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ ׊҉ ී௨ ௜ઢˠ縄文3Lˠແ文部磨き 炉２上層

T110 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ ׊ࠇ ී௨ ଳ縄文ԼにΩβミى縁部ོޱ 炉２上層

T111 縄文土器 ઙ鉢 ௕石・石ӳ ׊ࠇ ී௨ ଳ縄文　௜ઢˠ縄文3Lى縁部ོޱ 炉２上層

T112 縄文土器 ઙ鉢 ௕石・石ӳ ᒵ ී௨ ඍོଳ上に௜ઢˠ縄文3L 炉２上層

T113 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ ᒵ ී௨ 縁部ඥઢˠ条ઢޱ 炉２上層・
̥80上層

T114 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ にͿいԫᒵ ී௨ ྠ積Έࠟ明ྎ 炉２上層

T115 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ ࠇ ී௨ ௜ઢˠ縄文3Lˠແ文部磨き ̥30上層

T116 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・Ӣ฼ ׊ࠇ ී௨ 条ઢˠޱ縁部ࢗಥ ̥53上層

T117 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ ࠇ ී௨ 縁部Ωβミˠ条ઢޱ ̥60上層

T118 縄文土器 ઙ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼ ׊҉ ී௨ ௜ઢˠ縄文3L ̥65上層

T119 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・Ӣ฼ ࠇ ී௨ ௜ઢˠ縄文L3・ོ ଳష෇　೾௖部内面に΋縄文ࢪ文 ̥80上層

T120 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ ׊ ී௨ ௜ઢˠ縄文3Lˠແ文部磨き ̥80上層

T121 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・Ӣ฼ ׊ࠇ ී௨ ௜ઢˠ縄文3Lˠコϒష෇ˠແ文部磨き ̥80上層

T122 縄文土器 台෇鉢 ௕石・Ӣ฼ ࠇ ී௨ ॎҐの条ઢˠޱ縁部Ωβミ　ޱ৶部Լ1.5ᶲにΩβミ ̥80上層

T123 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ ׊ࠇ ී௨ ৶部にԡѹ文ޱ ̥80上層

T124 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ ׊ ޷ྑ ೋ次ম成にΑり発๐化 ̥80上層

T125 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ にͿい׊ ී௨ 条ઢˠମ部ԡしҾきࢗಥ文 ̥80上層

T126 縄文土器 ਂ鉢 石ӳ・Ӣ฼・੺৭ཻ子 ׊ࠇ ී௨ 条ઢˠོଳష෇ ̥80上層

T127 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ ׊ ී௨ コϒˠ௜ઢˠ縄文3Lˠແ文部磨き ̥84上層

T128 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・Ӣ฼ にͿい׊ ී௨ コϒˠ௜ઢˠ縄文3Lˠແ文部磨き ̥84Լ層

T129 縄文土器 ਂ鉢 石ӳ ׊ࠇ ී௨ ௜ઢˠ縄文3Lˠແ文部磨き ̥84Լ層

T130 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・੺৭ཻ子 にͿい׊ ී௨ ௜ઢˠ縄文3Lˠແ文部磨き ̥84上層

T131 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ ࠇ ී௨ コϒˠ条ઢˠོଳ上Ωβミ ̥91Լ層

T132 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼ ࠇ ී௨ ௜ઢˠ縄文3Lˠ条ઢ ̥121上層

T133 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ ׊ࠇ ී௨ ೾状ޱ縁ਂ鉢ମ部　໼Ӌ根状௜ઢˠॎҐ۠ը文・
ମ部のΩβミ ̥88上層

T134 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ ઙԫᒵ ී௨ ಥ文ࢗ内面に΋ى縁部ོଳ上Ωβミ・࿮状文　ಥޱ চ面
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番号 種別 器種 ଻　　　　土 ৭調 ম成 文　様　の　特　௃　な　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

T135 縄文土器 鉢 ௕石 ׊ࠇ ී௨ ོଳ上Ωβミ　内・֎面੺࠼ ̥120上層

T136 縄文土器 台෇鉢 ௕石 ׊ࠇ ී௨ ௜ઢˠ縄文3Lˠແ文部磨き ̥120上層

T137 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ ࠇ ී௨ コϒˠ௜ઢ文 ෴土中

T138 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ 明׊ ී௨ ௜ઢˠ縄文L3ˠແ文部磨き ෴土中

T139 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ ׊ࠇ ී௨ Ωβミを伴うޱ縁部ོଳにΑる۠ը内にԜઢ ෴土上層

T140 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ ׊ࠇ ී௨ 縄文3Lˠ௜ઢ ෴土上層

T141 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・Ӣ฼ ᒵ ී௨ コϒˠ௜ઢˠ縄文3Lˠແ文部磨き ෴土上層・
Լ層

T142 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ ׊҉ ී௨ ௜ઢˠ縄文3Lˠᰍ部条ઢ ෴土上層

T143 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ ׊ࠇ ී௨ コϒˠ௜ઢˠ縄文3Lˠແ文部磨き ෴土上層

T144 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ ׊ࠇ ී௨ コϒˠ௜ઢˠ条ઢ ෴土中

T145 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ にͿい׊ ී௨ 縁部３条のԜઢ　ᰍ部໼Ӌ根状の௜ઢ文ޱ ෴土Լ層

T146 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・Ӣ฼ 明׊ ී௨ ॎҐの条ઢˠΩβミ ෴土上層

T147 縄文土器 鉢 ௕石・石ӳ にͿい׊ ී௨ 文ࢪ縁部に４条の௜ઢޱ চ面

T148 縄文土器 ҟ形台෇
土器 ௕石・石ӳ・Ӣ฼ ᒵ ී௨ コϒのԼにಁかし޸ ෴土上層

T149 縄文土器 壺 ௕石 փ׊ ී௨ ඍོଳにΑる֨子状文様・コϒ　 ෴土上層

T150 縄文土器 鉢 ௕石・੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී௨ 縁部にノの字状コϒޱ　಄にΑるφσࢦ ෴土中

T151 縄文土器 台෇土器 ௕石・石ӳ ׊ࠇ ී௨ コϒˠ௜ઢ　ಁかし޸ ෴土上層

番号 器種 ௕さ ෯ ްさ ॏ量 ଻土・৭調 特　　௃　　な　　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

%1１ 土偶   （4.9）（5.5） 2.8 （52.3）
にͿい׊　௕石・
石ӳ・Ӣ฼・੺৭
ཻ子・ന৭ཻ子

文ࢪ಄部にແઅＬ　ݱ形土偶಄部　ོଳにΑる人面දࢁ
੺࠼ ෴土上層 1L23

%1２ 土偶   （4.2）（3.9） （3.0） （23.6） փԫ׊　௕石・
石ӳ・੺৭ཻ子 ࿹部　ོଳ࿬に௜ઢ・円形ࢗಥ ෴土上層

%1３ 耳飾り   2.1 － 2.1 8.1 ԫփ　௕石・石ӳ ಄にΑる੔形ࢦ ෴土Լ層 1L22

%1４ 耳飾り   2.1 － 2.0 5.3 ҉փԫ　௕石・
੺৭ཻ子 ଆ面磨き　 চ面 1L22

%1５ 耳飾り   1.2 － 1.9 2.7 にͿい੺׊　௕石 耳ખタイϓ　φσ調੔　ଆ面部分的にണ཭ ෴土上層 1L22

%1̒ 貝ྠ状
土製品   （3.7） 1.1 1.7 （6.2） ௕石・੺৭ཻ子　ࠇ ֎面磨き ෴土上層

%1７ 土器片
円盤   4.5 5.1 1.1 24.0 ੺׊　௕石・石ӳ・

੺৭ཻ子 ҆行１式平縁ਂ鉢ޱ縁部片ར༻　प縁3�4ݚ磨 炉１

%1８ 土器片
円盤   3.8 3.8 1.0 19.8 明੺׊　௕石・

石ӳ・੺৭ཻ子 ૈ製ਂ鉢ޱ縁部片ར༻　प縁3�4ݚ磨 炉２෴土上層

%1̕ 土器片
円盤   3.7 3.5 0.5 9.4 にͿい੺׊　௕石・

石ӳ・੺৭ཻ子 ਫ਼製ਂ鉢ମ部片ར༻　प縁のݚ磨不明ྎ ෴土Լ層

%110 土器片
円盤   3.1 2.9 0.5 6.1 ௕石・石ӳ　׊ࠇ ૈ製ਂ鉢ମ部片ར༻　प縁શपݚ磨 ෴土上層

番号 器種 ௕さ ෯ ްさ ॏ量 質　　　ࡐ 特　　௃　　な　　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

̦３ 石鏃 0（2.1） 1.5 0.4 （0.7） チϟート ઌ୺部ܽଛ　 炉２上層 1L25

̦４ 石鏃 0（1.5）（1.2） 0.4 （0.4） 石༵ࠇ ઌ୺部・ܪ部の一部ܽଛ ෴土上層 1L25

̦５ ਨ飾品 01.8 0.7 0.4 0.7 ᘮᘨ ਖ਼・ཪ面と΋ݒਨ޸のԼに溝状のݚ磨ࠟ চ面 1L25

̦̒ 磨石 06.5 6.7 4.8 292.0 ؠࢁ҆ ਖ਼・ཪ面・ଆ縁部ར༻　ਖ਼・ཪ面・一୺部にᏏ打ࠟ ̥82上層

̦７ 石皿 45.7   27.8 2.4 4900.0 ྘ట片ؠ ਖ਼・ཪ面ར༻　Ԝ石స༻ চ面 1L28

̦８ 打製石斧 06.8 6.8 2.2 ؠࢁ҆ 111.0 ਕ部࠶生ϱ ෴土Լ層 1L27

̦̕ 打製石斧 0（7.0） 6.8 2.5 （161.0） ೪൘ؠ ཪ面に෩化ണ཭ࠟ　一部ݚ磨　ଆ面の一部にݚ磨ࠟ ෴土上層 1L26

̦10 打製石斧 0（6.6）（6.8） 2.6 （117.0） ೪൘ؠ ཪ面に෩化ണ཭ࠟ　 ෴土Լ層 1L27

̦11 磨製石斧 0（7.5） 4.8 2.8 （156.0） ؠփڽ ਖ਼面ണ཭　ඃ೤ চ面

̦12 磨製石斧 0（4.8）（4.0） 2.2 （75.0） ؠփڽ ఆ֯式　ਕ部のΈ　 ̥14上層

̦13 石棒 0（8.3）（3.9） （1.7） （93.0） ೪൘ؠ ඃ೤ ෴土Լ層

̦14 石棒 （22.6）（4.3） 3.6 （475.0） ೪൘ؠ Ꮟ打ˠݚ磨　ઌ୺部に΋Ꮟ打ࠟ ෴土中 1L27

̦15 ༗溝砥石 （13.5） 8.9 1.3 （139.0） Ֆቋؠ ਖ਼・ཪ面に溝状のݚ磨ࠟ　ඃ೤ চ面 1L28

̦16 ༗溝砥石 14.5 5.6 1.5 88.0 Ֆቋؠ ਖ਼・ཪ面に溝状のݚ磨ࠟ　ඃ೤ ෴土Լ層 1L28
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第̑ɾ̒ɾ1�号ॅډ跡（第15 ～ 18ਤ）

Ґஔ　調査ᶘ̗۠ೆ੢の̘４B9۠，標高11.2ｍの台地平ୱ部にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第28号溝に掘りࠐ·れている。第４号住居跡，第117・164号土坑とॏ複しているが，新چ関܎は不

明である。

ピットから，３軒ޱঢ়　いͣれの住居跡΋นの立ͪ上がりが確認できͣ，炉とΈられるম土跡と出ೖܗ໛ͱن

の住居跡のॏ複と൑அした。第５号住居跡は̥42 ～̥46の出ೖޱピットと炉１を݁Ϳϥインを主࣠とするܘ

７ｍほどの円形で，主࣠ํ向は̣－51 －˃̬，第̒号住居跡は̥１～̥̒の出ೖޱピットと炉２を݁Ϳϥイン

を主࣠とし，̥̕～̥13などをน柱穴とする̒ｍほどの۱ؙํ形で，主࣠ํ向は̣－53 －˃̬，第10号住居跡

は̥48の出ೖޱピットと炉３を݁Ϳϥインを主࣠とし，ピットのҐஔなどから，̒ܘｍほどの円形で，主࣠ํ

向は̣－５ －˃̬とਪଌできる。

চ໘　第５号住居跡の出ೖޱピットから炉１・２にか͚て，ম土ཻ子ࠞじりのߗ化面が確認でき，第５号住居

跡のচ面の一部とߟえられる。

࿍　３か所。炉１と炉２は第５・̒号住居跡の出ೖޱピットにରԠするҐஔにあり，炉１は௕140ܘᶲ，୹ܘ

130ᶲの円形の地চ炉，炉２は௕110ܘᶲ，୹70ܘᶲのପ円形の地চ炉である。炉３は第10号住居跡の出ೖޱピ

ットの北ଆにҐஔし，70ܘᶲの円形の地চ炉である。いͣれ΋෴土中にম土ϒϩッΫ・୸化ཻ子を多量に含ん

でいる。炉１・２は２ͭの掘りࠐΈが確認できる΋のの，෴土は近ࣅして͓り連ଓ的である。炉１のԼҐには

。れている·ࠐ70ᶲ，ਂさ110ᶲの̥35がある。炉２は̥33に，炉３は̥41にそれͧれ掘りܘ

ϐοτ　第５・̒・10号住居跡合Θせて56か所。それͧれのピットのؼ属を൑அすることはできなかったが，

Ґஔやਂさから，第５号住居跡の主柱穴は̥33，̥34，̥44，̥46，第̒号住居跡の主柱穴は̥14，̥22，̥

28，̥36，第10号住居跡の主柱穴は̥34，̥41，̥49，̥50などがߟえられる。これらҎ֎のピットで΋主柱

穴とするのにे分なਂさの΋のがあり，さらに਺ճの建てସえがਪଌされる。

遺෺ग़౔ঢ়گ　縄文土器片1,265点，土製品４点（土版１，土器片円盤３），石器10点（石鏃１，石皿２，磨石

５，砥石２），石֩１点，ണ片４点が出土している。19は炉１Լの̥35ఈ面から約15ᶲ上ҐでٯҐで出土した。

T152は炉２の෴土Լ層，T153は̥27の෴土上層，T160は̥50の෴土上層から出土している。ピット෴土中

から出土した土器は後期後葉のી୩式から҆行１式の΋のが多いが，̥19，̥41からは҆行２式土器が出土し

ている。その他の土器は前期が38点，後期前葉が19点，晩期前葉が17点である。

ॴݟ　ピットの配ஔと炉の੾り合いから，第５号住居跡が࠷΋新しいことは確認できるが，第̒号住居跡と第

10号住居跡の新چ関܎は不明である。炉やピットの෴土中から出土している土器はી୩式から҆行１式期の΋

のが主ମで大きな時間ࠩが見られͣ，３軒の住居跡΋後期後葉のൺֱ的୹い期間のॏ複とߟえられる。たͩし

ピットの一部や෴土中の土器から，第５号住居跡は晩期前葉·で機ೳしていたՄೳੑ΋ある。

࿍౔૚ղઆ
１　੺　׊　৭　ম土ϒϩッΫ中量，ϩーϜཻ子・୸化ཻ子গ量
２　にͿい੺׊৭　ম土ϒϩッΫ多量，୸化ཻ子中量，ϩーϜཻ子

গ量

３　҉ ੺ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ཻ子中量，୸化ཻ子গ量
４　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ中量，ϩーϜཻ子গ量
５　҉ ੺ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ཻ子中量

第５・̒・10号住居跡ピットܭଌද

番号 ਂさ 番号 ਂさ 番号 ਂさ 番号 ਂさ 番号 ਂさ 番号 ਂさ 番号 ਂさ 番号 ਂさ
̥１ 15 ̥８ 21 ̥15 31 ̥22 32 ̥29 43 ̥36 74 ̥43 38 ̥50 83
̥２ 67 ̥̕ 22 ̥16 36 ̥23 37 ̥30 44 ̥37 59 ̥44 55 ̥51 43
̥３ 12 ̥10 ８ ̥17 54 ̥24 47 ̥31 30 ̥38 38 ̥45 39 ̥52 43
̥４ 21 ̥11 42 ̥18 48 ̥25 75 ̥32 68 ̥39 27 ̥46 48 ̥53 ̒
̥５ 14 ̥12 51 ̥19 35 ̥26 41 ̥33 99 ̥40 23 ̥47 83 ̥54 58
̥̒ 19 ̥13 34 ̥20 98 ̥27 67 ̥34 50 ̥41 94 ̥48 40 ̥55 47
̥７ 16 ̥14 65 ̥21 27 ̥28 101 ̥35 110 ̥42 18 ̥49 27 ̥56 30

୯Ґɿᶲ
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第1�ਤ　第５・̒・10号住居跡࣮ଌਤᾇ

H

H́

I

Í
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P27

P26P54

P24

P25

P33
炉2

炉1

A Á

C Ć

B B́
11.4m

1
3

2

4

5



31

第16ਤ　第５・̒・10号住居跡࣮ଌਤᾈ

D
́

E
́

G
́ H
́

F́

D E F

G H I
Í

11
.4
m

56

55

20

1921

24

2554 26

29 28 27

3950
51

4152
49

40

37
38

34

31

32

33

18
17

15

14
16

13
12
11
10

9

8

6

1
2
45 3

36

47
45

43
44

46

42

7
35

30

53
48

23 22
SI 6

SI 10

SI 5

C4b9
炉3

炉1

炉2
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第1�ਤ　第５・̒・10号住居跡出土遺物࣮ଌਤᾇ

18

19

TP52

TP53

TP54

TP58

TP59

TP60
TP61

TP62

TP63

TP64
TP65 TP66

TP57
TP56

TP55
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第18ਤ　第５・̒・10号住居跡出土遺物࣮ଌਤᾈ

DP11

Q18

Q20

Q21

Q19

Q22

Q17

DP12 DP13 DP14

第５・̒・10号住居跡出土遺物࡯؍ද（第17・18ਤ）

番号 種別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　　土 ৭調 ম成 文 様 の 特 ௃ な ど 出土Ґஔ උ　ߟ

18 縄文土器 ਂ鉢 ʦ24.4ʧ（14.9） － ௕石・石ӳ ׊ࠇ ී௨ ௜ઢ・Ωβミˠ縄文3Lˠແ文部磨き ෴土中 40ˋ　1L17

19 縄文土器 台෇鉢 24.4 （15.2） － ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子 にͿいԫᒵ ී௨ 条ઢˠΩβミ　ޱ縁部Լ・ମ部۶ۂ部

Լに΋Ωβミ ̥35 50ˋ　1L15

番号 種別 器種 ଻　　　　土 ৭調 ম成 文　様　の　特　௃　な　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

T152 縄文土器 ਂ鉢 ௕石 ׊ࠇ ී௨ ௜ઢˠ縄文3Lˠແ文部磨き 炉２Լ層

T153 縄文土器 ਂ鉢 ௕石 ᒵ ී௨ コϒˠ௜ઢˠ縄文3Lˠແ文部磨き ̥27上層

T154 縄文土器 ਂ鉢 ௕石 にͿい׊ ී௨ ௜ઢˠ縄文3L　ོଳ上にΩβミ ෴土中

T155 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・੺৭ཻ子 ᒵ ී௨ ର向ހઢ文 ෴土中

T156 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・੺৭ཻ子 ׊ࠇ ී௨ ௜ઢˠ縄文3Lˠແ文部磨き ෴土中

T157 縄文土器 ઙ鉢 ௕石 ׊ ී௨ ೖ૊ଳ状文・ࢗಥ文　ޱ縁部にಥى　स形土器ϱ ෴土中

T158 縄文土器 ઙ鉢 ௕石 にͿい׊ ී௨ ௜ઢˠ縄文L3ˠແ文部磨き ෴土中
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番号 種別 器種 ଻　　　　土 ৭調 ম成 文　様　の　特　௃　な　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

T159 縄文土器 ਂ鉢 ௕石 ᒵ ී௨ 条ઢˠ௜ઢˠΩβミ ෴土中

T160 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ ᒵ ී௨ ᰍ部条ઢ ̥50上層

T161 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ ᒵ ී௨ 条ઢˠॎҐ۠ըˠޱ縁部۠ը ෴土中

T162 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ ׊ ී௨ 縁部ඥઢష෇ˠ௜ઢˠແઅLॆరޱ ෴土中

T163 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ にͿいᒵ ී௨ 文ࢪᰍ部۠ըˠᰍ部副文様ޱ ෴土中

T164 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼ ׊ ී௨ 　ىり出しにΑりོ࡟縁部ޱ ෴土中

T165 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・੺৭ཻ子 にͿいԫᒵ ී௨ り࡟縁部ԣφσ　ମ部ॎҐのޱ ෴土中

T166 縄文土器 ֖ ௕石 ׊ ී௨ ོଳ上・ޱ৶部にࡉかいΩβミ ̥３

番号 器種 ௕さ ෯ ްさ ॏ量 ଻土・৭調 特　　௃　　な　　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

%111 土版 （5.0） （5.5） 2.1 （47.0） にͿい׊　௕石・
石ӳ・੺৭ཻ子 ޸ਨݒଘする上୺部に࢒ ෴土中

%112 土器片円盤 3.6 4.8 1.4 20.9 ԫ׊　௕石・石ӳ ҆行１式平縁ਂ鉢ޱ縁部片ར༻　प縁ݚ磨 ̥27

%113 土器片円盤 4.0 4.1 1.2 30.8 にͿい੺׊
௕石・੺৭ཻ子 ૈ製ਂ鉢ޱ縁部ར༻　प縁ݚ磨 ෴土中

%114 土器片円盤 3.5 3.5 0.7 8.7 明׊　௕石・石ӳ・
Ӣ฼ 縁部片ར༻　प縁打ͪܽきޱ ̥１

番号 器種 ௕さ ෯ ްさ ॏ量 質　　　ࡐ 特　　௃　　な　　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

̦17 石鏃 0（2.1） 0（1.6） 0.5 （1.0） チϟート ୺部ܽଛ　 ̥37

̦18 石皿 （11.1）（10.5） 2.5 （412.0） Ӣ฼片ؠ ਖ਼・ཪ面ར༻ 炉１

̦19 石皿 0（7.2） 0（7.4） 4.4 （225.0） Ӣ฼片ؠ ਖ਼面ར༻ ෴土中

̦20 磨石 07.3 06.9 5.0 347.0 Ӣ฼片ؠ ਖ਼・ཪ面・ଆ縁にݚ磨 ・ࠟᏏ打ࠟ ෴土中

̦21 ༗溝砥石 0（8.5） 05.3 1.1 （54.0） Ֆቋؠ ਖ਼・ཪ面に溝状のݚ磨ࠟ ෴土中

̦22 磨石 0（6.8） 03.3 1.4 （37.4） ทؠ ୺部にݚ磨ࠟ　ೋ次ম成 ̥45

第̔号ॅډ跡（第19・20ਤ）

Ґஔ　調査ᶘ̗۠の̗４H0۠，標高11.5ｍの台地平ୱ部にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第17号溝に掘りࠐ·れている。第14号住居跡，第134号土坑とॏ複しているが，新چ関܎は不明で

ある。

７ｍほどܘঢ়　นを確認することはできなかったが，ピットのҐஔやਂさなどから，炉を中৺としてܗ໛ͱن

の円形とਪଌできる。

চ໘　炉のपғが௕4.0ܘｍ，୹3.0ܘｍのପ円形に一ஈԼがっているが，ߗ化面は認められない。

࿍　中央やや東دりにҐஔする，௕130ܘᶲ，୹70ܘᶲのପ円形の地চ炉である。෴土にম土ϒϩッΫをগ量

含んでいる΋のの，Րচ面は認められない。̥14に掘りࠐ·れている。

ϐοτ　48か所。ਂさやҐஔから̥̒，̥17，̥26，̥27，̥33などが主柱穴で，北੢部にހ状に८る̥34 ～

̥48はน柱穴とΈられる。·た̥11，̥20，̥23，̥24など΋ਂさがあり，別の柱穴配ஔ΋ߟえられる。

遺෺ग़౔ঢ়گ　縄文土器片153点，土製品１点（土器片円盤），石器１点（磨石），ണ片２点（チϟート）が出

土している。後期前葉のງ೭内式土器をएׯ含んでいる΋のの，出土土器の大部分は後期後葉の΋のである。

̥21の෴土中からは୸化種子（オニάϧミ）・獣骨片が出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から後期後葉とߟえられる。

࿍౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量，ম土ϒϩッΫ・୸化ཻ子　׊　ࠇ　１

ඍ量
ۃ　２ ҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子中量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量，ম土ཻ子ඍ量　׊　҉　３
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第1�ਤ　第８号住居跡࣮ଌਤ

B4g0

B

B́

A

Á

C

Ć

P35

P34

P36
P37

P38

P39
P40

P32

P33

P31

P11

P10

P21
P22

P12

P14
P9

P8 P1

P2

P7
P6

SD 17

D́

D

SK 134

P20

P17

P18

P19

P15

P16P23

P13

P4

P26

P47

P46
P45P48

P44
P43

P42
P28 P29

P24

P30

P27P41

P25

P3

P5

SI 14

A Á11.8m

B B́11.6m

C Ć

D D́
11.4m

2
1 3
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第��ਤ　第８号住居跡出土遺物࣮ଌਤ

Q23

TP78
TP77TP76

TP73 TP74
TP75

TP69

TP67

TP68
TP70

TP71

TP72

第８号住居跡ピットܭଌද

番号 ਂさ 番号 ਂさ 番号 ਂさ 番号 ਂさ 番号 ਂさ 番号 ਂさ 番号 ਂさ

̥１ 13 ̥８ 19 ̥15 ８ ̥22 － ̥29 23 ̥36 12 ̥43 25
̥２ 11 ̥̕ 17 ̥16 26 ̥23 26 ̥30 24 ̥37 17 ̥44 38
̥３ 48 ̥10 15 ̥17 42 ̥24 56 ̥31 14 ̥38 39 ̥45 40
̥４ 16 ̥11 36 ̥18 28 ̥25 － ̥32 20 ̥39 25 ̥46 28
̥５ 36 ̥12 13 ̥19 28 ̥26 51 ̥33 65 ̥40 34 ̥47 52
̥̒ 23 ̥13 － ̥20 33 ̥27 29 ̥34 15 ̥41 23 ̥48 15
̥７ 15 ̥14 31 ̥21 30 ̥28 22 ̥35 ̒ ̥42 54

第８号住居跡出土遺物࡯؍ද（第20ਤ）

番号 種別 器種 ଻　　　　土 ৭調 ম成 文　様　の　特　௃　な　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

T167 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼ ԫᒵ ී௨ ංްするޱ縁部に縄文3Lࢪ文 ̥３Լ層

T168 縄文土器 ஫ޱ土器 ௕石 にͿいԫᒵ ී௨ ೺ख部分 ̥３Լ層

T169 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・੺৭ཻ子・
ന৭ཻ子 ׊ ී௨ ௜ઢˠ縄文L3 ̥７上層

T170 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී௨ 縁部֎面にྠ積Έࠟޱ ̥21上層

T171 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・੺৭ཻ子 にͿいԫᒵ ී௨ ମ部条ઢࢪ文 ̥21上層

T172 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼ ੺׊ ී௨ 集合௜ઢ ̥26上層

T173 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼ ᒵ ී௨ ແઅＬ　上ଆのׂれޱに઀合ࠟ ̥26上層

T174 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ にͿいԫᒵ ී௨ ௜ઢˠコϒˠ縄文3L ̥33上層

T175 縄文土器 ਂ鉢 ௕石 にͿいԫᒵ ී௨ 縄文L3ˠ௜ઢ　ى縁部ོޱ ̥33上層

T176 縄文土器 鉢 ௕石・石ӳ ׊ ී௨ 縁部௜ઢ文ޱ ̥46中層

T177 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・੺৭ཻ子 ҉੺׊ ී௨ ௜ઢˠ縄文3Lˠແ文部磨き ̥46中層

T178 縄文土器 壺 ௕石・Ӣ฼ ׊ࠇ ී௨ ௜ઢˠコϒˠඍོଳ上Ωβミ ෴土中

୯Ґɿᶲ
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第�1ਤ　第11号住居跡࣮ଌਤ

A

B

C

D

E

F

É F́

A

B

Á

B́

Á

B́

F F́

E

P1

P10P16

P9

P8

P19
P6

P2

P7

P5

P13

P17
P18

P12

P11

P14

P15

P4
P3

SK 143 SK 144

11
.6
m

11.0m
É

C
C
́

C
́

D
D
́

D
́

B5i6

番号 器種 ௕さ ෯ ްさ ॏ量 質　　　ࡐ 特　　௃　　な　　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

̦23 磨石 4.9 5.4 3.7 ؠࢁ҆ 127.6 ਖ਼・ཪ面・Լ୺部にᏏ打ࠟ ෴土中

第11号ॅډ跡（第21・22ਤ）

Ґஔ　調査ᶘ̗۠の̗５J6۠，標高10.8ｍの台地平ୱ部にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第126号土坑を掘りࠐんでいる。·た第143号土坑に掘りࠐ·れている。第144号土坑とॏ複してい

るが，新چ関܎は不明である。

。ｍほどの円形とਪଌできる̒ܘঢ়　ೆ半部が調査۠Ҭ֎であるが，炉とピットのҐஔからܗ໛ͱن

চ໘　ほ΅平ୱである。ߗ化面は認められない。

࿍　ೆ半部が調査۠Ҭ֎で，確認できた௕80ܘᶲ，୹40ܘᶲのପ円形の地চ炉である。෴土はম土ཻ子をやや

多く含んでいるが，ߗ化した部分はない。

ϐοτ　19か所。̥ ５，̥ 10がҐஔとਂさから主柱穴，̥ １，̥ ２，̥ ７，̥ ̕，̥ 11 ～̥18がน柱穴とΈられる。

෴土はややࠇຯのڧい׊৭土で，ϩーϜཻ子をগ量含む΋のが多い。
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遺෺ग़౔ঢ়گ　縄文土器片274点，土製品１点（貝ྠ状土製品），石器２点（石皿，磨石），石֩２点（チϟート），

ണ片̒点（チϟート５，༵ࠇ石１）が出土している。遺物はす΂てピット෴土中から出土した΋ので，後期前

葉のງ೭内式土器をएׯ含んでいる΋のの，大部分が後期後葉のી୩式から҆行１式の土器である。20・21の

ミニチュア土器は̥８，̥11から，%115は̥17の෴土中層からそれͧれ出土している。

ॴݟ　時期は出土土器から，後期後葉のી୩式から҆行１式期とߟえられる。

第��ਤ　第11号住居跡出土遺物࣮ଌਤ

TP79 TP80 TP81
TP82

TP83

TP84

20

21
TP88TP87TP86

TP89

TP85

TP90
TP91

TP92 TP93

DP15
3cm0

第11号住居跡ピットܭଌද

番号 ਂさ 番号 ਂさ 番号 ਂさ 番号 ਂさ 番号 ਂさ 番号 ਂさ 番号 ਂさ

̥１ 27 ̥４ 39 ̥７ 20 ̥10 52 ̥13 17 ̥16 43 ̥19 67
̥２ 20 ̥５ 68 ̥８ 38 ̥11 17 ̥14 21 ̥17 59
̥３ 104 ̥̒ ̕ ̥̕ 16 ̥12 20 ̥15 100 ̥18 77

第11号住居跡出土遺物࡯؍ද（第22ਤ）

番号 種別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　　土 ৭調 ম成 文 様 の 特 ௃ な ど 出土Ґஔ උ　ߟ

20 縄文土器 ミニチュア ʦ5.3ʧ （2.5） － ௕石・੺৭ཻ子 ઙԫᒵ ී௨ 壺ϱ　֎面φσ調੔ ̥８中層 40ˋ

21 縄文土器 ミニチュア ʦ5.9ʧ （2.1） － ௕石 ׊ࠇ ී௨ ノの字状のಥى ̥11上層 50ˋ

୯Ґɿᶲ
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番号 種別 器種 ଻　　　　土 ৭調 ম成 文　様　の　特　௃　な　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

T179 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・Ӣ฼ փ׊ ී௨ ོଳ上に縄文3Lˠ௜ઢ ̥１上層

T180 縄文土器 ਂ鉢 ௕石 ᒵ ී௨ 縁部ོଳష෇ˠ௜ઢˠΩβミޱ ̥４上層

T181 縄文土器 ਂ鉢 石ӳ・Ӣ฼ ׊ࠇ ී௨ 縁部௜ઢˠ縄文L3ޱ ̥７中層

T182 縄文土器 ਂ鉢 ௕石 ׊ࠇ ී௨ 縁部にΩβミ　磨き調੔ޱ ̥７中層

T183 縄文土器 ਂ鉢 ௕石 ҉փԫ ޷ྑ ೋ次ম成　発๐化 ̥７Լ層

T184 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ ׊҉ ී௨ ௜ઢˠ縄文3Lˠແ文部磨き ̥10上層

T185 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼ ׊҉ ී௨ ௜ઢˠ縄文3Lˠແ文部磨き ̥８上層

T186 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ ׊ࠇ ී௨ ௜ઢˠ縄文3Lˠແ文部磨き ̥８上層

T187 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ ׊ࠇ ී௨ ௜ઢˠ縄文L3ˠແ文部磨き ̥８上層

T188 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・Ӣ฼ ׊ࠇ ී௨ にΑる条ઢ۩޻状ࣃ۳ ̥８上層

T189 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・੺৭ཻ子 にͿい੺׊ ී௨ 縁部内面にԜઢ状のφσޱ ̥̕上層

T190 縄文土器 ਂ鉢 石ӳ にͿいᒵ ී௨ 縁部内面にԜઢ状のφσޱ ̥̕上層

T191 縄文土器 ਂ鉢 ௕石 ׊ ී௨ ௜ઢˠ縄文3Lˠແ文部磨き ̥16上層

T192 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ ᒵ ී௨ 条ઢˠԣҐのԜઢ状磨ফ ̥16上層

T193 縄文土器 ਂ鉢 ௕石 ׊҉ ී௨ 縄文L3ˠ௜ઢ ̥11上層

番号 器種 ௕さ ෯ ްさ ॏ量 ଻土・৭調 特　　௃　　な　　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

%115 貝ྠ状
土製品 （5.0） 2.4 2.6 （16.8）にͿいԫᒵ　௕石 φσ調੔ 117中層

第1�号ॅډ跡（第23・24ਤ）

Ґஔ　調査ᶘ̗۠の̗５I2۠，標高11.3ｍの台地平ୱ部にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第18号溝に掘りࠐ·れている。第４号住居跡とॏ複しているが，෴土にΑる新چ関܎は不明である。

遺ଘ状ଶから第４号住居跡が新しいとߟえられる。

ピッޱঢ়　นが確認できなかったが，ピットとম土のҐஔから，第４号住居跡内の̥18，̥19を出ೖܗ໛ͱن

トとして，̒ܘｍほどの円形とਪଌされる。主࣠ํ向は̣－26 －˃Ｅである。

চ໘　ほ΅平ୱで，ߗ化面は認められない。

࿍　̥３のೆଆにҐஔする，60ܘᶲの円形の地চ炉である。ম土はബく，掘りࠐΈは伴っていない。

ϐοτ　19か所。̥18，̥19が出ೖޱピットである。ਂさのある̥10，̥12，̥15，̥16，̥17が主柱穴で，

̥１，̥̒～̥̕がน柱穴とΈられる。̥12の෴土はϩーϜϒϩッΫを含んでいるが，ଯ積状گから自વଯ積

とΈられる。

遺෺ग़౔ঢ়گ　縄文土器片661点，土製品１点（土器片円盤），ম成೪土մ１点，ണ片16点（チϟート８，༵ࠇ

石２，片̒ؠ）が出土している。す΂てピット෴土中からの出土で，土器では後期前葉や晩期中葉の΋の΋含

·れるが，શମ的には後期後葉の΋のである。̥17から出土した T1111は֎面に໢代ѹࠟがΈられ，ʮ᝷目土器ʯ

のՄೳੑがある。

ॴݟ　時期は，出土土器から後期後葉とߟえられる。

̥1�౔૚ղઆ
ۃ　１ ҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子中量，୸化ཻ子গ量，ϩーϜϒϩッ

Ϋඍ量
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　׊　ࠇ　２
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量　　　׊　３



40

第12号住居跡ピットܭଌද

番号 ਂさ 番号 ਂさ 番号 ਂさ 番号 ਂさ 番号 ਂさ 番号 ਂさ 番号 ਂさ

̥１ 70 ̥４ 12 ̥７ 14 ̥10 75 ̥13 20 ̥16 70 ̥19 39
̥２ 24 ̥５ 19 ̥８ 36 ̥11 50 ̥14 50 ̥17 50
̥３ － ̥̒ 34 ̥̕ 16 ̥12 90 ̥15 48 ̥18 40

第�3ਤ　第12号住居跡࣮ଌਤ

C

B B́A 11.6m
Á
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SD 18

P18 P19

B

A

B
́

D́
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P12

P8

P7

P6

P5

P9

P1

P2

P11

D

B5h2

A
́

D D́

1

2

3

11
.4
m

C
́

C
́

C

୯Ґɿᶲ
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第�4ਤ　第12号住居跡出土遺物࣮ଌਤ

TP94

TP95

TP96

TP97

TP98

TP100 TP101

TP99

TP102 TP103
TP104

TP105
TP106 TP107

TP111

TP110
TP109

TP108

DP116

第12号住居跡出土遺物࡯؍ද（第24ਤ）

番号 種別 器種 ଻　　　　土 ৭調 ম成 文　様　の　特　௃　な　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

T194 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・੺৭ཻ子 ᒵ ී௨ 条ઢˠޱ縁部Ωβミˠޱ縁部۠ը௜ઢ ̥３上層

T195 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ ׊ࠇ ී௨ ௜ઢ文　 ̥７上層

T196 縄文土器 ઙ鉢 ௕石・石ӳ にͿいԫ ී௨ ௜ઢˠ縄文L3　ޱ৶部にΩβミ ̥12上層
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第13ɾ��ɾ�3号ॅډ跡（第25 ～ 31ਤ）

Ґஔ　調査ᶘ̖۠の̗４I7・8۠，標高11.5ｍの台地平ୱ部にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　෴土や出ೖޱピット，น柱穴のҐஔなどから，第13号住居跡，第23号住居跡と΋２ճҎ上の建てସ

えがਪଌできる。第13号住居跡は̥113 ～̥117を出ೖޱピットとし，̥１～̥15，̥88 ～̥99などのน柱穴

が८る掘りࠐΈをนとする第13̖号住居跡と，小形でਂい掘りࠐΈを༗し，̥78，̥79を出ೖޱピットとする

第13̗号住居跡がある。෴土のଯ積状گや炉のҐஔなどから，第13̗号住居跡から第13̖号住居跡΁のมભが

捉えられる。北ଆの一部が第19号住居の出ೖޱピットに掘りࠐ·れている。·た第158・160号土坑とॏ複して

͓り，第13̗号住居跡が࠷΋古く，第158・160号土坑に掘りࠐ·れている。·た第13̖号住居は第158号土坑

を掘りࠐんでいる。

　第22号住居跡は，炉とピットから住居跡としたが，นは確認できなかった。第23̖号住居，第18号溝に掘り

。は不明である܎関چれている。第13̖・13̗・14・19号住居跡との新·ࠐ

　第23号住居跡は，̥79，̥81を出ೖޱピットとし，̥140 ～̥158などが८る掘りࠐΈをนとする第23̖号

住居跡と，̥166，̥167，̥181を出ೖޱピットとする第23̗号住居跡がある。第23̖・̗号住居跡は，෴土

とนの遺ଘ状گから第23̗号住居跡から第23̖号住居跡΁のมભがਪଌできる。第13号住居跡との関܎は，෴

土のଯ積状گから第13̖号住居跡を掘りࠐんでいる。ೆ੢部が第15号住居に掘りࠐ·れている。·た第13号住

居跡，第23号住居跡と΋，第25号住居跡との新چ関܎は不明である。

5.5ｍのପ円形で，主࣠ํ向は̣－90ܘ6.5ｍ，୹ܘঢ়　第13̖号住居跡は௕ܗ໛ͱن で˃ある。น高は30ᶲで，

֎傾して立ͪ上がっている。第13̗号住居跡は4.5ܘｍの円形で，主࣠ํ向は̣－22 －˃Ｅである。น高は20ᶲ

で，֎傾して立ͪ上がっている。

　第23̖号住居跡は，௕7.2ܘｍ，୹5.6ܘｍほどのପ円形で，主࣠ํ向は̣－８ －˃̬である。น高は10ᶲほど

で，֎傾して立ͪ上がっている。ೆ東นࡍで小ピットがೋॏに८る部分があることなどから，東นを֦ுして

番号 種別 器種 ଻　　　　土 ৭調 ম成 文　様　の　特　௃　な　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

T197 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ にͿいԫ׊ ී௨ ௜ઢˠ縄文3L・ᰍ部条ઢ　 ̥14

T198 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・੺৭ཻ子 にͿいԫᒵ ී௨ ௜ઢˠ縄文3Lˠແ文部磨き ̥14

T199 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・੺৭ཻ子 にͿいԫᒵ ී௨ 縄文L3ˠ௜ઢ ̥16

T1100 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී௨ 条ઢˠޱ縁部Ωβミ ̥14

T1101 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ にͿいᒵ ී௨ ௜ઢˠ縄文3Lˠແ文部磨き ̥15中層

T1102 縄文土器 ਂ鉢 ന৭ཻ子 にͿいԫᒵ ී௨ 縄文3Lˠޱ縁部ඥઢష෇　ޱ縁部内面Ԝઢࢪ文 ̥15中層

T1103 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී௨ 条ઢˠޱ縁部Ωβミ ̥15中層

T1104 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・੺৭ཻ子 明੺׊ ී௨ ௜ઢˠ縄文3LˠོଳԼΩβミ ̥15中層

T1105 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼ ᒵ ී௨ ॎҐの磨き ̥16

T1106 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・੺৭ཻ子 փԫ׊ ී௨ 条ઢˠޱ縁部ඥઢష෇ ̥16上層

T1107 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・੺৭ཻ子 にͿいԫᒵ ී௨ ௜ઢˠ縄文L3 ̥16上層

T1108 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ にͿいԫᒵ ී௨ 縁部φσ調੔ޱ ̥16上層

T1109 縄文土器 鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼・小᛽ 明੺׊ ී௨ ೖ૊ଳ状文 ̥16Լ層

T1110 縄文土器 鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼ 明੺׊ ී௨ 上Լର向ހઢ文・ࠥࡾ状ೖり૊Έ文 ̥16Լ層

T1111 縄文土器 鉢ϱ ௕石・石ӳ にͿいԫᒵ ී௨ １ӽ１જ１ૹのѹࠟ　部分的に２ӽ ̥17上層

番号 器種 ௕さ ෯ ްさ ॏ量 ଻土・৭調 特　　௃　　な　　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

%116 土器片円盤 3.5 3.4 0.5 8.5 ・௕石・石ӳ　׊ࠇ
Ӣ฼ ҆行１式ਂ鉢ମ部ഁ片ར༻　प縁3�4ݚ磨 ̥15中層
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いるՄೳੑがある。第23̗号住居跡は，出ೖޱピットとน柱穴のҐஔから̒ܘｍほどの円形とਪଌできる。主

࣠ํ向は̣－３ －˃̬である。第22号住居跡にͭいては，ن໛・形状と΋不明である。

চ໘　いͣれ΋ほ΅平ୱであるが，第23̖号住居跡は੢ଆに向かってएׯ傾斜している。第13̗・23̖号住居

跡のচ面はશମ的にߗ化している。

࿍　第13̖号住居跡の炉は௕210ܘᶲ，୹110ܘᶲのପ円形の地চ炉で，15ᶲほどのްさでম土とփがଯ積し，

ম土中には骨片・骨คが含·れている。第22号住居跡の炉は100ܘᶲほどの円形の地চ炉で，ম土とփがްく

ଯ積して͓り，Րচ面はߗ化している。炉掘りࠐΈのఈ面にはਂさ40ᶲのピット状の掘りࠐΈがある。第23̖

号住居跡のೆ東部に΋50ܘᶲ，ްさ５ᶲほどのম土のࢄ෍がΈられる。

ϐοτ　第13・22・23号住居跡合Θせて179か所。それͧれのؼ属を明らかにすることはできなかったが，出

ೖޱピットとのҐஔやਂさなどから，第13̖号住居跡の主柱穴は̥26，̥38，̥51，̥84，第13̗号住居跡の

主柱穴は̥68，̥69，̥72，̥73，̥76，̥85 ～̥87とਪଌできる。第13̖号住居跡はนࡍに多਺のน柱穴

が८っている。第23̖号住居跡の主柱穴は̥53，̥74，̥77，̥130が，第23̗号住居跡の主柱穴は，ਂさや

出ೖޱピットとのҐஔから̥27，̥50，̥82，̥165などがਪଌできる。第22号住居跡は第23号住居に掘りࠐ

·れていること，·た東ଆ３分の１ほどが調査۠Ҭ֎であることから不明な部分が多いが，炉とのҐஔやਂさ

などから̥158，̥172，̥175や，第14号住居跡のؼ属とした̥34などが本跡に伴うՄೳੑがある。ピットの

෴土は҉׊৭でϩーϜཻ子を多く含Έ，ম土ཻ子・୸化ཻ子をඍ量に含む΋のが多い。

෴౔　第13・23号住居跡で15層に分層できる。第１～５層が第23̖号住居跡，第̒～̕層が第13̖号住居跡，

第10 ～ 13層が第13̗号住居跡，第14・15層が第23̗号住居跡にؼ属する。第13̗号住居跡の第10・11層はϩ

ーϜϒϩッΫを含んで͓り，埋め໭された後，第13̖号住居が構ஙされている。第13̖号住居跡，第23̖号住

居跡はϨンズ状のଯ積状گから自વଯ積とΈられる。·たম土ϒϩッΫを多く含む第５層は，第23̖号住居跡

のนࡍに۱ؙํ形状に८るΑうにଯ積している。

第13̖号ॅډ跡࿍౔૚ղઆ
৭　ম土ཻ子多量，ϩーϜཻ子・骨คগ量，୸化ཻ　׊　҉　１

子ඍ量
２　੺　׊　৭　ম土ϒϩッΫ多量，୸化ཻ子ඍ量
৭　ম土ཻ子多量，ϩーϜཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量　׊　҉　３

４　੺　׊　৭　ম土ϒϩッΫ多量，փ中量，୸化ཻ子ඍ量
৭　ম土ϒϩッΫ中量，ϩーϜϒϩッΫগ量，୸化　׊　҉　５

ཻ子ඍ量

第��号ॅډ跡࿍౔૚ղઆ
１　ᒵ　　　৭　ম土ཻ子・փ多量，୸化ཻ子・骨คඍ量
２　੺　׊　৭　ম土ϒϩッΫ・փ多量，骨คඍ量
৭　ম土ཻ子多量，ϩーϜཻ子中量，୸化ཻ子ඍ量　׊　҉　３
৭　ϩーϜཻ子多量，ম土ཻ子・փগ量　　　׊　４

৭　ϩーϜཻ子多量，୸化ཻ子ඍ量　　　׊　５
৭　ϩーϜϒϩッΫ多量　׊　҉　̒
৭　ϩーϜཻ子中量，୸化ཻ子ඍ量　׊　҉　７

̥1�1ɾ1��౔૚ղઆ
ۃ　１ ҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子多量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
ۃ　２ ҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子多量，ম土ཻ子ඍ量

৭　ϩーϜཻ子多量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量　　　׊　３
৭　ϩーϜཻ子多量　　　׊　４

౔૚ղઆ
৭　ম土ཻ子多量，୸化ཻ子ඍ量　׊　҉　１
৭　ϩーϜཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量　׊　ࠇ　２
৭　ϩーϜཻ子中量，ম土ཻ子・୸化ཻ子গ量　׊　ࠇ　３
৭　ϩーϜཻ子・ম土ཻ子中量，୸化ཻ子গ量　׊　ࠇ　４
ۃ　５ ҉ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ中量，ϩーϜϒϩッΫ・୸化ཻ子

গ量
৭　ম土ཻ子多量，ϩーϜཻ子中量，୸化ཻ子গ量　׊　ࠇ　̒
ۃ　７ ҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子中量，ম土ཻ子গ量
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　׊　҉　８

৭　ϩーϜཻ子中量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量　׊　ࠇ　̕
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量　׊　ࠇ　10
৭　ϩーϜཻ子多量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量　　　׊　11
ۃ　12 ҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子中量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
৭　ϩーϜཻ子গ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量　׊　ࠇ　13
৭　ϩーϜཻ子・ম土ཻ子গ量，୸化ཻ子・骨片ඍ　׊　ࠇ　14

量
৭　ϩーϜϒϩッΫ・୸化ཻ子গ量，ম土ཻ子ඍ量　׊　ࠇ　15
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第��ਤ　第13・22・23号住居跡࣮ଌਤᾇ
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Á

D

TP112
22

F

SI 23B

B

SI 15

SI 13 炉

SK 158

F́SK 160

TP130

SI 13A

Q38 Q24

23

Q37

TP128

SI 13B

Q27

A Á
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第�6ਤ　第13・22・23号住居跡࣮ଌਤᾈ

D

E

TP11222Q27

11.6m

11.8m

11.6m11.4m
3 1

2
4 31

24
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1
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ĆC
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3 4
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10

11
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4 3 5

6

P

14

遺෺ग़౔ঢ়گ　第13・22・23号住居跡あΘせて縄文土器片2,292点，土製品21点（土偶２，土錘１，土器片円

盤18），石器38点（石鏃１，石錘１，打製石斧４，磨製石斧１，石皿７，磨石13，Ԝ石１，Ꮟ石１，砥石̕），

石製品２点（ਨ飾品，石剣・石棒），石֩３点（ᘮᘨ２，༵ࠇ石１），ണ片17点（༵ࠇ石13，チϟート４）が出

土している。22，T1112は第23̖号住居跡の出ೖޱピット北ଆからਖ਼Ґで出土した土器で，෴土第４層Լ面か

ら埋設されたਂ鉢ମ部内の෴土はম土ཻ子を多く含んでいる。出土Ґஔから第23̖号住居跡に伴う埋設土器と

捉えること΋Մೳである。෴土中ٴͼピット෴土中から出土した土器の多くは後期後葉ી୩式から҆行１式の

΋のであるが，Լ層ほどやや古い傾向がある。T1115は̥64から，T1116・T1117は̥68から出土した΋ので，

後期前葉から後期中葉にൺఆできる。これらのピットは第13̗号住居跡に伴う΋のとਪଌされる。

ॴݟ　時期は，出土土器から࠷΋古い第13̗号住居跡が後期前葉から後期後葉とΈられる。それҎ֎の住居跡

は後期後葉のી୩式期から҆行１式期とߟえられ，ൺֱ的୹期間のॏ複とਪଌできる。·た第23̖号住居跡の

東นࡍで確認できたম土は，ম成にΑるচ面のߗ化は見られͣ，·た୸化ࡐなど΋認められないことから，住

居মࣦ時の΋のとするΑり，住居ഇઈ時にഇغされた΋のか，·たは住居ഇઈに伴うԿらかのّྱ的な行ҝの

΋のとਪଌできる。このΑうな住居跡෴土中にΈられるଳ状のম土のଯ積は，第17̖・19̖号住居跡で΋確認

されている。
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第��ਤ　第13・22・23号住居跡ピット番号ࣔࢦਤ

176
SD 18

SI 23A

SI 22炉

177

179

156

155

154

134

133
135 178

153

152

151

150148147
146143

140
81

160

166167

164

165

163

181

162
161

80

79

78

77

76

74

24
27

28
72

73
7170

22 20
25

1718
19 40

41
26

39

42

44

47
4643

88

89

45

64
65

66

68

69

67

48
50

51

52

53

54

55

57

56

49

90
91 92

93
9594 96
97
98 99
100

101

119118

106103102

21
23

7

5

1
2

4
3

6

8

38

37

82

141 142
144

145

137131

132129
130 138

139 149

136

157

121

117

116

122 123

125
127

128126

124
58
59

60
6183
62

84

8586

87

63

107

105
109 111

113
114

115110

112

104

120

173
172

171

159 168

169

158

180

SI 23B

SK 160

SK 158
SI 13B

SI 13炉

B4i7

SI 15

29
30
3132

33

34 35

36

13

9

10

11

12 14
15

16

SI 19

0 2m

SI 13A

第13・22・23号住居跡ピットܭଌද

番号 ਂさ 番号 ਂさ 番号 ਂさ 番号 ਂさ 番号 ਂさ 番号 ਂさ 番号 ਂさ 番号 ਂさ

̥１ 30 ̥24 32 ̥47 17 ̥70 82 ̥94 24 ̥118 ２ ̥141 25 ̥164 101
̥２ 27 ̥25 19 ̥48 16 ̥71 31 ̥95 21 ̥119 28 ̥142 12 ̥165 70
̥３ 37 ̥26 34 ̥49 25 ̥72 48 ̥96 27 ̥120 51 ̥143 29 ̥166 13
̥４ 30 ̥27 62 ̥50 38 ̥73 53 ̥97 35 ̥121 24 ̥144 29 ̥167 54
̥５ 24 ̥28 18 ̥51 82 ̥74 77 ̥98 38 ̥122 17 ̥145 28 ̥168 15
̥̒ 40 ̥29 37 ̥52 26 ̥76 35 ̥99 21 ̥123 28 ̥146 38 ̥169 28
̥７ 29 ̥30 27 ̥53 51 ̥77 50 ̥100 17 ̥124 19 ̥147 36 ̥170 15
̥８ 40 ̥31 18 ̥54 34 ̥78 27 ̥101 25 ̥125 22 ̥148 24 ̥171 51
̥̕ 14 ̥32 27 ̥55 ５ ̥79 33 ̥102 20 ̥126 12 ̥149 38 ̥172 96
̥10 20 ̥33 15 ̥56 ７ ̥80 19 ̥103 18 ̥127 12 ̥150 15 ̥173 24
̥11 27 ̥34 34 ̥57 ̕ ̥81 19 ̥104 ８ ̥128 35 ̥151 ５ ̥174 67
̥12 15 ̥35 25 ̥58 11 ̥82 42 ̥105 61 ̥129 28 ̥152 ８ ̥175 93
̥13 24 ̥36 30 ̥59 10 ̥83 17 ̥106 37 ̥130 105 ̥153 ８ ̥176 17
̥14 11 ̥37 18 ̥60 11 ̥84 47 ̥107 26 ̥131 28 ̥154 11 ̥177 29
̥15 15 ̥38 54 ̥61 23 ̥85 46 ̥109 － ̥132 26 ̥155 24 ̥178 17
̥16 25 ̥39 14 ̥62 20 ̥86 34 ̥110 17 ̥133 30 ̥156 28 ̥179 －
̥17 26 ̥40 51 ̥63 ５ ̥87 54 ̥111 30 ̥134 29 ̥157 26 ̥180 －
̥18 31 ̥41 12 ̥64 72 ̥88 16 ̥112 ５ ̥135 10 ̥158 102 ̥181 33
̥19 20 ̥42 25 ̥65 54 ̥89 40 ̥113 20 ̥136 15 ̥159 43
̥20 26 ̥43 30 ̥66 36 ̥90 18 ̥114 25 ̥137 17 ̥160 79
̥21 14 ̥44 ̕ ̥67 58 ̥91 14 ̥115 11 ̥138 ８ ̥161 ２
̥22 23 ̥45 23 ̥68 45 ̥92 25 ̥116 53 ̥139 22 ̥162 10
̥23 19 ̥46 29 ̥69 58 ̥93 15 ̥117 53 ̥140 24 ̥163 47

୯Ґɿᶲ
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第�8ਤ　第13・22・23号住居跡出土遺物࣮ଌਤᾇ

22

23

TP114TP113

TP112

TP115 TP116 TP117
TP118

TP122TP121
TP120TP119

TP123 TP124
TP125 TP126

TP127 TP128

TP129
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第��ਤ　第13・22・23号住居跡出土遺物࣮ଌਤᾈ

TP130

TP133

TP137

TP142

TP146

TP151 DP17

DP23

DP24
Q24

Q25

Q26

DP18

DP19
DP20

DP21 DP22

TP147 TP148

TP143

TP144 TP145

TP149

TP150

TP138
TP139

TP140
TP141

TP134 TP135 TP136

TP131

TP132
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第3�ਤ　第13・22・23号住居跡出土遺物࣮ଌਤᾉ

Q27

Q28

Q29

Q32

Q31
Q30

Q33

Q34
Q35

Q37
Q36
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第31ਤ　第13・22・23号住居跡出土遺物࣮ଌਤᾊ

Q38

第13・22・23号住居跡出土遺物࡯؍ද（第28 ～ 31ਤ）

番号 種別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　　土 ৭調 ম成 文 様 の 特 ௃ な ど 出土Ґஔ උ　ߟ

22 縄文土器 ਂ鉢 － （13.0） － ௕石・石ӳ・
੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී௨ 条ઢˠඥઢష෇　内面Լ半ഗ෇ண 埋設土器 30ˋ　1L15

23 縄文土器 ਂ鉢 － 0（9.0） 3.7 ௕石・石ӳ・
੺৭ཻ子 ᒵ ී௨ 条ઢ　ମ部Լ୺・ఈ部磨き ෴土中層 30ˋ

番号 種別 器種 ଻　　　　土 ৭調 ম成 文　様　の　特　௃　な　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

T1112 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子 にͿいԫᒵ ී௨ 条ઢˠඥઢష෇　 埋設土器

T1113 縄文土器 鉢 ௕石・Ӣ฼・੺৭ཻ子 にͿいԫ׊ ී௨ ମ部縄文3LԣҐճసࢪ文 炉Լ層

T1114 縄文土器 壺ϱ ௕石 にͿいԫᒵ ී௨ 縄文L3ˠ௜ઢˠコϒష෇ 炉上層

T1115 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ 明੺׊ ී௨ 縄文L3ˠ௜ઢˠ௜ઢ間磨ফ ̥64中層

T1116 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ にͿいԫ ී௨ 条ઢ　ޱ縁部Լに２１ݸରのԡѹ文　 ̥68Լ層

T1117 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ にͿいԫ׊ ී௨ ແઅＬˠ௜ઢ ̥68Լ層

T1118 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼ ੺׊ ී௨ ௜ઢˠ縄文3Lˠ磨き　ޱ縁部Լに؏௨޸ ̥79Լ層

T1119 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・Ӣ฼・੺৭ཻ子 にͿいԫ׊ ී௨ ௜ઢˠ縄文3L・ޱ縁部Ωβミ ̥79中層

T1120 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・੺৭ཻ子 明੺׊ ී௨ ௜ઢˠ縄文L3　ى縁部ඍོޱ ̥160上層

T1121 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ にͿい׊ ී௨ 縄文3Lˠ௜ઢ ෴土中層

T1122 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子 にͿい੺׊ ී௨ コϒˠ௜ઢˠ縄文3Lˠແ文部磨き ෴土上層

T1123 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・Ӣ฼ ᒵ ී௨ ௜ઢˠ縄文3Lˠແ文部磨き ෴土上層

T1124 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ ׊ ී௨ ௜ઢˠ縄文3Lˠແ文部磨き・ޱ縁部Ωβミ ෴土Լ層

T1125 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・小᛽ ᒵ ී௨ コϒˠ縄文L3ˠ௜ઢ ෴土上層

T1126 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී௨ ௜ઢˠ縄文L3L　ޱ縁部ඍོى ෴土上層

T1127 縄文土器 鉢 ௕石・石ӳ・小᛽ にͿいԫᒵ ී௨ ௜ઢˠ縄文3L　ى縁部ඍོޱ ෴土上層

T1128 縄文土器 台෇鉢 ௕石・Ӣ฼・੺৭ཻ子 明׊ ී௨ ৶部Ωβミˠ条ઢޱ ෴土上層
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番号 種別 器種 ଻　　　　土 ৭調 ম成 文　様　の　特　௃　な　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

T1129 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼ ԫ׊ ී௨ φσ　ۂ縁部۶ޱ ෴土Լ層

T1130 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・Ӣ฼ 明׊ ී௨ ௜ઢˠ縄文3Lˠແ文部磨き ෴土上層

T1131 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・Ӣ฼ 明੺׊ ී௨ 条ઢˠޱ縁部Ωβミˠޱ縁部۠ը௜ઢ ෴土上層

T1132 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・Ӣ฼・੺৭ཻ子 明׊ ී௨ 地縄文ˠ条ઢˠޱ縁部ඥઢష෇　ޱ縁部内面にԜઢ ෴土上層

T1133 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼ にͿい׊ ී௨ 縁部ඥઢˠ条ઢޱ ෴土中層

T1134 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ にͿいᒵ ී௨ 地縄文ˠޱ縁部ඥઢష෇ˠ条ઢ　ޱ縁部内面にԜઢ ෴土上層

T1135 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ にͿいԫᒵ 不ྑ 地縄文ˠԣҐの条ઢˠॎҐ۠ը ෴土上層

T1136 縄文土器 ਂ鉢 石ӳ փԫ ී௨ 斜Ґの条ઢˠॎҐの磨ফ ෴土上層

T1137 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ にͿいԫ׊ ී௨ 条ઢˠΩβミ　ޱ縁部内・֎面にԜઢ ෴土Լ層

T1138 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・੺৭ཻ子 ׊ ී௨ ۂ縁部୹く۶ޱ ෴土Լ層

T1139 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ にͿいԫ׊ ී௨ 内・֎面φσ ෴土上層

T1140 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼ ᒵ ී௨ 内・֎面φσ ෴土Լ層

T1141 縄文土器 壺ϱ ௕石・Ӣ฼ にͿいᒵ ී௨ ௜ઢˠΩβミ ෴土上層

T1142 縄文土器 鉢 ௕石 にͿいԫᒵ ޷ྑ ௜ઢˠ縄文L3ˠޱ縁部Ωβミ ෴土上層

T1143 縄文土器 鉢 ௕石・Ӣ฼ 明׊ ී௨ ௜ઢˠ縄文L3ˠແ文部磨き ෴土上層

T1144 縄文土器 鉢 ௕石・石ӳ にͿいԫ׊ ී௨ ௜ઢˠ縄文L3ˠແ文部磨き ෴土中層

T1145 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ ᒵ ී௨ ᰍ部に磨ফ縄文　௜ઢˠ縄文3L ෴土上層

T1146 縄文土器 鉢 ௕石・石ӳ ᒵ ී௨ ௜ઢˠ縄文3Lˠແ文部磨き ෴土Լ層

T1147 縄文土器 鉢ϱ ௕石・石ӳ・੺৭ཻ子 にͿい׊ ී௨ ௜ઢˠ縄文3L　コϒష෇ ෴土Լ層

T1148 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・小᛽ にͿいԫᒵ ී௨ ॎҐのҴ࠺文 ෴土上層

T1149 縄文土器 台෇土器 ௕石・ࠇ৭ཻ子 փԫ 不ྑ ོଳ上に縄文ࢪ文　ೋ次ম成　発๒化 ෴土上層

T1150 縄文土器 ઙ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子 明ԫ׊ ී௨ ௜ઢˠ磨き ෴土Լ層

T1151 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී௨ ৶部にΩβミޱ ̥173上層

番号 器種 ௕さ ෯ ްさ ॏ量 ଻土・৭調 特　　௃　　な　　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

%117 土錘 4.0 2.7 2.0 21.7 にͿいԫᒵ
௕石・石ӳ ಄にΑる੔形　௜ઢԣํ向ˠॎҐํ向ࢦ ෴土上層 1L21

%118 不明土製品 （4.0） （4.0） 1.3 （14.4）ઙԫᒵ　௕石・石ӳ ཪ面઀合ࠟのՄೳੑ　ೋ次ম成 4*22চ面

%119 土器片円盤 2.9 3.1 0.7 7.5 明੺׊　௕石・
Ӣ฼・੺৭ཻ子 ҆行１式ਂ鉢ମ部ഁ片ར༻　प縁શपݚ磨 ෴土中層

%120 土器片円盤 3.6 4.4 0.9 17.9 にͿいԫᒵ
௕石・石ӳ ງ೭内１式ਂ鉢ମ部ഁ片ར༻　प縁ݚ磨部分的 ̥79上層

%121 土器片円盤 4.2 4.9 1.1 24.6 明׊　௕石・石ӳ・
੺৭ཻ子 ૈ製ਂ鉢ޱ縁部ഁ片ར༻　प縁શपݚ磨 ෴土上層

%122 土器片円盤 6.0 5.8 1.6 40.9 明׊　௕石・
੺৭ཻ子 ૈ製ਂ鉢ޱ縁部ഁ片ར༻　प縁ݚ磨部分的 ෴土上層

%123 土偶 （4.5） （3.2） 1.2 （12.6）ԫ׊　௕石 ӈଆ面は઀合ࠟ　ਖ਼中ઢ部分でണ཭ ෴土上層 1L23

%124 土偶 （4.3） （4.0） （3.7）（43.9）にͿいᒵ　௕石・
石ӳ 部　ක部分にོଳ・௜ઢ文٭ ෴土中層 1L23

番号 器種 ௕さ ෯ ްさ ॏ量 質　　　ࡐ 特　　௃　　な　　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

̦24 ਨ飾品 0.55  0.55  0.38 0.2 ௕石質 ઠ޸一ํ向 ෴土中層 1L25

̦25 石鏃 （2.2） 1.6 0.5 （1.2） チϟート ԡѹണ཭　ཪ面に෩化ണ཭ࠟ ෴土上層 1L25

̦26 石ਲ਼ （4.3） 1.9 0.7 （2.6） チϟート ಄部に෩化ണ཭ࠟ ෴土上層 1L25

̦27 打製石斧 10.2 7.5 2.0 ؠփڽ 188.0 ཪ面にݚ磨ࠟ　特にくͼれ部に明ྎ ෴土中層 1L26

̦28 磨製石斧 （7.0） 5.5 2.2 （138.2） ऄ໲ؠ ઌ୺部ܽଛ後Ꮟ石にస༻ϱ　一部ݚ磨ࠟ ෴土中層 1L27

̦29 磨石 8.4 4.8 3.4 ؠࢁ҆ 239.0 ਖ਼・ཪ・一ଆ縁・Լ୺部にᏏ打ࠟ ෴土上層

̦30 磨石 8.4 7.6 6.0 ؠࢁ҆ 610.0 ਖ਼・ཪ・Լ୺部にᏏ打ࠟ　 4*23চ面

̦31 磨石 6.1 6.6 4.0 ؠࢁ҆ 228.0 ਖ਼面にᏏ打ࠟ　Լ୺のׂれޱ部分にݚ磨ࠟ ෴土Լ層

̦32 砥石 （6.6） 4.9 1.4 （41.1） Ֆቋؠ ਖ਼・ཪ面に溝状のݚ磨ࠟ ෴土上層

̦33 石皿 （9.1） （9.3） 5.9 （599.0） 多޸質҆ؠࢁ ཪ面にԜΈ ෴土Լ層

̦34 砥石 10.6 4.7 3.9 ؠփڽ  232.0 Լ୺部にᏏ打ࠟ ෴土中

̦35 石棒 （7.1） （5.4） （2.8）（129.4） ؠࢁ҆ Ꮟ打੔形 ෴土上層
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番号 器種 ௕さ ෯ ްさ ॏ量 質　　　ࡐ 特　　௃　　な　　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

̦36 石皿 10.5 08.5 05.9 ؠࢁ҆ 361.0  ཪ面にԜΈ　ଆ縁΋ݚ磨明ྎ ෴土上層

̦37 Ԝ石 13.8 08.5 07.5  792.0 ؠࢁ҆ ਖ਼・ཪ面にԜΈ ෴土Լ層 1L28

̦38 石皿 （25.8） 19.6 12.2 （9160.0） ؠࢁ҆ ਖ਼面にԜΈ　ଆ縁΋ݚ磨 ෴土Լ層 1L28

第14号ॅډ跡（第32・33ਤ）

Ґஔ　調査ᶘ̖۠の̗４H9۠，標高11.5ｍの台地平ୱ部にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第８・19・22号住居跡，第149号土坑とॏ複しているが，いͣれ΋新چ関܎は不明である。

ピットやその他のピッޱঢ়　෴土がほとんどなかったためนを確認することができなかったが，出ೖܗ໛ͱن

トのҐஔから，８ܘｍほどの円形とਪଌできる。主࣠ํ向は̣－65 －˃̬である。

চ໘　ほ΅平ୱで，ߗ化面は認められない。

ϐοτ　49か所。形状から̥49 ～̥51が出ೖޱピットとΈられる。主柱穴はҐஔやਂさから̥１，̥４，̥

41，̥45などで，調査۠Ҭ֎に૝ఆされる１か所を合Θせて５本主柱配ஔがਪଌできる。̥̒，̥̕，̥10，

̥23 ～̥25，̥31，̥37などがน柱穴とΈられる。·た，この他に΋ਂさのあるピットがあり，さらに਺ճの

建てସえがߟえられる。ピットの෴土はϩーϜϒϩッΫを含む҉׊৭土の୯一層の΋のが多い。̥19，̥32 ～

̥34はҐஔ的に第22号住居跡にؼ属するՄೳੑがある。

遺෺ग़౔ঢ়گ　縄文土器片178点，石器１点（磨製石斧）が出土している。遺物の多くはピットの෴土中から

出土した΋ので，ほとんどが後期後葉の΋のである。̥18の෴土上層からは，製Ԙ土器片１点が出土してい

る。·た̥14の෴土上層からは୸化種子１点が出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から後期後葉とߟえられる。

第14号住居跡ピットܭଌද

番号 ਂさ 番号 ਂさ 番号 ਂさ 番号 ਂさ 番号 ਂさ 番号 ਂさ 番号 ਂさ

̥１ 41 ̥８ 28 ̥15 － ̥25 57 ̥32 22 ̥39 20 ̥46 17
̥２ 25 ̥̕ 55 ̥19 42 ̥26 － ̥33 － ̥40 22 ̥47 10
̥３ 25 ̥10 39 ̥20 65 ̥27 30 ̥34 68 ̥41 30 ̥48 11
̥４ 46 ̥11 － ̥21 24 ̥28 13 ̥35 25 ̥42 13 ̥49 45
̥５ 29 ̥12 19 ̥22 37 ̥29 58 ̥36 31 ̥43 11 ̥50 93
̥̒ 62 ̥13 76 ̥23 16 ̥30 90 ̥37 12 ̥44 16 ̥51 40
̥７ 16 ̥14 21 ̥24 15 ̥31 － ̥38 14 ̥45 79 ̥52 25

第14号住居跡出土遺物࡯؍ද（第33ਤ）

番号 種別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　　土 ৭調 ম成 文 様 の 特 ௃ な ど 出土Ґஔ උ　ߟ

24 縄文土器 台෇鉢 － （1.5） － ന৭ཻ子 ᒵ ී௨ ޸４޸文　ಁかしࢪ部　ແઅＬ٭ ̥８上層 20ˋ

111 縄文土器 台෇鉢 － （8.0） 13.4 ௕石・石ӳ・
੺৭ཻ子 にͿい׊ ී௨ 縄文3Lˠ௜ઢ ̥50上層 50ˋ　1L16

番号 種別 器種 ଻　　　　土 ৭調 ম成 文　様　の　特　௃　な　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

T1152 縄文土器 鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී௨ ମ部ແ文地にԣҐ௜ઢ文 ̥10Լ層

T1153 縄文土器 ਂ鉢 石ӳ・Ӣ฼ ᒵ ී௨ ོଳ上Ωβミˠコϒష෇ ̥̒上層

T1154 縄文土器 ਂ鉢 石ӳ・Ӣ฼ にͿい׊ ී௨ 条ઢˠඥઢష෇ ̥５上層

T1156 縄文土器 ஫ޱϱ ௕石 にͿいᒵ ී௨ ３本１୯Ґの௜ઢ文　ମ部磨き চ面

୯Ґɿᶲ
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第3�ਤ　第14号住居跡࣮ଌਤ
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Á

C
́

SI 8

B4 g0

SI 22

SI 19

SK 149

D́ĆC
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P47
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C

番号 器種 ௕さ ෯ ްさ ॏ量 質　　　ࡐ 特　　௃　　な　　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

̦39 磨製石斧 （6.2） （5.0） （1.4）（66.2） ؠ࠭ ఆ֯式ϱ চ面
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第33ਤ　第14号住居跡出土遺物࣮ଌਤ

TP152

TP156

TP153
TP154

111

Q39

24

第1�号ॅډ跡（第34 ～ 36ਤ）

Ґஔ　調査ᶘ̖۠の̗４K7۠，標高11.2ｍの台地平ୱ部にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第23̖号住居跡を掘りࠐんでいる。第26号住居跡，第154・161・162号土坑とॏ複しているが，新

。は不明である܎関چ

ｍほどの円形とਪଌできる。·た炉のೆ東４ｍほど̒ܘঢ়　นが確認できͣ，炉とピットの配ஔからܗ໛ͱن

のとこΖにํ形に८る立ͪ上がりが確認できたが，この立ͪ上がりが本跡に伴う΋のかは不明である。

চ໘　ほ΅平ୱであるが，緩やかにೆ੢ํ向に傾斜している。ߗ化面は認められない。

࿍　120ܘᶲの円形の地চ炉で，掘りࠐΈはᎬ鉢状に中央部がԼがっている。ম土がްくଯ積し，ఈ面はߗ化

している。

ϐοτ　39か所。Ґஔやਂさなどから，̥５，̥31，̥35，̥39が主柱穴とΈられる。出ೖޱピット，น柱穴

とΈられるピットは確認できなかった。̥１はϩーϜཻ子とম土ཻ子を多く含んでいることから人ҝଯ積とΈ

られ，̥１を埋め໭した後，炉が構ஙされている。

෴౔　２層に分層できる。Ϩンズ状のଯ積状گから自વଯ積である。

遺෺ग़౔ঢ়گ　縄文土器片1,492点，土製品̒点（土器片円盤），石器８点（石鏃２，磨製石斧１，石皿３，磨

石２），ണ片15点（༵ࠇ石３，チϟート４，石ӳ１，その他７）が出土している。25は̥１෴土上層からԣҐで，

26は̥１ఈ面からٯҐで出土している。その他の遺物は෴土中，ٴͼピット෴土中から出土した΋ので，出土

土器はほとんどが後期後葉の΋のである。

ॴݟ　時期は，出土土器から後期後葉の҆行１式期とߟえられる。

࿍౔૚ղઆ
ۃ　１ ҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ϒϩッΫগ量，୸化ཻ子

ඍ量
２　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ中量，ϩーϜϒϩッΫඍ量

３　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫগ量，ϩーϜཻ子・୸化ཻ子ඍ量
৭　ϩーϜཻ子中量，ম土ཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量　׊　҉　４

̥̍౔૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭ 土　ϩーϜཻ子・ম土ཻ子中量，୸化ཻ子・骨ค
　　　　　　　　গ量
ۃ　２ ҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子中量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量

৭　ϩーϜཻ子多量，୸化ཻ子ඍ量　׊　҉　３
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量　׊　҉　４

౔૚ղઆ
৭　ϩーϜཻ子中量，ম土ཻ子গ量，୸化ཻ子・骨　׊　ࠇ　１

คඍ量
৭　ϩーϜཻ子多量，୸化ཻ子ඍ量　׊　҉　２
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第34ਤ　第15号住居跡࣮ଌਤ
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4 3 2 1

3

25 26

1

2
3

4

A
A
́

11
.8
m

P
P

2

1
1

2



56

第3�ਤ　第15号住居跡出土遺物࣮ଌਤᾇ

25

26

28

29

27

TP157

TP159

TP158

TP160
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第36ਤ　第15号住居跡出土遺物࣮ଌਤᾈ

Q40

Q41

Q42TP165

TP161
TP163

TP164

TP162

第15号住居跡ピットܭଌද

番号 ਂさ 番号 ਂさ 番号 ਂさ 番号 ਂさ 番号 ਂさ 番号 ਂさ 番号 ਂさ 番号 ਂさ

̥１ 77 ̥７ 100 ̥12 32 ̥17 43 ̥22 15 ̥28 105 ̥34 10 ̥39 91
̥３ 76 ̥８ 21 ̥13 43 ̥18 11 ̥23 40 ̥30 24 ̥35 26 ̥40 ̕
̥４ 44 ̥̕ 27 ̥14 56 ̥19 13 ̥24 28 ̥31 48 ̥36 54 ̥41 28
̥５ 40 ̥10 39 ̥15 ̕ ̥20 44 ̥25 39 ̥32 58 ̥37 22 ̥42 ７
̥̒ 128 ̥11 12 ̥16 37 ̥21 30 ̥27 66 ̥33 15 ̥38 20

第15号住居跡出土遺物࡯؍ද（第35・36ਤ）

番号 種別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　　土 ৭調 ম成 文 様 の 特 ௃ な ど 出土Ґஔ උ　ߟ

25 縄文土器 ਂ鉢 15.5 19.5 3.1 ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子 にͿい׊ ී௨

௜ઢˠ縄文3Lˠコϒష෇・ހઢ文
ମ部Լ୺縄文3Lˠ࡟り　ޱ縁部に２޸
磨ࠟݚਨ時のݒ

̥１上層 100ˋ　1L17

26 縄文土器 台෇鉢 － （14.5） 16.2 ௕石・Ӣ฼・
੺৭ཻ子 ੺׊ ී௨ 部　௜ઢˠ縄文3Lˠແ文部磨き٭ ̥１ఈ面 50ˋ　1L17

27 縄文土器 ਂ鉢 ʦ26.6ʧ（20.5） － ௕石・石ӳ・Ӣ฼ 明੺׊ ී௨ い縄文ଳL3　ମ部φσ޿縁部に෯ޱ ෴土中 25ˋ

28 縄文土器 ਂ鉢 － （14.7） － ௕石・石ӳ にͿい੺׊ ී௨ ௜ઢˠ縄文3Lˠແ文部磨き・
ᰍ部ོଳԼΩβミ ෴土中 10ˋ

29 縄文土器 ઙ鉢 ʦ15.6ʧ （5.0） － ௕石・石ӳ ׊ࠇ ී௨ 内・֎面丁ೡな磨き ෴土中 25ˋ

番号 種別 器種 ଻　　　　土 ৭調 ম成 文　様　の　特　௃　な　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

T1157 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・Ӣ฼・੺৭ཻ子 明੺׊ ී௨ 縄文3Lˠແ文部磨きˠ࿮状文 ෴土中

T1158 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・੺৭ཻ子 にͿい੺׊ ී௨ ௜ઢ۠ըˠ条ઢˠແ文部磨き ෴土中

T1159 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී௨ ௜ઢˠ縄文3Lˠແ文部磨き ෴土中

T1160 縄文土器 鉢 ௕石・Ӣ฼・੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී௨ ௜ઢˠ縄文L3ˠແ文部磨き ෴土中

T1161 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ にͿい׊ ී௨ 縄文L3ԣҐճసࢪ文 ෴土中

୯Ґɿᶲ
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番号 種別 器種 ଻　　　土 ৭調 ম成 文　様　の　特　௃　な　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

T1162 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ ׊ࠇ ී௨ コϒˠ௜ઢˠ縄文3Lˠແ文部磨き ̥７中層

T1163 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・੺৭ཻ子 փ׊ ී௨ ௜ઢˠ縄文3Lˠແ文部磨きˠコϒష෇ ̥３中層

T1164 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ にͿい׊ ී௨ ௜ઢˠ縄文3L ̥７Լ層

T1165 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼ にͿい׊ ී௨ 条ઢˠޱ縁部Ωβミˠޱ縁部۠ը௜ઢ ̥１上層

番号 器種 ௕さ ෯ ްさ ॏ量 質　　　ࡐ 特　　௃　　な　　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

̦40 磨製石斧 （10.5） 5.2 2.7 （233.0） ؠփڽ ఆ֯式　Լ୺部にᏏ打ࠟ ̥７上層 1L27

̦41 石鏃 1.7 1.4 0.4 0.6 石༵ࠇ ྆面ԡѹണ཭　Ԝ基ແܪ鏃　ཪ面に主要ണ཭ࠟ ෴土中 1L25

̦42 石鏃 1.2 1.6 0.4 0.4 石༵ࠇ ྆面ԡѹണ཭　Ԝ基ແܪ鏃　ཪ面に෩化ണ཭ࠟ ෴土中 1L25

第16号ॅډ跡（第37・38ਤ）

Ґஔ　調査ᶘ̖۠の̘４E6۠，標高11.3ｍの台地平ୱ部にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第20号住居，第31号溝に掘りࠐ·れている。

の形状が大きくҟなっている。̥48ހঢ়　東นと੢นではܗ໛ͱن ～̥50，̥55 ～̥57をน柱穴とする΋の

を第16̖号住居跡，̥46，̥47，̥51 ～̥54，̥58，̥59をน柱穴とする΋のを第16̗号住居跡とする。第

16̖号住居跡は5.5ܘｍほどの円形，第16̗号住居跡は̒ܘｍほどの円形とਪଌできる。น高は10 ～ 20ᶲで，

֎傾して立ͪ上がっている。

চ໘　ほ΅平ୱであり，શମ的にߗ化面が認められる。

࿍　中央ややೆدりにҐஔする，௕90ܘᶲ，୹60ܘᶲのପ円形の地চ炉である。中央部がԼがるᎬ鉢状で，Ր

চ面はߗ化している。̥28に掘りࠐ·れている。

ϐοτ　62か所。੢นࡍのน柱穴が２ॏに८ることや，平面形と炉のҐஔなどから，第16̖号住居跡の主柱穴

は̥24，̥34，̥39，̥41，第16̗号住居跡の主柱穴は̥３，̥̒，̥13，̥27とਪଌできる。ピットの෴土

はϩーϜϒϩッΫを中量含む҉׊৭土，ٴͼ׊ࠇ৭土の΋のが多い。

෴౔　７層に分層できる。第１・２・７層が第16̖号住居跡，第３～̒層が第16̗号住居跡にؼ属する。いͣ

れ΋ϩーϜϒϩッΫを含んでいるが，特に੢นࡍの第３層から第̒層はϒϩッΫ状にଯ積して͓り，埋め໭さ

れた後，࠶度掘りࠐ·れて第１・２・７層が自વଯ積している。

遺෺ग़౔ঢ়گ　縄文土器片268点，土製品２点（土器片円盤），石器１点（磨石），石製品１点（石剣），ണ片11

点（༵ࠇ石８，チϟート２，その他１），ম成೪土մ３点が出土している。෴土中，ٴͼピットの෴土中から

出土している土器は，後期中葉のՃીར̗式をগ量含んでいる΋のの，ほとんどが後期後葉のી୩式から҆行

１式の΋のである。30・31は住居掘りࠐΈ֎の̥30から出土している。

ॴݟ　෴土のଯ積状گや炉のҐஔから，第16̗号住居跡から第16̖号住居跡΁のมભが捉えられる。第16̖号

住居跡は主柱穴が਺基ॏ複していることから，さらに਺ճの建てସえがߟえられる。時期は，出土土器から後

期後葉のી୩式期から҆行１式期とΈられ，ൺֱ的୹期間のうͪに建てସえがなされた΋のとਪଌできる。

࿍౔૚ղઆ
１　҉ ੺ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ϒϩッΫ中量，୸化ཻ子গ量

౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ཻ子গ量　׊　ࠇ　１
ۃ　２ ҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ཻ子中量
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量，୸化ཻ子ඍ量　׊　ࠇ　３
৭　ϩーϜϒϩッΫ多量　׊　҉　４

৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　׊　҉　５
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量　　　׊　̒
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量　　　׊　７
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第3�ਤ　第16号住居跡࣮ଌਤ
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É

B
́

D́

Ć
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第38ਤ　第16号住居跡出土遺物࣮ଌਤ

30

31

32

TP168

TP171

TP170
TP169TP166

TP172

TP173 TP174 TP175

TP167

Q43

Q44
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第16号住居跡出土遺物࡯؍ද（第38ਤ）

番号 種別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　　土 ৭調 ম成 文 様 の 特 ௃ な ど 出土Ґஔ උ　ߟ

30 縄文土器 ઙ鉢 14.0 07.1 3.6 ௕石・石ӳ・
੺৭ཻ子 明੺׊ ී௨ コϒˠޱ縁部۠ը・Ωβミˠମ部条ઢ

コϒ１か所 ̥30上層 100ˋ　1L16

31 縄文土器 ਂ鉢 ʦ20.2ʧ（12.9） － ௕石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී௨ ઢ文ˠ縄文3Lˠހ縁部Լ୺௜ઢˠޱ
コϒష෇　ମ部࡟りˠ磨き ̥30中層 30ˋ　1L16

32 縄文土器 ਂ鉢 － （23.6） 5.4 ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子 ᒵ ී௨ φσˠॎҐの条ઢ　ఈ部φσ ෴土中 25ˋ　1L16

番号 種別 器種 ଻　　　　土 ৭調 ম成 文　様　の　特　௃　な　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

T1166 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・੺৭ཻ子 にͿい੺׊ ී௨ 条ઢˠΩβミ　ޱ縁部にิम޸ ̥５上層

T1167 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ ׊ࠇ ී௨ ௜ઢˠ縄文3Lˠແ文部磨き ̥５ఈ面

T1168 縄文土器 ஫ޱϱ ௕石 にͿいԫᒵ ී௨ ᰍ部・ମ部۶ۂ部Ωβミ　௜ઢˠ縄文L3ˠແ文部磨き ̥11中層

T1169 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ ԫ׊ ී௨ φσˠॎҐの条ઢ ̥11上層

T1170 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ にͿいԫᒵ ී௨ φσˠॎҐの条ઢ ̥11Լ層

T1171 縄文土器 台෇土器 ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子 ઙԫᒵ ී௨ ௜ઢˠ縄文L3　ࠥࡾ状のಁかし޸ ̥２上層

T1172 縄文土器 ઙ鉢 ௕石・石ӳ փԫ׊ ී௨ ԣҐ۠ը௜ઢˠ斜௜ઢॆర　内・֎面磨き ̥17中層

T1173 縄文土器 鉢 石ӳ にͿい׊ ී௨ 縁部にԜઢ状のφσޱ ෴土中

T1174 縄文土器 鉢 ௕石 にͿい੺ᒵ ී௨ コϒˠ௜ઢˠ縄文L3ˠແ文部磨き ෴土中

T1175 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼ ᒵ ී௨ 縁部ඥઢష෇　ᰍ部条ઢޱ ෴土中

番号 器種 ௕さ ෯ ްさ ॏ量 質　　　ࡐ 特　　௃　　な　　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

̦43 磨石 09.4 7.9 6.5 687.0 ؠࢁ҆ ਖ਼・ཪ・ଆ縁部ར༻　Լ୺にᏏ打ࠟ　 118上層

̦44 石剣 （12.7） （2.4） （0.8）（27.2） 化໦ܔ 磨き੔形 ෴土中 1L27

第16号住居跡ピットܭଌද

番号 ਂさ 番号 ਂさ 番号 ਂさ 番号 ਂさ 番号 ਂさ 番号 ਂさ 番号 ਂさ

̥１ 25 ̥10 106 ̥21 122 ̥32 15 ̥41 50 ̥50 25 ̥59 ̕
̥２ 140 ̥11 103 ̥23 51 ̥33 17 ̥42 44 ̥51 ７ ̥60 16
̥３ 110 ̥12 10 ̥24 66 ̥34 13 ̥43 43 ̥52 22 ̥61 25
̥４ 30 ̥13 144 ̥26 － ̥35 27 ̥44 ５ ̥53 22 ̥62 18
̥５ 88 ̥16 23 ̥27 133 ̥36 13 ̥45 ８ ̥54 34 ̥63 －
̥̒ 112 ̥17 17 ̥28 93 ̥37 17 ̥46 13 ̥55 16 ̥64 22
̥７ 24 ̥18 20 ̥29 63 ̥38 22 ̥47 ８ ̥56 ̕ ̥65 21
̥８ 89 ̥19 18 ̥30 81 ̥39 45 ̥48 ８ ̥57 17 ̥66 46
̥̕ 145 ̥20 12 ̥31 21 ̥40 25 ̥49 29 ̥58 16

第1�号ॅډ跡（第39 ～ 43ਤ）

Ґஔ　調査ᶘ̖۠の̘４B2۠，標高11ｍの台地平ୱ部にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第24・25号溝に掘りࠐ·れている。第182号土坑と΋ॏ複しているが，新چ関܎は不明である。

から，２ճҎ上の建てସえがਪଌできگ部が２か所確認できること，·た෴土のଯ積状ޱঢ়　出ೖܗ໛ͱن

る。ೆଆの̥２～̥４を出ೖޱピット，ٴͼପ円形の炉を༗する΋のを第17̖号住居跡，掘りࠐΈの੢น内ଆ

の̥16，̥ 18，̥ 21 ～̥24を出ೖޱピットとする΋のを第17̗号住居跡とする。第17̖号住居跡は௕࣠7.5ｍ，

୹࣠7.4ｍの۱ؙํ形で，主࣠ํ向は̣－８ －˃̬である。น高は約20ᶲで，֎傾して立ͪ上がっている。চ面

の中央෇近が10ᶲほどԼがって͓り，この部分が第17̗号住居跡のนとすると，第17̗号住居跡は௕6.0ܘｍ，

୹5.0ܘｍのପ円形で，主࣠ํ向は̣－72 －˃̬である。น高は約10ᶲで，֎傾して立ͪ上がっている。

୯Ґɿᶲ
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౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量，ম土ཻ子ඍ量　׊　ࠇ　１
ۃ　２ ҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量，୸化ཻ子ඍ量　׊　҉　３
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量　׊　ࠇ　４
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量，ম土ཻ子ඍ量　׊　ࠇ　５

৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ϒϩッΫ多量　　　׊　̒
৭　ম土ϒϩッΫ多量，ϩーϜϒϩッΫ中量　׊　҉　７
ۃ　８ ҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ中量
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量　׊　҉　̕

第17号住居跡ピットܭଌද

番号 ਂさ 番号 ਂさ 番号 ਂさ 番号 ਂさ 番号 ਂさ 番号 ਂさ 番号 ਂさ 番号 ਂさ

̥１ 130 ̥11 34 ̥21 37 ̥31 24 ̥41 19 ̥51 16 ̥61 27 ̥71 50
̥２ 32 ̥12 20 ̥22 26 ̥32 19 ̥42 47 ̥52 29 ̥62 32 ̥72 53
̥３ 42 ̥13 78 ̥23 45 ̥33 27 ̥43 17 ̥53 59 ̥63 41 ̥73 16
̥４ 50 ̥14 30 ̥24 23 ̥34 41 ̥44 24 ̥54 45 ̥64 22 ̥74 55
̥５ 31 ̥15 28 ̥25 55 ̥35 43 ̥45 34 ̥55 33 ̥65 30 ̥75 62
̥̒ 35 ̥16 81 ̥26 37 ̥36 24 ̥46 43 ̥56 23 ̥66 48 ̥76 46
̥７ 30 ̥17 46 ̥27 31 ̥37 54 ̥47 38 ̥57 47 ̥67 27 ̥77 67
̥８ 19 ̥18 98 ̥28 36 ̥38 39 ̥48 50 ̥58 24 ̥68 30 ̥78 19
̥̕ 57 ̥19 78 ̥29 60 ̥39 21 ̥49 47 ̥59 24 ̥69 55 ̥79 69
̥10 23 ̥20 35 ̥30 41 ̥40 31 ̥50 27 ̥60 38 ̥70 22

চ໘　第17̖・̗号住居跡と΋平ୱでߗ化して͓り，特に炉と出ೖޱピットप辺はݦ著である。

࿍　চ面ほ΅中央にҐஔする௕150ܘᶲ，୹110ܘᶲのପ円形の地চ炉である。ম土がްくଯ積して͓り，Րচ

面は੺มߗ化している。

ϐοτ　79か所。Ґஔとਂさから，第17̖号住居跡の主柱穴は̥13，̥19，̥29，̥37，̥50，第17̗号住居

跡の主柱穴は̥14，̥30，̥46，̥53とΈられる。第17̖号住居跡では੢นࡍに20ܘ ～ 30ᶲのน柱穴がີに

८っているが，北นから東นࡍにか͚ては間ִをۭ͚てややਂさのあるピットが८っている。ピットの෴土は

ϩーϜϒϩッΫを多く含む҉׊৭土の΋のが多い。

෴౔　̕層に分層できる。第１～７層は第17̖号住居跡の෴土で，Ϩンズ状の自વଯ積である。෴土第̒・７

層中のম土ϒϩッΫは，遺構確認面で東นࡍにଳ状に८っている様子が確認された。第８・̕層は第17̗号住

居跡の෴土で，ϩーϜϒϩッΫを含んで͓り，埋め໭された΋のとΈられる。

遺෺ग़౔ঢ়گ　縄文土器片1,661点，土製品５点（土錘１，土器片円盤４），石器15点（石鏃２，石皿３，磨石８，

砥石２），石֩１点（チϟート），ണ片37点（༵ࠇ石21，チϟート14，ทࠇ，１ؠ৭҆１ؠࢁ）のほか，ম成೪

土մ39点，ܰ石２点が出土している。出土遺物の多くは第17̖号住居跡চ面ٴͼピット෴土中から出土した΋

ので，後期後葉の҆行１式から҆行２式が多い。33は炉と̥28の෴土中から出土している。

ॴݟ　෴土のଯ積状گから，新چ関܎は第17̗号住居跡から第17̖号住居跡΁のมભが捉えられる。時期は，

出土土器から後期後葉の҆行１式期から҆行２式期とߟえられ，炉の෴土内やচ面から出土した土器から，第

17̖号住居跡は҆行２式期にൺఆできる。東นࡍで確認できたম土はްさ５～ 10ᶲで，ম成にΑるচ面のߗ

化は見られない。·た୸化ࡐなど΋認められないことから，住居মࣦ時の΋のとするΑり，住居ഇઈ時にഇغ

された΋のか，·たは住居ഇઈに伴うԿらかのّྱ的な行ҝの΋のとਪଌできる。ಉ様のম土は第19̖号住居

跡，第23̖号住居跡で΋確認されている。

୯Ґɿᶲ
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第3�ਤ　第17号住居跡࣮ଌਤ
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第4�ਤ　第17号住居跡ピット番号ࣔࢦਤ・出土遺物࣮ଌਤ
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TP184

1

46

47
38

37

4142
43

44 45

39
40

SK 182

SD 25

2

43

58
60

5

59
6

61
62

63

64
34

20

65

66
67

40

19

57
768

56

55 52

5354

C4b2

11

8

9

21
22 26 27

41

33

49

48

28
13

10

1223

SD 24

69
70
71
73
72

24
74

16
18

42
17

25 75
76

77
78

15

14
36

29

30

D D́
11.2m

42 41 34 33 36 40 37 38 Q49 TP184 43 TP181 TP188 Q47

33

34

35

36



65

第41ਤ　第17号住居跡出土遺物࣮ଌਤᾇ

37

39
38

40

41

42

TP176
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第4�ਤ　第17号住居跡出土遺物࣮ଌਤᾈ

43

TP179
TP177

TP183TP182

TP181

TP184

TP187

TP189 TP188

Q45

Q46

Q48Q47
DP25

TP180

TP185 TP186

TP178
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第43ਤ　第17号住居跡出土遺物࣮ଌਤᾉ

Q49

第17号住居跡出土遺物࡯؍ද（第40 ～ 43ਤ）

番号 種別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　　土 ৭調 ম成 文 様 の 特 ௃ な ど 出土Ґஔ උ　ߟ

33 縄文土器 台෇鉢 － （16.2） － ௕石・石ӳ・Ӣ฼ փԫ׊ ී௨
ᰍ部໼Ӌ根状条ઢˠ磨ফ
ོଳ上Ωβミˠ௜ઢˠコϒష෇ˠ
ແ文部磨き　٭部縄文3L

炉෴土・
̥28෴土 40ˋ　1L18

34 縄文土器 ミニチュア 0ʦ8.9ʧ 04.7 － ௕石・石ӳ・
৭ཻ子ࠇ ઙԫᒵ ී௨ ᰍ部ڧい磨き　ମ部Լ半࡟り 17̖চ面 30ˋ　1L20

35 縄文土器 ミニチュア 0ʦ6.6ʧ 02.8 3.4 ௕石・Ӣ฼・
੺৭ཻ子 明੺׊ ී௨ ௜ઢと円形஛管文　（ଛܽ٭１）٭４ ෴土上層 75ˋ　1L20

36 縄文土器 ミニチュア 04.0 05.7 3.6 ௕石・石ӳ・
੺৭ཻ子・小᛽ ᒵ ී௨ 縁部にコϒష෇ޱ　಄にΑる੔形ࢦ ෴土上層 100ˋ　1L20

37 縄文土器 ਂ鉢 ʦ27.8ʧ（30.3） － ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
小᛽ ᒵ ී௨ ଳ縄文ԼΩβミ・௜ઢˠى縁部ོޱ

縄文3Lˠແ文部磨き 17̖চ面 50ˋ　1L17

38 縄文土器 ਂ鉢 ʦ32.8ʧ 0（8.6） － ௕石・Ӣ฼・
੺৭ཻ子 ੺׊ ී௨ ௜ઢˠ縄文3Lˠແ文部磨き 17̖চ面 30ˋ

39 縄文土器 ਂ鉢 ʦ11.6ʧ 0（6.2） － ௕石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいԫ׊ ී௨ ௜ઢˠඍོىଳ上Ωβミˠແ文部磨き 17̖চ面 40ˋ　1L16

40 縄文土器 ਂ鉢 ʦ24.3ʧ 0（5.0） － ௕石・石ӳ・
৭ཻ子ࠇ にͿいᒵ ී௨ ॎҐの条ઢˠޱ縁部௜ઢ ෴土上層 40ˋ

41 縄文土器 ਂ鉢 ʦ21.2ʧ（11.6） － ௕石・Ӣ฼・
੺৭ཻ子・小᛽ 明੺׊ ී௨ 縁部にྠ積Έࠟ　ମ部φσޱ ෴土上層 30ˋ　1L16

42 縄文土器 ҟ形台෇
土器 ʦ12.6ʧ 13.4 ʦ7.7ʧ ௕石 ᒵ ී௨ ௜ઢˠ縄文3Lˠແ文部磨き 17̖চ面 60ˋ　1L17

43 縄文土器 ਂ鉢 ʦ16.2ʧ 0（7.9） － ௕石・石ӳ・
੺৭ཻ子 ᒵ ී௨ ௜ઢˠ縄文3Lˠແ文部磨き・コϒష෇ 17̖চ面 30ˋ

番号 種別 器種 ଻　　　　土 ৭調 ম成 文　様　の　特　௃　な　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

T1176 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・੺৭ཻ子 にͿい׊ ී௨ ௜ઢˠ縄文3Lˠແ文部磨き ̥52

T1177 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・੺৭ཻ子 明੺׊ ී௨ ௜ઢˠ縄文3L　ᰍ部条ઢˠରހ文 ෴土Լ層

T1178 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ ᒵ ී௨ ຎ໓ݦ著　ོىଳ上に縄文ࢪ文ϱ ෴土上層

T1179 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ にͿい׊ ී௨ ௜ઢˠ縄文3L・ޱ縁部Ωβミ　֎面ഗ෇ண ෴土上層

T1180 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・ࠇ৭ཻ子 にͿいᒵ ී௨ ௜ઢˠ縄文3Lˠແ文部磨き 17̖চ面

T1181 縄文土器 台෇鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼ にͿい੺׊ ී௨ コϒష෇ˠོଳ上Ωβミ　௜ઢˠ縄文3L ෴土上層

T1182 縄文土器 鉢 ௕石・石ӳ ᒵ ී௨ ମ部磨き ෴土上層

T1183 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ にͿいԫᒵ ී௨ 縁部۠ըˠॎҐ条ઢޱ ෴土上層

T1184 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・੺৭ཻ子・
৭ཻ子ࠇ にͿいԫᒵ ී௨ 条ઢˠޱ縁部௜ઢ・Ωβミ ෴土Լ層

T1185 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・小᛽ にͿいԫ׊ ී௨ 条ઢˠޱ縁部ོଳԼΩβミ　ޱ縁部೪土ଳష෇　 ෴土上層
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番号 種別 器種 ଻　　　　土 ৭調 ম成 文　様　の　特　௃　な　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

T1186 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ にͿい׊ ී௨ 縁部೪土ଳష෇ޱ ෴土上層

T1187 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ にͿいԫ׊ ී௨ 条ઢˠᰍ部ހઢ文ˠඥઢష෇ˠޱ縁部۠ը௜ઢ 17̖চ面

T1188 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
৭ཻ子ࠇ にͿいᒵ ී௨ ֎面࡟りˠφσ　ޱ縁部ංް ෴土上層

T1189 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼ ੺׊ ී௨ コϒష෇ˠོଳ上Ωβミ　 17̖চ面

番号 器種 ௕さ ෯ ްさ ॏ量 ଻土・৭調 特　　௃　　な　　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

%125 土錘 （4.6） （3.8） （3.7）（29.9）にͿいԫᒵ
௕石・石ӳ ؏௨޸෇近にݚ磨ࠟ 17̖চ面

番号 器種 ௕さ ෯ ްさ ॏ量 質　　　ࡐ 特　　௃　　な　　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

̦45 石鏃 0（2.0） 01.1 00.6 （0.9） チϟート ༗ܪ　ະ製品ϱ ෴土上層 1L25

̦46 石鏃 02.5 01.2 01.0 2.6 ทؠ ະ製品ϱ 17̖চ面 1L25

̦47 磨石 05.8 06.1 03.9 189.0 ؠࢁ҆ ਖ਼・ཪ・ଆ縁ར༻　ਖ਼面・ଆ縁にᏏ打ࠟ 17̖চ面

̦48 砥石 06.6 04.3 01.5 34.6 ؠփڽ ਖ਼・ཪ面にԜઢ状のݚ磨ࠟ ෴土上層

̦49 石皿 （18.4） 15.2 08.6 （3750.0） ؠࢁ҆ ଆ縁に΋ݚ磨ࠟ　ೋ次ম成 17̖চ面 1L28

第18号ॅډ跡（第44・45ਤ）

Ґஔ　調査ᶘ̖۠の̘４C7۠，標高11.2ｍの台地平ୱ部にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第150・151・157号土坑，第24・25号溝に掘りࠐ·れている。

Έが確認できたが，東ଆはやや掘りす͗ている。ピࠐ5.5ｍほどのପ円形の掘りܘ8.0ｍ，୹ܘঢ়　௕ܗ໛ͱن

ットのҐஔなどから，̒ܘｍほどの円形とਪଌできる。น高は10 ～ 30ᶲで，นは֎傾して立ͪ上がっている。

চ໘　ほ΅平ୱで，ೆଆにएׯ傾斜している。

ϐοτ　34か所。Ґஔやਂさから，̥１，̥８，̥21，̥24，̥26が主柱穴とߟえられる。出ೖޱピットは確

認できない。·たนࡍにはややਂい40ܘ ～ 50ᶲのピットが८って͓り，น柱穴とΈられる。෴土はϩーϜϒ

ϩッΫを含む҉׊৭土や׊ࠇ৭土が多い。̥１はϩーϜϒϩッΫを含Έ，ϒϩッΫ状のଯ積状گから，埋め໭

されている。

෴౔　８層に分層できる。ϩーϜϒϩッΫを含んでいる΋のの，Ϩンズ状のଯ積状گから自વଯ積とΈられ

る。第３～８層がଯ積した後，第150号土坑に掘りࠐ·れている。

遺෺ग़౔ঢ়گ　縄文土器片978点，土製品７点（土器片円盤），石器̒点（石皿３，磨石１，砥石１，᛽器１），

石製品１点（勾玉），ണ片̕点（༵ࠇ石７，チϟート２）が出土している。出土した土器は後期後葉のી୩式

から҆行１式が多いが，෴土上層からは後期後葉の҆行２式や晩期中葉の҆行３̲式΋গ量出土している。44

の台෇鉢٭部は，̥１の෴土Լ層からٯҐで出土している。̦50は確認面で出土した΋ので，晩期中葉とߟえ

られる。

ॴݟ　時期は，出土土器から後期後葉とߟえられる。

̥̍౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量，୸化ཻ子ඍ量　׊　҉　１
৭　ϩーϜϒϩッΫඍ量　׊　҉　２

৭　ϩーϜϒϩッΫ中量　　　׊　３
ۃ　４ ҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量

౔૚ղઆ
৭　ϩーϜཻ子গ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量　׊　ࠇ　１
ۃ　２ ҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量，୸化ཻ子ඍ量
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量　׊　҉　３
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量，ম土ཻ子ඍ量　׊　҉　４

৭　ϩーϜϒϩッΫ中量，୸化ཻ子ඍ量　׊　҉　５
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量，୸化ཻ子ඍ量　׊　ࠇ　̒
৭　ϩーϜཻ子中量　׊　҉　７
৭　ϩーϜϒϩッΫ多量　　　׊　８
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第44ਤ　第18号住居跡࣮ଌਤ
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第4�ਤ　第18号住居跡出土遺物࣮ଌਤ
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第18号住居跡ピットܭଌද

番号 ਂさ 番号 ਂさ 番号 ਂさ 番号 ਂさ 番号 ਂさ 番号 ਂさ 番号 ਂさ

̥１ 85 ̥̒ 58 ̥11 161 ̥16 － ̥21 84 ̥26 135 ̥31 18
̥２ 52 ̥７ 133 ̥12 34 ̥17 33 ̥22 63 ̥27 21 ̥32 17
̥３ 92 ̥８ 90 ̥13 55 ̥18 18 ̥23 35 ̥28 50 ̥33 20
̥４ 42 ̥̕ 44 ̥14 18 ̥19 40 ̥24 57 ̥29 21 ̥34 －
̥５ 53 ̥10 49 ̥15 － ̥20 36 ̥25 37 ̥30 33

第18号住居跡出土遺物࡯؍ද（第45ਤ）

番号 種別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　　土 ৭調 ম成 文 様 の 特 ௃ な ど 出土Ґஔ උ　ߟ

44 縄文土器 台෇鉢 － （16.2） 15.7 ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子・小᛽ にͿい੺׊ ී௨ 鉢部磨き　٭部࡟りˠφσ

࠼内部に੺٭　୺部Ԝઢ状のφσ٭ ̥１Լ層 50ˋ　1L18

45 縄文土器 ਂ鉢 － （13.1） 03.0 ௕石・石ӳ・Ӣ฼ փԫ׊ ී௨ ମ部࡟りˠ条ઢˠԣҐ۠ը௜ઢ
ఈ部に໢代ࠟ ෴土上層 30ˋ　1L16

番号 種別 器種 ଻　　　　土 ৭調 ম成 文　様　の　特　௃　な　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

T1190 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ ׊ࠇ ී௨ φσˠ条ઢࢪ文 ̥１Լ層

T1191 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・੺৭ཻ子 փԫ׊ ී௨ ᰍ部φσˠର向ހઢ文 ̥２ఈ面

T1192 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ փ׊ ී௨ ོଳ上Ωβミˠコϒష෇ ̥２ఈ面

T1193 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ にͿいԫᒵ ී௨ ௜ઢˠ縄文3L　ମ部条ઢࢪ文 ෴土上層

T1194 縄文土器 ਂ鉢 ௕石 にͿいԫᒵ ޷ྑ ମ部ॎҐの条ઢ　内面ԣҐの磨き ̥11上層

T1195 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・Ӣ฼・੺৭ཻ子 明׊ ී௨ ௜ઢˠ縄文3Lˠແ文部磨き ෴土Լ層

T1196 縄文土器 鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいԫ׊ ී௨ ௜ઢˠ縄文3L ෴土上層

T1197 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・੺৭ཻ子 にͿい׊ ී௨ 縄文L3ˠޱ縁部ඥઢష෇ ෴土上層

T1198 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・Ӣ฼ にͿいԫ׊ ී௨ コϒష෇・௜ઢˠོଳ上縄文3Lࢪ文ˠແ文部磨き ෴土Լ層

T1199 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී௨ 条ઢˠඥઢష෇ˠඥઢԼφσ ෴土上層

T1200 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・Ӣ฼ ׊ ී௨ ԣҐの条ઢ ෴土上層

T1201 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ にͿいԫ׊ ී௨ 文ࢪにΑる条ઢ۩޻状ࣃ۳ ෴土上層

T1202 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・Ӣ฼ にͿいԫ׊ ී௨ ௜ઢˠΩβミ ෴土上層

番号 器種 ௕さ ෯ ްさ ॏ量 質　　　ࡐ 特　　௃　　な　　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

̦50 勾玉 5.1 （2.9） 1.4 （19.9） ป玉 ಄部に௜ઢにΑるހઢ文　྆面ઠ޸
磨ࠟݚਨ時のݒपりに޸ ෴土上層 1L26

第1�号ॅډ跡（第46・47ਤ）

Ґஔ　調査ᶘ̖۠の̗４H8۠，標高11.4ｍの台地平ୱ部にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第18号溝に掘りࠐ·れている。第13̖号住居跡を掘りࠐんでいる。第14・22・25号住居跡，第156

号土坑と΋ॏ複しているが，෴土がほとんどなかったことから，新چ関܎は不明である。

，ঢ়　炉が２か所確認されていることやピットの配ஔから，２ճҎ上の建てସえが૝ఆされる。̥33ܗ໛ͱن

̥34，̥42間にΈられるઙい溝状の掘りࠐΈを੢นとし，炉１と̥１，̥２，̥４～̥̒，̥10，̥23 ～̥

26の小ピット列をน柱穴とする΋のを第19̖号住居跡，炉２と̥30 ～̥32の出ೖޱピットを༗する΋のを第

19̗号住居跡とする。北半部が調査۠Ҭ֎のため不明ྎであるが，炉とピットのҐஔなどから，第19̖号住居

跡は東ଆに出ೖޱピットを༗する東੢̒ｍほどの۱ؙํ形，第19̗号住居跡は̒ܘｍほどの円形とਪଌできる。

第19̗号住居跡の主࣠ํ向は̣－32 －˃̬である。第19̖号住居跡東นのน柱穴上では，ްさ３～５ᶲのম土

ཻ子と୸化ཻ子を多く含む土が，ଳ状に確認されている。

চ໘　ほ΅平ୱで，炉प辺はߗ化している。

୯Ґɿᶲ
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࿍　炉１は௕100ܘᶲ，୹90ܘᶲのପ円形の地চ炉で，炉２は第18号溝に掘りࠐ·れているため，確認できた

௕130ܘᶲ，୹120ܘᶲのପ円形の地চ炉である。２ͭの炉と΋ްくম土とփがଯ積し，Րচ面はߗ化してい

る。ম土・փの中には骨片・骨ค΋多く含·れている。

࿍̍౔૚ղઆ
１　にͿい੺׊৭　ম土ཻ子多量，骨片・骨คগ量，ϩーϜཻ子・
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍ量
２　明 ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子・փۃ多量，骨คগ量，୸化ཻ子ඍ量

３　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ多量
৭　ϩーϜϒϩッΫ多量　　　׊　４

࿍̎౔૚ղઆ
ۃ　１ ҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子多量，୸化ཻ子中量，ϩーϜϒϩッ

Ϋ・骨คඍ量
２　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ϒϩッΫ多量
৭　ϩーϜཻ子・ম土ཻ子多量　׊　҉　３

第46ਤ　第19号住居跡࣮ଌਤ
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ϐοτ　41か所。Ґஔやਂさから第19̖号住居跡の主柱穴は̥15，̥41，第19̗号住居跡の主柱穴は̥19，̥

21とߟえられる。෴土はϩーϜϒϩッΫをগ量含む҉׊৭土の΋のが多い。

遺෺ग़౔ঢ়گ　縄文土器片285点，土製品４点（土器片円盤），石֩３点（チϟート）のほか，ম成೪土մ１点

が出土している。遺物はピットの෴土中，ٴͼ炉の෴土中から出土した΋ので，土器のほとんどは後期後葉の

ી୩式から҆行１式である。T1209は炉２の෴土中から出土した΋ので，ી୩式とΈられる。

ॴݟ　第19̖号住居跡東ଆน柱穴上にΈられたম土が住居跡に伴う΋のとすると，新چ関܎は第19̖号住居跡

から第19̗号住居跡΁のมભがਪଌできる。時期は，出土土器から後期後葉のી୩式期から҆行１式期とߟえ

られ，第19̗号住居跡は炉内出土土器からી୩式期にൺఆできる。ম土と୸化ཻ子を多く含むଳ状のଯ積は，

চ面·ではୡして͓らͣ，চ面の੺มߗ化はΈられない。·た୸化ࡐなど΋見られないことから，住居মࣦに

Αる΋のではなく，住居ഇઈ時にഇغされた΋の，あるいは住居ഇઈに伴うԿらかの行ҝにΑる΋のとߟえら

れる。第17̖・23̖号住居跡で΋ಉ様のম土のଯ積が確認できる。

第4�ਤ　第19号住居跡出土遺物࣮ଌਤ

TP203

TP204 TP205
TP206

TP210TP209

TP208TP207

第19号住居跡ピットܭଌද

番号 ਂさ 番号 ਂさ 番号 ਂさ 番号 ਂさ 番号 ਂさ 番号 ਂさ 番号 ਂさ

̥１ 20 ̥̕ 21 ̥15 75 ̥21 53 ̥27 57 ̥33 31 ̥39 34
̥２ 27 ̥10 53 ̥16 35 ̥22 ̒ ̥28 59 ̥34 20 ̥40 43
̥３ 24 ̥11 99 ̥17 22 ̥23 21 ̥29 55 ̥35 28 ̥41 65
̥４ 10 ̥12 35 ̥18 50 ̥24 20 ̥30 62 ̥36 41 ̥42 55
̥５ 47 ̥13 15 ̥19 54 ̥25 19 ̥31 61 ̥37 34 ̥43 34
̥̒ 29 ̥14 22 ̥20 44 ̥26 14 ̥32 66 ̥38 41

第19号住居跡出土遺物࡯؍ද（第47ਤ）

番号 種別 器種 ଻　　　　土 ৭調 ম成 文　様　の　特　௃　な　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

T1203 縄文土器 ਂ鉢 石ӳ・ࠇ৭ཻ子 ᒵ ී௨ 条ઢˠޱ縁部௜ઢ ̥１上層

T1204 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
৭ཻ子ࠇ ᒵ ޷ྑ ৶部೪土ଳష෇ˠΩβミ　௜ઢˠ縄文3Lˠແ文部磨きޱ ̥１Լ層

T1205 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいԫ׊ ී௨ ௜ઢˠ縄文3Lˠແ文部磨き ̥１上層

T1206 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子 ᒵ ී௨ ௜ઢˠ縄文L3・ମ部Ωβミˠແ文部磨き ̥４Լ層

T1207 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼ にͿい੺ᒵ ී௨ ௜ઢˠ縄文3Lˠແ文部磨き ̥11上層

୯Ґɿᶲ
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第��号ॅډ跡（第48ਤ）

Ґஔ　調査ᶘ̖۠の̘４F5۠，標高11.3ｍの台地平ୱ部にҐஔしている。

第48ਤ　第20号住居跡࣮ଌਤ
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番号 種別 器種 ଻　　　　土 ৭調 ম成 文　様　の　特　௃　な　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

T1208 縄文土器 ਂ鉢 ௕石 にͿいԫ׊ ී௨ 縁部Ωβミ　ମ部斜行条ઢ　֎面ഗ෇ணޱ ̥21上層

T1209 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී௨ 縁部ོଳにΑる࿮状文・௜ઢޱ 炉２

T1210 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ にͿいԫᒵ ී௨ ಥࢗ஛管にΑるࡋ縁部半ޱ
ମ部஛管状޻۩にΑるԡしҾき文 炉２掘ํ
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ॏෳؔ܎　第31号溝に掘りࠐ·れている。第16号住居跡と΋ॏ複して͓り，遺ଘ状گから第16号住居跡を掘り

。んでいるࠐ

ঢ়　෴土がないため，นを捉えることができなかった。·たೆ東部が調査۠Ҭ֎となるため不明な部ܗ໛ͱن

分が多いが，炉とピットのҐஔから̒ܘｍほどの円形とਪଌできる。

চ໘　ほ΅平ୱで，ߗ化面は認められない。

࿍　中央からややೆ東にҐஔしている，௕80ܘᶲ，୹60ܘᶲのପ円形の地চ炉である。ম土がްくଯ積し，Ր

চ面はߗ化している。

ϐοτ　21か所。炉とのҐஔやਂさから，̥１，̥８，̥15と，第16号住居跡の̥１，̥５が主柱穴とߟえら

れる。น柱穴となる小ピットはΈられない。̥１はϩーϜϒϩッΫを含んでいるが，Ϩンズ状のଯ積状گから

自વଯ積である。

遺෺ग़౔ঢ়５̥　گの෴土中から，縄文土器片10点，ണ片１点（チϟート）が出土している。土器はいͣれ΋

小片である。

ॴݟ　時期は，出土土器と第16号住居跡とのॏ複関܎から，後期後葉とߟえられる。

࿍౔૚ղઆ
１　҉ ੺ ׊ ৭　ϩーϜཻ子中量，ম土ཻ子গ量
２　҉ ੺ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ϒϩッΫ中量

３　にͿい੺׊৭　ম土ϒϩッΫ中量，ϩーϜཻ子গ量，୸化ཻ子
ඍ量

̥̍౔૚ղઆ
ۃ　１ ҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量　׊　҉　２

৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　׊　ࠇ　３

第20号住居跡ピットܭଌද

番号 ਂさ 番号 ਂさ 番号 ਂさ 番号 ਂさ 番号 ਂさ 番号 ਂさ 番号 ਂさ

̥１ 131 ̥４ 53 ̥７ 16 ̥10 60 ̥13 11 ̥16 106 ̥19 30
̥２ 22 ̥５ 22 ̥８ 49 ̥11 16 ̥14 111 ̥17 52 ̥20 87
̥３ 128 ̥̒ 115 ̥̕ 16 ̥12 16 ̥15 101 ̥18 28 ̥21 23

第��号ॅډ跡（第49ਤ）

Ґஔ　調査ᶘ̖۠の̗４I6۠，標高11.3ｍの台地平ୱ部にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　近世の第１号道路に掘りࠐ·れている。第13・19・23号住居跡と΋ॏ複しているが，෴土がないた

め新چ関܎は不明である。

。໛・形状は不明であるن，ঢ়　ম土跡とピットから住居跡と൑அしたが，นが捉えられていないためܗ໛ͱن

চ໘　ほ΅平ୱで，ߗ化面は認められない。

࿍　௕80ܘᶲ，୹70ܘᶲのପ円形の地চ炉である。ম土のଯ積は５ᶲほどで，Րচ面はΑくߗ化している。

ϐοτ　23か所。̥５，̥11，̥17 ～̥19，̥21はਂさが40ᶲを௒える΋のであるが，配ஔは不੔である。

ピットの෴土はϩーϜཻ子をやや多く含Έ，ম土ཻ子・୸化ཻ子を含む҉׊৭土で，いͣれのピットの෴土΋

近ࣅしている。̥14は炉を掘りࠐんでいる。

遺෺ग़౔ঢ়گ　縄文土器片74点，土製品１点（土器片円盤），石器１点（磨石）のほか，ࠞೖした瓦片４点΋

出土している。遺物はす΂てピットの෴土中から出土して͓り，ほとんどが後期後葉である。47は炉の１ｍほ

ど東の，চ面から出土している。

ॴݟ　時期は，চ面から出土した土器から，後期後葉の҆行２式期とߟえられる。

̥14ɾ࿍౔૚ղઆ
１　にͿい੺׊৭　ম土ϒϩッΫ多量
৭　ϩーϜཻ子・ম土ཻ子中量，୸化ཻ子ඍ量　׊　҉　２

৭　ম土ཻ子中量，ϩーϜཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量　׊　҉　３
ۃ　４ ҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子গ量

୯Ґɿᶲ
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第4�ਤ　第25号住居跡・出土遺物࣮ଌਤ
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TP211

第25号住居跡ピットܭଌද

番号 ਂさ 番号 ਂさ 番号 ਂさ 番号 ਂさ 番号 ਂさ 番号 ਂさ 番号 ਂさ 番号 ਂさ

̥１ 35 ̥４ 23 ̥７ 18 ̥10 17 ̥13 25 ̥16 53 ̥19 56 ̥22 10
̥２ 31 ̥５ 101 ̥８ 29 ̥11 53 ̥14 69 ̥17 43 ̥20 27 ̥23 27
̥３ 38 ̥̒ 28 ̥̕ 25 ̥12 17 ̥15 30 ̥18 63 ̥21 46

୯Ґɿᶲ
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第25号住居跡出土遺物࡯؍ද（第49ਤ）

番号 種別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　　土 ৭調 ম成 文 様 の 特 ௃ な ど 出土Ґஔ උ　ߟ

46 縄文土器 ਂ鉢 － （15.0） 3.6 ௕石・石ӳ・
৭ཻ子・小᛽ࠇ にͿいᒵ ී௨ ఈ部࡟り　ఈ部から約７ᶲの間にഗ෇ண ̥14中層 40ˋ

47 縄文土器 ҟ形台෇
土器 － 0（7.0） 5.0 ௕石・石ӳ・Ӣ฼ ᒵ ී௨ ོଳ上Ωβミ চ面 50ˋ　1L20

番号 種別 器種 ଻　　　　土 ৭調 ম成 文　様　の　特　௃　な　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

T1211 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ にͿい׊ ී௨ 縄文3LˠॎҐ௜ઢ ̥14中層

第�6号ॅډ跡（第50・51ਤ）

Ґஔ　調査ᶘ̖۠の̗４K6۠，標高11.2ｍの台地平ୱ部にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第15号住居跡とॏ複しているが，෴土がないため新چ関܎は不明である。近世の第１号道路に掘り

。れている·ࠐ

໛・形状なن，ঢ়　ম土とピットから住居跡としたが，นの立ͪ上がりが確認できなかったことからܗ໛ͱن

どは不明である。

চ໘　ほ΅平ୱで，ߗ化面は認められない。

࿍　௕70ܘᶲ，୹60ܘᶲのପ円形の地চ炉である。ম土はബく，ࢄ෍するΑうな状ଶであった。掘りࠐΈは認

められない。

第��ਤ　第26号住居跡࣮ଌਤ
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ϐοτ　８か所。配ஔなどが不੔で，主柱穴は不明である。第15号住居跡の̥̒，̥７，̥33 ～̥35は，Ґ

ஔから本跡に伴うՄೳੑがある。̥１，̥２はϩーϜϒϩッΫを含んでいるが，Ϩンズ状のଯ積状گから自વ

ଯ積である。

遺෺ग़౔ঢ়گ　縄文土器片13点が出土している。す΂てピットの෴土中からの出土で後期後葉の΋のである。

ॴݟ　時期は，出土土器から後期後葉とߟえられる。

̥̍ɾ̎౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量　׊　҉　１
৭　ϩーϜཻ子中量，୸化ཻ子ඍ量　׊　҉　２

৭　ϩーϜཻ子・୸化ཻ子中量，ম土ཻ子ඍ量　׊　҉　３
৭　ϩーϜཻ子多量，ম土ཻ子ඍ量　׊　҉　４

第�1ਤ　第26号住居跡出土遺物࣮ଌਤ

TP212

第26号住居跡ピットܭଌද

番号 ਂさ 番号 ਂさ 番号 ਂさ 番号 ਂさ 番号 ਂさ 番号 ਂさ 番号 ਂさ 番号 ਂさ

̥１ 72 ̥２ 88 ̥３ 43 ̥４ 19 ̥５ 38 ̥̒ 14 ̥７ 41 ̥８ 34

第��号ॅډ跡（第52ਤ）

Ґஔ　調査ᶘ̗۠北東部の̗５H5۠，標高10.4ｍの台地平ୱ部にҐஔしている。

ͼピットのҐஔから，平ٴঢ়　北半部が調査۠Ҭ֎で，確認できたนの一部と，炉とΈられるম土跡ܗ໛ͱن

面形は東੢５ｍほどのํ形とਪଌできる。น高は約20ᶲで，֎傾して立ͪ上がっている。

চ໘　ほ΅平ୱで，ߗ化面は認められない。

࿍　100ܘᶲの円形の地চ炉である。෴土中にম土ཻ子を多量に含んでいるが，Րচ面の੺มߗ化は認められ

ない。

ϐοτ　２か所。̥１はਂさ34ᶲ，̥２はਂさ29ᶲである。น柱穴は認められない。

෴౔　住居跡をඃっている晩期の包含層と連ଓ的な׊ࠇ৭土がଯ積している。ଯ積状گから，自વଯ積とΈら

れる。

遺෺ग़౔ঢ়گ　縄文土器片758点，土製品１点（耳飾り），石器１点（磨石），ണ片５点（チϟート３，その他２）

のほか，ܰ石１点が出土している。遺物は෴土中から出土した΋ので，晩期前葉から中葉の΋のがほとんどで

ある。T1213 ～ T1215は炉の෴土中から出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から晩期前葉から中葉とߟえられる。

࿍౔૚ղઆ
৭　ম土ཻ子多量，ϩーϜཻ子・୸化ཻ子中量　׊　҉　１

౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量　׊　ࠇ　１

第26号住居跡出土遺物࡯؍ද（第51ਤ）

番号 種別 器種 ଻　　　　土 ৭調 ম成 文　様　の　特　௃　な　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

T1212 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ փ੺ ී௨ ௜ઢˠ縄文3Lˠແ文部磨き ̥１中層

୯Ґɿᶲ
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第��ਤ　第29号住居跡・出土遺物࣮ଌਤ
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第29号住居跡出土遺物࡯؍ද（第52ਤ）

番号 種別 器種 ଻　　　　土 ৭調 ম成 文　様　の　特　௃　な　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

T1213 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・੺৭ཻ子 ׊ࠇ ී௨ εςッΩ状ೖ૊文ˠ縄文L3ˠແ文部磨き 炉෴土中 1L19

T1214 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・Ӣ฼・੺৭ཻ子 ׊ ී௨ ௜ઢˠ縄文ແઅＬˠແ文部磨き 炉෴土中

T1215 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・੺৭ཻ子 ׊ࠇ ී௨ 内・֎面φσ　ޱ縁೪土ଳ上࡟り 炉෴土中

T1216 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・Ӣ฼・੺৭ཻ子 にͿいԫ׊ ී௨ 副文様ଳܥ　 ෴土中

T1217 縄文土器 鉢 ௕石・石ӳ・小᛽ փԫ׊ ී௨ 内・֎面φσ　௜ઢにΑるඛ形۠ը文ࢪ文ϱ ෴土中

T1218 縄文土器 ஫ޱ ௕石・石ӳ ᒵ ී௨ ମ部Լ半縄文L3 ෴土中

T1219 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
৭ཻ子ࠇ にͿいᒵ ී௨ 複合ޱ縁　ྠ積Έࠟ明ྎ ෴土中

T1220 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・੺৭ཻ子 にͿい׊ ී௨ 状ೖ૊文ࠥࡾ・形۠ը文֯ࡾ ෴土中

T1221 縄文土器 ઙ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼ 明੺׊ ී௨ 縁部に鉢巻状のష෇文ޱ ෴土中

T1222 縄文土器 ઙ鉢 ௕石・Ӣ฼ 明੺׊ ී௨ 内・֎面φσ ෴土中

番号 器種 ௕さ ෯ ްさ ॏ量 ଻土・৭調 特　　௃　　な　　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

%126 耳飾り 2.1 － 1.6 （4.1） ઙԫᒵ　௕石・
੺৭ཻ子 ଆ面ࢦ಄にΑるφσ　ຎ໓ݦ著 ෴土中 1L22

ද２　縄文時代竪穴住居跡一ཡද

番号 Ґஔ 主࣠ํ向 平面形
  ໛（ｍ）ن

௕࣠ʷ୹࣠
（ܘ）（ܘ）

น高（ᶲ）চ面
内  部  ࢪ  設

෴土 主な出土遺物 උ　ߟ
ॏ複関܎（古ˠ新）主柱穴 出ೖޱ ピット 炉

２ ̗̒G3 － ʦ円形ʧ ʦ7.3ʧ̫（2.9） － 平ୱ － － 10 １ － 縄文土器，石器 4,79・80・82

４̖ ̗５K1 ̣ô35 ô˃Ｅ ପ円形 ʦ8.0ʧ̫ʦ7.5ʧ 10 ～ 16 平ୱ ４ ５

96

１ 自વ
縄文土器，土製品，石器，
石製品，୸化種子

4,198・207・208ˠ4*4$ˠ 
4*4#ˠ本跡　4* ・̒12

４̗ ̗５K1 ̣ô56 ô˃̬ 円形 8.4ʧ̫ʦ8.0 10 ～ 16 平ୱ ４ ３ １ 人ҝ 4,198・207・208ˠ4*4$ˠ
本跡ˠ4*4"　4* ・̒12

４̘ ̗５K1 ̣ô53 ô˃̬ ପ円形 8.0ʧ̫ʦ7.4 10 ～ 16 平ୱ ４ ５ － － 4,198・207・208ˠ本跡ˠ
4*4#ˠ4*4"　4* ・̒12

５ ̘４B9 ̣ô51 ô˃̬ ʦ円形ʧ ʦ7.2ʧ̫ʦ6.7ʧ － 平ୱ ４ ５
32

１ － 縄文土器，土製品，石器 4* ・̒10ˠ本跡ˠ4%28
4*４　4,117・164　

̒ ̘４B9 ̣ô53 ô˃̬ ʦ۱ؙํ形ʧʦ7.0ʧ̫ʦ5.9ʧ － 平ୱ ４ ̒ １ － 縄文土器，土製品，石器 本跡ˠ4*５ˠ4%28　4*４・
10　4,117・164

８ ̗４H0 － ʦ円形ʧ ʦ7.3ʧ̫ʦ6.8ʧ － 平ୱ ５ － 43 １ － 縄文土器，土製品，石器，
୸化種子　 本跡ˠ4%17　4*14　4,134

10 ̘４B9 ̣ô５ ô˃̬ ʦ円形ʧ ʦ6.7ʧ̫ʦ6.5ʧ － 平ୱ ４ １ 32 １ － 縄文土器，土製品，石器 本跡ˠ4*５ˠ4%28　4*̒
4,117・164

11 ̗５J6 － ʦ円形ʧ ʦ6.2ʧ̫（3.1） － 平ୱ ２ － 17 １ － 縄文土器，土製品，石器 4,126ˠ本跡ˠ4,143
4,144

12 ̗５I2 ̣ô26 ô˃Ｅ ʦ円形ʧ ʦ6.5ʧ̫ʦ5.8ʧ － 平ୱ ５ ２ 12 １ － 縄文土器，土製品 136・130・103・102・4,93چ ～
138　本跡ˠ4%18　4*４　

13̖ ̗４I8 ̣ô90˃ ପ円形 6.5ʧ̫ʦ5.5 30 平ୱ ４ ５
144

１ 自વ 縄文土器，土製品，石器，
石製品

4*13#,4,158ˠ本跡ˠ4*19・
23"・23#　4*22・25　4,160

13̗ ̗４I8 ̣ô22 ô˃Ｅ 円形 4.5ʧ̫ʦ4.5 20 平ୱ ８ ２ － 人ҝ 本 跡 ˠ4*13"・23"・23#，
4,158・160　4*22・25

14 ̗４H9 ̣ô65 ô˃̬ ʦ円形ʧ ʦ8.0ʧ̫ʦ8.0ʧ － 平ୱ ４ ３ 42 － － 縄文土器，石器　　 4*８・19・22　4,149

15 ̗４K7 － ʦ円形ʧ ʦ6.0ʧ̫ʦ6.0ʧ － 平ୱ ４ － 35 １ 自વ 縄文土器，土製品，石器 4*23"ˠ本跡　4*26
4,154・161・162

16̖ ̘４E6 － ʦ円形ʧ ʦ5.5ʧ̫（5.0） 10 ～ 20 平ୱ ４ －
53

１ 自વ 縄文土器，土製品，石器，
石製品

4*16#ˠ本跡ˠ4*20ˠ
4%31

16̗ ̘４E6 － ʦ円形ʧ ʦ6.0ʧ̫（5.8） 10 ～ 20 平ୱ ４ － － 人ҝ 本跡ˠ4*16"ˠ4*20ˠ
4%31

17̖ ̘４B2 ̣ô８ ô˃̬ ۱ؙํ形 7.5ʧ̫ʦ7.4 20 平ୱ ５ ３
61

１ 自વ
縄文土器，土製品，石器

4*17#ˠ本跡ˠ4%24・25
4,182

17̗ ̘４B2 ̣ô72 ô˃̬ ପ円形 6.0ʧ̫ʦ5.0 10 平ୱ ４ ̒ － 人ҝ 本跡ˠ4*17"ˠ4%24・25
4,182

18 ̘４C7 － ʦ円形ʧ ʦ6.0ʧ̫ʦ6.0ʧ 10 ～ 30 平ୱ ５ － 29 － 自વ 縄文土器，土製品，石器 本跡ˠ4,150・151・157，
4%24・25

19̖ ̗４H8 － ʦ۱ؙํ形ʧʦ6.0ʧ̫ʦ6.0ʧ － 平ୱ ２ －
34

１ －
縄文土器，土製品

4*13"ˠ本跡ˠ4*19#ˠ4%18
4*14・22・25，4,156

19̗ ̗４H8 ̣ô32 ô˃̬ ʦ円形ʧ ʦ6.0ʧ̫ʦ6.0ʧ － 平ୱ ２ ３ １ － 4*13"ˠ4*19"ˠ本跡ˠ4%18
4*14・22・23・25，4,156

20 ̘４F5 － ʦ円形ʧ ʦ6.0ʧ̫ʦ6.0ʧ － 平ୱ ５ － 18 １ － 縄文土器 4*16ˠ本跡ˠ4%31

22 ̗４I8 － － － － 平ୱ ４ － 144 １ － 縄文土器，土製品，石器，
石製品

本跡ˠ4*23"，4%18
4*13"・13#・14・19・23#

23̖ ̗４I8 ̣ô８ ô˃̬ ପ円形 7.2ʧ̫ʦ5.6 10 平ୱ ４ ２
144

－ 自વ 縄文土器，土製品，石器，
石製品

4*13"・13#・22ˠ4*23#ˠ
本跡ˠ4*15　4*25

23̗ ̗４I8 ̣ô３ ô˃̬ ʦ円形ʧ ʦ7.2ʧ̫ʦ6.2ʧ － － ４ ３ － － ˠ本跡ˠ#13・"13*4　4,159چ
4*23"ˠ4*15　4*23・25

25 ̗４I6 － － － － 平ୱ － － 23 １ － 縄文土器，土製品，石器 本跡ˠ4'１　4*13・19・23

26 ̗４K6 － － － － 平ୱ － － ８ １ － 縄文土器　 本跡ˠ4'１　4*15

29 ̗５H5 － ʦํ形ʧ ʦ5.0ʧ̫（2.0） 20 平ୱ － － ２ １ 自વ 縄文土器，土製品，石器 4,199چ
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　ᾈ　炉跡

ͼ遺物にٴえられる炉跡２か所が確認されている。ҎԼ，確認された遺構ߟճの調査で，縄文時代とࠓ　

ͭいて記ࡌする。

第̍号࿍跡（第53ਤ）

Ґஔ　調査ᶘ̘۠の̗̒D1۠，標高9.8ｍの台地平ୱ部にҐஔして

いる。

˃向は̣－83ํܘ45ᶲのପ円形で，௕ܘ55ᶲ，୹ܘঢ়　௕ܗ໛ͱن

－̬である。ްさ３～５ᶲほどのম土ཻ子のࢄ෍が確認できたのΈ

で，掘りࠐΈは認められない。

ॴݟ　प辺に柱穴౳が確認できなかったことから，住居跡に伴う΋

のとはߟえられない。時期は，遺物が出土していないため明確にで

きないが，縄文時代とߟえられる。

第̎号࿍跡（第54ਤ）

Ґஔ　調査ᶘ̘۠の̗５F4۠，標高10ｍの台地上にҐஔしている。

向は̣－81ํܘ44ᶲのପ円形で，௕ܘ72ᶲ，確認できた୹ܘঢ়　௕ܗ໛ͱن －˃̬である。ఈ面は平ୱで，確

認面からのਂさは18ᶲである。นは緩やかに֎傾して立ͪ上がっている。

෴౔　２層に分層できる。ϩーϜϒϩッΫやম土ཻ子を含んでいる

ことから，人ҝଯ積とߟえられる。

遺෺ग़౔ঢ়گ　縄文土器片７点，ണ片１点（༵ࠇ石）が෴土上層か

ら出土している。·た෴土上層からম成೪土մ219̶が出土している。

ॴݟ　प辺に第２号ピット群の̥27 ～̥29があることから，住居

跡に伴う炉跡のՄೳੑがあるが，柱穴配ஔ౳が捉えられないことか

らஅఆはできない。·た多量のম成೪土մが出土していることから，

土器や土製品のম成跡のՄೳੑ΋ߟえられる。時期は，出土土器か

ら晩期中葉とߟえられる。

౔૚ղઆ
　৭　ম土ཻ子গ量　׊　ࠇ　１
৭　ϩーϜϒϩッΫ多量，ম土ཻ子中量　׊　҉　２

第�3ਤ　第１号炉跡࣮ଌਤ

B6d2

第�4ਤ　第２号炉跡࣮ଌਤ

A
Á

B5e5
-E1m

A Á10.8m

耕作土

包含層

2 1

ද３　縄文時代炉跡一ཡද

番号 Ґஔ ௕ํܘ向 平面形
໛（ｍ）ن

ਂさ（ᶲ） น面 ఈ面 ෴土 主な出土遺物 උ　ߟ
ॏ複関܎（古ˠ新）௕ܘ（࣠）̫ ୹ܘ（࣠）

１ ̗̒D1 ̣ô83 ô˃̬ ପ円形 0.55ʷ0.45 － － － － －

２ ̗５F5 ̣ô81 ô˃̬ ପ円形 0.72ʷ0.44 18 ֎傾 平ୱ 人ҝ 縄文土器，ണ片，
ম成೪土մ 4,122چ
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　ᾉ　土坑

や遺物の出گճの調査で，縄文時代とΈられる土坑88基が確認されている。そのうͪ，෴土のଯ積状ࠓ　

土状گなどが特௃的な土坑29基にͭいては࣮ଌと遺物，ٴͼ出土遺物࡯؍ද，その他の土坑にͭいては一

ཡදと࣮ଌਤをࡌܝした。

第�6号౔޵（第55ਤ）

Ґஔ　調査ᶘ̘۠の̗̒F3۠，標高10ｍの台地平ୱ部にҐஔしている。

向は̣－58ํܘ0.92ｍのପ円形で，௕ܘ1.06ｍ，୹ܘঢ়　௕ܗ໛ͱن －˃̬である。ਂさは94ᶲで，ఈ面は皿状

である。นは֎傾して立ͪ上がっている。

෴౔　２層に分層できる。Ϩンズ状のଯ積状گから自વଯ積である。

遺෺ग़౔ঢ়گ　縄文土器片240点，石器２点（磨石），ണ片８点（チϟート）のほか，ܰ 石１点が出土している。

T1223 ～ T1225は，෴土上層からそれͧれ出土している。̦51はఈ面から出土している。

ॴݟ　形状からஷ蔵穴のՄೳੑがあるが，அఆはできない。時期は，出土土器から晩期中葉とߟえられる。

౔૚ղઆ
৭　ϩーϜཻ子গ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量　׊　ࠇ　１
৭　ϩーϜཻ子中量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量　׊　҉　２

第��ਤ　第76号土坑・出土遺物࣮ଌਤ

B
B
́

B

B́

A

Á

A 10.2m
TP223

TP224

Q51

TP225

1

2

B6e3-S2m

Á

番号 種別 器種 ଻　　　　土 ৭調 ম成 文　様　の　特　௃　な　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

T1223 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼ にͿい׊ ී௨ Ώるい೾状ޱ縁　ࠥࡾ状ೖ૊文ࢪ文　内・֎面φσ ෴土上層

T1224 縄文土器 鉢 ௕石・石ӳ にͿい׊ ී௨ 内・֎面φσ　ޱ縁部に೪土ྠ積Έࠟ ෴土上層

T1225 縄文土器 台෇鉢 石ӳ・Ӣ฼・ࠇ৭ཻ子 にͿいԫᒵ ී௨ 部　ԣҐ۠ը௜ઢˠॎҐ௜ઢ٭ ෴土上層

番号 器種 ௕さ ෯ ްさ ॏ量 質　　　ࡐ 特　　௃　　な　　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

̦51 磨石 5.2 5.5 4.2 186.0 ؠࢁ҆ ਖ਼・ཪ面，ଆ縁部ར༻ ఈ面

第76号土坑出土遺物࡯؍ද（第55ਤ）
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第�8号౔޵（第56ਤ）

Ґஔ　調査ᶘ̘۠の̗̒F4۠，標高9.9ｍの台地平ୱ部にҐஔしている。

向は̣－48ํܘ0.90ｍのପ円形で，௕ܘ0.94ｍ，୹ܘঢ়　確認できた௕ܗ໛ͱن －˃Ｅである。ਂさは108ᶲで，

ఈ面は平ୱであるが，ೆ੢部にਂさ20ᶲのピットがある。นは֎傾して立ͪ上がっている。

෴౔　３層に分層できる。֤層にϩーϜϒϩッΫやϩーϜཻ子を含んでいるが，Ϩンズ状のଯ積状گから自વ

ଯ積である。

遺෺ग़౔ঢ়گ　縄文土器片229点，土製品２点（耳飾り，土版），石器４点（磨製石斧１，磨石２，Ꮟ石１），

石֩１点（チϟート），ೋ次Ճ޻のあるണ片１点（チϟート），ണ片４点（チϟート）が出土している。

T1226，̦52はೆ੢部の෴土上層から，%127・%128は෴土中層から出土している。·たೆ੢部のఈ面からは

。20ᶲほどの೪土մが出土しているܘ

ॴݟ　形状からஷ蔵穴のՄೳੑがあるが，அఆはできない。時期は，出土土器から晩期中葉とߟえられる。

౔૚ղઆ
৭　ϩーϜཻ子中量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量　׊　҉　１
，৭　ϩーϜϒϩッΫ・୸化ཻ子中量，ম土ཻ子গ量　׊　҉　２

೪土ϒϩッΫඍ量

৭　ϩーϜཻ子多量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量　׊　҉　３

第�6ਤ　第78号土坑・出土遺物࣮ଌਤ

B6e4-S1m

A

Á
B́

B

TP226

Q52

A Á B B́

1

2

3

TP226 Q5210.4m10.2m

TP226
TP227

TP228

DP27 DP28 Q52 Q53



84

第8�号౔޵（第57・58ਤ）

Ґஔ　調査ᶘ̘۠の̗̒G4۠，標高9.9ｍの台地平ୱ部にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第２号住居跡の̥８とॏ複しているが，新چ関܎は不明である

向は̣－42ํܘ0.84ｍの不ఆ形で，௕ܘ1.51ｍ，୹ܘঢ়　௕ܗ໛ͱن －˃̬である。ਂさは103ᶲで，ఈ面は北

੢部が30ᶲほどԼがっている。นは֎傾して立ͪ上がっている。

෴౔　２層に分層できる。ϩーϜཻ子を多く含んでいるが，Ϩンズ状のଯ積状گから自વଯ積である。

遺෺ग़౔ঢ়گ　縄文土器片283点，石器２点（石鏃，磨製石斧），石֩４点（チϟート），ണ片２点（チϟート）

のほか，ম成೪土մ１点が出土している。48は北東นࡍの෴土中層から，T1238は෴土上層から出土している。

ॴݟ　形状からஷ蔵穴のՄೳੑがあるが，அఆはできない。時期は，出土土器から晩期中葉とߟえられる。

౔૚ղઆ
৭　ϩーϜཻ子中量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量　׊　҉　１ ৭　ϩーϜཻ子多量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量　׊　ࠇ　２

第��ਤ　第80号土坑・出土遺物࣮ଌਤ

Á

A

Á

TP230
TP231

TP229

SI 2
P8

1

2

48
TP
23
8

48
TP238

A 10.2m

B6f5-S1m

B
́

B

B́

B

W2m

番号 器種 ௕さ ෯ ްさ ॏ量 質　　　ࡐ 特　　௃　　な　　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

̦52 磨石 4.4 4.7 3.8 ؠࢁ҆ 102.1 ਖ਼・ཪ面・上Լ୺部にᏏ打ࠟ ෴土上層

̦53 Ꮟ石 6.8 3.1 2.3 ؠ࠭ 062.6 上Լ୺部にᏏ打ࠟ ෴土Լ層

番号 種別 器種 ଻　　　　土 ৭調 ম成 文　様　の　特　௃　な　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

T1226 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ にͿいԫ׊ ී௨ ᰍ部にހઢ文 ෴土上層

T1227 縄文土器 小形鉢 ௕石・石ӳ にͿいԫᒵ ී௨ 縁内面に௜ઢ文ޱ ෴土上層

T1228 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼ փԫ׊ ී௨ 縄文ແઅＬˠ௜ઢ ෴土上層

第78号土坑出土遺物࡯؍ද（第56ਤ）

番号 器種 ௕さ ෯ ްさ ॏ量 ଻土・৭調 特　　௃　　な　　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

%127 耳飾り ʦ6.5ʧ － 1.2 ௕石・石ӳ　ࠇ（5.4）0 　車形׈ ෴土中層

%128 土版 （6.3） （3.6） 2.2 （48.4）にͿいԫᒵ
௕石・੺৭ཻ子 ཪ面にԜઢ状の文様 ෴土中層
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第�8ਤ　第80号土坑出土遺物࣮ଌਤ

TP232

TP236

TP237

TP238 48
Q54

TP233
TP234 TP235

第81号౔޵（第59ਤ）

Ґஔ　調査ᶘ̘۠の̗５B7۠，標高9.8ｍの台地平ୱ部にҐஔしている。

ঢ়　௕࣠1.66ｍ，୹࣠1.44ｍの۱ؙ௕ํ形で，௕࣠ํ向は̣－68ܗ໛ͱن －˃̬である。ਂさは112ᶲで，ఈ面

は平ୱである。นは֎傾して立ͪ上がっている。

෴౔　７層に分層できる。ϩーϜϒϩッΫを含んでいる層が多いが，Ϩンズ状のଯ積状گから自વଯ積である。

番号 器種 ௕さ ෯ ްさ ॏ量 質　　　ࡐ 特　　௃　　な　　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

̦54 石鏃 （2.7） 1.4 0.5 （1.2） チϟート ༗ܪ　Լ୺部ܽଛ ෴土中層 1L25

番号 種別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　　土 ৭調 ম成 文 様 の 特 ௃ な ど 出土Ґஔ උ　ߟ

48 縄文土器 ֖ 3.1 1.3 － ௕石 ࠇ ޷ྑ 内・֎面ݚ磨 ෴土中層 100ˋ　1L20

第80号土坑出土遺物࡯؍ද（第57・58ਤ）

番号 種別 器種 ଻　　　　土 ৭調 ম成 文　様　の　特　௃　な　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

T1229 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・੺৭ཻ子 ੺׊ ී௨ ֎面࡟り ෴土中

T1230 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී௨ ৶部Ωβミ　֎面磨きޱ ෴土上層

T1231 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ ࠇ ී௨ ௜ઢˠ縄文ແઅＬ ෴土中層

T1232 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ ᒵ ී௨ 内・֎面φσ ෴土上層

T1233 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・੺৭ཻ子 にͿい׊ ී௨ 内・֎面φσ ෴土上層

T1234 縄文土器 ઙ鉢 ௕石・石ӳ・੺৭ཻ子 にͿいԫ׊ ී௨ ௜ઢˠ縄文L3ˠແ文部磨き ෴土中層

T1235 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ にͿいԫ׊ ී௨ 内・֎面φσ　֎面にྠ積Έࠟ ෴土中層

T1236 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・੺৭ཻ子 にͿいԫ׊ ී௨ いφσڧ縁部Լޱ ෴土Լ層

T1237 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ にͿいԫᒵ ී௨ いφσڧ縁部Լޱ ෴土中層

T1238 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ ׊ ී௨ 内・֎面丁ೡなφσ ෴土上層
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第��ਤ　第81号土坑・出土遺物࣮ଌਤ

A

Á

B

B5b7
-N1m

B́ A Á

Á

B B́10.0m

1
3

2
4

5 5

6 7

49

50

TP245

Q55
Q56

TP246

TP247

TP242
TP243

TP244

TP239
TP240 TP241

遺෺ग़౔ঢ়گ　縄文土器片735点，石器４点（石鏃２，磨石２），石֩１点（チϟート），ണ片４点（チϟート３，

。石１）が出土している。土器はほとんどが晩期中葉の΋のである༵ࠇ

ॴݟ　形状からஷ蔵穴のՄೳੑがあるが，அఆはできない。時期は，出土土器から晩期中葉とߟえられる。

౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量，ম土ཻ子ඍ量　׊　ࠇ　１
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　׊　ࠇ　２
多量，ম土ཻ子ඍ量ۃ৭　ϩーϜཻ子　׊　҉　３
৭　ϩーϜཻ子多量，೪土ཻ子ඍ量　׊　ࠇ　４

ۃ　５ ҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子ۃ多量，ম土ཻ子ඍ量
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量　　　ࠇ　̒
৭　ϩーϜϒϩッΫ多量　׊　҉　７

番号 種別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　　土 ৭調 ম成 文 様 の 特 ௃ な ど 出土Ґஔ උ　ߟ

49 縄文土器 台෇鉢 － （5.1） － ௕石・石ӳ・
੺৭ཻ子 ઙԫᒵ ී௨ ຎ໓ݦ著 ෴土中層 20ˋ

50 縄文土器 台෇鉢 － （3.7） － ௕石・石ӳ・Ӣ฼ փԫ׊ ී௨ ֎面φσ ෴土Լ層 20ˋ

第81号土坑出土遺物࡯؍ද（第59ਤ）
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第6�ਤ　第82号土坑・出土遺物࣮ଌਤ

B

B́

B
B
́

A

Á

A 10.2m

12
2

K
Á

B6f3

SI 2
P10

TP248

TP
24
8

DP29

D
P
29

SI 2 TP248

TP249

TP250

DP29

第8�号౔޵（第60ਤ）

Ґஔ　調査ᶘ̘۠の̗̒G3۠，標高9.9ｍの台地平ୱ部にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第２号住居跡の̥10とॏ複しているが，新چ関܎は不明である。

ঢ়　௕࣠1.08ｍ，୹࣠1.03ｍの۱ؙํ形で，௕࣠ํ向は̣－12ܗ໛ͱن －˃Ｅである。ਂさは66ᶲで，ఈ面はೆ

ଆに向かって傾斜している。นは֎傾して立ͪ上がっている。

෴౔　２層に分層できる。ম土ཻ子・୸化ཻ子を含んでいることから，埋め໭されている。

遺෺ग़౔ঢ়گ　縄文土器片111点，土製品１点（耳飾り），石֩５点（チϟート），ണ片２点（チϟート）が出

土している。T1248，%129は෴土中層から出土している。·た石֩は，෴土中層からԼ層で出土している。

ॴݟ　෴土のଯ積状گや，耳飾りが出土していることなどから，ุ坑のՄೳੑがある。時期は，出土土器から

晩期前葉とߟえられる。

౔૚ղઆ
৭　ϩーϜཻ子多量，୸化ཻ子中量，ম土ཻ子গ量　׊　ࠇ　１ ৭　ϩーϜϒϩッΫ中量，୸化ཻ子গ量，ম土ཻ子　׊　҉　２

ඍ量

番号 器種 ௕さ ෯ ްさ ॏ量 質　　　ࡐ 特　　௃　　な　　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

̦55 石鏃 3.4 2.5 1.3 7.7 チϟート ະ製品　ਖ਼・ཪ面に原石面࢒す ෴土Լ層 1L25

̦56 石鏃 （2.6） 2.1 1.0 （2.6） ؠࢁ৭҆ࠇ ະ製品ϱ　ਖ਼面に主要ണ཭面 ෴土上層 1L25

番号 種別 器種 ଻　　　　土 ৭調 ম成 文　様　の　特　௃　な　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

T1239 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子 ᒵ ී௨ ௜ઢˠ縄文L3 ෴土Լ層

T1240 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・Ӣ฼・੺৭ཻ子 明׊ ී௨ εςッΩ状ೖ૊文 ෴土中層

T1241 縄文土器 ઙ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼ 明੺׊ ී௨ ௜ઢˠີࡉ௜ઢ文ॆరˠແ文部磨き ෴土上層

T1242 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・Ӣ฼・੺৭ཻ子 にͿいԫᒵ ී௨ 緩い೾状ޱ縁 ෴土中層

T1243 縄文土器 鉢 ௕石・Ӣ฼　 ᒵ ී௨ 状のፘりࠥࡾ ෴土上層

T1244 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・Ӣ฼・੺৭ཻ子 明੺׊ ී௨ ֎面ྠ積Έࠟ明ྎ ෴土上層

T1245 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子 明׊ ී௨ 内・֎面࡟り ෴土中層

T1246 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・Ӣ฼・੺৭ཻ子 明੺׊ ී௨ ௜ઢˠࢗಥॆర ෴土Լ層

T1247 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・Ӣ฼・੺৭ཻ子 にͿい׊ ී௨ ໢目状೨ࢳ文ࢪ文 ෴土Լ層
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第61ਤ　第90号土坑・出土遺物࣮ଌਤ

A

Á

B́

B

51
SK 110

B5h3

B
B
́

51

A Á11.4m

2 1

3

2

TP254

TP252

TP253

TP251
51

第��号౔޵（第61ਤ）

Ґஔ　調査ᶘ̗۠の̗５H2۠，標高11.2ｍの台地平ୱ部にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第110号土坑とॏ複しているが，新چ関܎は不明である。

向は̣－77ํܘ0.93ｍのପ円形で，௕ܘ1.70ｍ，୹ܘঢ়　௕ܗ໛ͱن －˃̬である。ਂさは74ᶲで，ఈ面は平ୱ

である。นは੢นが௚立し，北・東・ೆนは֎傾して立ͪ上がっている。

෴౔　３層に分層できる。す΂ての層にϩーϜϒϩッΫを含んでいるが，Ϩンズ状のଯ積状گから自વଯ積で

ある。

遺෺ग़౔ঢ়گ　縄文土器片90点，ണ片５点（チϟート３，༵ࠇ石２）が出土している。51は北੢部の෴土上層

から出土している。

ॴݟ　時期は，後期前葉から後期後葉とߟえられる。

౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　　　ࠇ　１
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量　׊　҉　２

৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　׊　҉　３

第82号土坑出土遺物࡯؍ද（第60ਤ）   

番号 種別 器種 ଻　　　　土 ৭調 ম成 文　様　の　特　௃　な　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

T1248 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子 ੺׊ ී௨ ௜ઢˠ縄文L3ˠແ文部磨き　ޱ৶部のಥىണ཭ ෴土中層

T1249 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී௨ ԣҐ௜ઢˠޱ縁部Ωβミ・ॎҐހઢ文 ෴土中層

T1250 縄文土器 ઙ鉢 ௕石・੺৭ཻ子 にͿいԫᒵ ී௨ 縄文L3ˠΫϥンΫ状௜ઢ文 ෴土中層

番号 器種 ௕さ ෯ ްさ ॏ量 ଻土・৭調 特　　௃　　な　　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

%129 耳飾り 2.7 － 1.5 （5.3） ᒵ　௕石 ಁかしூり耳飾り　ઌ୺がࡉい޻۩にΑるࢗಥॆర　 ෴土中層 1L22

番号 種別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　　土 ৭調 ম成 文 様 の 特 ௃ な ど 出土Ґஔ උ　ߟ

51 縄文土器 ਂ鉢 － （5.5） － ௕石・石ӳ・
੺৭ཻ子 にͿいԫᒵ ී௨ ೾状ޱ縁ਂ鉢ޱ縁部ಥى ෴土上層 ５ˋ

第90号土坑出土遺物࡯؍ද（第61ਤ）    
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第6�ਤ　第92号土坑・出土遺物࣮ଌਤ

A

Á

A Á

B

B́

B
TP
258

TP
259

TP
260

TP
255

TP
2565211.4m

B5h2-E1m

52

TP255

TP257

TP256

TP258

TP256
TP255

TP260

TP259

TP258

52

1

2
33

4

B́

第��号౔޵（第62・63ਤ）

Ґஔ　調査ᶘ̗۠の̗５H1۠，標高11.3ｍの台地平ୱ部にҐஔしている。

1.20ｍの不ఆ形で，ਂさは46ᶲである。ఈ面はԜತがあり，นは֎傾して立ͪܘ1.48ｍ，୹ܘঢ়　௕ܗ໛ͱن

上がっているが，北นは֊ஈ状である。

෴౔　４層に分層できる。ϩーϜϒϩッΫと୸化物を含んでいることから，埋め໭されている。

遺෺ग़౔ঢ়گ　縄文土器片257点，土製品３点（耳飾り１，土器片円盤２），ണ片５点（チϟート４，༵ࠇ石１）

が出土している。52，T1255・T1256・T1258 ～ T1260，%130は෴土中層から出土している。

ॴݟ　෴土のଯ積状گや耳飾りが出土していることなどから，ุ坑のՄೳੑがある。時期は，出土土器から後

期後葉とߟえられる。

౔૚ղઆ
৭　ϩーϜཻ子中量，୸化ཻ子ඍ量　׊　҉　１
৭　ϩーϜϒϩッΫ・୸化物গ量　׊　ࠇ　２

৭　ϩーϜϒϩッΫ中量，୸化ཻ子ඍ量　׊　҉　３
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量　　　׊　４

番号 種別 器種 ଻　　　　土 ৭調 ম成 文　様　の　特　௃　な　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

T1251 縄文土器 ਂ鉢 石ӳ・Ӣ฼・੺৭ཻ子 ᒵ ී௨ ௜ઢˠ縄文L3ˠོଳԼΩβミ ෴土上層

T1252 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼ 明੺׊ ී௨ 縁部内面にԜઢޱ ෴土上層

T1253 縄文土器 台෇鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼ փ׊ ී௨ ॎҐ条ઢˠޱ৶部Ωβミ ෴土上層

T1254 縄文土器 ਂ鉢 ௕石 փԫ׊ ී௨ ௜ઢ۠ըˠ縄文L3ˠོଳష෇　ޱ縁部内面にԜઢ ෴土上層
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第11�号౔޵（第64ਤ）

Ґஔ　調査ᶘ̗۠の̘４C0۠，標高11.2ｍの台地平ୱ部にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第５・̒・10号住居跡とॏ複するが，新چ関܎は不明である。

向は̣－37ํܘ1.00ｍの不ఆ形で，௕ܘ1.20ｍ，୹ܘঢ়　௕ܗ໛ͱن －˃Ｅである。ਂさは161ᶲで，ఈ面は皿

状である。นは௚立しているが，ೆนは上Ґが֊ஈ状に立ͪ上がっている。

෴౔　３層に分層できる。ϩーϜϒϩッΫとম土ཻ子を含Έ，埋め໭されている。

遺෺ग़౔ঢ়گ　縄文土器片28点，石器１点（石鏃），石製品３点（石剣）が出土している。53はఈ面から出土

している。·たࡉ片のためਤࣔできなかったが，石剣片が෴土Լ層から出土している。

ॴݟ　ਂい円౵状の土坑で，ఈ面からਂ鉢の大形ഁ片が出土していること，·た石剣片を伴っていることから

ุ坑のՄೳੑがあるが，அఆはできない。時期は，出土土器から後期後葉とߟえられる。

౔૚ղઆ
৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子গ量，ϩーϜϒϩッΫඍ量　׊　ࠇ　１
৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量　׊　҉　２

৭　ϩーϜϒϩッΫগ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量　׊　҉　３

第63ਤ　第92号土坑出土遺物࣮ଌਤ

TP259 TP260

TP261

DP30

番号 種別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　　土 ৭調 ম成 文 様 の 特 ௃ な ど 出土Ґஔ උ　ߟ

52 縄文土器 ਂ鉢 － （6.3） 7.8 ௕石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී௨ ֎面ૈい磨き　内面・ఈ面φσ ෴土中層 100ˋ

第92号土坑出土遺物࡯؍ද（第62・63ਤ）

番号 種別 器種 ଻　　　　土 ৭調 ম成 文　様　の　特　௃　な　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

T1255 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ 明੺׊ ී௨ ௜ઢˠ縄文ແઅＬॆర ෴土中層

T1256 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ 明੺׊ ී௨ ೾状ޱ縁ϱ ෴土中層

T1257 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ にͿいԫᒵ ී௨ コϒˠޱ縁部縄文3Lˠޱ縁部௜ઢ ෴土上層

T1258 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子 明׊ ී௨ 縁部Ωβミˠ条ઢˠ۠ը௜ઢޱ ෴土中層

T1259 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・Ӣ฼・੺৭ཻ子 ੺׊ ී௨ ௜ઢˠ縄文3L・ོ ଳ上Ωβミˠコϒష෇ ෴土中層

T1260 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ にͿいԫ׊ ී௨ 条ઢˠඥઢష෇ ෴土中層

T1261 縄文土器 ஫ޱϱ ௕石・石ӳ にͿい׊ ී௨ ֎面磨き ෴土上層

番号 器種 ௕さ ෯ ްさ ॏ量 ଻土・৭調 特　　௃　　な　　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

%130 耳飾り ʦ5.2ʧ － 2.0 （5.0） にͿいԫ׊
௕石・石ӳ 磨き੔形　内面に΋੺࠼ ෴土中層
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第64ਤ　第117号土坑・出土遺物࣮ଌਤ

A Á

1

2

3

53
C4b0

SI 5

SI 10

53

Q57

TP262

TP263

TP264

A

ÁB

B́

B B́
11.4m

53

番号 種別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　　土 ৭調 ম成 文 様 の 特 ௃ な ど 出土Ґஔ උ　ߟ

53 縄文土器 ਂ鉢 ʦ24.0ʧ（27.5） － ௕石・石ӳ・Ӣ฼ փ׊ ී௨ ௜ઢˠ縄文3Lˠແ文部磨き ఈ面 30ˋ　1L18

第117号土坑出土遺物࡯؍ද（第64ਤ）

番号 種別 器種 ଻　　　　土 ৭調 ম成 文　様　の　特　௃　な　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

T1262 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・Ӣ฼・੺৭ཻ子 にͿい੺׊ ී௨ ௜ઢˠ縄文3Lˠແ文部磨き ෴土中層

T1263 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・Ӣ฼・੺৭ཻ子 明੺׊ ී௨ 緩い೾状ޱ縁　௜ઢˠ縄文3Lˠແ文部磨き ఈ面

T1264 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・Ӣ฼・੺৭ཻ子 にͿいԫ׊ ී௨ ഗ෇ண ෴土Լ層

番号 器種 ௕さ ෯ ްさ ॏ量 質　　　ࡐ 特　　௃　　な　　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

̦57 石鏃 1.3 1.1 0.3 石༵ࠇ 0.2 ແܪ　ԡѹണ཭ ෴土上層 1L25
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第118号౔޵（第65ਤ）

Ґஔ　調査ᶘ̗۠の̗５G1۠，標高11.2ｍの台地平ୱ部にҐஔしている。

からପ円گ0.82ｍで，遺ଘ状ܘ0.66ｍ，東੢ܘঢ়　北半部が調査۠Ҭ֎となるため，確認できたೆ北ܗ໛ͱن

形で，௕ํܘ向は̣－16 －˃Ｅとਪఆできる。ਂさは50ᶲで，ఈ面はԜತがある。นは֎傾して立ͪ上がって

いる。

෴౔　２層に分層できる。いͣれ΋ϩーϜཻ子を多く含んで͓り，埋め໭されている。

遺෺ग़౔ঢ়گ　縄文土器片87点，石器１点（磨製石斧），石製品１点（石棒）が出土している。54は北੢部の

෴土上層から出土している。

ॴݟ　ほ΅׬形の小形ਂ鉢が出土していること，人ҝ的に埋め໭されていることなどから，ุ坑のՄೳੑがあ

る。時期は，出土土器から後期前葉とߟえられる。

౔૚ղઆ
ۃ　１ ҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子中量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量 ৭　ϩーϜཻ子多量　׊　҉　２

第6�ਤ　第118号土坑・出土遺物࣮ଌਤ

A
Á

B
B
́

54

11.4m

B5g2

A Á

1 2 54

Q58B
B
́

54

第148号౔޵（第66ਤ）

Ґஔ　調査ᶘ̖۠の̘４E2۠，標高11.0ｍの台地平ୱ部にҐஔしている。

向は̣－43ํܘ0.82ｍのପ円形で，௕ܘ0.94ｍ，୹ܘঢ়　௕ܗ໛ͱن －˃̬である。ਂさは70ᶲで，ఈ面は平ୱ

である。นは֎傾して立ͪ上がっているが，北นのΈオーόーϋンάしている。

෴౔　４層に分層できる。いͣれ΋ϩーϜϒϩッΫやϩーϜཻ子を含む෴土で，第４層を掘りࠐんͩとこΖ΁

第１～３層がϨンズ状にଯ積していることから，自વଯ積である。

౔૚ղઆ
৭　ϩーϜཻ子গ量　׊　҉　１
৭　ϩーϜཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量　׊　҉　２

৭　ϩーϜϒϩッΫ・୸化ཻ子ඍ量　׊　ࠇ　３
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量，୸化ཻ子ඍ量　　　׊　４

番号 種別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　　土 ৭調 ম成 文 様 の 特 ௃ な ど 出土Ґஔ උ　ߟ

54 縄文土器 ਂ鉢 10.2 9.2 5.9 ௕石・Ӣ฼・
੺৭ཻ子 にͿい׊ ී௨ ௜ઢˠ縄文L3　内・֎面磨き ෴土上層 100ˋ　1L18

第118号土坑出土遺物࡯؍ද（第65ਤ）

番号 器種 ௕さ ෯ ްさ ॏ量 質　　　ࡐ 特　　௃　　な　　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

̦58 磨製石斧 （4.8） 4.1 1.4 （44.2） ؠփڽ ਕ部にඍࡉണ཭ࠟ ෴土中層
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遺෺ग़౔ঢ়گ　縄文土器片22点が出土している。T1265は෴土上層から出土している。

ॴݟ　形状からஷ蔵穴のՄೳੑがあるが，அఆはできない。時期は，出土土器から後期後葉とߟえられる。

第66ਤ　第148号土坑・出土遺物࣮ଌਤ

C4d2
-E1m

A
A
́

A
A
́

11
.2
m

K 2
2

1
4

3

TP265

第6�ਤ　第150号土坑࣮ଌਤ

A

Á

B
B
́

C4c8
-S1m

A Á B B́

1

2

3

4

5

11.4m

第1��号౔޵（第67・68ਤ）

Ґஔ　調査ᶘ̗۠の̘４C8۠，標高11.2ｍの台地平ୱ部にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第18号住居跡を掘りࠐんでいる。

向は̣－17ํܘ1.42ｍのପ円形で，௕ܘ1.58ｍ，୹ܘঢ়　௕ܗ໛ͱن －˃̬である。ਂさは252ᶲで，ఈ面は平

ୱであるが，中央部にਂさ18ᶲのピットがある。นは௚立して立ͪ上がっている。

番号 種別 器種 ଻　　　　土 ৭調 ম成 文　様　の　特　௃　な　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

T1265 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子 ᒵ ී௨ 条ઢˠᰍ部௜ઢ۠ըˠΩβミ ෴土上層

第148号土坑出土遺物࡯؍ද（第66ਤ）
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౔૚ղઆ
ۃ　１ ҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫඍ量
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　׊　҉　２
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量，୸化ཻ子ඍ量　׊　҉　３

৭　ϩーϜϒϩッΫ中量　׊　҉　４
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　׊　ࠇ　５

第6�ਤ　第151号土坑࣮ଌਤ

B

B́ B B́

A

Á

A

SD 25
C4b7

SI 18

11.6m

TP270
TP273

TP275

TP271

TP269

1

3

2

TP
270

TP
273

TP
275

TP
271

TP
269Á

෴౔　５層に分層できる。いͣれ΋ϩーϜϒϩッΫやϩーϜཻ子をやや多く含む土で，埋め໭されている。

遺෺ग़౔ঢ়گ　縄文土器片260点，土製品２点（土器片円盤）が出土している。T1266 ～ T1268は෴土上層か

ら出土している。

ॴݟ　ਂい円౵形の形状であることや，人ҝ的に埋め໭されていることなどからุ坑のՄೳੑがあるが，அఆ

はできない。時期は，出土土器から後期後葉とߟえられる。

第68ਤ　第150号土坑出土遺物࣮ଌਤ

TP266 TP267

TP268

第1�1号౔޵（第69・70ਤ）

Ґஔ　調査ᶘ̗۠の̘４C7۠，標高11.3ｍの台地平ୱ部にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第18号住居跡を掘りࠐΈ，第25号溝に掘りࠐ·れている。

向は̣－20ํܘ1.28ｍのପ円形で，௕ܘ1.78ｍ，୹ܘঢ়　௕ܗ໛ͱن －˃Ｅである。ਂさは140ᶲで，ఈ面は平

ୱである。นはஈをなして立ͪ上がって͓り，特に北นでݦ著である。

෴౔　３層に分層できる。いͣれ΋ϩーϜϒϩッΫを含んでいるが，Ϩンズ状のଯ積状گから自વଯ積である。

番号 種別 器種 ଻　　　　土 ৭調 ম成 文　様　の　特　௃　な　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

T1266 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・੺৭ཻ子 にͿいԫᒵ ී௨ ௜ઢˠ縄文3Lˠແ文部磨き ෴土上層

T1267 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ 明ԫ׊ ී௨ 条ઢˠԣҐ۠ը௜ઢˠΩβミ ෴土上層

T1268 縄文土器 鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子 ᒵ ී௨ ֯ఈ土器ϱ　௜ઢˠ縄文3L ෴土上層

第150号土坑出土遺物࡯؍ද（第68ਤ）
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遺෺ग़౔ঢ়گ　縄文土器片404点，ണ片１点（༵ࠇ石）のほか，෴土Լ層から獣骨片が出土している。T1269・

T1271は෴土中層から，T1270・T1273・T1275はఈ面から出土している。

ॴݟ　形状からஷ蔵穴のՄೳੑがあるが，அఆはできない。時期は，出土土器から後期後葉とߟえられる。

౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量　׊　ࠇ　１
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量　׊　҉　２

৭　ϩーϜϒϩッΫ中量，୸化ཻ子ඍ量　׊　ࠇ　３

第��ਤ　第151号土坑出土遺物࣮ଌਤ

TP269

TP273

TP274

TP275

TP270

TP272

TP271

番号 種別 器種 ଻　　　　土 ৭調 ম成 文　様　の　特　௃　な　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

T1269 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・Ӣ฼・੺৭ཻ子 明׊ ී௨ 条ઢˠޱ縁部۠ը௜ઢ　֎面ମ部Լ半ഗ෇ண ෴土中層

T1270 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼ 明੺׊ ී௨ ௜ઢˠ縄文3Lˠແ文部磨き　ོଳԼ௜ઢ磨りফし ఈ面

T1271 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・Ӣ฼・੺৭ཻ子 にͿいԫ׊ ී௨ ௜ઢˠ縄文3Lˠແ文部磨き　 ෴土中層

T1272 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・Ӣ฼・੺৭ཻ子 にͿい੺׊ ී௨ ௜ઢ・Ωβミˠ縄文3Lˠແ文部磨き ෴土Լ層

T1273 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・Ӣ฼・੺৭ཻ子 にͿいԫ׊ ී௨ 条ઢˠඥઢష෇ ఈ面

T1274 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・Ӣ฼・੺৭ཻ子 にͿい׊ ී௨ ௜ઢˠ縄文3Lˠコϒష෇・ހઢ文ࢪ文　ମ部条ઢ　ഗ෇ண ෴土Լ層

T1275 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・Ӣ฼・੺৭ཻ子 明੺׊ ී௨ ֎面磨き　ఈ部໢代ѹࠟ ఈ面

第151号土坑出土遺物࡯؍ද（第70ਤ）

第1�8号౔޵（第71ਤ）

Ґஔ　調査ᶘ̗۠の̗４J7۠，標高11.2ｍの台地平ୱ部にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第13̗号住居跡を掘りࠐΈ，第13̖号住居に掘りࠐ·れている。

。1.50ｍの円形で，ਂさは118ᶲである。ఈ面は平ୱである。นは֎傾して立ͪ上がっているܘ　ঢ়ܗ໛ͱن
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෴౔　５層に分層できる。第３・４層はϩーϜϒϩッΫを多く含んで͓り，本跡を埋め໭した後，第13̖号住

居の炉が構ஙされている。

遺෺ग़౔ঢ়گ　縄文土器片241点，石器２点（磨石，打製石斧），ണ片１点（チϟート）が出土している。

T1276 ～ T1279は，෴土上層からそれͧれ出土している。

ॴݟ　形状からஷ蔵穴のՄೳੑがあるが，அఆはできない。時期は，出土土器から後期後葉とߟえられる。

౔૚ղઆ
ۃ　１ ҉ ׊ ৭　୸化ཻ子中量，ϩーϜϒϩッΫ・ম土ཻ子ඍ量
ۃ　２ ҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ中量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
৭　ϩーϜϒϩッΫ多量，୸化ཻ子ඍ量　׊　҉　３

৭　ϩーϜϒϩッΫ多量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量　׊　҉　４
ۃ　５ ҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量

第�1ਤ　第158号土坑・出土遺物࣮ଌਤ

A

Á

B4i8-E1m

SI 13　P87

SI 13　P86

A Á

1
2

3
4

5

TP276

TP278

TP277

TP279

Q59

11.4m

番号 種別 器種 ଻　　　　土 ৭調 ম成 文　様　の　特　௃　な　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

T1276 縄文土器 ਂ鉢 ௕石 ᒵ ී௨ コϒష෇ˠ௜ઢˠΩβミ・縄文L3　ޱ৶部Ωβミ ෴土上層

T1277 縄文土器 ਂ鉢 石ӳ・Ӣ฼ ׊ ී௨ ௜ઢˠ縄文3Lˠޱ縁部Ωβミ・ແ文部磨き ෴土上層

T1278 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・੺৭ཻ子 ׊ࠇ ී௨ 条ઢˠඥઢష෇ ෴土上層

T1279 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・Ӣ฼ ׊ࠇ ී௨ ௜ઢˠ縄文3LˠΩβミ・ແ文部磨き ෴土上層

第158号土坑出土遺物࡯؍ද（第71ਤ）

番号 器種 ௕さ ෯ ްさ ॏ量 質　　　ࡐ 特　　௃　　な　　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

̦59 打製石斧 （5.6） 6.7 2.6 （113.2） ؠ武ݰ くͼれ部・ਕ部にݚ磨ࠟ ෴土上層

第161号౔޵（第72ਤ）

Ґஔ　調査ᶘ̗۠の̗４J6۠，標高11.3ｍの台地平ୱ部にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第15号住居跡とॏ複しているが，新چ関܎は不明である。

向は̣－18ํܘ0.88ｍの不੔ପ円形で，௕ܘ1.20ｍ，୹ܘঢ়　௕ܗ໛ͱن －˃Ｅである。ਂさは178ᶲで，ఈ面

は中Ґでஈをなしている。นは֎傾して立ͪ上がっている。
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෴౔　４層に分層できる。いͣれの層΋ϩーϜϒϩッΫを含んで͓り，埋め໭されている。

遺෺ग़౔ঢ়گ　縄文土器片103点，ണ片１点（チϟート）が出土している。55は෴土中層から出土している。

ॴ55　ݟは٭部内面に੺৭إྉのృ෍が認められることから，٭部をԿらかの༰器にస༻しているՄೳੑがあ

る。ਂい円౵形の形状であることや，人ҝ的に埋め໭されていること，大形の土器片が出土していることなど

から，ุ坑のՄೳੑがあるが，அఆはできない。時期は，出土土器から後期後葉とߟえられる。

౔૚ղઆ
ۃ　１ ҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・୸化ཻ子গ量
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量　׊　ࠇ　２

৭　ϩーϜϒϩッΫ中量，୸化ཻ子ඍ量　׊　ࠇ　３
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量　׊　҉　４

第��ਤ　第161号土坑・出土遺物࣮ଌਤ

B4j6
-E1m

B B́

C Ć

C Ć

55

11.4m 55

1

2
3

4

A

Á

B B́A Á

TP280 TP281

TP28255

番号 種別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　　土 ৭調 ম成 文 様 の 特 ௃ な ど 出土Ґஔ උ　ߟ

55 縄文土器 ਂ鉢 － （14.2） 15.4 ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子 ৭׊ ී௨ ௜ઢˠ縄文3Lˠແ文部磨き

࠼部内面に੺٭ ෴土中層 50ˋ　1L18

第161号土坑出土遺物࡯؍ද（第72ਤ）

番号 種別 器種 ଻　　　　土 ৭調 ম成 文　様　の　特　௃　な　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

T1280 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・ࠇ৭ཻ子 にͿい׊ ී௨ ௜ઢˠོଳԼΩβミˠ縄文3Lˠແ文部磨き ෴土中層

T1281 縄文土器 ਂ鉢 ௕石 にͿいԫ ޷ྑ 条ઢˠޱ縁部ԡしҾき௜ઢ ෴土Լ層

T1282 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子 にͿい׊ ී௨ 条ઢˠޱ縁部௜ઢ・Ωβミ ෴土Լ層
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第16�号౔޵（第73ਤ）

Ґஔ　調査ᶘ̗۠の̗５I5۠，標高10.5ｍの台地斜面部にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第166号土坑に掘りࠐ·れている。

向は̣－56ํܘ0.94ｍのପ円形で，௕ܘ1.26ｍ，確認できた୹ܘঢ়　௕ܗ໛ͱن －˃̬である。ਂさは72ᶲで，

ఈ面は平ୱであるが，北東部にਂさ18ᶲのピットがある。นは௚立して立ͪ上がっている。

第�3ਤ　第165号土坑࣮ଌਤ，第166号土坑・出土遺物࣮ଌਤ

B5h5 A Á

57

56

DP31

TP283

TP284

TP285

A

Á

56
57

SK 166

SK 165

1
2

11.0m 56 5757

3 4

1
2

3

4
4
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෴౔　４層に分層できる。Ϩンズ状のଯ積状گから，自વଯ積である。

遺෺ग़౔ঢ়گ　縄文土器片22点が出土しているが，いͣれ΋ࡉ片でਤࣔできない。

ॴݟ　形状からஷ蔵穴のՄೳੑがあるが，அఆはできない。時期は，出土土器から後期後葉とߟえられる。

౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量　׊　҉　１
৭　ϩーϜϒϩッΫ・୸化ཻ子ඍ量　׊　҉　２

৭　ϩーϜϒϩッΫ・୸化ཻ子ඍ量　　　׊　３
৭　ϩーϜϒϩッΫඍ量　　　׊　４

第166号౔޵（第73ਤ）

Ґஔ　調査ᶘ̗۠の̗５I5۠，標高10.5ｍの台地斜面部にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第165号土坑を掘りࠐんでいる。

向は̣－７ํܘ1.36ｍのପ円形で，௕ܘ1.50ｍ，確認できた୹ܘঢ়　௕ܗ໛ͱن －˃̬である。ਂさは44ᶲで，

ఈ面は北東ํ向に傾斜している。นは֎傾して立ͪ上がっている。

෴౔　４層に分層できる。第１・２層は，Ϩンズ状にଯ積している第３・４層を掘りࠐんͩとこΖ΁ଯ積して

͓り，ϩーϜཻ子やম土ཻ子，୸化ཻ子を含むことから，埋め໭されている。

遺෺ग़౔ঢ়گ　縄文土器片263点，土製品１点（土偶），石器１点（磨石），石֩２点（石ӳ），ണ片７点（チϟ

ート），ܰ石１点が出土している。遺物は第１層中から多く出土して͓り，56・57，%131΋第１層中から出土

している。

ॴݟ　ほ΅׬形に෮ݩできる土器が出土していること，人ҝ的に埋め໭されていることなどから，ุ坑のՄೳ

ੑがある。特に第１・２層のଯ積状گからは，ஷ蔵穴であった土坑を，ุ坑として࠶ར༻しているՄೳੑ΋ߟ

えられるが，அఆはできない。時期は，出土土器から晩期中葉とߟえられる。

౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量　׊　ࠇ　１
৭　ϩーϜཻ子中量，୸化ཻ子ඍ量　׊　҉　２

৭　ϩーϜϒϩッΫඍ量　׊　҉　３
৭　ϩーϜϒϩッΫඍ量　　　׊　４

番号 種別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　　土 ৭調 ম成 文 様 の 特 ௃ な ど 出土Ґஔ උ　ߟ

56 縄文土器 ਂ鉢 21.1 （22.4）ʦ12.0ʧ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී௨ ௜ઢˠ縄文L3ˠແ文部磨き　 ෴土上層 70ˋ　1L18

57 縄文土器 ઙ鉢 ʦ15.4ʧ 06.4 － ௕石・石ӳ・
੺৭ཻ子 にͿい׊ ී௨ ֎面࡟りˠૈい磨き　内面磨き ෴土上層 70ˋ

番号 種別 器種 ଻　　　　土 ৭調 ম成 文　様　の　特　௃　な　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

T1283 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいᒵ ී௨ 内・֎面φσ ෴土上層

T1284 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼ ҉փԫ ޷ྑ 内・֎面φσ ෴土上層

T1285 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼ にͿい׊ ී௨ 内・֎面φσ ෴土上層

第166号土坑出土遺物࡯؍ද（第73ਤ）

第1�3号౔޵（第74ਤ）

Ґஔ　調査ᶘ̗۠の̘４B6۠，標高11.2ｍの台地平ୱ部にҐஔしている。

向は̣－36ํܘ0.86ｍのପ円形で，௕ܘ1.14ｍ，୹ܘঢ়　௕ܗ໛ͱن －˃̬である。ਂさは70ᶲで，ఈ面は皿状

である。นは֎傾して立ͪ上がっている。

番号 器種 ௕さ ෯ ްさ ॏ量 ଻土・৭調 特　　௃　　な　　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

%131 土偶 （2.9） （2.7） 3.1 （20.3）ԫᒵ　௕石・石ӳ 磨き੔形 ෴土上層
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෴౔　５層に分層できる。第１～３層は，Ϩンズ状にଯ積している第４・５層を掘りࠐんͩとこΖ΁ଯ積して

͓り，ϩーϜϒϩッΫやম土ཻ子，୸化ཻ子を含んでいることから，埋め໭されている。

遺෺ग़౔ঢ়گ　縄文土器片45点，ണ片１点（༵ࠇ石）が出土している。෴土Լ層から獣骨片が出土している。

ॴݟ　形状やଯ積状گからุ坑のՄೳੑがあるが，அఆはできない。時期は，出土土器から後期後葉とߟえら

れる。

౔૚ղઆ
ۃ　１ ҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子中量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量　׊　҉　２
ۃ　３ ҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量

৭　ϩーϜϒϩッΫগ量，ম土ཻ子ඍ量　׊　҉　４
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　׊　҉　５

第�4ਤ　第173号土坑・出土遺物࣮ଌਤ

B B́

C4a7-S1mB

B́

11
.4
m

1
2

3
5

4

4

A
A
́

A
A
́

TP286

TP287

番号 種別 器種 ଻　　　　土 ৭調 ম成 文　様　の　特　௃　な　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

T1286 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ にͿい੺׊ ී௨ ௜ઢˠ縄文3Lˠແ文部磨き ෴土中層

T1287 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ 明׊ ޷ྑ ௜ઢˠ縄文3L・Ωβミˠແ文部磨き ෴土Լ層

第173号土坑出土遺物࡯؍ද（第74ਤ）

第1�4号౔޵（第75ਤ）

Ґஔ　調査ᶘ̖۠の̘４D2۠，標高11.1ｍの台地平ୱ部にҐஔしている。

向は̣－73ํܘ0.89ｍのପ円形で，௕ܘ1.18ｍ，୹ܘঢ়　௕ܗ໛ͱن －˃̬である。ਂさは97ᶲで，ఈ面は平ୱ

である。นは東นが௚立して͓り，北・੢・ೆนはオーόーϋンάしている。

෴౔　̒層に分層できる。ϩーϜϒϩッΫを多く含んでいることから，埋め໭されている。

遺෺ग़౔ঢ়گ　縄文土器片126点が出土している。58はఈ面から出土している。

ॴݟ　形状やଯ積状گからุ坑のՄೳੑがあるが，அఆはできない。時期は，出土土器から後期後葉とߟえら

れる。

౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量　׊　ࠇ　１
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　׊　҉　２
ۃ　３ ҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ中量，୸化ཻ子ඍ量

৭　ϩーϜϒϩッΫ中量，୸化ཻ子ඍ量　׊　ࠇ　４
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量　׊　҉　５
৭　ϩーϜཻ子গ量　　　ࠇ　̒
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第181号౔޵（第76・77ਤ）

Ґஔ　調査ᶘ̗۠の̗５I4۠，標高11ｍの台地平ୱ部にҐஔしている。

向は̣－74ํܘ1.60ｍの不ఆ形で，௕ܘ1.72ｍ，୹ܘঢ়　௕ܗ໛ͱن －˃Ｅである。ਂさは64ᶲで，ఈ面はԜತ

がある。นは֎傾して立ͪ上がっている。

෴౔　３層に分層できる。第１・２層はম土ཻ子ٴͼ骨คを多く含Έ，ϒϩッΫ状にଯ積していることから，

埋め໭されている。

౔૚ղઆ
৭　ম土ཻ子・骨ค多量，୸化ཻ子গ量，ϩーϜϒ　׊　҉　１

ϩッΫඍ量
ۃ　２ ҉ ׊ ৭　ম土ཻ子中量，୸化ཻ子・骨คগ量，ϩーϜϒ

ϩッΫඍ量

৭　୸化ཻ子中量，ϩーϜϒϩッΫඍ量　׊　҉　３

第��ਤ　第174号土坑・出土遺物࣮ଌਤ

A

Á

11.2m

C4c3-S2m

1

58

58

58

2

5
3

4

6

A Á

番号 種別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　　土 ৭調 ম成 文 様 の 特 ௃ な ど 出土Ґஔ උ　ߟ

58 縄文土器 壺 － （15.4） 4.0 ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
小᛽ 明੺׊ ී௨ ௜ઢˠ縄文L3ˠ磨き　௜ઢ磨りফし　

ମ部Լ半磨き　ఈ部໢代ࠟˠ磨き ఈ面 50ˋ　1L16

第174号土坑出土遺物࡯؍ද（第75ਤ）

遺෺ग़౔ঢ়گ　縄文土器片341点，土製品１点（土

玉），石器２点（磨石，砥石），石֩５点（チϟー

ト），ണ片３点（チϟート２，྘ట片１ؠ）が出土

している。遺物は第１・２層中から多く出土して͓

り，T1288 ～ T1291΋第２層中からの出土である。

%132は෴土上層から出土している。

ॴݟ　෴土にম土ཻ子や骨คを含んでいることや，

人ҝ的に埋め໭されていることなどから，ุ坑のՄ

ೳੑがあるが，அఆはできない。時期は，出土土器

から晩期前葉から中葉とߟえられる。

第�6ਤ　第181号土坑࣮ଌਤ

11
.2
m

B5i5

1
2

2

3

A
A
́

A

Á
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第18�号౔޵（第78ਤ）

Ґஔ　調査ᶘ̗۠の̗５I6۠，標高10.7ｍの台地斜面部にҐஔしている。

ঢ়　௕࣠1.85ｍ，୹࣠0.92ｍの۱ؙ௕ํ形で，௕࣠ํ向は̣－43ܗ໛ͱن －˃̬である。ਂさは43ᶲで，ఈ面は

平ୱである。นは֎傾して立ͪ上がっている。

෴౔　ϩーϜϒϩッΫを多く含む׊ࠇ৭土にΑって，埋め໭されている。

遺෺ग़౔ঢ়گ　縄文土器片108点，石器１点（磨石），石製品１点（勾玉），ണ片２点（チϟート）が出土して

いる。T1293・T1294，̦60は෴土上層から，T1292は෴土Լ層から出土している。

ॴݟ　形状や勾玉が出土していることなどから，ุ坑のՄೳੑがある。時期は，出土土器から晩期中葉とߟえ

られる。

౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量　׊　ࠇ　１

第��ਤ　第181号土坑出土遺物࣮ଌਤ

TP288

TP290

TP289

TP291
DP32

番号 種別 器種 ଻　　　　土 ৭調 ম成 文　様　の　特　௃　な　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

T1288 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ 明੺׊ ී௨ ௜ઢˠ縄文L3 ෴土上層

T1289 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ にͿい׊ ී௨ 条ઢˠඥઢష෇ˠހઢ文 ෴土上層

T1290 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ 明׊ ී௨ φσˠඛ形۠ը文 ෴土上層

T1291 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ 明׊ ී௨ φσˠࠥࡾ状ೖ૊文　ޱ৶部に௜ઢࢪ文 ෴土上層

第181号土坑出土遺物࡯؍ද（第77ਤ）

番号 器種 ௕さ ෯ ްさ ॏ量 ଻土・৭調 特　　௃　　な　　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

%132 土玉 （2.5） 2.6 2.3 （14.5）にͿいԫᒵ
௕石・石ӳ り੔形࡟ ෴土上層
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第�8ਤ　第185号土坑・出土遺物࣮ଌਤ

10.8m

1

A Á

B5i7

A

Á

TP293 TP294

TP292 Q60

第1�8号౔޵（第79ਤ）

Ґஔ　調査ᶘ̗۠の̗５K1۠，標高11ｍの台地平ୱ部にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第４号住居に掘りࠐ·れている。

向は̣－70ํܘ1.26ｍの不ఆ形で，௕ܘ1.32ｍ，୹ܘঢ়　௕ܗ໛ͱن －˃Ｅである。ਂさは80ᶲで，ఈ面は平ୱ

である。นは֎傾して立ͪ上がっている。

෴౔　４層に分層できる。ϩーϜཻ子・୸化ཻ子を含

む，క·りのऑい層がϒϩッΫ状にଯ積していること

から，埋め໭されている。第３層中にはম土ཻ子・փ

΋含·れている。

ॴݟ　遺物を伴Θないことからੑ֨や明確な時期は不

明であるが，第４号住居に掘りࠐ·れていることから，

後期後葉Ҏ前とߟえられる。 第��ਤ　第198号土坑࣮ଌਤ

11
.2
m

1 3
2

4

4

A
A
́

A
A
́ B5j2

SI 4 P124

SI 4
P121

౔૚ղઆ
ۃ　１ ҉ ׊ ৭　୸化ཻ子গ量，ϩーϜϒϩッΫ・ম土ཻ子ඍ量
ۃ　２ ҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量
৭　ম土ཻ子গ量，ϩーϜϒϩッΫ・୸化ཻ子・փ　׊　ࠇ　３

ඍ量
৭　ϩーϜϒϩッΫ多量，୸化ཻ子ඍ量　׊　҉　４

番号 種別 器種 ଻　　　　土 ৭調 ম成 文　様　の　特　௃　な　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

T1292 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ ׊ ී௨ φσˠ௜ઢˠ文様ࢪ文部ૈい磨き ෴土Լ層

T1293 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ ׊ ී௨ 縁部に೪土ଳష෇　֎面にྠ積Έࠟޱ ෴土上層

T1294 縄文土器 鉢 ௕石・੺৭ཻ子 ઙԫᒵ 不ྑ φσˠ௜ઢ文 ෴土上層

第185号土坑出土遺物࡯؍ද（第78ਤ）

番号 器種 ௕さ ෯ ްさ ॏ量 質　　　ࡐ 特　　௃　　な　　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

̦60 勾玉 3.1 2.1 0.4 3.3 ؠ࠭ 平׈な᛽ར༻　くͼれ部のΈڧくݚ磨 ෴土上層 1L26
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第���号౔޵（第80ਤ）

Ґஔ　調査ᶘ̗۠の̗５I7۠，標高10.5ｍの台地斜面部にҐஔしている。

ঢ়　௕࣠1.98ｍ，୹࣠0.82ｍの۱ؙ௕ํ形で，௕࣠ํ向は̣－64ܗ໛ͱن －˃̬である。ਂさは50ᶲで，ఈ面は

平ୱである。นはೆ・東นが֎傾して，北・੢นは緩やかに立ͪ上がっている。

෴౔　２層に分層できる。ϩーϜཻ子を多く含む土で，埋め໭されている。

遺෺ग़౔ঢ়گ　縄文土器片66点が出土している。59は෴土上層から，60・61は෴土Լ層から出土している。

ॴݟ　形状や෴土が埋め໭されていること，ఈ面から10ᶲ上のҐஔから大形の土器片が出土していることなど

からุ坑のՄೳੑがあるが，அఆはできない。時期は，出土土器から晩期前葉とߟえられる。

౔૚ղઆ
৭　ϩーϜཻ子多量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量　׊　҉　１ ৭　ϩーϜཻ子多量　׊　҉　２

第8�ਤ　第200号土坑・出土遺物࣮ଌਤ

61

60

59

59
61 60

59

61
60

A

Á

A
A
́

1 2

10
.6
m

B5i7
-E2m

番号 種別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　　土 ৭調 ম成 文 様 の 特 ௃ な ど 出土Ґஔ උ　ߟ

59 縄文土器 ਂ鉢 ʦ24.9ʧ 0（7.5） － ௕石・石ӳ ׊ࠇ ී௨ ௜ઢˠ縄文ແઅＬˠコϒష෇・磨き ෴土上層 30ˋ

60 縄文土器 ਂ鉢 ʦ22.0ʧ（16.0） － ௕石・石ӳ ׊ࠇ ී௨ ֎面࡟りˠૈいφσ ෴土Լ層 25ˋ

61 縄文土器 ਂ鉢 － （12.7） 4.3 ௕石・石ӳ にͿいԫ׊ ී௨ ֎面・ఈ面࡟り　内面ഗ෇ண ෴土Լ層 25ˋ

第200号土坑出土遺物࡯؍ද（第80ਤ）
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第���号౔޵（第81ਤ）

Ґஔ　調査ᶘ̖۠の̘４E2۠，標高11ｍの台地平ୱ部にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第１号道路に掘りࠐ·れている。

向はํܘ0.72ｍのପ円形で，௕ܘ0.83ｍ，୹ܘঢ়　௕ܗ໛ͱن

̣－40 －˃̬である。ਂさは116ᶲで，ఈ面は平ୱである。นは

֎傾して立ͪ上がっている。

෴౔　４層に分層できる。ϩーϜཻ子・୸化ཻ子を含む҉׊৭

土にΑって，埋め໭されている。

ॴݟ　遺物がなく，ੑ֨や時期は不明であるが，ਂい円౵形の

形状は，第161号土坑や第203・205号土坑などに類ࣅしている

ことからุ坑のՄೳੑがあるが，அఆはできない。 第81ਤ　第202号土坑࣮ଌਤ

11.4m

C4d3
-S2m

1

2

3

4

A Á

A

Á

SF 1

౔૚ղઆ
৭　ϩーϜཻ子中量，୸化ཻ子ඍ量　׊　҉　１
৭　ϩーϜཻ子中量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量　׊　҉　２
৭　ϩーϜཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量　׊　҉　３
ۃ　４ ҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子গ量

第��3号౔޵（第82ਤ）

Ґஔ　調査ᶘ̖۠の̘４D3۠，標高11ｍの台地平ୱ部にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第22号溝，第１号道路に掘りࠐ·れている。

0.58ｍの円形である。ਂさは83ᶲで，ఈ面は平ୱである。นは֎傾して立ͪ上ܘ0.60ｍ，୹ܘঢ়　௕ܗ໛ͱن

がっている。

遺෺ग़౔ঢ়گ　縄文土器片８点が出土している。62は෴土中層からԣҐで出土している。

ॴݟ　ਂい円౵形で，ほ΅׬形のਂ鉢が出土していること，それҎ֎にほとんど遺物を伴っていないことなど

からุ坑のՄೳੑがあるが，அఆはできない。時期は，出土土器から後期後葉とߟえられる。

第8�ਤ　第203号土坑・出土遺物࣮ଌਤ

62

C4C3
-S1m
E2m

A
A
́

62 62
11
.2
m

A
A
́
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番号 種別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　　土 ৭調 ম成 文 様 の 特 ௃ な ど 出土Ґஔ උ　ߟ

62 縄文土器 ਂ鉢 18.9 22.9 2.4 ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子 明׊ ී௨ ௜ઢˠԣҐ۠ըˠΩβミ ෴土中層 80ˋ　1L19

第203号土坑出土遺物࡯؍ද（第82ਤ）

第��4号౔޵（第83ਤ）

Ґஔ　調査ᶘ̖۠の̘４E3۠，標高11.1ｍの台地平ୱ部にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第22号溝，第１号道路に掘りࠐ·れている。

向は̣－82ํܘ0.90ｍのପ円形で，௕ܘ1.00ｍ，୹ܘঢ়　௕ܗ໛ͱن －˃̬である。ਂさは145ᶲで，ఈ面は中

Ґでஈをなしている。นは֎傾して立ͪ上がっている。

遺෺ग़౔ঢ়گ　縄文土器片４点が出土している。63は෴土中層からਖ਼Ґで出土している。

ॴݟ　ਂい円౵形で，鉢部がほ΅׬形に遺ଘする台෇鉢が出土していること，それҎ֎にほとんど遺物を伴っ

ていないことなどからุ坑のՄೳੑがあるが，அఆはできない。時期は，出土土器から後期後葉とߟえられる。

第83ਤ　第204号土坑・出土遺物࣮ଌਤ

11.2m 63

63

63

A Á

A
ÁC4d3

番号 種別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　　土 ৭調 ম成 文 様 の 特 ௃ な ど 出土Ґஔ උ　ߟ

63 縄文土器 台෇鉢 24.5 （17.0） － ௕石 ઙԫᒵ ී௨ 条ઢˠԣҐ௜ઢˠ縄文3Lˠコϒష෇ˠ
ॎҐ௜ઢ・ແ文部磨き　内面ഗ෇ண ෴土中層 50ˋ　1L20

第204号土坑出土遺物࡯؍ද（第83ਤ）

第���号౔޵（第84ਤ）

Ґஔ　調査ᶘ̖۠の̘４E2۠，標高11ｍの台地平ୱ部にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第22号溝，第１号道路に掘りࠐ·れている。

向は̣－20ํܘ0.53ｍのପ円形で，௕ܘ0.60ｍ，୹ܘঢ়　௕ܗ໛ͱن －˃Ｅである。ਂさは140ᶲで，ఈ面は平

ୱである。นは֎傾して立ͪ上がっている。

遺෺ग़౔ঢ়گ　縄文土器片18点が出土している。64はఈ面からਖ਼Ґで，65は෴土上層からٯҐで出土している。

ॴݟ　ਂい円౵形で，ほ΅׬形のਂ鉢が出土していること，それҎ֎にほとんど遺物を伴っていないことなど

からุ坑のՄೳੑがあるが，அఆはできない。時期は，出土土器から後期後葉とߟえられる。
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第84ਤ　第205号土坑・出土遺物࣮ଌਤ

11
.2m

C4e3

65

64

65
64

64

65

A
A
́

A

Á
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第��6号౔޵（第85ਤ）

Ґஔ　調査ᶘ̖۠の̘４G1۠，標高10.9ｍの台地平ୱ部にҐஔしている。

第8�ਤ　第206号土坑・出土遺物࣮ଌਤ

11.0m 67 66

67

66

B
B
́

C4f1
-S1m
 E1m

A Á B

TP295

66

Q61

67

B́

A Á

番号 種別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　　土 ৭調 ম成 文 様 の 特 ௃ な ど 出土Ґஔ උ　ߟ

64 縄文土器 ਂ鉢 ʦ23.5ʧ 27.8 3.8 ௕石・石ӳ・
੺৭ཻ子 にͿいԫᒵ ී௨ ௜ઢˠࢗಥˠ縄文L3ˠແ文部磨き

ମ部Լ半は磨きにΑり縄文磨ফ　内面磨き ఈ面 60ˋ　1L19

65 縄文土器 ਂ鉢 － （17.8） 3.0 ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
৭ཻ子ࠇ にͿい׊ ී௨ ֎面・ఈ部࡟り ෴土上層 50ˋ

第205号土坑出土遺物࡯؍ද（第84ਤ）
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ॏෳؔ܎　第22号溝，第１号道路に掘りࠐ·れている。

1.02ｍの円形で，ਂさは126ᶲである。ఈ面は平ୱで，中央にਂさ30ᶲのピットがある。นはܘ　ঢ়ܗ໛ͱن

オーόーϋンάしている。

遺෺ग़౔ঢ়گ　縄文土器片188点，石製品２点（石棒，石製円盤），ണ片１点（チϟート）が出土している。66

は෴土中層からਖ਼Ґで，67は෴土Լ層からਖ਼Ґで，T1295は෴土中からそれͧれ出土している。

ॴݟ　ਂい円౵形でほ΅׬形のਂ鉢が出土していること，それҎ֎にほとんど遺物を伴っていないことなどか

らุ坑のՄೳੑがあるが，அఆはできない。時期は，出土土器から後期後葉とߟえられる。

第86ਤ　第207・208号土坑࣮ଌਤ

11.4m

1
22

4
5

3

5

1

SK 207

SK 208

SI 4

N3

N4
N2

N6

N7

N5

SI 4
P28

A Á B B́

A

Á

B
B
́

C Ć
C

Ć
B5i1
-S1m

N5 N4

N6 N7 N2 N3

番号 種別 器種 ଻　　　　土 ৭調 ম成 文　様　の　特　௃　な　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

T1295 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・ࠇ৭ཻ子 ׊ࠇ ී௨ コϒష෇ˠ௜ઢˠ縄文3Lˠແ文部磨き ෴土中

番号 器種 ௕さ ෯ ްさ ॏ量 質　　　ࡐ 特　　௃　　な　　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

̦61 円盤 5.6 5.0 0.6 22.8 ؠփڽ प縁をᏏ打して੔形 ෴土中

番号 種別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　　土 ৭調 ম成 文 様 の 特 ௃ な ど 出土Ґஔ උ　ߟ

66 縄文土器 ਂ鉢 22.3 28.3 3.0 ௕石・石ӳ にͿい׊ ී௨ ௜ઢˠ縄文3Lˠແ文部磨き
ମ部条ઢ・Լ半磨き　内面磨き ෴土中層 80ˋ　1L19

67 縄文土器 ਂ鉢 － （20.0） － ௕石・石ӳ・Ӣ฼ ׊ࠇ ී௨ ఈ部෇近磨き　֎面ഗ෇ண ෴土Լ層 30ˋ

第206号土坑出土遺物࡯؍ද（第85ਤ）

第���号౔޵（第86・87ਤ）

Ґஔ　調査ᶘ̗۠の̗５J1۠，標高11.1ｍの台地平ୱ部にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第４号住居に掘りࠐ·れている。第208号土坑とॏ複しているが，新چ関܎は不明である。

向は̣－28ํܘ1.36ｍのପ円形で，௕ܘ1.70ｍ，୹ܘঢ়　௕ܗ໛ͱن －˃̬である。ਂさは75ᶲで，ఈ面は平ୱ

である。นは֎傾して立ͪ上がり，上Ґでஈをなしている。

෴౔　５層に分層できる。第２層は୸化ཻ子を多く含んで͓り，第３層はϩーϜϒϩッΫを多く含んでいる。

土坑中Ґ·で自વにଯ積した後，埋め໭された΋のとΈられる。

౔૚ղઆ
৭　ϩーϜཻ子多量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量　׊　ࠇ　１
৭　୸化ཻ子中量，ϩーϜϒϩッΫগ量，ম土ཻ子　׊　ࠇ　２

ඍ量

৭　ϩーϜϒϩッΫ中量　׊　ࠇ　３
৭　ϩーϜཻ子・୸化ཻ子中量，ম土ཻ子গ量　׊　ࠇ　４
৭　ϩーϜϒϩッΫ多量　׊　҉　５
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遺෺ग़౔ঢ়گ　縄文土器片124点，土製品２点（耳飾り，貝ྠ状土製品），石器３点（石皿，磨石，砥石），骨

֯器１点（ખ状製品）が出土している。T1296 ～ T1300，T1302 ～ T1304は෴土上層，T1301・T1305は෴

土中層，68は෴土Լ層からそれͧれ出土している。·た෴土中層からԼ層にか͚て，獣骨片がྑ޷な遺ଘ状ଶ

で出土している（෇ষࢀর）。

ॴݟ　形状からஷ蔵穴のՄೳੑがあるが，土器片や獣骨片などが多く出土していることから，土坑の機ೳఀࢭ

後，ഇغ土坑として༻いられたՄೳੑがある。時期は，出土土器から後期後葉とߟえられる。

第8�ਤ　第207号土坑出土遺物࣮ଌਤ

68

TP296

TP298 TP299

TP303

TP305
TP304

TP302

TP301TP300

DP78

DP33
B1

TP297

Q62

番号 種別 器種 ଻　　　　土 ৭調 ম成 文　様　の　特　௃　な　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

T1296 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・Ӣ฼ ׊ࠇ ී௨ ௜ઢˠ縄文3Lˠແ文部磨き ෴土上層

T1297 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・Ӣ฼ ৭׊҉ۃ ී௨ ௜ઢˠ縄文3Lˠແ文部磨き ෴土上層

T1298 縄文土器 ਂ鉢 石ӳ・Ӣ฼ にͿい׊ ී௨ ོଳ上Ωβミ ෴土上層

番号 種別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　　土 ৭調 ম成 文 様 の 特 ௃ な ど 出土Ґஔ උ　ߟ

68 縄文土器 ઙ鉢 ʦ24.6ʧ（7.7） － ௕石・Ӣ฼ ׊ ී௨ 内・֎面磨き ෴土Լ層 30ˋ

第207号土坑出土遺物࡯؍ද（第87ਤ）
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番号 器種 ௕さ ෯ ްさ ॏ量 質　　　ࡐ 特　　௃　　な　　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

̦62 磨石 6.0 6.0 3.2 183.0 ؠࢁ҆ प縁ݚ磨　ਖ਼・ཪ面・प縁Ꮟ打 ෴土上層

番号 種別 器種 ଻　　　　土 ৭調 ম成 文　様　の　特　௃　な　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

T1299 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී௨ 条ઢˠඥઢష෇ ෴土上層

T1300 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ にͿい׊ ී௨ ඥઢష෇ˠ条ઢ ෴土上層

T1301 縄文土器 ਂ鉢 ௕石 ࠇ ී௨ 条ઢˠඥઢష෇ ෴土中層

T1302 縄文土器 壺ϱ ੺৭ཻ子 ׊ࠇ ී௨ ௜ઢˠ縄文L3ˠແ文部磨き ෴土上層

T1303 縄文土器 ਂ鉢 ௕石 ׊ࠇ ී௨ ௜ઢˠ縄文3Lˠແ文部磨き ෴土上層

T1304 縄文土器 ਂ鉢 Ӣ฼ ׊ࠇ ී௨ ௜ઢˠ縄文3Lˠແ文部磨き ෴土上層

T1305 縄文土器 壺ϱ ௕石・Ӣ฼ ׊ࠇ ී௨ ௜ઢˠ縄文L3ˠແ文部磨き　੺࠼ ෴土中層

番号 器種 ௕さ ෯ ްさ ॏ量 ଻土・৭調 特　　௃　　な　　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

%133 貝ྠ状
土製品 （3.0） 1.3 1.9 （5.7） にͿいԫᒵ　௕石 φσ੔形 ෴土上層

%178 耳飾り － 1.2 2.0 3.1 ௕石　ࠇ 磨੔形ݚ ෴土中層 1L22

番号 器種 上ܘ Լܘ ްさ ॏ量 質　　　ࡐ 特　　௃　　な　　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

̗１ ખ状製品 1.6 1.7 1.3 （1.9） ࣛ֯ ኤϱ　ݚ磨੔形　0.9ܘ޸ᶲ ෴土中 1L28

第88ਤ　縄文時代土坑࣮ଌਤᾇ

10.2mA Á 10.2m

1
1

1

SK 64 SK 65
SK 66

A Á

A

Á

10.2mA Á

A

Á

B
B
́

B
B
́

B

B́

B

B́

B
B
́

B

B́

A

Á

第��8号౔޵（第86ਤ）

Ґஔ　調査ᶘ̗۠の̗５J1۠，標高11.1ｍの台地平ୱ部にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第４号住居に掘りࠐ·れている。第207号土坑とॏ複しているが，新چ関܎は不明である。

̌－向は̣ํܘ1.06ｍのପ円形で，௕ܘ1.20ｍ，୹ܘঢ়　確認できた௕ܗ໛ͱن で˃ある。ਂさは38ᶲで，ఈ面

は平ୱである。นは֎傾して立ͪ上がっている。

෴౔　２層に分層できる。いͣれ΋ϩーϜϒϩッΫを含んで͓り，埋め໭されている。

遺෺ग़౔ঢ়گ　縄文土器片59点が出土しているが，いͣれ΋小片でਤࣔできない。·た෴土中層からԼ層にか

͚て，獣骨片と貝類（オオタニシ）がྑ޷な遺ଘ状ଶで出土している（෇ষࢀর）。

ॴݟ　形状からஷ蔵穴のՄೳੑがあるが，土器片や獣骨片などが出土していることから，土坑の機ೳఀࢭ後，

ഇغ土坑として༻いられたՄೳੑがある。時期は，出土土器から後期後葉とߟえられる。

౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量　׊　҉　１ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　׊　҉　２
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A Á
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1
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Á

B B́

B
B
́B

B́

1
1

2
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B
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B
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A
Á
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B
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B
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B
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1 SK 71
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A

Á

B
B
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B
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1 2

SK 72
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1

10.2m A Á

1

10.2m

SI 2
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第8�ਤ　縄文時代土坑࣮ଌਤᾈ
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A
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11.4m

A Á
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B
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Á

A
A
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Á

3 1
2

3
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2
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D
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B
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A
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1

3
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11.4mA Á

第��ਤ　縄文時代土坑࣮ଌਤᾉ
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1
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第�1ਤ　縄文時代土坑࣮ଌਤᾊ
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B B́

D D́

11.6m

1 2

2
1

SK 154・155

SK 163

SK 156
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第��ਤ　縄文時代土坑࣮ଌਤᾋ
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Á
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Á
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A

Á
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́

B

B
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Á
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SI 17
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A

Á
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m
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1

1

2 3 4

1

第�3ਤ　縄文時代土坑࣮ଌਤᾌ

第64号౔޵౔૚ղઆ
৭　ϩーϜཻ子গ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量　׊　҉　１

第6�号౔޵౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量，୸化ཻ子ඍ量　׊　҉　１

第66号౔޵౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量，ম土ཻ子ඍ量　׊　҉　１

第6�号౔޵౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量　׊　ࠇ　１

第68号౔޵౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　׊　҉　１

第6�号౔޵౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量，୸化ཻ子ඍ量　׊　҉　１
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第��号౔޵౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量　׊　҉　１

第�1号౔޵౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量　׊　҉　１

第��号౔޵౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫ多量，୸化ཻ子ඍ量　׊　ࠇ　１
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　׊　҉　２

第�3号౔޵౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　׊　҉　１

第�4号౔޵౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫඍ量　׊　҉　１
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　׊　҉　２

第��号౔޵౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量　׊　҉　１

第��号౔޵౔૚ղઆ
৭　ম土ཻ子গ量，ϩーϜϒϩッΫ・୸化物ඍ量　׊　҉　１
৭　ϩーϜཻ子中量，ম土ཻ子・೪土ཻ子গ量，୸　׊　ࠇ　２

化ཻ子ඍ量

第��号౔޵౔૚ղઆ
৭　ϩーϜཻ子中量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量　׊　҉　１
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量　׊　҉　２

第83号౔޵౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量，ম土ཻ子ඍ量　׊　҉　１

第84号౔޵౔૚ղઆ
ۃ　１ ҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量　׊　҉　２
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　׊　҉　３
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量　　　׊　４

第8�号౔޵౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量，୸化ཻ子ඍ量　׊　҉　１
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量　׊　҉　２
৭　ϩーϜཻ子中量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量　　　׊　３

第�1号౔޵౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫඍ量　׊　ࠇ　１
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　׊　҉　２
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量　׊　҉　３

第�4号౔޵౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫඍ量　׊　ࠇ　１
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量　׊　ࠇ　２
ۃ　３ ҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量
৭　ϩーϜϒϩッΫඍ量　׊　҉　４

第1�4号౔޵౔૚ղઆ
ۃ　１ ҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量　׊　҉　２

第1��号౔޵౔૚ղઆ
ۃ　１ ҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子গ量
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　　　׊　２
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量　　　׊　３

第11�号౔޵౔૚ղઆ
ۃ　１ ҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量　׊　҉　２

第113号౔޵౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量，ম土ཻ子ඍ量　׊　ࠇ　１
２　明　׊　৭　ϩーϜཻ子多量

第11�号౔޵౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量，ম土ཻ子ඍ量　׊　ࠇ　１

第1��号౔޵౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫ・೪土ϒϩッΫ中量　׊　ࠇ　１

第1�1号౔޵౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫඍ量　׊　҉　１

第1�3号౔޵౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量　׊　҉　１
৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ཻ子・୸化ཻ子・骨คඍ　׊　ࠇ　２

量
৭　ϩーϜϒϩッΫඍ量　׊　҉　３

第1��号౔޵౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　׊　ࠇ　１

第1�6号౔޵౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　׊　ࠇ　１

第13�号౔޵౔૚ղઆ
৭　ϩーϜཻ子গ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量　׊　҉　１
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量　׊　҉　２

第14�号౔޵౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量　׊　ࠇ　１

第141号౔޵౔૚ղઆ
৭　ϩーϜཻ子多量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量　׊　ࠇ　１
৭　ϩーϜཻ子多量，୸化ཻ子ඍ量　׊　҉　２

第14�号౔޵౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量，୸化ཻ子ඍ量　׊　ࠇ　１

第143号౔޵౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫ・୸化ཻ子গ量　׊　ࠇ　１

第144号౔޵౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量　׊　҉　１

第14�号౔޵౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量，ম土ཻ子ඍ量　׊　ࠇ　１
　　　　　　　৭　ϩーϜϒϩッΫ中量　׊　҉　２

第1�4号౔޵౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫ・୸化ཻ子গ量，ম土ཻ子ඍ量　׊　ࠇ　１
৭　ϩーϜཻ子多量　׊　҉　２

第1��号౔޵౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量　׊　ࠇ　１
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量　׊　҉　２

第1�6号౔޵౔૚ղઆ
৭　ϩーϜཻ子গ量，ম土ཻ子ඍ量　׊　҉　１
৭　ϩーϜཻ子多量，୸化ཻ子ඍ量　׊　҉　２

第1��号౔޵౔૚ղઆ
ۃ　１ ҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ中量
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量　׊　҉　２

第163号౔޵౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量　׊　ࠇ　１
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量　׊　҉　２
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　׊　҉　３

第164号౔޵౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量，୸化ཻ子ඍ量　׊　ࠇ　１
ۃ　２ ҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ中量

第16�号౔޵౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　׊　ࠇ　１
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量　׊　҉　２

第1��号౔޵౔૚ղઆ
ۃ　１ ҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量
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第1�1号౔޵౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量　׊　ࠇ　１

第1��号౔޵౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量　׊　ࠇ　１
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量　׊　҉　２

第1��号౔޵౔૚ղઆ
ۃ　１ ҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量

第18�号౔޵౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量　׊　҉　１
ۃ　２ ҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・୸化ཻ子ඍ量
ۃ　３ ҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子多量

第186号౔޵౔૚ղઆ
৭　ϩーϜཻ子গ量　׊　҉　１
৭　ϩーϜཻ子中量，୸化ཻ子ඍ量　׊　҉　２
৭　ϩーϜϒϩッΫ・୸化ཻ子ඍ量　׊　҉　３
ۃ　４ ҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ中量，୸化ཻ子ඍ量

第18�号౔޵౔૚ղઆ
৭　୸化ཻ子中量，ϩーϜϒϩッΫ・ম土ཻ子ඍ量　׊　ࠇ　１

第1�1号౔޵౔૚ղઆ
৭　୸化ཻ子中量，ϩーϜϒϩッΫ・ম土ཻ子ඍ量　׊　ࠇ　１

第1�3号౔޵౔૚ղઆ
৭　୸化ཻ子中量，ϩーϜϒϩッΫ・ম土ཻ子ඍ量　׊　ࠇ　１

第1�4号౔޵౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫ・୸化ཻ子গ量　׊　ࠇ　１

第1�6号౔޵౔૚ղઆ
৭　ϩーϜཻ子中量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量　׊　҉　１

第��1号౔޵౔૚ղઆ
৭　ϩーϜཻ子多量，୸化ཻ子গ量，ম土ཻ子ඍ量　׊　҉　１

69
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番号 種別 器種 ଻　　　　土 ৭調 ম成 文　様　の　特　௃　な　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

T1306 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・Ӣ฼ ׊ࠇ ී௨ ମϱݸ縁部内面Ԝઢ状のφσ　69とಉ一ޱ 4,64Լ層

T1307 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・Ӣ฼・੺৭ཻ子 փ׊ ී௨ 複合ޱ縁　ޱ縁部ࢦ಄にΑる͓さえ　ମ部࡟り 4,64上層

T1308 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ にͿいԫᒵ ී௨ 内・֎面φσ 4,75上層

T1309 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ にͿいԫ׊ ී௨ 内・֎面φσ　ޱ縁部に̗ಥى 4,75上層

T1310 縄文土器 壺 ௕石・石ӳ にͿいԫᒵ ී௨ ௜ઢˠ縄文L3 4,75上層

T1311 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ にͿいᒵ ී௨ コϒˠོଳ上縄文3Lˠ௜ઢˠແ文部磨き 4,79上層

T1312 縄文土器 鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子 ઙԫᒵ ී௨ 内・֎面φσ　ิम޸ 4,121上層

T1313 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
৭ཻ子ࠇ にͿいԫᒵ ී௨ 内・֎面φσ　ྠ積Έࠟ明ྎ 4,121上層

T1314 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී௨ ௜ઢˠ縄文L3ˠແ文部磨き 4,94

T1315 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ にͿい੺׊ ී௨ 縁部ོଳష෇ˠ௜ઢޱ 4,126上層

T1316 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・Ӣ฼・੺৭ཻ子 にͿいԫ׊ ී௨ ௜ઢˠ縄文3Lˠແ文部磨き 4,143上層

T1317 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・Ӣ฼・੺৭ཻ子 明׊ ී௨ 条ઢˠޱ縁部ԣҐ۠ը௜ઢ 4,143上層

T1318 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・Ӣ฼・੺৭ཻ子 にͿい׊ ී௨ ඥઢˠ条ઢ　ೋ次ম成にΑりม形 4,134

T1319 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ ੺׊ ී௨ ௜ઢˠ縄文3Lˠແ文部磨き 4,154Լ層

T1320 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ ࠇ ී௨ 条ઢˠޱ縁部Ωβミ 4,154Լ層

T1321 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・੺৭ཻ子 ੺׊ ී௨ ௜ઢˠ縄文3L 4,154上層

T1322 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・੺৭ཻ子 ׊҉ ී௨ ௜ઢˠ縄文3Lˠແ文部磨き 4,154Լ層

T1323 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・Ӣ฼ ׊ࠇ ී௨ 縄文L3ˠඥઢష෇ 4,155

T1324 縄文土器 ઙ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ޷ྑ 　り࡟৶部Ωβミ　ମ部ޱ　縁部・内面磨きޱ 4,160Լ層

T1325 縄文土器 壺ޱ޿ ௕石・Ӣ฼ ׊ࠇ ී௨ ௜ઢˠ縄文L3ˠແ文部磨き 4,189上層

T1326 縄文土器 壺ޱ޿ 石ӳ・Ӣ฼ ᒵ ී௨ φσˠ文様ࢪ文ˠ磨き 4,189上層

T1327 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ ׊ࠇ ޷ྑ ֎面ૈい磨き　内面φσ 4,191Լ層

T1328 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ 明੺׊ ී௨ 内・֎面φσ　内面ഗ෇ண 4,189Լ層

T1329 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・Ӣ฼ ׊ࠇ ޷ྑ ௜ઢˠ磨き 4,196上層

番号 器種 ௕さ ෯ ްさ ॏ量 質　　　ࡐ 特　　௃　　な　　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

̦63 磨石 6.5 6.4 3.8 246.0 ؠࢁ҆ 上・Լ୺，ཪ面にᏏ打ࠟ 4,77上層

̦64 磨石 6.4 6.1 3.8 214.0 ؠࢁ҆ 上・Լ୺にᏏ打ࠟ 4,77上層

̦65 不明石製品 （4.0） 4.0 1.1 0（15.4） Ֆቋؠ ઌ୺部に௜ઢ文　ݚ磨にΑる੔形 4,160Լ層

番号 種別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　　土 ৭調 ম成 文 様 の 特 ௃ な ど 出土Ґஔ උ　ߟ

69 縄文土器 ਂ鉢 ʦ16.8ʧ（8.9） － ௕石・石ӳ・Ӣ฼ փԫ׊ ී௨ 縁部内面Ԝઢ状のφσޱ 4,64Լ層 10ˋ

縄文時代土坑出土遺物࡯؍ද（第94・95ਤ）

番号 器種 ௕さ ෯ ްさ ॏ量 ଻土・৭調 特　　௃　　な　　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

%134 耳飾り ʦ8.0ʧ － 2.1 （8.7） にͿいԫᒵ～ࠇ
௕石・石ӳ 車形　֎面磨き੔形׈ 4,143上層

ද４　縄文時代土坑一ཡද

番号 Ґஔ 主࣠ํ向 平面形
໛（ｍ）ن

ਂさ（ᶲ） น面 ఈ面 ෴土 主な出土遺物 時期 උ　ߟ
ॏ複関܎（古ˠ新）௕ܘ（࣠）̫ ୹ܘ（࣠）

64 ̗̒E3 － ʦ円・ପ円形ʧ （1.22）̫（0.50） 23 ֎傾 Ԝತ 自વ 縄文土器，ണ片 晩期中葉

65 ̗５C7 ̣ô68 ô˃Ｅ 不੔ପ円形 1.12ʷ1.00 27 ֎傾 皿状 人ҝ 縄文土器 晩期中葉

66 ̗５D8 ̣ô̒ ô˃̬ ପ円形 0.81ʷ0.73 16 緩斜 Ԝತ 自વ 縄文土器 晩期中葉

67 ̗５E7 ̣ô35 ô˃Ｅ ପ円形 0.90ʷ0.81 20 緩斜 平ୱ 自વ 縄文土器 晩期中葉

68 ̗５C8 ̣ô７ ô˃Ｅ ପ円形 0.87ʷ0.78 18 ֎傾 平ୱ 自વ 縄文土器 晩期中葉 北นࡍにピット
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番号 Ґஔ 主࣠ํ向 平面形
໛（ｍ）ن

ਂさ（ᶲ） น面 ఈ面 ෴土 主な出土遺物 時期 උ　ߟ
ॏ複関܎（古ˠ新）௕ܘ（࣠）̫ ୹ܘ（࣠）

69 ̗５B9 － 円形 0.87ʷ0.82 15 緩斜 Ԝತ 自વ 縄文土器，陶器 晩期中葉

70 ̗５B9 － 円形 0.96ʷ0.89 15 緩斜 平ୱ 人ҝ 縄文土器 晩期中葉

71 ̗５C9 ̣ô51 ô˃Ｅ ପ円形 1.06ʷ0.96 34 ֎傾 平ୱ 人ҝ 縄文土器 晩期中葉

72 ̗５C0 － 円形 0.93ʷ0.85 16 ֎傾・緩斜 平ୱ 人ҝ 縄文土器 晩期中葉

73 ̗５C0 － 円形 1.10ʷ1.04 22 ֎傾 平ୱ 自વ 縄文土器 晩期中葉

74 ̗̒C1 － 円形 0.75ʷ0.70 43 ֎傾・༗ஈ 皿状 自વ 縄文土器 晩期中葉

75 ̗５E9 － 円形 0.88ʷ0.82 22 ֎傾 平ୱ 人ҝ 縄文土器，石皿，
磨石，ണ片，陶器 晩期中葉

76 ̗̒F3 ̣ô58 ô˃̬ ପ円形 1.06ʷ0.92 94 ֎傾 皿状 自વ 縄文土器，磨石，
石֩，ണ片，ܰ石 晩期中葉

77 ̗̒F3 ̣ô21 ô˃̬ ପ円形 0.86ʷ0.76 92 ֎傾 皿状 自વ 縄文土器，磨石，
石֩，ണ片 晩期中葉

78 ̗̒F4 ̣ô48 ô˃Ｅ ʦପ円形ʧ （0.94）̫ 0.9000 108 ֎傾 平ୱ 自વ 縄文土器，耳飾り，土版，磨製石斧，
磨石，Ꮟ石，石֩，ണ片 晩期中葉

79 ̗̒F4 ̣ô85 ô˃̬ 不ఆ形 1.56ʷ0.90 62 ֎傾・緩斜 平ୱ 自વ 縄文土器，石֩，
ണ片 晩期中葉 4*２ô̥̕

80 ̗̒G4 ̣ô42 ô˃̬ 不ఆ形 1.51ʷ0.84 103 ֎傾 Ԝತ 自વ 縄文土器，石鏃，磨製石斧，
石錘，石֩，ണ片，ম成೪土մ 晩期中葉 4*２ô̥８

81 ̗５B7 ̣ô68 ô˃̬ ۱ؙ௕ํ形 1.66ʷ1.44 112 ֎傾 平ୱ 自વ 縄文土器，石鏃，
磨石，ണ片 晩期中葉

82 ̗̒G3 ̣ô12 ô˃Ｅ ۱ؙํ形 1.08ʷ1.03 66 ֎傾 平ୱ 人ҝ 縄文土器，耳飾り，
石֩，ണ片 晩期前葉 4*２ô̥10

83 ̗５B8 － 円形 0.68ʷ0.66 22 緩斜 皿状 自વ 縄文土器 晩期中葉

84 ̗４I0 ̣ô10 ô˃Ｅ ʦପ円形ʧ 001.38 （̫0.70） 44 ֎傾・緩斜 平ୱ 人ҝ 縄文土器 後期後葉 本跡ˠ4%18

87 ̘５B1 ̣ô35 ô˃̬ ପ円形 1.43ʷ1.26 108 ֎傾 平ୱ 自વ 縄文土器，砥石 後期後葉

90 ̗５H2 ̣ô77 ô˃̬ ପ円形 1.70ʷ0.93 74 ֎傾・௚立 平ୱ 自વ 縄文土器，ണ片 後期前葉～
後葉 4,110

91 ̗５H2 － 円形 0.78ʷ0.74 32 ֎傾 平ୱ 人ҝ 縄文土器 後期後葉

92 ̗５H1 ̣ô45 ô˃Ｅ 不ఆ形 1.48ʷ1.20 46 ֎傾・༗ஈ Ԝತ 人ҝ 縄文土器，耳飾り，土器片円盤，
ണ片，ম成೪土մ 後期後葉

94 ̗５J3 ̣ô41 ô˃̬ ʦପ円形ʧ 001.56 ʦ̫1.26ʧ 78 ֎傾・緩斜 Ԝತ 自વ 縄文土器，耳飾り，
石棒，石֩，ണ片

晩期前葉～
中葉 1(３ô̥27・30

104 ̗５K3 － 円形 1.23ʷ1.22 32 ֎傾・緩斜 平ୱ 自વ 縄文土器 後期後葉

107 ̗５I3 ̣ô68 ô˃̬ ପ円形 1.08ʷ0.92 34 ֎傾 平ୱ 人ҝ － 縄文

110 ̗５H2 ̣ô58 ô˃Ｅ ʦପ円形ʧ （1.10）̫ 0.8500 36 ௚立・֎傾 Ԝತ ༗ஈ 縄文土器，砥石，
ണ片

晩期前葉～
中葉 4,90

113 ̗５J3 ̣ô50 ô˃̬ ପ円形 1.04ʷ0.80 52 ֎傾・緩斜 Ԝತ 人ҝ 縄文土器，ണ片 後期後葉

117 ̘４C0 ̣ô37 ô˃Ｅ 不ఆ形 1.20ʷ1.00 161 ௚立・༗ஈ 皿状 人ҝ 縄文土器，石鏃，
石剣 後期後葉 4*５・̒ ・10

118 ̗５G1 ̣ô16 ô˃Ｅ ʦପ円形ʧ 000.82 （̫0.66） 50 ֎傾 Ԝತ 人ҝ 縄文土器，
磨製石斧，石棒 後期前葉

119 ̗５E5 ̣ô16 ô˃Ｅ ପ円形 1.43ʷ0.89 25 緩斜 皿状 人ҝ 縄文土器 晩期中葉

120 ̗５E4 ̣ô80 ô˃̬ ௕ํ形 2.16ʷ0.34 ８ ֎傾 平ୱ 人ҝ 縄文土器 晩期前葉

121 ̗５F6 ̣ô46 ô˃̬ ପ円形 0.62ʷ0.36 20 ֎傾 平ୱ 自વ 縄文土器 晩期中葉

123 ̗５G1 ̣ô45 ô˃̬ ପ円形 0.99ʷ0.64 38 緩斜 皿状 自વ 縄文土器，3'，ണ片，
୸化種子（ΫψΪϱ）

後期後葉～
晩期前葉

125 ̗５J5 － 円形 1.32ʷ1.22 31 ֎傾 Ԝತ 自વ 縄文土器 晩期前葉

126 ̗５J6 ̣ô30 ô˃̬ ʦ不੔ପ円形ʧ （1.20）̫ 0.9800 16 緩斜 Ԝತ 自વ 縄文土器，ണ片，
ম成೪土մ 後期後葉 本跡ˠ4*11

134 ̗５H1 ̣ô53 ô˃̬ 不ఆ形 1.01ʷ0.65 39 緩斜 ༗ஈ － 縄文土器 後期後葉 本跡ˠ4%17　4*８

139 ̗５I1 ̣ô18 ô˃Ｅ 不੔ପ円形 0.94ʷ0.35 33 ֎傾・௚立 平ୱ 自વ 縄文土器，ണ片 後期後葉

140 ̘３G9 ̣ô14 ô˃Ｅ ʦ۱ؙ௕ํ形ʧ 002.08 （̫0.82） 42 ֎傾 平ୱ 自વ － 縄文 本跡ˠ4%21，4'１

141 ̗５K3 － 円形 1.01ʷ0.92 24 ௚立 平ୱ 自વ － 縄文

142 ̘３G0 － 円形 1.00ʷ1.00 26 ֎傾 平ୱ 人ҝ 縄文土器 後期後葉 本跡ˠ4%21，4'１
ೆ੢部にピット

143 ̗５J6 － 円形 0.86ʷ0.84 47 ֎傾・緩斜 皿状 自વ 縄文土器，ണ片，ম成೪土մ，
୸化種子（オニΫϧミϱ），獣骨片 後期後葉 4*11ˠ本跡

4,144
144 ̗５J6 ̣ô42 ô˃̬ （不ఆ形） （0.60）̫ 0.6900 39 ֎傾 ༗ஈ 自વ － 縄文 4*11　4,143

148 ̘５E2 ̣ô43 ô˃̬ ପ円形 0.94ʷ0.82 70 ֎傾・内傾 平ୱ 自વ 縄文土器 後期後葉

149 ̗４G9 ̣ô17 ô˃Ｅ 不੔ପ円形 1.33ʷ1.12 57 ֎傾 平ୱ 自વ 縄文土器 後期後葉 4*14

150 ̘４C8 ̣ô17 ô˃̬ ପ円形 1.58ʷ1.42 252 ௚立 平ୱ 人ҝ 縄文土器，
土器片円盤 後期後葉 4*18ˠ本跡
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番号 Ґஔ 主࣠ํ向 平面形
໛（ｍ）ن

ਂさ（ᶲ） น面 ఈ面 ෴土 主な出土遺物 時期 උ　ߟ
ॏ複関܎（古ˠ新）௕ܘ（࣠）̫ ୹ܘ（࣠）

151 ̘４C7 ̣ô20 ô˃Ｅ ପ円形 1.78ʷ1.28 140 ༗ஈ 平ୱ 自વ 縄文土器，ണ片，
骨片 後期後葉 4*18ˠ本跡ˠ4%25

154 ̗４K7 ̣ô63 ô˃̬ 不੔ପ円形 1.44ʷ1.30 30 ֎傾・緩斜 Ԝತ 自વ 縄文土器 後期後葉 4*15

155 ̗４K8 ̣ô67 ô˃Ｅ 不੔ପ円形 1.68ʷ1.46 16 緩斜 Ԝತ 自વ 縄文土器，ണ片 後期中葉

156 ̗４H7 ̣ô10 ô˃̬ ପ円形 1.32ʷ0.94 66 ֎傾・緩斜 皿状 自વ 縄文土器 後期後葉 4*19

157 ̘４C7 ̣ô85 ô˃Ｅ 不੔ପ円形 1.50ʷ1.08 80 ֎傾・༗ஈ 平ୱ 自વ 縄文土器 後期後葉 4*18ˠ本跡　北น
にピットࡍ

158 ̗４I7 － 円形 1.50ʷ1.50 118 ֎傾 平ୱ 人ҝ 縄文土器，磨石，
ണ片 後期後葉 4*13#ˠ本跡ˠ

4*13"
160 ̗４C7 － 不੔形 1.32ʷ1.32 38 ֎傾 平ୱ － 縄文土器，石製品 後期中葉 本跡ˠ4*13#

161 ̗４J6 ̣ô18 ô˃Ｅ 不੔ପ円形 1.20ʷ0.88 178 ֎傾 ༗ஈ 人ҝ 縄文土器，ണ片 後期後葉 4*15

162 ̗４J7 ̣ô48 ô˃Ｅ ପ円形 0.98ʷ0.88 20 ֎傾 平ୱ － － 縄文 4*15

163 ̗４K8 ̣ô90˃ ପ円形 1.54ʷ1.33 35 ֎傾 ༗ஈ 自વ 縄文土器 後期後葉

164 ̘４B8 不明 ʦପ円形ʧ （2.38）̫（0.72） 24 ֎傾 平ୱ 自વ 縄文土器 後期中葉 本跡ˠ4%28　4*５・
10

165 ̗５I5 ̣ô56 ô˃̬ ʦପ円形ʧ 001.26 （̫0.94） 72 ௚立 平ୱ 自વ 縄文土器 後期後葉 本跡ˠ4,166　

166 ̗５I5 ̣ô７ ô˃̬ ʦପ円形ʧ 001.50 （̫1.36） 44 ֎傾 平ୱ 人ҝ 縄文土器，土偶，
磨石，石֩，ണ片 晩期中葉 4,165ˠ本跡

169 ̘４F1 ̣ô24 ô˃Ｅ ପ円形 1.02ʷ0.92 28 ֎傾 平ୱ 自વ 縄文土器 後期中葉～
後葉

170 ̘４H1 － 円形 0.95ʷ0.92 16 ֎傾 平ୱ 自વ 縄文土器，
土師質土器 後期後葉

171 ̘３H9 ̣ô20 ô˃Ｅ ପ円形 0.98ʷ0.88 14 ֎傾・緩斜 Ԝತ 自વ 縄文土器 後期後葉 ೆนࡍにピット

172 ̘３I0 ̣ô34 ô˃Ｅ ପ円形 1.64ʷ1.28 38 ֎傾 Ԝತ 自વ － 縄文

173 ̘４B6 ̣ô36 ô˃̬ ପ円形 1.14ʷ0.86 70 ֎傾・௚立 皿状 人ҝ 縄文土器，ണ片，
獣骨片 後期後葉

174 ̘４D2 ̣ô73 ô˃̬ ପ円形 1.18ʷ0.89 97 内傾・௚立 平ୱ 人ҝ 縄文土器，ണ片 後期後葉

175 ̘３I9 ̣ô71 ô˃̬ ପ円形 1.36ʷ0.98 26 緩斜 Ԝತ 自વ － 縄文

180 ̗５H4 ̣ô３ ô˃̬ ପ円形 1.62ʷ1.10 95 ֎傾・௚立 平ୱ 自વ 縄文土器 後期後葉

181 ̗５I4 ̣ô74 ô˃Ｅ 不ఆ形 1.72ʷ1.60 64 ֎傾 Ԝತ 人ҝ 縄文土器，土玉，
磨石，石֩，ണ片

晩期前葉～
中葉

182 ̘４C3 ̣ô42 ô˃Ｅ ʦପ円形ʧ 001.08 （̫0.95） 36 ֎傾 平ୱ － 縄文土器，磁器，瓦 後期後葉 4*17 4%24

185 ̗５I6 ̣ô43 ô˃̬ ۱ؙ௕ํ形 1.85ʷ0.92 43 ֎傾 平ୱ 人ҝ 縄文土器，磨石，
勾玉，ണ片 晩期中葉

186 ̘４D5 － 円形 0.82ʷ0.78 132 ֎傾・௚立 皿状 人ҝ － 縄文 本跡ˠ4%24

189 ̗５H2 ̣ô24 ô˃̬ ପ円形 0.97ʷ0.80 50 緩斜 Ԝತ 自વ 縄文土器，ܰ石 後期後葉～
晩期中葉

191 ̗５H2 ̣ô３ ô˃Ｅ ପ円形 0.88ʷ0.66 32 ֎傾・緩斜 皿状 自વ 縄文土器 後期後葉～
晩期中葉

193 ̗５H3 ̣ô41 ô˃̬ ପ円形 1.15ʷ0.87 30 緩斜 Ԝತ 自વ 縄文土器 後期後葉～
晩期前葉

194 ̗５H2 ̣ô80 ô˃̬ 不ఆ形 0.83ʷ0.63 60 緩斜 皿状 自વ 縄文土器 後期

196 ̗５H3 ̣ô70 ô˃Ｅ 不ఆ形 1.56ʷ0.96 28 ֎傾 平ୱ 自વ 縄文土器 晩期前葉～
中葉

198 ̗５K1 ̣ô70 ô˃Ｅ 不ఆ形 1.32ʷ1.26 80 ֎傾 平ୱ 人ҝ － 後期後葉
Ҏ前 本跡ˠ4*４

200 ̗５I7 ̣ô64 ô˃̬ ۱ؙ௕ํ形 1.98ʷ0.82 50 ֎傾・緩斜 平ୱ 人ҝ 縄文土器，ണ片 晩期前葉

201 ̗５I8 － ʦ円・ପ円形ʧ 000.78 （̫0.38） 19 緩斜 平ୱ 自વ － 縄文

202 ̘４E2 ̣ô40ô˃̬ ପ円形 0.83ʷ0.72 116 ֎傾 平ୱ 人ҝ － 縄文 本跡ˠ4'１

203 ̘４D3 － 円形 0.60ʷ0.58 83 ֎傾 平ୱ － 縄文土器 後期後葉 本跡ˠ4%22，4'１

204 ̘４E3 ̣ô82 ô˃̬ ପ円形 1.00ʷ0.90 145 ֎傾 ༗ஈ － 縄文土器 後期後葉 本跡ˠ4%22，4'１

205 ̘４E2 ̣ô20 ô˃Ｅ ପ円形 0.60ʷ0.53 140 ֎傾 平ୱ － 縄文土器，᛽器 後期後葉 本跡ˠ4%22，4'１

206 ̘４G1 － 円形 1.02ʷ1.02 126 内傾 平ୱ － 縄文土器，土製円盤，
石棒，ണ片 後期後葉 本跡ˠ4%22，4'１

207 ̗５J1 ̣ô28 ô˃̬ ପ円形 1.70ʷ1.36 75 ֎傾・༗ஈ 平ୱ 人ҝ 縄文土器，貝ྠ状土製品，
石皿，磨石，砥石，獣骨 後期後葉 ４ô̥27　本跡ˠ*4چ

4*４　4,208　
208 ̗５J1 ̣ô90˃ ପ円形 1.20ʷ1.06 38 ֎傾 平ୱ 人ҝ 縄文土器，獣骨，

貝類 後期後葉 ４ô̥28　本跡ˠ*4چ
4*４　4,207
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第�6ਤ　第２号ピット群࣮ଌਤ

P1

P2

P3

A5j7

P11
P6

P4
P10

P9

P8P12

P5P13

P55P16

P17 P52P54
P53

P14

P18

P15

P7
P51

P50

P58 P40
P39

P49

P41

P48

B5c7

P38

P42

P43
P44

P37

P45 P46

P47
P35

P36

P57

P56

P33

P34

P32

P31
P30

P29
P28

P27

P26P25

P24

P23

P22

P21

P20
P19

　ᾊ　ピット群

えられるピット群12か所が確認されている。ҎԼ，確認された遺構と遺物ߟճの調査で，縄文時代とࠓ　

にͭいて記ࡌする。

第̎号ϐοτ܈（第96ਤ）

Ґஔ　調査ᶘ̘۠の̖５J6 ～̗５F7۠，標高9.5 ～ 9.9ｍの斜面部にҐஔしている。

18ܘঢ়　ೆ北23ｍ，東੢20ｍほどのൣғから，ピット58か所が確認された。平面形は௕ܗ໛ͱن ～ 52ᶲの円

形あるいはପ円形で，ਂさは４～ 65ᶲである。

遺෺ग़౔ঢ়گ　ピットの෴土中から縄文土器片114点，石器１点（磨石），ണ片１点（チϟート）のほか，ࠞೖ

した土師器片10点（高坏１，壺１，ᙈ８）΋出土している。縄文土器は，後期後葉の΋のをएׯ含んでいるが，

ほとんどが晩期中葉の΋のである。

ॴݟ　分෍状گからنଇੑは認められͣ，建物跡を૝ఆすることはできない。時期は，出土土器から晩期中葉

とߟえられる。
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番号 ௕ܘ ୹ܘ ਂさ 番号 ௕ܘ ୹ܘ ਂさ 番号 ௕ܘ ୹ܘ ਂさ

１ 32 31 12 21 30 30 － 41 22 20 20

２ 24 24 16 22 22 17 － 42 29 26 34

３ 38 26 18 23 38 30 － 43 24 23 ８

４ 26 25 21 24 21 20 － 44 25 23 30

５ 46 28 21 25 23 22 － 45 23 20 22

̒ 27 22 15 26 28 28 27 46 52 26 50

７ 25 22 40 27 23 20 12 47 21 17 28

８ 26 21 27 28 34 27 44 48 25 19 16

̕ 28 27 56 29 27 26 ４ 49 18 16 18

10 22 22 12 30 24 23 ８ 50 25 23 22

11 26 25 25 31 20 19 12 51 23 23 ̕

12 21 20 19 32 21 18 16 52 23 22 16

13 33 29 53 33 26 24 ̒ 53 24 24 20

14 30 27 43 34 21 19 14 54 19 16 12

15 26 22 17 35 24 23 18 55 22 21 12

16 20 20 15 36 36 32 65 56 21 20 48

17 22 19 12 37 25 23 22 57 24 21 16

18 20 19 16 38 24 21 24 58 20 19 19

19 32 31 － 39 24 ʦ24ʧ 14

20 31 30 － 40 22 18 26

第２号ピット群ܭଌද

第̏号ϐοτ܈（第97 ～ 100ਤ）

Ґஔ　調査ᶘ̗۠の̗５I3 ～̗５J5۠，標高11.2ｍの台地斜面部にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第18号溝に掘りࠐ·れている。第94号土坑とॏ複しているが，新چ関܎は不明である。·たピット

が一地点で４か所Ҏ上ॏ複している部分があるが，それͧれの新چ関܎は不明である。

43ܘঢ়　ೆ北７ｍ，東੢10ｍほどのൣғから，ピット40か所が確認された。平面形は௕ܗ໛ͱن ～ 122ᶲの円

形·たはପ円形で，ਂさは24 ～ 120ᶲである。

遺෺ग़౔ঢ়گ　෴土中から縄文土器片2,622点，土製品̕点（土偶１，耳飾り４，土器片円盤４），石器８点（石

鏃２，打製石斧１，磨製石斧１，磨石１，Ꮟ石２，砥石１），石製品４点（石棒２，ਨ飾品２），石֩７点（チ

ϟート），ണ片55点（チϟート43，༵ࠇ石̕，྘ట片３ؠ），ম成೪土մ５点，ܰ 石１点，୸化種子（ΫψΪϱ）

25点が出土している。୸化種子は̥14の෴土中層から出土している。土器は後期後葉から晩期中葉の΋のが多

い。

ॴݟ　ピットが東੢ํ向に列状に分෍していることなどから，本跡はԿらかの建物跡が਺軒Ҏ上ॏ複した΋の

とߟえられる。̥８～̥14，̥15 ～̥21，̥27 ～̥30，̥36 ～̥39のピットがॏ複する部分は，１ʷ１間の

建物跡が਺ճ建てସえられた΋のと૝ఆすること΋できるが，それͧれの柱穴配ஔを捉えることはࠔ೉である。

時期は，出土土器から後期後葉から晩期中葉とߟえられる。

୯Ґɿᶲ
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第��ਤ　第３号ピット群࣮ଌਤᾇ

A

A′

B

B′

C

C′

D

D′

SK 94
SK 107

PG7

SK 181

SD 18
SK 113

B
5h
3

P18

P19

P21

P20P15

P14
P13

P10

P9
P8

P7

P6

P22 P23

P24

P25

P26

P27

P28
P29

P31 P32

P34

P35

P33
P36

P37

P38

P39

P40

P30

P5

P4

P3

P2

P1

P12
P11

P16

P17
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第�8ਤ　第３号ピット群࣮ଌਤᾈ

A Á
11.2m

B B́
11.4m

C Ć

D D́

番号 ௕ܘ ୹ܘ ਂさ 番号 ௕ܘ ୹ܘ ਂさ 番号 ௕ܘ ୹ܘ ਂさ

１ ʦ70ʧ ʦ64ʧ 82 15 80 ʦ58ʧ 35 29 76 ʦ48ʧ 120

２ ʦ40ʧ 40 90 16 57 ʦ50ʧ 46 30 104 ʦ80ʧ 72

３ ʦ88ʧ 68 90 17 ʦ92ʧ ʦ60ʧ 76 31 58 54 44

４ ʦ88ʧ 68 102 18 94 ʦ62ʧ 64 32 ʦ122ʧ ʦ104ʧ 102

５ 56 40 48 19 43 ʦ38ʧ 18 33 ʦ84ʧ ʦ40ʧ 34

̒ 48 36 64 20 98 ʦ68ʧ 49 34 ʦ64ʧ ʦ62ʧ 54

７ 60 44 68 21 ʦ78ʧ 76 40 35 ʦ86ʧ ʦ58ʧ 36

８ 60 60 56 22 90 73 50 36 ʦ50ʧ 38 80

̕ 60 53 70 23 83 63 77 37 ʦ90ʧ 78 74

10 68 60 39 24 （66） 74 24 38 92 ʦ66ʧ 78

11 40 36 81 25 58 53 38 39 64 60 34

12 102 ʦ60ʧ 55 26 62 58 34 40 60 52 26

13 ʦ112ʧ 90 93 27 110 ʦ86ʧ 76

14 86 68 96 28 78 ʦ68ʧ 96

第３号ピット群ܭଌද
୯Ґɿᶲ
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第��ਤ　第３号ピット群出土遺物࣮ଌਤᾇ

TP331

TP332
TP333

TP335

TP338

TP339

TP345

TP348

TP344

TP341
TP340

TP342 TP343

TP346 TP347

TP334

TP330

TP336
TP337
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第1��ਤ　第３号ピット群出土遺物࣮ଌਤᾈ

TP349 TP350

TP351 TP352

TP353

DP38

DP37

DP35
DP36

Q66

Q67

Q68

Q69

DP39

番号 種別 器種 ଻　　　　土 ৭調 ম成 文　様　の　特　௃　な　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

T1330 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・੺৭ཻ子・
৭ཻ子ࠇ にͿいԫᒵ ී௨ 緩い೾状ޱ縁　内・֎面φσ　ޱ縁部にഗ෇ண　 ̥１

T1331 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・੺৭ཻ子 にͿいԫᒵ ී௨ ௜ઢ文ॆరϱີࡉ ̥１中層

T1332 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子 փ׊ ී௨ ௜ઢˠ縄文3L ̥４上層

T1333 縄文土器 ઙ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼ ᒵ ී௨ ఈ面にࡉい௜ઢで文様ࢪ文　 ̥４上層

T1334 縄文土器 ઙ鉢 ௕石・石ӳ にͿい੺׊ ී௨ ֎面࡟り　内面磨き ̥４中層

T1335 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子 փ׊ ී௨ ඥઢష෇ˠ条ઢ ̥４中層

T1336 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී௨ 縄文L3ˠ௜ઢ ̥７

T1337 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいԫ 不ྑ ௜ઢˠ縄文L3 ̥12 1L19

T1338 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・Ӣ฼・੺৭ཻ子 にͿいԫᒵ ී௨ ᰍ部ڧいφσ　ମ部内・֎面φσ ̥12Լ層

第３号ピット群出土遺物࡯؍ද（第99・100ਤ）
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番号 種別 器種 ଻　　　　土 ৭調 ম成 文　様　の　特　௃　な　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

T1339 縄文土器 鉢 ௕石・Ӣ฼・੺৭ཻ子 明੺׊ ී௨ 内・֎面φσ ̥12中層

T1340 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・੺৭ཻ子 ׊҉ ී௨ ௜ઢˠ縄文3Lˠແ文部磨き ̥10上層

T1341 縄文土器 ਂ鉢 ௕石 にͿいԫ׊ ී௨ 条ઢˠඥઢష෇ˠᰍ部磨りফし ̥21上層

T1342 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・੺৭ཻ子 にͿいԫᒵ ී௨ 縄文3Lˠ௜ઢ ̥21上層

T1343 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ փԫ ී௨ ௜ઢˠ縄文3L ̥21上層

T1344 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・੺৭ཻ子 にͿいԫᒵ ී௨ 内・֎面φσ　ޱ৶部にΩβミ　T1345とಉ一ݸମ ̥28中層

T1345 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・੺৭ཻ子 にͿいԫᒵ ී௨ 内・֎面φσ　T1344とಉ一ݸମ ̥28中層

T1346 縄文土器 ਂ鉢 石ӳ・੺৭ཻ子 にͿいԫᒵ ී௨ ௜ઢˠ縄文ແઅＬˠඥઢష෇ ̥33上層

T1347 縄文土器 ઙ鉢 ௕石・石ӳ・੺৭ཻ子 にͿい੺׊ ී௨ 内・֎面ૈい磨き ̥33上層

T1348 縄文土器 鉢 ௕石・石ӳ にͿいԫᒵ ී௨ コϒష෇ˠ௜ઢˠ縄文L3 ̥33上層

T1349 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
৭ཻ子ࠇ 明੺׊ ޷ྑ ௜ઢˠ縄文L3ˠແ文部磨き ̥37Լ層

T1350 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼ にͿい੺׊ ޷ྑ ௜ઢˠ縄文ແઅＬ ̥37Լ層

T1351 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
৭ཻ子ࠇ にͿいᒵ ޷ྑ 縁部にྠ積Έࠟޱ ̥37上層

T1352 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子 ׊ ී௨ ௜ઢˠ縄文3Lˠແ文部磨き　内面ഗ෇ண　ೋ次ম成でม形 ̥40

T1353 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・੺৭ཻ子 にͿい׊ ී௨ ௜ઢˠ縄文3L　ఈ部໢代ѹࠟˠφσ ̥40

番号 器種 ௕さ ෯ ްさ ॏ量 ଻土・৭調 特　　௃　　な　　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

%135 耳飾り 2.1 － 1.7 3.5 ҉փԫ　௕石 ֎面φσ੔形　 ̥２中層 1L22

%136 耳飾り 2.0 － 1.3 6.8 明׊　௕石・石ӳ ֎面φσ੔形　 ̥２中層 1L22

%137 耳飾り ʦ6.1ʧ － 1.8 （7.8） ᒵ　௕石・石ӳ・
৭ཻ子ࠇ 内・֎面φσ੔形　 ̥37上層

%138 土器片円盤 3.6 3.5 0.8 9.6 にͿいᒵ　௕石・
石ӳ ਂ鉢ମ部片ར༻　प縁1�2ݚ磨　　 ̥４

%139 土偶 （5.3） （3.6） 3.4 （39.9）にͿいԫ׊
௕石・石ӳ 中ۭ ̥38中層

番号 器種 ௕さ ෯ ްさ ॏ量 質　　　ࡐ 特　　௃　　な　　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

̦66 石鏃 （2.4） 1.4 0.5 （1.1） チϟート ༗ܪ　ઌ୺部ܽଛ　ԡѹണ཭ ̥２中層 1L25

̦67 石鏃 （1.7） 1.2 0.4 （0.5） チϟート ༗ܪϱ　ܪ部ઌ୺ܽଛ　ԡѹണ཭ ̥33上層 1L25

̦68 ਨ飾品 0.8 0.8 0.7 0.6 ௕石質 上面からの片ଆઠ޸ ̥38Լ層 1L25

̦69 ਨ飾品 2.9 2.1 1.6 9.1 チϟート 勾玉状　　 ̥39Լ層 1L26

第̐号ϐοτ܈（第101ਤ）

Ґஔ　調査ᶘ̗۠の̗５K2・K3۠，標高11.3ｍの台地平ୱ部にҐஔしている。

38ܘঢ়　ೆ北3.5ｍ，東੢４ｍほどのൣғから，ピット５か所が確認された。平面形は௕ܗ໛ͱن ～ 80ᶲの円

形あるいはପ円形で，ਂさは17 ～ 40ᶲである。

遺෺ग़౔ঢ়گ　෴土中から縄文土器片58点，石器１点（石錘）が出土している。土器はほとんどが後期後葉の

΋のである。̦70は̥１の෴土上層から出土している。

ॴݟ　分෍状گからنଇੑは認められͣ，建物跡を૝ఆすることはできない。時期は，出土土器から後期後葉

とߟえられる。

番号 ௕ܘ ୹ܘ ਂさ 番号 ௕ܘ ୹ܘ ਂさ 番号 ௕ܘ ୹ܘ ਂさ

１ 38 36 31 ３ ʦ80ʧ 42 17 ５ 50 38 18

２ 74 52 40 ４ 38 32 26

第４号ピット群ܭଌද
୯Ґɿᶲ
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第1�1ਤ　第４号ピット群・出土遺物࣮ଌਤ

P3

P4

P1

P5

P2

B5j3

Q70

第４号ピット群出土遺物࡯؍ද（第101ਤ）

番号 器種 ௕さ ෯ ްさ ॏ量 質　　　ࡐ 特　　௃　　な　　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

̦70 石錘 2.8 2.4 0.5 4.1 ؠࢁ҆ ፏ平な᛽の上Լを打ͪܽき ̥１上層 1L27

第̑号ϐοτ܈（第102ਤ）

Ґஔ　調査ᶘ̖۠の̘３H9 ～̘４H1۠，標高11.1ｍの台地平ୱ部にҐஔしている。

25ܘঢ়　ೆ北５ｍ，東੢̒ｍほどのൣғから，ピット12か所が確認された。平面形は௕ܗ໛ͱن ～ 48ᶲの円

形あるいはପ円形で，ਂさは10 ～ 68ᶲである。

遺෺ग़౔ঢ়گ　෴土中から縄文土器片31点，ണ片２点（チϟート）が出土している。土器はほとんどが後期後

葉の΋のである。

ॴݟ　分෍状گからنଇੑは認められͣ，建物跡を૝ఆすることはできない。時期は，出土土器から後期後葉

とߟえられる。

第1��ਤ　第５号ピット群࣮ଌਤ

C4h1

P1

P2

P3

P4
P5

P6

P7

P8
P9

P10

P11

P12
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第1�3ਤ　第̒号ピット群࣮ଌਤ

C4a1

P1

P2

P3

P4

P5

P6 P7
P8
P9

P10
P11

P12

P13
P14

P18
P17

P16 P19

P20

P22

P21

P24
P23

P15

SD 24

第̒号ϐοτ܈（第103ਤ）

Ґஔ　調査ᶘ̖۠の̗４K1 ～̘４D1۠，標高11ｍの台地平ୱ部にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第24号溝に掘りࠐ·れている。

番号 ௕ܘ ୹ܘ ਂさ 番号 ௕ܘ ୹ܘ ਂさ 番号 ௕ܘ ୹ܘ ਂさ

１ 36 34 10 ５ 33 33 19 ̕ 29 23 17

２ 30 26 49 ̒ 34 30 26 10 35 30 14

３ 30 24 15 ７ 25 15 64 11 40 38 45

４ 42 32 16 ８ 32 27 29 12 48 35 68

第５号ピット群ܭଌද
୯Ґɿᶲ
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第1�4ਤ　第７号ピット群࣮ଌਤ

P1

P2

P3

P4

P5

P6

P7

P8

P9

P10

P11

P12

P13

B5i6

B5h5

26ܘঢ়　ೆ北10ｍ，東੢４ｍほどのൣғから，ピット24か所が確認された。平面形は௕ܗ໛ͱن ～ 83ᶲの円

形·たはପ円形で，ਂさは11 ～ 101ᶲである。

遺෺ग़౔ঢ়21̥　گから縄文土器片１点が出土している。

ॴݟ　分෍状گからنଇੑは認められͣ，建物跡を૝ఆすることはできない。時期は，出土土器から後期後葉

とߟえられる。

番号 ௕ܘ ୹ܘ ਂさ 番号 ௕ܘ ୹ܘ ਂさ 番号 ௕ܘ ୹ܘ ਂさ

１ 50 47 42 ̕ 28 22 16 17 38 32 45

２ 33 30 29 10 36 30 32 18 73 64 49

３ 26 20 11 11 47 42 31 19 31 31 49

４ 65 60 101 12 34 31 35 20 71 71 26

５ 29 25 50 13 83 77 17 21 61 48 55

̒ 29 26 29 14 27 26 22 22 46 44 25

７ 27 23 40 15 76 63 19 23 50 44 64

８ 32 32 19 16 32 28 32 24 56 45 29

第̒号ピット群ܭଌද

第̓号ϐοτ܈（第104ਤ）

Ґஔ　調査ᶘ̗۠の̗５H3 ～̗５I6۠，標高10.8ｍの台地平ୱ部にҐஔしている。

25ܘঢ়　ೆ北７ｍ，東੢11ｍほどのൣғから，ピット13か所が確認された。平面形は௕ܗ໛ͱن ～ 73ᶲの円

形あるいはପ円形で，ਂさは13 ～ 66ᶲである。

୯Ґɿᶲ
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遺෺ग़౔ঢ়گ　෴土中から縄文土器片165点，石器１点（磨石），石֩１点（チϟート），ണ片̒点（チϟート３，

。が出土している（１ؠ石２，྘ట片༵ࠇ

ॴݟ　分෍状گからنଇੑは認められͣ，建物跡を૝ఆすることはできない。時期は，出土土器から後期後葉

から晩期中葉とߟえられる。

第1��ਤ　第８号ピット群࣮ଌਤ

P2

P1 P3

P4

P5 P6

P17

P16

P7

P12

P8

P9

P10 P11

P15

P14

P13

P19

P18 B5g3

番号 ௕ܘ ୹ܘ ਂさ 番号 ௕ܘ ୹ܘ ਂさ 番号 ௕ܘ ୹ܘ ਂさ

１ 73 63 66 ̒ 32 25 27 11 37 36 50

２ 60 51 54 ７ 66 59 30 12 34 31 14

３ 62 57 37 ８ 72 50 30 13 40 39 47

４ 32 29 15 ̕ 63 54 41

５ 25 21 13 10 61 54 42

第７号ピット群ܭଌද

第̔号ϐοτ܈（第105・106ਤ）

Ґஔ　調査ᶘ̗۠の̗５G2 ～ H3۠，標高10.7 ～ 11.2ｍの斜面部にҐஔしている。

25ܘঢ়　ೆ北４ｍ，東੢８ｍほどのൣғから，ピット19か所が確認された。平面形は௕ܗ໛ͱن ～ 82ᶲの円

形あるいはପ円形で，ਂさは13 ～ 94ᶲである。

遺෺ग़౔ঢ়گ　෴土中から縄文土器片195点，土製品１点（土錘）が出土している。T1354は̥７の෴土上層

から，T1355は̥16の෴土上層から，%140は̥12の෴土Լ層からそれͧれ出土している。土器はほとんどが

後期後葉から晩期中葉の΋のである。

ॴݟ　分෍状گからنଇੑは認められͣ，建物跡を૝ఆすることはできない。時期は，出土土器から後期後葉

から晩期中葉とߟえられる。

୯Ґɿᶲ
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第1�6ਤ　第８号ピット群出土遺物࣮ଌਤ

TP354

TP355

DP40

番号 ௕ܘ ୹ܘ ਂさ 番号 ௕ܘ ୹ܘ ਂさ 番号 ௕ܘ ୹ܘ ਂさ

１ 45 43 33 ８ 81 58 34 15 51 74 33

２ 25 22 13 ̕ 37 36 39 16 40 39 62

３ 37 34 21 10 52 49 37 17 53 50 90

４ 40 34 22 11 37 34 35 18 55 52 58

５ 46 ʦ28ʧ 26 12 55 50 74 19 82 50 66

̒ 64 50 94 13 40 32 18

７ 60 52 92 14 40 39 30

第８号ピット群ܭଌද

番号 種別 器種 ଻　　　　土 ৭調 ম成 文　様　の　特　௃　な　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

T1354 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子 明׊ ී௨ ௜ઢˠ縄文L3ˠແ文部磨き ̥７上層

T1355 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・Ӣ฼ ԫ׊ ී௨ 内・֎面φσ　 ̥16上層

第８号ピット群出土遺物࡯؍ද（第106ਤ）

番号 器種 ௕さ ෯ ްさ ॏ量 ଻土・৭調 特　　௃　　な　　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

%140 土錘 6.2 4.2 1.9 53.1 にͿいԫ׊　௕石・
石ӳ・੺৭ཻ子 ༗溝土錘 ̥12Լ層

第̕号ϐοτ܈（第107ਤ）

Ґஔ　調査ᶘ̗۠の̗４K8・K9۠，標高11.2ｍの台地平ୱ部にҐஔしている。

22ܘঢ়　ೆ北３ｍ，東੢３ｍほどのൣғから，ピット７か所が確認された。平面形は௕ܗ໛ͱن ～ 59ᶲの円

形あるいはପ円形で，ਂさは７～ 29ᶲである。

遺෺ग़౔ঢ়１̥　گから縄文土器片12点が出土している。T1356は̥１の෴土上層から出土している。

ॴݟ　分෍状گからنଇੑは認められͣ，建物跡を૝ఆすることはできない。時期は，出土土器から後期後葉

とߟえられる。

番号 ௕ܘ ୹ܘ ਂさ 番号 ௕ܘ ୹ܘ ਂさ 番号 ௕ܘ ୹ܘ ਂさ

１ 36 32 15 ４ 45 36 21 ７ 22 20 16

２ 59 45 ７ ５ 49 44 12

３ 40 33 29 ̒ 38 32 15

第̕号ピット群ܭଌද

୯Ґɿᶲ

୯Ґɿᶲ
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第1��ਤ　第̕号ピット群・出土遺物࣮ଌਤ

P1

P2

P3

P4

P5 P6

P7

TP356

B4j9

番号 種別 器種 ଻　　　　土 ৭調 ম成 文　様　の　特　௃　な　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

T1356 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී௨ 条ઢˠ௜ઢˠ縄文3L  ̥１上層

第̕号ピット群出土遺物࡯؍ද（第107ਤ）

第1�号ϐοτ܈（第108ਤ）

Ґஔ　調査ᶘ̖۠の̗４I5・J5۠，標高10ｍの台地平ୱ部にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第１号道路に掘りࠐ·れている。

24ܘঢ়　ೆ北̒ｍ，東੢４ｍほどのൣғから，ピット̕か所が確認された。平面形は௕ܗ໛ͱن ～ 84ᶲの円

形·たはପ円形で，ਂさは29 ～ 102ᶲである。

遺෺ग़౔ঢ়７̥・２̥　گから縄文土器片15点が出土している。

ॴݟ　分෍状گからنଇੑは認められͣ，建物跡を૝ఆすることはできない。時期は，出土土器から後期後葉

とߟえられる。
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第1�8ਤ　第10号ピット群࣮ଌਤ

P6

P5

P7
P4 P1

P2

P9
P8

P3

B4i5

第11号ϐοτ܈（第109ਤ）

Ґஔ　調査ᶘ̖۠の̗４K5 ～̘４B5۠，標高11.1ｍの台地平ୱ部にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第１号道路に掘りࠐ·れている。

30ܘঢ়　ೆ北４ｍ，東੢４ｍほどのൣғから，ピット10か所が確認された。平面形は௕ܗ໛ͱن ～ 86ᶲの円

形あるいはପ円形で，ਂさは12 ～ 140ᶲである。

遺෺ग़౔ঢ়گ　෴土中から縄文土器片75点のほか，ࠞೖした陶器片１点が出土している。T1357・T1358は̥

８の෴土上層から出土している。

ॴݟ　分෍状گからنଇੑは認められͣ，建物跡を૝ఆすることはできない。時期は，出土土器から後期後葉

とߟえられる。

番号 ௕ܘ ୹ܘ ਂさ 番号 ௕ܘ ୹ܘ ਂさ 番号 ௕ܘ ୹ܘ ਂさ

１ 24 23 34 ４ 47 35 34 ７ 40 25 32

２ 35 33 53 ５ 30 26 29 ８ 51 30 49

３ 29 22 34 ̒ 84 53 102 ̕ 29 29 41

第10号ピット群ܭଌද

番号 種別 器種 ଻　　　　土 ৭調 ম成 文　様　の　特　௃　な　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

T1357 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
৭ཻ子ࠇ にͿいᒵ ී௨ ௜ઢˠ縄文3Lˠແ文部磨き ̥８上層

T1358 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ փ׊ ී௨ ௜ઢˠ縄文3Lˠແ文部磨き ̥８上層

第11号ピット群出土遺物࡯؍ද（第109ਤ）

୯Ґɿᶲ
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番号 ௕ܘ ୹ܘ ਂさ 番号 ௕ܘ ୹ܘ ਂさ 番号 ௕ܘ ୹ܘ ਂさ

１ 80 54 39 ５ 86 70 60 ̕ 66 61 140

２ 47 30 36 ̒ 82 75 52 10 46 ʦ40ʧ 44

３ 64 60 38 ７ 50 50 12

４ 81 70 62 ８ 30 21 90

第11号ピット群ܭଌද

第1��ਤ　第11号ピット群・出土遺物࣮ଌਤ

P7 P8

P6 P4

P3

P2

P1

P10 P9

P5
C4a5

TP357

TP358

第1�号ϐοτ܈（第110ਤ）

Ґஔ　調査ᶘ̗۠の̘４C0，̘５C1۠，標高11.3ｍの台地平ୱ部にҐஔしている。

42ܘঢ়　ೆ北３ｍ，東੢̒ｍほどのൣғから，ピット10か所が確認された。平面形は௕ܗ໛ͱن ～ 70ᶲの円

形あるいはପ円形で，ਂさは19 ～ 121ᶲである。

遺෺ग़౔ঢ়گ　෴土中から縄文土器片26点が出土している。T1359は̥７の෴土上層，T1360は̥３の෴土Լ

層，T1361は̥４の෴土中層から出土している。

ॴݟ　分෍状گからنଇੑは認められͣ，建物跡を૝ఆすることはできない。時期は，出土土器から後期後葉

とߟえられる。

番号 ௕ܘ ୹ܘ ਂさ 番号 ௕ܘ ୹ܘ ਂさ 番号 ௕ܘ ୹ܘ ਂさ

１ 54 42 38 ５ 52 50 117 ̕ ʦ58ʧ 50 49

２ 54 50 60 ̒ 42 42 20 10 30 30 19

３ 70 64 121 ７ 50 46 75

４ 46 42 84 ８ 36 ʦ30ʧ 30

第12号ピット群ܭଌද

୯Ґɿᶲ

୯Ґɿᶲ
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第11�ਤ　第12号ピット群・出土遺物࣮ଌਤ

P5
P6

P7

P4

P3

P2

P8

P9

P1

P10

C4b0

TP359

TP360

TP361

第13号ϐοτ܈（第111ਤ）

Ґஔ　調査ᶘ̗۠の̗４G0 ～̗５H1۠，標高11.2ｍの台地平ୱ部にҐஔしている。

26ܘঢ়　ೆ北3.5ｍ，東੢４ｍほどのൣғから，ピット̕か所が確認された。平面形は௕ܗ໛ͱن ～ 74ᶲの円

形·たはପ円形で，ਂさは13 ～ 39ᶲである。

遺෺ग़౔ঢ়گ　෴土中から縄文土器片128点が出土している。T1362・T1364は̥５の෴土上層，T1363は̥

̕の෴土中層から出土している。

ॴݟ　分෍状گからنଇੑは認められͣ，建物跡を૝ఆすることはできない。時期は，出土土器から後期前葉

から後葉とߟえられる。

番号 種別 器種 ଻　　　　土 ৭調 ম成 文　様　の　特　௃　な　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

T1359 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼ փ׊ ී௨ ௜ઢӈ傾ˠࠨ傾　ᰍ部にແ文ଳ ̥７上層

T1360 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・੺৭ཻ子 ᒵ ී௨ 条ઢˠඥઢష෇ ̥３Լ層

T1361 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・Ӣ฼ ׊ࠇ ී௨ ᰍ部φσˠࢗಥˠ条ઢ ̥４中層

第12号ピット群出土遺物࡯؍ද（第110ਤ）
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第111ਤ　第13号ピット群・出土遺物࣮ଌਤ

P1

P4

P10

P2

P3

P8
P7P5

P9

B5g1

TP362
TP363

TP364

番号 ௕ܘ ୹ܘ ਂさ 番号 ௕ܘ ୹ܘ ਂさ 番号 ௕ܘ ୹ܘ ਂさ

１ 50 40 26 ４ 26 20 13 ８ 40 30 19

２ 36 30 32 ５ 74 56 39 ̕ 68 36 36

３ 40 40 18 ７ 60 56 21 10 30 30 20

第13号ピット群ܭଌද

番号 種別 器種 ଻　　　　土 ৭調 ম成 文　様　の　特　௃　な　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

T1362 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子 ᒵ ී௨ 条ઢˠඥઢష෇ ̥５上層

T1363 縄文土器 ਂ鉢 石ӳ・Ӣ฼・੺৭ཻ子 ᒵ ී௨ 条ઢˠඥઢష෇ ̥̕中層

T1364 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子 にͿいԫᒵ ී௨ 縄文L3ˠ௜ઢ ̥５上層

第13号ピット群出土遺物࡯؍ද（第111ਤ）

番号 Ґஔ
ൣғ（ｍ）

ピット਺ ピット
平面形

໛（ᶲ）ن
主な出土遺物 උ　ߟ

ॏ複関܎（古ˠ新）ೆ北 東੢ ௕ܘ ୹ܘ ਂさ

２ ̖５J6 ～    
̗５F7 23.0 20.0 58 円・ପ円 18 ～ 52 16 ～ 32 ４～ 65 縄文土器，土師器，石器，ണ片

３ ̗５I3 ～
̗５J5 7.0 10.0 40 円・ପ円 043 ～ 122 036 ～ 104 024 ～ 120

縄文土器，土製品，石器，石製品，
石֩，ണ片，ম成೪土մ，ܰ石，
୸化種子（ΫψΪϱ）

4,85.86.88.89.95چ ～ 101.105.106.
108.109.111.112.114 ～ 116.124.127 ～
129.131 ～ 133.135.167.168.177 ～
179.197　本跡ˠ4%18　4,94

４ ̗５K2・K3 3.5 4.0 ５ 円・ପ円 38 ～ 80 32 ～ 52 17 ～ 40 縄文土器，石器

５ ̘３H9 ～    
̘４H1 5.0 6.0 12 円・ପ円 25 ～ 48 15 ～ 38 10 ～ 68 縄文土器，ണ片

̒ ̗４K1 ～    
̘４D1 10.0 4.0 24 円・ପ円 26 ～ 83 20 ～ 77 011 ～ 101 縄文土器 本跡ˠ4%24

７ ̗５H3 ～
̗５I6 7.0 11.0 13 円・ପ円 25 ～ 73 21 ～ 63 13 ～ 66 縄文土器，石器，石֩，ണ片

８ ̗５G2 ～
̗５H3 4.0 8.0 19 円・ପ円 25 ～ 82 22 ～ 74 13 ～ 94 縄文土器，土製品 4,190.192.195چ

̕ ̗４K8・K9 3.0 3.0 ７ 円・ପ円 22 ～ 59 20 ～ 45 ７～ 29 縄文土器 24*4چ

10 ̗４I5・J5 6.0 4.0 ̕ 円・ପ円 24 ～ 84 22 ～ 53 029 ～ 102 縄文土器 本跡ˠ4'１　27*4چ

11 ̗４K5 ～
̘４B5 4.0 4.0 10 円・ପ円 30 ～ 86 21 ～ 75 012 ～ 140 縄文土器，陶器 本跡ˠ4'１　28*4چ

12 ̘４C0・
̘５C1 3.0 6.0 10 円・ପ円 42 ～ 70 30 ～ 64 019 ～ 121 縄文土器 ３*4چ

13 ̗４G0 ～  
̗５H1 3.5 4.0 ̕ 円・ପ円 26 ～ 74 20 ～ 56 13 ～ 39 縄文土器 ̕*4چ

ද５　縄文時代ピット群一ཡද

୯Ґɿᶲ
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　ᾋ　遺物包含層

第̍号遺෺แؚ૚（第112 ～ 127ਤ）

֬ೝঢ়گ　調査ᶘ̗۠の̗５H2۠からᶘ̘۠の̗̒F1۠，標高9.3 ～ 11.2ｍの斜面部に，縄文時代晩期の土器

片を多量に含む׊ࠇ৭土のଯ積が確認できた。地形的にはᶘ̗۠東ଆからᶘ̘۠北ଆに向かって緩やかに傾斜

して͓り，ᶘ̘۠東ଆの̗５B8۠から̗̒G4۠はඍ高地状にएׯ高くなっている。遺物を包含する׊ࠇ৭土は，

ᶘ̗۠の台地縁辺部からこのඍ高地をऔり巻くΑうにଯ積して͓り，遺物を包含しているൣғはݱ道路部分を

。んで東੢36ｍで，ೆ北は北ଆが調査۠Ҭ֎にԆͼているため50ｍ·でしか確認できなかったڬ

調査ͷํ๏　遺物の出土状گを確認しながら小調査۠ຖに掘りԼ͛を行った。そのうͪ，特に遺物の出土が多

かった̗５H3۠から̗５I0۠，ٴͼ̗５E3۠から̗̒G1۠にか͚ては，小調査۠をߋに４۠分し２ｍʷ２ｍの

小۠を設ఆした。遺物は土器の׬形品に近い΋のや大形のഁ片，土製品，石器，石製品にͭいては࠲標と高さ

をܭଌし，それҎ֎にͭいてはਂさ10ᶲຖに೚ҙの層Ґでऔり上͛た。

ॏෳঢ়گ　遺物包含層は，確認できたす΂ての遺構をඃって͓り，遺物包含層を掘りࠐんͩ遺構は認められな

い。·た遺物包含層中から΋遺構は認められていない。遺物包含層のԼからは，ᶘ̗۠の斜面ࡍで第29号住居

跡や第165・166・185・200号土坑，第７・８号ピット群などが確認されているが，東ଆに斜面をԼるほど遺構

のີ度は低くなる。·たᶘ̘۠では北ଆの斜面にか͚て第２号ピット群がଘ在しているのΈで，住居跡はなく，

土坑਺基が確認されているのΈである。

෴౔　遺物包含層がଘ在する地点では，確認面からϩーϜ面·で７層に分層できる。このうͪ縄文時代の遺物

が出土するのは第２層から第７層であるが，特に第２層の׊ࠇ৭土と第３層の҉׊৭土が，޿いൣғで縄文時

代晩期の遺物を多量に包含する層である。層ްは10 ～ 50ᶲで，斜面Լଆにްくଯ積している。第４層はᶘ̗

۠の遺構をඃう土で，縄文時代後期から晩期中葉の遺物を含んでいる。第̒・７層は，ᶘ̗۠斜面ࡍの不自વ

なஈࠩ部分にଯ積している҉׊৭土で，ϩーϜϒϩッΫを多く含Έ，ম土ཻ子・୸化ཻ子΋ඍ量に含んでいる

ことから，このஈࠩ部分は埋め໭されたՄೳੑがある。

遺෺ग़౔ঢ়گ　縄文土器片23,216点，土製品48点（土版16，土偶11，耳飾り８，ਨ飾品１，動物形土製品１，

形土製品１，土錘１，土器片円盤７，不明２），石器124点（石鏃５，打製石斧̒，磨製石斧７，石皿19，磨࡬

石71，Ꮟ石３，石錘３，Ԝ石２，砥石８），石製品16点（ਨ飾品４，石剣・石棒11，ಠގ石１），石֩64点（チ

ϟート61，༵ࠇ石３），ണ片263点（チϟート228，༵ࠇ石24，྘ట片７ؠ，石ӳ２，҆２ؠࢁ），ম成೪土մ15

点，ܰ石28点，୸化種子３点（ΫψΪϱ２，オニΫϧミ１）が出土している。ࠓճ，遺物包含層の出土遺物と

して報告した΋のは第２・３層中から出土した΋ので，時期別に調査۠ຖの出土土器の点਺をࣔすと，第114

ਤのΑうになる。

ॴݟ　第114ਤから土器の平面分෍をಡΈऔると，出土量が多いのはᶘ̗۠の57・58・66・70・73・74・77・

79・89・93۠などで，特に第３・７・８号ピット群प辺のᶘ̗۠の台地縁辺部から斜面部にか͚て多い。

　土器を時期別でΈると，後期が２ˋ，晩期前葉期が12ˋ，晩期中葉期が86ˋで，౰包含層の出土土器は晩期

中葉期，なかで΋҆行３̲式期が主ମとなっている。土器はൺֱ的大形のഁ片が多く，ຎ໓の度合い΋গない

こと，·た遺物包含層中に遺構のଘ在が確認できなかったことなどから，晩期中葉期にはこの斜面部がഇغ৔

的なۭ間であったՄೳੑがߟえられる。出土量の多い晩期中葉期の土器をܥ౷別のൺ཰でΈると，҆行式ܥが

౔૚ղઆ
土࡞ߞ　৭　׊　҉　１
৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ཻ子中量，୸化ཻ子ඍ量　׊　ࠇ　２
৭　ϩーϜཻ子多量，୸化ཻ子ඍ量　׊　҉　３
৭　ϩーϜཻ子中量，୸化ཻ子গ量，ম土ཻ子ඍ量　׊　҉　４

৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ཻ子中量，୸化ཻ子ඍ量　׊　҉　５
ۃ　̒ ҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子多量，୸化ཻ子中量，ম土ཻ子গ量
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量　　　׊　７
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44ˋ，大ಎ式ܥが３ˋ，前Ӝ式ܥが３ˋ，ແ文ૈ製ܥが50ˋで，౰地Ҭの晩期中葉期の土器様相は҆行式ܥと

在地ܥのແ文ૈ製土器を主ମとし，٬ମ的に大ಎ式や前Ӝ式を伴っている。

　後期から晩期前葉期の土器の平面分෍をΈると（第114ਤ），出土量ຖの分෍状گは晩期中葉期の状گと大き

くはมΘらないが，Αり台地縁辺部にか͚て多い。台地上に後期後半の遺構群がଘ在することからすれ͹，こ

の時期の遺物をΑり多く包含していることが༧ଌされるが，࣮ ，えるとߟにはগ量にとど·っていることからࡍ

晩期中葉期Ҏ前に斜面部を࡟平するなどの人ҝ的଄࡞が行Θれたこと΋ਪଌできる。ྫえ͹̗５J8۠の斜面ࡍ

の不自વなஈࠩは෴土のଯ積状گから埋め໭された΋のとΈられ，人ҝ的な掘りࠐΈのՄೳੑがある。

第11�ਤ　第１号遺物包含層࣮ଌਤᾇ
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第113ਤ　第１号遺物包含層࣮ଌਤᾈ
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第114ਤ　第１号遺物包含層出土遺物分෍ਤ

1～99点

100～299点

300～499点

500～699点

700～999点

1000点～

地区別土器出土量分布図（総量）

地区別土器出土量分布図（後期～晩期前葉）

1～49点

50～99点

100～149点

150～199点

200点～

点数

区名

点数

区名

1

2

3

4

6

5

7

8
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9

11

12

109

14

13
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16
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23

22

24

25

26

81

28
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4
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4
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1
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第11�ਤ　第１号遺物包含層出土遺物࣮ଌਤᾇ

70
71

72

73

74 76

75

79

80

78

8281

77
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第116ਤ　第１号遺物包含層出土遺物࣮ଌਤᾈ

85

84

83

86

87

TP367

TP365

TP366
88
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第11�ਤ　第１号遺物包含層出土遺物࣮ଌਤᾉ

TP369

TP372
TP373 TP374

TP370

TP371

TP376TP375

TP379

TP377

TP380

TP383

TP387

TP382

TP386

TP381

TP385TP384

TP378

TP368
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第118ਤ　第１号遺物包含層出土遺物࣮ଌਤᾊ

TP389
TP390TP388

TP393
TP394

TP392

TP396

TP397

TP395

TP399
TP400

TP407

TP406TP405

TP404

TP403
TP402

TP401

TP398

TP391
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第11�ਤ　第１号遺物包含層出土遺物࣮ଌਤᾋ

TP409

TP410

TP413
TP412

TP414

TP417

TP418

TP416

TP421
TP422

TP425TP424

TP420TP419

TP411

TP415

TP408

TP423

TP426 TP427

TP428
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第1��ਤ　第１号遺物包含層出土遺物࣮ଌਤᾌ

TP430

TP431

TP434

TP432

TP436TP435

TP440
TP441

TP442

TP439

TP438

TP433

TP437

TP429

TP443 TP444



150

第1�1ਤ　第１号遺物包含層出土遺物࣮ଌਤᾍ

TP445
TP447 TP448TP446

TP449

TP451

TP452
TP450

TP454

TP455

TP453

TP459

TP457

TP458

TP456
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第1��ਤ　第１号遺物包含層出土遺物࣮ଌਤᾎ

TP460 TP461

TP463TP462

TP464

DP42 DP41

DP44

DP43
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第1�3ਤ　第１号遺物包含層出土遺物࣮ଌਤᾏ

DP45

DP48

DP51

DP52

DP53

DP55DP54

DP57

DP46

DP49 DP50

DP47
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第1�4ਤ　第１号遺物包含層出土遺物࣮ଌਤᾐ

DP59

DP60
DP56

DP58

DP62

DP63

DP61

DP64 DP65

DP66
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第1��ਤ　第１号遺物包含層出土遺物࣮ଌਤᾑ

DP67 DP68 DP69

Q71

Q72
Q73

Q75

Q74

Q76

Q79
Q77

Q81
Q80

Q78
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第1�6ਤ　第１号遺物包含層出土遺物࣮ଌਤᾒ

Q82

Q83
Q84

Q87

Q88Q86Q85

Q89

Q90
Q91 Q92

Q98
Q97

Q96

Q95

Q94

Q93
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第1��ਤ　第１号遺物包含層出土遺物࣮ଌਤᾓ

Q99 Q100
Q101 Q102

Q107
Q106

Q105
Q104

Q103

番号 種別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　　土 ৭調 ম成 文 様 の 特 ௃ な ど 出土Ґஔ උ　ߟ

70 縄文土器 ਂ鉢 ʦ14.5ʧ（11.9） － ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子 にͿい੺׊ ී௨ ௜ઢˠࢗಥॆరˠແ文部磨き ᶘ̘۠ 30ˋ　1L20

71 縄文土器 鉢 ʦ23.4ʧ（8.5） － ௕石・੺৭ཻ子 にͿい੺׊ ޷ྑ ௜ઢˠແઅＬ縄文ˠ磨き　内面磨き 77۠ 30ˋ

72 縄文土器 ਂ鉢 ʦ18.0ʧ（19.2） － ௕石・石ӳ にͿいᒵ ී௨ ֎面φσˠ௜ઢ文ˠ磨き　内面φσ 78۠ 30ˋ

73 縄文土器 ਂ鉢 － （10.3） 7.1 ௕石・石ӳ・
੺৭ཻ子 にͿいԫᒵ ී௨ ௜ઢˠ縄文3Lˠແ文部磨き　ఈ部磨き 77۠ 40ˋ

74 縄文土器 鉢 － （9.8） － ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子 にͿいᒵ ޷ྑ ֎面ମ部磨き　内面磨き 71・77۠ 40ˋ

75 縄文土器 ઙ鉢 20.1 7.6 － ௕石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいԫ׊ ޷ྑ ֎面௜ઢˠ磨き　内面磨き
ิम޸ະ؏௨ 57۠ 100ˋ　1L21

76 縄文土器 台෇鉢 － （11.8） － ௕石・੺৭ཻ子 にͿいԫᒵ ී௨ ຎ໓ݦ著 77۠ 40ˋ

77 縄文土器 台෇鉢 － （4.6） － ௕石・石ӳ・
੺৭ཻ子 ԫᒵ ී௨ ຎ໓ݦ著 89۠ 30ˋ

78 縄文土器 台෇鉢 － （5.0）ʦ10.4ʧ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子 にͿいԫᒵ ී௨ ຎ໓ݦ著 49۠ 30ˋ

79 縄文土器 ઙ鉢 ʦ14.8ʧ 4.3 ʦ5.8ʧ ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
小᛽ փԫ׊ ී௨ 内・֎面磨き 23۠ 30ˋ

80 縄文土器 ઙ鉢 14.3 4.8 5.6 ௕石・石ӳ・੺৭ཻ子・
৭ཻ子ࠇ にͿいԫᒵ ී௨ ֎面・ఈ部࡟り　内面φσ ᶘ̘۠ 90ˋ　1L20

81 縄文土器 ઙ鉢 ʦ11.8ʧ 5.0 ʦ3.6ʧ ௕石・石ӳ にͿいᒵ ී௨ ֎面௜ઢˠ磨き　内面φσˠૈい磨き
৶部に௜ઢ文ޱ 59۠ 50ˋ

82 縄文土器 壺 － （7.1） ʦ7.4ʧ ௕石・石ӳ・
੺৭ཻ子 にͿいԫᒵ ී௨ ֎面磨き 77۠ 40ˋ

83 縄文土器 ਂ鉢 ʦ32.2ʧ 47.0 8.8 ௕石・石ӳ・
੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී௨ 内・֎面φσ 77۠ 30ˋ

84 縄文土器 ਂ鉢 ʦ19.4ʧ（15.9） － ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子 明੺׊ ී௨ ֎面φσˠૈい磨き ᶘ̘۠ 70ˋ

85 縄文土器 ਂ鉢 19.8 18.8 6.7 ௕石・石ӳ・Ӣ฼ ᒵ ී௨ ֎面ޱ縁部ࢦ಄φσ　ମ部ૈいφσ ᶘ̘۠ 70ˋ　1L19

86 縄文土器 ਂ鉢 ʦ22.8ʧ（9.7） － ௕石・石ӳ・
੺৭ཻ子 にͿいԫᒵ ී௨ ֎面ޱᰍ部φσ　ମ部࡟り　内面φσ

৶部௜ઢˠΩβミޱ 85۠ 30ˋ

87 縄文土器 台෇鉢 － （2.5） － ௕石・石ӳ・
੺৭ཻ子 にͿいԫᒵ ී௨ ֎面௜ઢˠφσ 18۠ 30ˋ

88 縄文土器 ミニチュア － （3.6） 3.5 ௕石・石ӳ・Ӣ฼ ᒵ ී௨ ֎面φσ　玉๊ࠥࡾ文のಁかし޸ ７۠ 50ˋ　1L20

第１号遺物包含層出土遺物࡯؍ද（第115 ～ 127ਤ）

番号 種別 器種 ଻　　　　土 ৭調 ম成 文　様　の　特　௃　な　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

T1365 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ にͿい׊ ී௨ 内・֎面ޱᰍ部φσ　ମ部࡟り　ޱ৶部௜ઢˠΩβミ
86とಉ一ϱ 85۠

T1366 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී௨ 内・֎面ޱᰍ部φσ　ମ部࡟り　ޱ৶部௜ઢˠΩβミ
86とಉ一ϱ 83۠

T1367 縄文土器 ஫ޱ ௕石・石ӳ・੺৭ཻ子 にͿいԫᒵ ී௨ ֎面ମ部࡟り　ີࡉ௜ઢ文ॆర ᶘ̘۠

T1368 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・੺৭ཻ子 にͿいԫᒵ ී௨ ௜ઢˠແઅＬˠແ文部磨き 70۠

T1369 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී௨ ֎面௜ઢˠແઅＬˠແ文部磨き　内面ૈい磨き 73۠

T1370 縄文土器 鉢 ௕石・石ӳ 明ԫ׊ ී௨ ֎面௜ઢˠແઅＬˠແ文部磨き 89۠

T1371 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ޷ྑ ֎面௜ઢˠ縄文L3ˠແ文部磨き 70۠

T1372 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・Ӣ฼・੺৭ཻ子 明׊ ී௨ ֎面௜ઢˠ縄文L3ˠແ文部磨き ᶘ̘۠
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番号 種別 器種 ଻　　　　土 ৭調 ম成 文　様　の　特　௃　な　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

T1373 縄文土器 鉢 ௕石・石ӳ փԫ׊ ී௨ ֎面௜ઢˠແઅＬˠແ文部磨き 77۠

T1374 縄文土器 鉢 ௕石・石ӳ・੺৭ཻ子 にͿい੺׊ ී௨ ֎面௜ઢˠແઅＬˠແ文部磨き 85۠

T1375 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
৭ཻ子ࠇ にͿいᒵ ޷ྑ ֎面௜ઢˠ縄文L3ˠແ文部磨き 78۠

T1376 縄文土器 鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ޷ྑ ֎面௜ઢˠ縄文3Lˠແ文部磨き　内面磨き　 83۠

T1377 縄文土器 鉢 ௕石・石ӳ・੺৭ཻ子 にͿいԫ׊ ී௨ ֎面௜ઢˠ縄文L3ˠແ文部磨き 65۠

T1378 縄文土器 ઙ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼ 明੺׊ ޷ྑ ֎面௜ઢˠແઅＬˠແ文部磨き　内面磨き 77۠

T1379 縄文土器 ઙ鉢 ௕石・石ӳ・ࠇ৭ཻ子 にͿいԫᒵ ී௨ ֎面௜ઢˠແઅＬˠແ文部磨き　ޱ৶部ހઢ文 65۠

T1380 縄文土器 ઙ鉢 ௕石・Ӣ฼・ࠇ৭ཻ子 ᒵ ී௨ ֎面௜ઢˠແઅＬˠແ文部磨き　ޱ৶部ހઢ文
T1379とಉ一ϱ 73۠

T1381 縄文土器 壺 ௕石・石ӳ փԫ׊ ී௨ ֎面௜ઢˠ縄文L3ˠແ文部磨き 49۠

T1382 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼ 明׊ ޷ྑ ֎面௜ઢˠ縄文L3ˠແ文部磨き ᶘ̘۠

T1383 縄文土器 台෇鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී௨ ֎面௜ઢˠ縄文L3　ಁかし޸ 77۠

T1384 縄文土器 台෇鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼ ઙԫᒵ ී௨ ֎面௜ઢˠ縄文L3ˠແ文部磨き　内面ૈいφσ 83۠

T1385 縄文土器 台෇鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
৭ཻ子ࠇ にͿいԫ׊ ී௨ ֎面ແ文部φσ　ຎ໓ݦ著 89۠

T1386 縄文土器 台෇鉢 ௕石・Ӣ฼・੺৭ཻ子 にͿい׊ ී௨ ֎面௜ઢˠ磨き 93۠

T1387 縄文土器 台෇鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼ ᒵ ී௨ ֎面φσˠ௜ઢ 31۠

T1388 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼ ׊ࠇ ී௨ ֎面コϒష෇ˠ௜ઢˠ磨き 97۠

T1389 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼ 明׊ ී௨ ֎面௜ઢˠૈい磨き　内面φσ 77۠

T1390 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼ ׊ ී௨ ֎面௜ઢˠૈい磨き　内面φσ　T1389とಉ一ϱ 73۠

T1391 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子 にͿいԫ׊ ී௨ 内・֎面φσ　 ３۠

T1392 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී௨ ֎面ོଳష෇ˠ௜ઢˠີࡉ௜ઢ文ॆర　内面磨き 79۠

T1393 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී௨ 内・֎面磨き　 22۠

T1394 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子 明׊ ී௨ ֎面௜ઢˠૈい磨き 77۠

T1395 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子 にͿいԫᒵ ී௨ ֎面࡟りˠ௜ઢˠૈいφσ　内面φσ 73۠

T1396 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී௨ ֎面φσˠ௜ઢ 57۠

T1397 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいᒵ ී௨ ֎面௜ઢˠີࡉ௜ઢ文ॆరˠ磨き　内面φσ 97۠

T1398 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ փԫ׊ ී௨ ֎面௜ઢˠ磨き　内面ޱ縁部磨き　ମ部φσ 73۠

T1399 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ にͿいᒵ ී௨ ֎面௜ઢˠૈい磨き 93۠

T1400 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ にͿいᒵ ී௨ ֎面௜ઢˠૈい磨き　T1399とಉ一 93۠

T1401 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ にͿいԫ׊ ී௨ ຎ໓ݦ著 89۠

T1402 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ にͿい੺׊ ී௨ ֎面௜ઢˠ磨き　内面ૈい磨き 89۠

T1403 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼ 明׊ ී௨ 内・֎面φσ　 77۠

T1404 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී௨ ֎面࿮状௜ઢ文ˠີࡉ௜ઢ文ॆరˠφσ 58۠

T1405 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・੺৭ཻ子 にͿい׊ ී௨ ֎面௜ઢˠ縄文L3ˠແ文部磨き 65۠

T1406 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいᒵ ී௨ ֎面௜ઢˠૈい磨き 77۠

T1407 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ޷ྑ ֎面௜ઢˠ磨き　ମ部Լ半φσ 83۠

T1408 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ ᒵ ී௨ 内面ޱ縁部に೪土ଳష෇ 46۠

T1409 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼ փԫ׊ ී௨ ֎面௜ઢˠૈい磨き　内面φσ 18۠

T1410 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・Ӣ฼・小᛽ にͿいԫ׊ ී௨ ֎面௜ઢˠࢗಥ文ॆరˠ磨き 73۠

T1411 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී௨ ֎面࡟りˠ௜ઢ文ˠφσ 73۠

T1412 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいԫ׊ ී௨ ֎面φσˠ௜ઢ・ࢗಥ文　内面磨き 25۠

T1413 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
਑状物質 փԫ׊ ޷ྑ ֎面φσˠࠥࡾ状ೖ૊文 77۠

T1414 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子 ᒵ ී௨ ֎面௜ઢ文・ࢗಥ文ˠૈい磨き　 77۠

T1415 縄文土器 鉢 ௕石・石ӳ・੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී௨ ֎面௜ઢˠૈいφσ　内面ޱ縁部磨き　ମ部φσ 73۠

T1416 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
৭ཻ子ࠇ ᒵ ޷ྑ ֎面௜ઢˠ磨き　内面φσ 93۠

T1417 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී௨ 内・֎面φσ　ޱ৶部にԜઢࢪ文 28۠

T1418 縄文土器 鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼ にͿい׊ ී௨ ֎面௜ઢ・ࢗಥ文ˠ磨き　内面ૈい磨き 93۠

T1419 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・੺৭ཻ子 にͿい੺׊ ී௨ ֎面௜ઢˠ磨き 77۠
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番号 種別 器種 ଻　　　　土 ৭調 ম成 文　様　の　特　௃　な　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

T1420 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子 にͿい׊ ී௨ ֎面φσˠ௜ઢ　内面φσ 77۠

T1421 縄文土器 鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී௨ ֎面௜ઢˠແઅＬˠແ文部磨き　　 83۠

T1422 縄文土器 ઙ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいᒵ ී௨ ֎面௜ઢˠີࡉ௜ઢ文ॆర 77۠

T1423 縄文土器 ઙ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ޷ྑ ֎面φσ　内面磨き 16۠

T1424 縄文土器 ઙ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいԫ׊ ී௨ 内・֎面磨き　ޱ৶部Ωβミ 84۠

T1425 縄文土器 鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子 ᒵ ී௨ ֎面௜ઢˠ磨き　内面磨き 81۠

T1426 縄文土器 ઙ鉢 ௕石・石ӳ にͿいԫᒵ ޷ྑ ֎面௜ઢˠ磨き 89۠

T1427 縄文土器 ઙ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子 ᒵ ී௨ ֎面௜ઢˠີࡉ௜ઢ文ॆరˠແ文部磨き 41۠

T1428 縄文土器 ઙ鉢 ௕石・Ӣ฼・੺৭ཻ子 ᒵ ී௨ ֎面௜ઢ・ࢗಥ文ˠૈい磨き　内面φσ 93۠

T1429 縄文土器 鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼ փԫ׊ ී௨ ֎面௜ઢˠ縄文L3ˠແ文部磨き 77۠

T1430 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・Ӣ฼ にͿい׊ ී௨ ֎面௜ઢˠ磨き　ޱ৶部Ωβミ 73۠

T1431 縄文土器 鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼・小᛽ ׊ ී௨ ֎面௜ઢˠ縄文L3ˠແ文部磨き　ޱ৶部に௜ઢ文 41・44۠

T1432 縄文土器 鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼ ઙԫᒵ ී௨ ֎面௜ઢˠ縄文L3ˠແ文部磨き　ޱ৶部にހઢ文
内面磨き・ઙい௜ઢ文 93۠

T1433 縄文土器 鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子 にͿいԫ׊ ී௨ ֎面௜ઢˠ縄文L3ˠແ文部磨き 59۠

T1434 縄文土器 鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいᒵ ී௨ ֎面௜ઢˠ縄文3Lˠແ文部磨き　ޱ縁部に̖ಥى
ઢ文ހ৶部にޱ 25۠

T1435 縄文土器 壺 ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子 明੺׊ ී௨ ֎面磨き　内面ޱ縁部௜ઢࢪ文 31۠

T1436 縄文土器 壺 ௕石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී௨ ֎面௜ઢˠ縄文L3ˠແ文部磨き 58۠

T1437 縄文土器 鉢 ௕石・石ӳ・੺৭ཻ子 明׊ ී௨ ֎面௜ઢˠແઅＬˠແ文部磨き 59۠

T1438 縄文土器 鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子 にͿい׊ ޷ྑ 内・֎面磨き ޱ৶部に௜ઢ文 74۠

T1439 縄文土器 ਂ鉢 石ӳ・Ӣ฼・੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී௨ ֎面௜ઢˠφσ　 63۠

T1440 縄文土器 壺 ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子 ੺׊ ී௨ ֎面φσˠ௜ઢ 49۠

T1441 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ ׊҉ ී௨ ֎面φσˠ௜ઢˠૈい磨き　 69۠

T1442 縄文土器 ઙ鉢 ௕石・石ӳ にͿいᒵ ී௨ ֎面௜ઢˠີࡉ௜ઢ文ॆరˠແ文部磨き 65۠

T1443 縄文土器 ઙ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ޷ྑ ֎面௜ઢˠ磨き　内面磨き・ഗ෇ண 15۠

T1444 縄文土器 ઙ鉢 ௕石・石ӳ・小᛽ փԫ׊ ී௨ ֎面௜ઢˠ磨き　ࠥࡾ部ፘりࠐΈ状 58۠

T1445 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ にͿい੺׊ ී௨ ֎面௜ઢˠີࡉ௜ઢ文ॆర　内面ૈい磨き 66۠

T1446 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼・小᛽ 明׊ ී௨ ֎面条ઢˠޱ縁部ོଳష෇ˠހઢ文 78۠

T1447 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・Ӣ฼・੺৭ཻ子 ׊ ී௨ ֎面௜ઢ・ོ ଳష෇ˠ縄文L3ˠແ文部磨き　 73۠

T1448 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී௨ ֎面௜ઢˠࢗಥ文ॆరˠφσ 77۠

T1449 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
৭ཻ子ࠇ にͿい׊ ී௨ ֎面φσˠ条ઢ　内面φσ 51۠

T1450 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・੺৭ཻ子 にͿいԫᒵ ී௨ ֎面φσˠ条ઢ　内面φσ ᶘ̘۠

T1451 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී௨ ֎面௜ઢˠφσ　内面φσ　ޱ৶部Ωβミを伴うಥى 93۠

T1452 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子 にͿい੺׊ ී௨ ֎面௜ઢˠ縄文L3 68۠

T1453 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ ᒵ ී௨ ֎面࡟り　内面φσ　ޱ縁部にྠ積Έࠟ 74۠

T1454 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいᒵ ޷ྑ ֎面ޱ縁部೪土ྠ積Έࠟ　ॎҐのφσ　内面φσ 12۠

T1455 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ にͿいԫᒵ ޷ྑ ֎面ॎҐのૈいφσ　ޱ৶部Ωβミ 18۠

T1456 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ にͿいԫᒵ ී௨ ֎面࡟りˠૈいφσ 57۠

T1457 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී௨ ֎面࡟りˠૈいφσ 59۠

T1458 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・小᛽ にͿい׊ ී௨ ֎面ޱ縁部೪土ଳష෇　ᰍ部条ઢ 53۠

T1459 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ ҉փ ී௨ ֎面໢目状೨ࢳ文 77۠

T1460 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子・ࠇ৭ཻ子 にͿいᒵ ී௨ ֎面ޱ縁部ԣφσ　ମ部ॎҐφσ　 58۠

T1461 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・੺৭ཻ子・
小᛽ にͿいᒵ ී௨ ֎面ޱ縁部ԣφσ　ମ部ॎҐφσ　ޱ縁部ྠ積Έࠟ　 57۠

T1462 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී௨ 内・֎面φσ 77۠

T1463 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ޷ྑ 内・֎面φσ　ྠ積Έࠟ明ྎ ۠̕

T1464 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී௨ ֎面ޱ縁部ࢦ಄φσ　ମ部ॎҐφσ ᶘ̘۠
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番号 器種 ௕さ ෯ ްさ ॏ量 ଻土・৭調 特　　௃　　な　　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

%141 土版 09.8 07.7 2.9 （159.0）明ԫ׊　௕石・
੺৭ཻ子 人面දݱ　௜ઢˠφσ　上୺部に௜ઢ文 ・̒15۠ 1L23

%142 土版 （12.1） 0（8.9） 3.0 （305.0）にͿいԫᒵ　௕石・
石ӳ・Ӣ฼・੺৭ཻ子 人ମදݱ　ོଳ࿬に௜ઢ・円形ࢗಥ ᶘ̘۠ 1L24

%143 土版 12.8 013.2 2.6 （260.0）にͿい׊　௕石・
石ӳ・੺৭ཻ子 人ମදݱϱ　௜ઢˠ磨き　 22・79・87۠ 1L23

%144 土版 0（7.2） 05.5 2.2 （71.1） にͿい׊　௕石・
石ӳ・Ӣ฼ ௜ઢˠ磨き ・̕14۠ 1L24

%145 土版 0（7.5） 0（5.1）（2.4） （58.3） 明׊　௕石・
石ӳ・੺৭ཻ子 ௜ઢˠφσ　ຎ໓ ᶘ̘۠ 1L24

%146 土版 0（9.4） 0（6.5）（2.1） （94.2） ᒵ　௕石・石ӳ・
Ӣ฼・੺৭ཻ子 ଆ面に௜ઢ　ຎ໓ݦ著 73۠ 1L24

%147 土版 0（5.6） 0（5.2） 2.5 （67.2） にͿいԫᒵ　௕石・
Ӣ฼・੺৭ཻ子 ௜ઢˠφσ 93۠ 1L24

%148 土版 0（6.1） 0（3.9） 1.9 （44.6） にͿいԫᒵ
௕石・石ӳ・Ӣ฼ ௜ઢˠ磨き ７۠

%149 土版 0（4.0） 0（6.1） 1.8 （49.4） 明׊　௕石・
石ӳ・੺৭ཻ子 ௜ઢˠ磨き　ଆ面にԜઢ 71۠ 1L24

%150 土版 0（6.6） 0（5.3） 3.1 （88.1） ᒵ　௕石・石ӳ・
੺৭ཻ子・ࠇ৭ཻ子 人ମදݱϱ　௜ઢˠ磨き　 11۠ 1L24

%151 土版 0（5.6） 0（3.6） 1.5 （32.3） にͿい׊　௕石・
石ӳ・੺৭ཻ子 ௜ઢˠφσ 57۠

%152 土偶 0（5.8） 0（7.1）（3.3） （95.1） にͿい׊　௕石・
石ӳ・੺৭ཻ子 ࿹部　中ۭ　௜ઢˠ磨き 40۠ 1L23

%153 土偶 0（3.6） 0（3.1） 2.2 （21.2） にͿいԫᒵ
௕石・石ӳ ࿹部　ࢗಥ文　φσ੔形 49۠

%154 土偶 0（5.7） 0（5.0）（3.3） （71.0） 明׊　௕石・
Ӣ฼・੺৭ཻ子 ࿹部　中࣮　௜ઢˠ磨き 16۠ 1L23

%155 土偶 0（5.1） 0（2.9）（4.5） （36.4） にͿいԫᒵ
௕石・石ӳ 　部　௜ઢˠφσ٭ 63۠

%156 土偶 0（7.5） 0（5.3） 2.9 （103.7）にͿいᒵ　௕石・
石ӳ・Ӣ฼・੺৭ཻ子 ମ部　௜ઢˠ磨き 11۠ 1L24

%157 土偶 0（5.4） 07.9 4.9 （96.7） にͿいԫᒵ
௕石・石ӳ ମ～٭部　φσˠ௜ઢˠૈい磨き 17۠ 1L23

%158 土偶 0（6.9） 0（5.4）（3.2） （99.7） にͿい׊　௕石・
Ӣ฼・੺৭ཻ子 部　௜ઢˠ磨き٭ ᶘ̗۠ 1L23

%159 形土製品࡬ 0（4.4） 0（3.6）（2.0） （22.0） にͿいԫ׊
௕石・石ӳ・Ӣ฼ φσ੔形 73۠

%160 土錘 05.5 03.5 1.5 35.5 明੺׊　௕石・
石ӳ φσˠ༗溝　ඃ೤ 18۠ 1L22

%161 ਨ飾品 02.8 01.0 0.9 2.4 փԫ׊　௕石・
Ӣ฼ ֎面磨き　0.3ܘ޸ᶲ 62۠

%162 動物形
土製品 0（6.1） 0（3.3）（3.2） （40.4） ᒵ　௕石・石ӳ・

Ӣ฼・੺৭ཻ子 イノシシϱ　φσ੔形 43۠ 1L23

%163 耳飾り 0ʦ8.0ʧ － （2.2） （7.3） にͿいԫᒵ
௕石・石ӳ ࿙ే状　ಁかしூり　 71۠ 1L22

%164 耳飾り 04.7 － 1.8 （17.2） ᒵ　௕石・Ӣ฼ ଆ面ࢦ಄φσ 73۠ 1L22

%165 耳飾り 0ʦ6.0ʧ － 2.2 （5.2） ௕石・石ӳ　׊ࠇ 内・֎面磨き ᶘ̘۠

%166 耳飾り 0ʦ8.0ʧ － 1.9 （12.5） にͿい੺׊
௕石・石ӳ 上面磨き　ଆ面φσ 65۠

%167 耳飾り 0ʦ6.0ʧ － 2.2 （10.4） にͿいԫᒵ　௕石 ௜ઢˠݚ磨 63۠

%168 耳飾り 0ʦ7.4ʧ － 1.8 （10.3） にͿいԫᒵ
௕石・Ӣ฼ ௜ઢˠૈい磨き 66۠

%169 耳飾り 0ʦ5.4ʧ － 1.9 0（5.4） փԫ׊　௕石・
石ӳ 上面・ଆ面ݚ磨 48۠

番号 器種 ௕さ ෯ ްさ ॏ量 質　　　ࡐ 特　　௃　　な　　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

̦71 打製石斧 07.7 7.0 2.6 179.8 ϗϧンフΣϧε 上Լ୺࢖༻ࠟϱ ᶘ̘۠ 1L26

̦72 磨製石斧 0（5.4） 4.3 （3.7） （77.0） ؠ࠭ ఆ֯式　ઌ୺部にᏏ打ࠟ 65۠

̦73 磨製石斧 0（3.8） 3.2 2.6 （43.0） Ֆቋؠ ఆ֯式　ઌ୺部にᏏ打ࠟ 26۠

̦74 磨製石斧 15.9 5.9 3.5 （492.0） ྘৭ڽփؠ ఆ֯式　ਕ部にᏏ打ࠟ　Ꮟ石として࠶ར༻ϱ 49۠ 1L27

̦75 磨製石斧 （10.3） （3.6） （3.6）（212.0） ྘৭ڽփؠ ఆ֯式　ඃ೤ 23۠

̦76 磨製石斧 0（4.5） （5.2） 3.1 （90.3） Ֆቋؠ ఆ֯式　ਕ部にണ཭ࠟ　ඃ೤ ۠̕

̦77 磨製石斧 0（5.9） （4.5） （2.0） （49.0） ྘৭ڽփؠ ఆ֯式 22۠

̦78 磨製石斧 0（2.1） （1.4） （0.5） （2.0） ऄ໲ؠ 小形品　ݚ磨੔形　ਕ部にඍࡉണ཭ࠟ ᶘ̘۠ 1L27

̦79 ಠގ石 0（9.1） 6.2 4.7 （274.0） ؠࢁ҆ ਕ部Ꮟ打ࠟ　࢖༻ࠟϱ ᶘ̘۠ 1L26

̦80 磨石 ؠࢁ҆ 341.0 3.6 7.4 09.0 上Լ୺にᏏ打ࠟ 66۠

̦81 磨石 ؠࢁ҆ 282.0 4.1 5.9 07.0 ਖ਼・ཪ面にᏏ打ࠟ　ඃ೤ 70۠

̦82 石皿 （12.0） （8.6） 5.3 （465.0） ؠࢁ҆ ཪ面にԜࠟ　 ᶘ̘۠

̦83 磨石 05.8 5.2 4.3 178.6 ؠࢁ҆ ਖ਼・ཪࠨ・ ଆ縁部にᏏ打ࠟ　ඃ೤ 45۠

̦84 磨石 06.4 5.7 3.1 188.0 ؠࢁ҆ ਖ਼・ཪ・प縁ར༻ 93۠

̦85 磨石 07.4 6.9 4.4 357.0 ؠࢁ҆ ਖ਼・ཪ・上Լ୺にᏏ打ࠟ　ඃ೤ 71۠

̦86 Ꮟ石 09.0 6.4 5.3 419.0 ؠࢁ҆ Լ୺部にᏏ打ࠟ 93۠
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番号 器種 ௕さ ෯ ްさ ॏ量 質　　　ࡐ 特　　௃　　な　　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

̦87 Ꮟ石 05.1 04.4 1.9 48.6 Ֆቋؠ Լ୺部にᏏ打ࠟ 66۠

̦88 ༗溝砥石 0（4.6） 03.7 1.4 （26.4） Ֆቋؠ ਖ਼・ཪ面に溝状のݚ磨ࠟ　ඃ೤ 97۠

̦89 砥石 0（8.8） 0（8.4） 1.2 （98.8） Ֆቋؠ ཪ面ണ཭　ඃ೤ 65۠

̦90 ༗溝砥石 0（5.9） 04.1 1.2 （29.9） Ֆቋؠ ඃ೤ 69۠

̦91 ༗溝砥石 0（5.1） 0（5.4） 1.4 （36.7） Ֆቋؠ ඃ೤ 74۠

̦92 ༗溝砥石 0（3.9） 05.2 1.6 （51.8） Ֆቋؠ ඃ೤ ᶘ̘۠

̦93 石錘 07.7 04.0 1.6 ؠ࠭ 85.9 ༗溝 17۠ 1L27

̦94 石錘 05.6 03.8 1.2 36.9 ؠփڽ ༗溝 ᶘ̗۠ 1L27

̦95 石剣 0（6.8） 0（3.2）（1.4） （39.1） 石ӳ片ؠ 円文・̞ 字文　 ᶘ̘۠ 1L27

̦96 石剣 （10.0） 0（4.8）（2.4）（210.0） Ӣ฼片ؠ ඃ೤ 78۠

̦97 石剣 0（7.2） 0（2.7） 1.5 （48.6） టؠ ඃ೤ 67۠

̦98 石剣 0（5.7） 03.6 2.1 （68.6） Ӣ฼片ؠ 磨੔形ݚ 44۠

̦99 石鏃 02.7 01.6 0.5 1.5 チϟート ༗ܪ　ԡѹണ཭　 13۠ 1L25

̦100 石鏃 0（2.7） 01.6 0.5 （1.7） チϟート ༗ܪ　ԡѹണ཭　ܪ部ܽଛ　 70۠ 1L25

̦101 石鏃 0（2.7） 01.4 0.6 （1.4） チϟート ༗ܪ　ԡѹണ཭　ઌ୺部ܽଛ ᶘ̘۠ 1L25

̦102 石鏃 02.2 01.4 0.4 0.7 チϟート ແܪ　ԡѹണ཭ ᶘ̘۠ 1L25

̦103 ਨ飾品 ؠ࠭ 5.3 0.6 02.0 03.7 勾玉形　片面ઠ0.4ܘ޸　޸ᶲ 65۠ 1L26

̦104 ਨ飾品 02.5 01.4 1.2 6.5 ૤௕ؠ 勾玉形　片面ઠ0.3ܘ޸　޸ᶲ 65۠ 1L25

̦105 ਨ飾品 01.1 01.6 1.4 3.7 チϟート ྆面ઠ0.5ܘ޸　޸ᶲ 19۠ 1L25

̦106 ਨ飾品 00.7 00.8 0.6 0.4 チϟート ྆面ઠ0.1ܘ޸　޸ᶲ　ݚ磨にΑる多面ମ ̒۠ 1L25

̦107 石鏃 0（1.6） 01.1 0.4 （0.6） チϟート ༗ܪ　ԡѹണ཭　ܪ部ܽଛ 61۠ 1L25

２　古墳時代の遺構と遺物

　౰時代の遺構は，竪穴住居跡１軒が確認されている。ҎԼ，確認した遺構と遺物にͭいて記ड़する。

　竪穴住居跡

第̍号ॅډ跡（第128・129ਤ）

Ґஔ　調査ᶗ۠の̙１E0۠で，標高11.5ｍの台地平ୱ部にҐஔしている。

ঢ়　௕࣠6.12ｍ，୹࣠5.13ｍの௕ํ形で，௕࣠ํ向は̣－75ܗ໛ͱن －˃Ｅである。น高は３～ 10ᶲで，֎傾し

て立ͪ上がっている。

চ　ほ΅平ୱで，東ଆに向かってएׯ傾斜している。ߗ化面は認められない。北นのஷ蔵穴੢ଆと，ೆน中央

から東ଆ，東น中央部にน溝が認められる。ೆ੢コーφー部をআく֤นࡍのচ面には，柱状の୸化ࡐが์ࣹ状

に遺ଘして͓り，北東・北੢コーφー部にはম土がϒϩッΫ状にଯ積している。

࿍　中央部のやや北นدりに෇設された地চ炉である。௕64ܘᶲ，୹46ܘᶲのପ円形で，চ面を14ᶲほど掘り

。んでいるࠐ

ϐοτ　２か所。̥１はਂさ52ᶲ，̥２はਂさ55ᶲで，いͣれ΋主柱穴とߟえられる。

࿍౔૚ղઆ
１　にͿい੺׊৭　ম土ཻ子গ量，ϩーϜཻ子・୸化ཻ子ඍ量



161

ஷ蔵݀　２か所。ஷ蔵穴１は北นԼの中央෇近にҐஔし，௕102ܘᶲ，୹76ܘᶲのପ円形で，ਂさは43ᶲであ

る。ఈ面は鍋ఈ状で，นは֎傾して立ͪ上がっている。

　ஷ蔵穴２はೆ੢コーφー部にҐஔし，80ܘᶲの円形で，ਂさは52ᶲである。ఈ面は鍋ఈ状で，นは֎傾して

立ͪ上がっている。

第1�8ਤ　第１号住居跡࣮ଌਤ

A

B
F F́

D C

B́

Á

C
́

E
́

E

D
́

G
́

GD1d0

P2

89
貯蔵穴1

DP70

DP71

M1

93

91

90

貯蔵穴2 P1
94

C D

C
́

D
́

92
89

4
2

3
1

3
6

4

7 6
8

7
8

7

A 11.8m

B

Á

B́

E É11.6m

4

2

3

1

3 5
1 3 1

6
4

DP70 93 DP71 M191 90 94

8

877 887

8

7

8

1
2
3

F F́

1

G Ǵ

1
2
34

92

W3

W2

ஷ蔵݀̍　౔૚ղઆ
ۃ　１ ҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・୸化ࡐগ量
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量　׊　҉　２

৭　ϩーϜϒϩッΫ・୸化物গ量　׊　҉　３

ஷ蔵݀̎　౔૚ղઆ
ۃ　１ ҉ ׊ ৭　ϩーϜཻ子・୸化ࡐগ量
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量　׊　҉　２

৭　ϩーϜϒϩッΫ・୸化物গ量　׊　҉　３
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　　　׊　４
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෴౔　̒層に分層できる。ϩーϜϒϩッΫを含んでいるが，Ϩンズ状のଯ積状گから自વଯ積である。第７・

８層は掘ํ΁の埋土である。

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器片273点（坏８，高坏58，壺31，ᙈ175，ミニチュア土器１），土製品４点（球状土錘），

鉄製品３点（刀子１，不明２）のほか，ྲྀれࠐんͩ縄文土器片２点，陶器片２点（碗），ണ片１点，ܰ石５点

が出土している。89・92はஷ蔵穴１の෴土中層から，91はஷ蔵穴２の෴土上層から，93，̢１はஷ蔵穴２の෴

土中層からそれͧれ出土している。90はೆ੢コーφー部，94はೆ東コーφー部，%170・%171は੢นدりのচ

面からそれͧれ出土している。 %172・%173は෴土Լ層から出土している。 ̬２・̬３は，ΫψΪである （෇

ষࢀর）。

ॴݟ　時期は，出土土器から中期中葉にൺఆできる。চ面から୸化ࡐが出土していることから，মࣦ住居とΈ

られる。

第1��ਤ　第１号住居跡出土遺物࣮ଌਤ

89

93

DP70 DP71 DP72 DP73

90

91 94

M1

92

౔૚ղઆ
৭　ϩーϜཻ子・୸化物গ量，ম土ཻ子ඍ量　׊　ࠇ　１
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量，ম土ϒϩッΫ・୸化ཻ子　׊　҉　２

ඍ量
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量　׊　҉　３
গ量，ϩーϜཻ子・ম土ཻ子ඍ量ࡐ৭　୸化　׊　ࠇ　４

৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ཻ子中量　　　׊　５
৭　ϩーϜཻ子中量，ম土ཻ子গ量　׊　҉　̒
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量，ম土ཻ子・୸化ཻ子গ量　׊　҉　７
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量　　　׊　８
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番号 器種 ܘ ްさ ܘ޸ ॏ量 ଻土・৭調 特　　௃　　な　　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

%170 球状土錘 02.3 1.8 0.7 8.50 にͿい׊　௕石・
੺৭ཻ子 ද面φσ　一ํ向からઠ޸ চ面 1L22

%171 球状土錘 02.3 1.7 0.6 6.50 明੺׊　௕石・
石ӳ ද面φσ　一ํ向からઠ޸ চ面 1L22

%172 球状土錘 0（1.8） 1.8 0.6 ௕石　ࠇ（2.44） ද面φσ　一ํ向からઠ޸ ෴土Լ層

%173 球状土錘 0（1.9） 2.1 － （2.74）にͿい׊　௕石・
੺৭ཻ子 ද面φσ　一ํ向からઠ޸ ෴土Լ層

番号 器種 ௕さ ෯ ްさ ॏ量 質　　　ࡐ 特　　௃　　な　　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

̢１ 刀子 （13.9） 2.2 0.3～0.5 （24.1） 鉄 部ઌ୺ܽଛܪ　部அ面௕ํ形ܪ ஷ蔵穴２ 1L28

３　中世・近世の遺構と遺物

　中世・近世の遺構は，掘立柱建物跡２棟，柵跡２列，井戸跡４基，土坑13基，溝跡19条，道路跡１条が確

認されている。ҎԼ，主として遺物が出土している遺構にͭいて記ड़し，それҎ֎の遺構にͭいては一ཡද

でࡌܝする。

　ᾇ　掘立柱建物跡

第̍号۷ཱபݐ෺跡（第130ਤ）

Ґஔ　調査ᶗ۠の̙２C7۠で，標高11ｍの台地平ୱ部にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第22・31号土坑，第１号ピット群とॏ複しているが，新چ関܎は不明である。

଄　ܻ行３間，ྊ間２間の૯柱建物跡で，ܻ行ํ向を̣－82ߏ໛ͱن －˃̬とする東੢棟である。ن໛はܻ行

5.2ｍ，ྊ行4.4ｍで，面積は22.9㎡である。柱間ੇ法はܻ行が1.8ｍを基調としているが，̥１・̥10間と̥２・

̥11間，̥３・̥４間は1.7ｍとややڱい。ྊ行は2.2ｍを基調としている。柱ےは͓͓むͶ௨っている。

ப݀　12か所。平面形は円形΋しくはପ円形で，ਂさは15 ～ 50ᶲである。෴土はいͣれ΋ϩーϜϒϩッΫを

含んで͓り，柱ൈきऔり後に埋め໭された΋のとΈられる。

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師質土器片11点（鍋類２，不明̕），陶器片１点（瓶），石器１点（砥石），ಔ製品１点（煙

管）のほか，ྲྀれࠐんͩ土師器片３点（壺１，ᙈ２），ണ片１点（ᘮᘨ）が出土している。95は̥４の෴土中

から，̢２は̥１の෴土中からそれͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から17世ل代とߟえられ，機ೳ的には૔ݿとਪଌできる。

౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量　׊　҉　１
２　にͿいԫ׊৭　ϩーϜϒϩッΫ多量
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　׊　ࠇ　３
৭　ϩーϜཻ子多量　　　׊　４

৭　ϩーϜϒϩッΫ・೪土ϒϩッΫগ量，ম土ϒϩ　׊　ࠇ　５
ッΫ・୸化ཻ子ඍ量

৭　ϩーϜϒϩッΫ多量　׊　ࠇ　̒
৭　ϩーϜϒϩッΫ・೪土ϒϩッΫ中量　　　ࠇ　７

番号 種別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　　土 ৭調 ম成 文 様 の 特 ௃ な ど 出土Ґஔ උ　ߟ

89 土師器 高坏 14.7 15.1 13.4 ௕石・石ӳ にͿいᒵ ී௨ 坏部֎面ॎҐのϔϥ࡟り
りߜ部֎面ॎҐのϔϥφσ　内面٭ ஷ蔵穴１ 60ˋ　1L21

90 土師器 高坏 － 0（8.9） 14.5 ௕石・Ӣ฼・
੺৭ཻ子 明੺׊ ී௨ りߜ部֎面ॎҐのϔϥφσ　内面٭

ಁかし１޸ চ面 40ˋ

91 土師器 高坏 － （7.7） － ௕石・石ӳ・
੺৭ཻ子 明੺׊ ී௨ 　りߜ部֎面ॎҐのϔϥφσ　内面٭ ஷ蔵穴２ 30ˋ

92 土師器 壺 11.6 13.7 05.9 ௕石・石ӳ・
੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී௨ 縁部・ମ部֎面φσޱ ஷ蔵穴１ 95ˋ　1L21

93 土師器 壺 9.8 （4.9） － ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子 ԫᒵ ී௨ 内・֎面ຎ໓にΑり調੔不明 ஷ蔵穴２ 30ˋ

94 土師器 ミニチュア 2.9 2.4 － ௕石・石ӳ・
੺৭ཻ子・小᛽ ׊ࠇ ී௨ ಄にΑる成形ࢦ চ面 100ˋ　1L20

第１号住居跡出土遺物࡯؍ද（第129ਤ）
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第13�ਤ　第１号掘立柱建物跡・出土遺物࣮ଌਤ
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第131ਤ　第２号掘立柱建物跡࣮ଌਤᾇ

I Í

Ｈ H́

Ｇ 11.0ｍ

Ａ Á

P20 P6 P5
PG1

PG1

PG1
PG1

P19 P18

P21

P17 P16 P15 P14

P4 P3

P2

D2b6

P12

P13

P1P11P10P9P8P23

P22
P7

SK 49

SK 25

SD 15

SK 38

SK 44

SK 43

Ｂ

J

K

B́

E
I

H

G

J́ K
́

É

B

B́

D
D́

H́

Ḿ
M

Í

L

11.0ｍ
1 1

Ｃ Ć

1

Ｄ D́

1

Ｅ É

Ǵ

C

Ć

A

Á

Ĺ

1

Ｆ F́

F

Ｆ́

1

2

11.2ｍ

Ǵ

11.2m

番号 器種 ௕さ ෯ ްさ ॏ量 質　　　ࡐ 特　௃　な　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

̢２ 煙管 （1.7） 1.7ܘ － （2.9） ಔ Ր皿部 ̥１෴土中

番号 種別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　　土 ৭調 ম成 文 様 の 特 ௃ な ど 出土Ґஔ උ　ߟ

95 陶器 瓶 － （4.1）ʦ11.0ʧ௕石 にͿいԫ ී௨ 内・֎面鉄ᬵ ̥４෴土中 20ˋ

第１号掘立柱建物跡出土遺物࡯؍ද（第130ਤ）

第̎号۷ཱபݐ෺跡（第131・132ਤ）

Ґஔ　調査ᶗ۠の̙２B4 ～̙２C6۠で，標高11ｍの台地平ୱ部にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第25・38・43・44・49号土坑，第15号溝跡，第１号ピット群とॏ複しているが，新چ関܎は不明である。
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第13�ਤ　第２号掘立柱建物跡࣮ଌਤᾈ

J J́11.2m

K Ḱ

L Ĺ11.0m

M Ḿ11.2m

଄　ܻ行４間，ྊ間２間の૯柱建物跡で，ܻ行ํ向を̣－85ߏ໛ͱن －˃̬とする東੢棟である。੢ଆٴͼೆ

ଆに൳を༗している。ن໛はܻ行8.2ｍ，ྊ行5.5ｍで，面積は45.1㎡である。柱間ੇ法はܻ行が1.8ｍを基調と

しているが，̥５・̥̒間と̥８・̥̕間は2.0ｍとやや޿い。ྊ行は̥１・̥２間が2.8ｍ，̥２・̥３間が

1.8ｍ，̥ ・̥̒ ７間が2.6ｍ，̥ ７・̥ ８間が2.2ｍとやや不ۉ一である。൳部分の柱間は1.8ｍを基調としている。

柱ےは͓͓むͶ௨っているが，ଋ柱の̥７・̥13間，ଆ柱の̥４・̥５間がܽ落している。

ப݀　23か所。平面形は円形΋しくはପ円形で，ਂさは16 ～ 64ᶲである。෴土は׊ࠇ৭土を基調とする୯一

層の΋のが多く，柱ൈきऔり後に自વଯ積した΋のとΈられる。

遺෺ग़౔ঢ়گ　ピット内から陶器片１点（碗）のほか，ྲྀれࠐんͩ縄文土器片１点，土師器片２点（ᙈ）が出

土している。いͣれ΋ࡉ片のためਤࣔできない。

ॴݟ　時期は，出土土器から近世とߟえられ，機ೳ的には԰ෑあるいは૔ݿとਪଌできる。

౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　׊　ࠇ　１ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　׊　҉　２

番号 Ґஔ ܻ行ํ向
柱間਺
ܻʷྊ
（間）

໛　ن
ܻʷྊ 
（ｍ）

面積（㎡） ܻ行柱間
（ｍ）

ྊ行柱間
（ｍ）

柱　　　　穴
主な出土遺物 උ　ߟ

ॏ複関܎（古ˠ新）構଄ 柱穴਺ 平面形 ਂさ
（ᶲ）

１ ̙２C7 ̣ô82 ô˃̬ ３ʷ２ 5.2ʷ4.4 22.9 1.8・1.7 2.2 ૯柱 12 円・ପ円 15 ～ 50 土師質土器，陶器，
石器，ಔ製品

・30・29・26・24・4,21چ
32　4,22・31　1(１

２ ̙２B4 ～
̙２C6 ̣ô85 ô˃̬ ４ʷ２ 8.2ʷ5.5 45.1 1.8・2.0 1.8・2.6・

2.2・2.8 ૯柱 23 円・ପ円 16 ～ 64 陶器 ・43・38・4,25　4,15چ
44・49　4%15　1(１

ද̒　中世・近世掘立柱建物跡一ཡද

　ᾈ　柵跡

第̍号ࡤ跡（第133ਤ）

Ґஔ　調査ᶗ۠の̘２K5 ～̙２B8۠で，標高11ｍの台地平ୱ部にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第̒号溝跡を掘りࠐんでいる。

ঢ়　̥１から̥８·での௕さは11.65ｍで，ํ向は̣－77ܗ໛ͱن －˃̬である。柱間ੇ法は1.8ｍを基調として

いるが，̥ １・̥ ２間は1.3ｍ，̥ ２・̥ ３間は1.2ｍ，̥ ・̥̒ ７間は2.0ｍである。柱ےは͓͓むͶ௨っているが，

̥３のΈೆଆにͣれている。
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第133ਤ　第１・２号柵跡࣮ଌਤ
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É

D

D
2a
5

A
A
́

D
D
́

E
E
́

F́
F

11
.0
m 1

B
B
́

C
C
́

1
2



168

ப݀　８か所。平面形は円形΋しくはପ円形で，ਂさは22 ～ 48ᶲである。෴土は׊ࠇ৭を基調とした୯一層

で，柱ൈきऔり後に自વଯ積した΋のとΈられる。

遺෺ग़౔ঢ়５̥，２̥　گの෴土中からྲྀれࠐんͩ土師器片２点，不明鉄製品１点が出土している。

ॴݟ　時期は，本跡のೆଆにҐஔする第１・２号掘立柱建物跡と࣠ઢがほ΅ಉํ向であることから近世とߟえ

られ，第１・２号掘立柱建物跡の北ଆを۠ը，あるいはःṭするࢪ設とਪଌできる。

౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　׊　ࠇ　１ ৭　ϩーϜϒϩッΫ中量　׊　҉　２

第̎号ࡤ跡（第133ਤ）

Ґஔ　調査ᶗ۠の̘２K5 ～̙２B7۠で，標高11ｍの台地平ୱ部にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第11号溝跡を掘りࠐんでいる。

ঢ়　̥１から̥̒·での௕さは9.0ｍで，ํ向は̣－81ܗ໛ͱن －˃̬である。柱間ੇ法は1.8ｍを基調としてい

るが，̥５・̥̒間のΈ1.4ｍである。柱ےは͓͓むͶ௨っている。

ப݀　̒か所。平面形は円形΋しくはପ円形で，ਂさは̕～ 42ᶲである。෴土は׊ࠇ৭を基調とした୯一層

で，柱ൈきऔり後に自વଯ積した΋のとΈられる。

遺෺ग़౔ঢ়３̥　گ，̥̒の෴土中からྲྀれࠐんͩ縄文土器片１点，土師器片７点が出土している。

ॴݟ　時期は，本跡のೆଆにҐஔする第１・２号掘立柱建物跡と࣠ઢがほ΅ಉํ向であることから近世とߟえ

られ，第１・２号掘立柱建物跡の北ଆを۠ը，あるいはःṭするࢪ設とਪଌできる。

౔૚ղઆ
৭　ϩーϜཻ子গ量　׊　ࠇ　１

番号 Ґஔ 主࣠ํ向 ௕さ（ｍ） 柱間（ｍ）
柱　　　　穴

主な出土遺物 උ　ߟ
ॏ複関܎（古ˠ新）本਺ 平面形 ௕ܘ（ᶲ）୹ܘ（ᶲ）ਂさ（ᶲ）

１ ̘２K5 ～
̙２B8 ̣ô77 ô˃̬ 11.65 1.2 ～ 2.0 ８ 円・ପ円 34 ～ 54 26 ～ 50 22 ～ 48 土師器，鉄製品 ˠ本跡̒%4　4,19چ

２ ̘２K5 ～
̙２B7 ̣ô81 ô˃̬ 09.00 1.4 ～ 1.9 ̒ 円・ପ円 39 ～ 60 30 ～ 48 ̕～ 42 縄文土器，土師器 4%11ˠ本跡

ද７　中世・近世柵跡一ཡද

　ᾉ　井戸跡

第̍号Ҫށ跡（第134ਤ）

Ґஔ　調査ᶗ۠の̘２I7۠で，標高10.8ｍの台地平ୱ部にҐஔしている。

1.0ｍほどの円౵状に掘ܘれ，Լ部は·ࠐ2.60ｍの円形でϩート状に掘りܘ2.74ｍ，୹ܘঢ়　上部は௕ܗ໛ͱن

りࠐ·れている。確認面からਂさ1.4ｍほど掘りࠐんͩ時点で，土่࠭落のݥةがあるため，ҎԼの調査をஅ

೦した。

෴౔　３層に分層できる。いͣれの層に΋ϩーϜϒϩッΫが含·れているが，Ϩンズ状のଯ積状گから自વଯ

積である。
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遺෺ग़౔ঢ়گ　土師質土器片̒点（小皿４，不明２），陶器片１点（ᙈ）のほか，ྲྀれࠐんͩ縄文土器片31点

が出土している。土器はいͣれ΋ࡉ片のためਤࣔできる΋のはない。

ॴݟ　ૉ掘りの構଄である。時期は，出土土器から近世とߟえられる。

౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　׊　ࠇ　１
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　׊　҉　２

৭　ϩーϜϒϩッΫ中量　　　׊　３

第134ਤ　第１号井戸跡࣮ଌਤ

1

2

3

C2h8
  -S2m
   W1m

A

Á

B

B́

A Á

B B́

11.0m

第̐号Ҫށ跡（第135ਤ）

Ґஔ　調査ᶗ۠の̘２J8۠で，標高10.8ｍの台地平ୱ部にҐஔしている。

ࠐれている。確認面からਂさ1.6ｍほど掘り·ࠐ1.40ｍの円形で，円౵状に掘りܘ1.49ｍ，୹ܘঢ়　௕ܗ໛ͱن

んͩ時点で土่࠭落のݥةがあるため，ҎԼの調査をஅ೦した。

෴౔　３層に分層できる。Ϩンズ状のଯ積状گから自વଯ積である。

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師質土器片３点（鍋類２，小皿１），土製品１点（管状土錘）のほか，ྲྀれࠐんͩ縄文土器

片10点，土師器片１点，石器１点（磨石），ണ片２点（チϟート）が出土している。%174は෴土上層から出土

している。

ॴݟ　ૉ掘りの構଄である。時期は，出土土器から近世とߟえられる。

౔૚ղઆ
৭　ϩーϜཻ子ඍ量　　　ࠇ　１
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量，ന৭೪土ཻ子ඍ量　׊　ࠇ　２

ۃ　３ ҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量
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第13�ਤ　第４号井戸跡・出土遺物࣮ଌਤ

Ａ Á

DP74

C2i8
-S1m
W1m

B
B
́

B

B́

Ａ

Á

11.0ｍ

1

2

3

第̔号Ҫށ跡（第136 ～ 138ਤ）

Ґஔ　調査ᶗ۠の̘２H9・H0۠で，標高10.8ｍの台地平ୱ部にҐஔしている。

向は̣－83ํܘ3.64ｍの不੔ପ円形で，௕ܘ4.61ｍ，୹ܘঢ়　上部は௕ܗ໛ͱن －˃̬である。北น・੢น・ೆ

นはϩート状に掘りࠐ·れるが，東นଆは֊ஈ状にஈをなしている。Լ部は一辺1.20ｍのํ形で，上৔には൘

をॎҐにஔき，࿮としている。確認ࡐが井ܻ状に遺ଘしている。·た北・੢・ೆଆのน面には，半ׂした஛ࡐ

面からਂさ1.8ｍほど掘りࠐんͩ時点で土่࠭落のݥةがあるため，ҎԼの調査をஅ೦した。

෴౔　̒層に分層できる。いͣれの層に΋ϩーϜϒϩッΫを多く含んでいることから埋め໭されている。Լ部

のํ形の掘ํと井戸࿮ࡐとの間は，೪土と࠭がཪࠐめされている。

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師質土器片̒点（鍋類４，Ꭼ鉢１，不明１），陶器片５点（Ꭼ鉢１，碗２，瓶２），磁器片４

点（鉢２，皿２），漆器１点（࿶），石器３点（砥石２，石ӓ１），不明鉄製品３点，໦製品１点（建ஙࡐ）の

ほか，ྲྀれࠐんͩ縄文土器片̒点，土師器片１点が出土している。96 ～ 103，̦108 ～̦110はいͣれ΋෴土

上層から出土している。̬１，Ｌ１はԼ部の井戸࿮内の෴土中から出土している。

ॴݟ　൘ࡐと半ׂ஛ࡐにΑる井戸࿮構଄である。ഇઈ時期は，出土土器から18世ل代とߟえられる。

౔૚ղઆ
１　にͿいԫ׊৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ཻ子ඍ量
２　ԫ　׊　৭　ཻ࠭多量，ϩーϜϒϩッΫগ量
３　փ　׊　৭　ཻ࠭多量

৭　ϩーϜϒϩッΫ多量　　　׊　４
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量　׊　ࠇ　５
̒　ԫ　׊　৭　ϩーϜϒϩッΫ多量

第４号井戸跡出土遺物࡯؍ද（第135ਤ）

番号 器種 ௕さ ෯ ްさ ॏ量 ଻土・৭調 特　　௃　　な　　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

%174 管状土錘 5.3 1.6ܘ － 13.6 にͿいᒵ　௕石 φσ੔形　0.65ܘ޸ᶲ ෴土上層
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第136ਤ　第８号井戸跡࣮ଌਤ

B

C
́

C D A

B́

D́

Á

E

É
F

F́

G

Ǵ

C2h0

A
A
́

11
.0
m

1 2 3
4 5

6

E ÉB B́

C Ć

D D́

F F́

G Ǵ

9.6m

11.2m
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第13�ਤ　第８号井戸跡出土遺物࣮ଌਤᾇ

96

97

101100

102

103

Q109Q108

98

99
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第138ਤ　第８号井戸跡出土遺物࣮ଌਤᾈ

Q110

W1

L1
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第13�ਤ　第̕号井戸跡࣮ଌਤ

Ａ Á

B B́

10.2ｍ

Ａ

Á

B
B
́

B5e9

1

4

5

6

2 2
3

3

番号 種別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　　土 ৭調 ম成 文 様 の 特 ௃ な ど 出土Ґஔ උ　ߟ

96 陶器 碗 － 0（5.3） 03.9 ៛ີ փԫ ී௨ 内・֎面փᬵ ෴土上層 60ˋ

97 陶器 Ꭼ鉢 － （11.9）ʦ15.1ʧ௕石・石ӳ 明੺׊ ී௨ ఈ部ճసࢳ੾り　12条１୯Ґ ෴土上層 60ˋ

98 陶器 碗 ʦ11.2ʧ 04.3 03.9 ੺৭ཻ子 փന ී௨ 内・֎面փᬵ ෴土上層 70ˋ

99 陶器 瓶 03.0 0（6.1） － 石ӳ ୶ԫ ී௨ 内面ޱᰍ部・֎面փᬵ ෴土上層 40ˋ

100 陶器 瓶 － （10.6） 08.1 ௕石 փന ී௨ ֎面鉄ᬵ　内・֎面ϩΫϩφσ ෴土上層 50ˋ

101 磁器 皿 0ʦ9.8ʧ 02.0 0ʦ5.2ʧ៛ີ փന ී௨ છめ෇͚ ෴土上層 40ˋ

102 土師質土器 ᖿᖻ 36.9 05.7 32.5 ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子 にͿい׊ ී௨ ֎面ࢦ಄ࠟ ෴土上層 50ˋ　1L21

103 土師質土器 ᖿᖻ ʦ38.2ʧ 04.6 ʦ34.6ʧ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子 ᒵ ී௨ ྠ積Έࠟ ෴土上層 10ˋ

第８号井戸跡出土遺物࡯؍ද（第137・138ਤ）

番号 種別 ௕さ ෯ ްさ ॏ量 質　　　ࡐ 特　　௃　　な　　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

̬１ ൘ 　（27.3） 7.9 01.3 （183.2） ໦ ほͧ穴4.0ʷ1.0ᶲ　建ங部ࡐϱ ෴土Լ層 40ˋ

番号 器種 ௕さ ෯ ްさ ॏ量 質　　　ࡐ 特　　௃　　な　　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

̦108 砥石 0（4.5） 3.8 02.9 （62.2） ؠփڽ 砥面４面 ෴土上層 30ˋ

̦109 砥石 0（7.4）（2.0） 02.9 （61.2） ؠփڽ 砥面２面 ෴土上層 80ˋ

̦110 石ӓ ʦ23.4ʧܘ － 11.7 （2940） ؠࢁ҆ ʦ3.3ʧɸܘ޸ 　Լӓ　 ෴土上層 30ˋ

番号 種別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ 質　　　ࡐ 特　　௃　　な　　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

Ｌ１ 漆器 ࿶ － 0（2.0） － ໦ ॏ量（4.0）̶ 　内・֎面੺৭漆ృ࠼ ෴土Լ層 20ˋ

第̕号Ҫށ跡（第139・140ਤ）

Ґஔ　調査ᶘ̘۠の̗５F8۠で，標高10ｍの台地平ୱ部にҐஔしている。

1.10ｍܘ1.40ｍ，୹ܘれ，Լ部は௕·ࠐ2.25ｍのପ円形でϩート状に掘りܘ2.61ｍ，୹ܘঢ়　上部は௕ܗ໛ͱن

ほどの不੔ପ円形である。௕ํܘ向は̣－14 －˃Ｅで，確認面からਂさ1.6ｍほど掘りࠐんͩ時点で土่࠭落の

。があるため，ҎԼの調査をஅ೦したݥة
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෴౔　̒層に分層できる。第４層は೪土を主ମとする層，第５層はϩーϜを主ମとする層で，第４層が埋め໭

された後，第１～３層がϨンズ状に自વଯ積した΋のとΈられる。

遺෺ग़౔ঢ়گ　陶器片１点（ᙈ）のほか，ྲྀれࠐんͩ縄文土器片662点，土製品１点（土版），石器̒点（石皿

１，磨石４，石錘１），石֩５点（チϟート），ണ片２点（チϟート，༵ࠇ石），ম成೪土մ１点が出土してい

る。104は෴土Լ層から出土している。

ॴݟ　ૉ掘りの構଄である。時期は，出土土器から中世から近世とߟえられる。

౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫ・೪土ϒϩッΫগ量　׊　ࠇ　１
৭　ϩーϜϒϩッΫඍ量　׊　ࠇ　２
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量，ম土ϒϩッΫ・೪土ϒϩ　׊　ࠇ　３

ッΫඍ量

４　փ　ന　৭　೪土ϒϩッΫ多量
৭　ϩーϜཻ子多量　　　׊　５
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量，೪土ϒϩッΫগ量　׊　ࠇ　̒

第14�ਤ　第̕号井戸跡出土遺物࣮ଌਤ

104

番号 種別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　　土 ৭調 ম成 文 様 の 特 ௃ な ど 出土Ґஔ උ　ߟ

104 陶器 ᙈ － （11.9） － ௕石・石ӳ・
੺৭ཻ子 փ׊ ී௨ 内面ޱ縁部・֎面自વᬵ ෴土Լ層 10ˋ

第̕号井戸跡出土遺物࡯؍ද（第140ਤ）

番号 Ґஔ ௕ܘ（࣠）
ํ向 平面形

໛（ｍ）ن
ਂさ（ᶲ） น面 ఈ面 ෴土 主な出土遺物 උ　ߟ

ॏ複関܎（古ˠ新）௕ܘ（࣠）̫ ୹ܘ（࣠）
（ೆ北࣠ʷ東੢࣠）

１ ̘２I7 － 円形 2.74ʷ2.60 （133） 緩斜 － 自વ 土師質土器，陶器 4,11چ

４ ̘２J 8 － 円形 1.49ʷ1.40 （162） ௚立 － 自વ 土師器，土製品 ̒,4چ

８ ̘２H9
・H0 ̣ô83 ô˃̬ 不੔ପ円形 4.61ʷ3.64 （176） ֎傾・༗ஈ － 人ҝ 土師質土器，陶器，磁器，

漆器，石器，໦製品
̕ ̗５F8 ̣ô14 ô˃Ｅ ʦପ円形ʧ 2.61ʷ2.25 （163） ֎傾 － 自વ・人ҝ 陶器

ද８　中世・近世井戸跡一ཡද

　ᾊ　土坑

第34号౔޵（第141ਤ）

Ґஔ　調査ᶗ۠の̙２D7۠で，標高11.3ｍの台地平ୱ部にҐஔしている。

かگ1.32ｍしか確認できなかったが，遺ଘ状ܘ0.66ｍ，東੢ܘঢ়　ೆ半部が調査۠Ҭ֎のため，ೆ北ܗ໛ͱن

らପ円形とਪଌできる。ਂさは70ᶲで，ఈ面は平ୱである。นは֎傾して立ͪ上がっている。



176

෴౔　３層に分層できる。いͣれの層に΋ϩーϜϒϩッΫが含·れているが，Ϩンズ状のଯ積状گから自વଯ

積である。

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師質土器片̒点（小皿１，不明５），陶器片１点（碗）が出土している。105・106は෴土中

から出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から中世から近世とߟえられる。

౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫ・೪土ϒϩッΫগ量　׊　ࠇ　１
৭　೪土ϒϩッΫগ量，ϩーϜϒϩッΫඍ量　׊　ࠇ　２

৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　׊　ࠇ　３

第141ਤ　第34号土坑・出土遺物࣮ଌਤ

105

106

B
B
́

A Á

A

B

Á

B́

D2c8
-S1m
W1m

耕作土

11.8m

1

23

番号 種別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　　土 ৭調 ম成 文 様 の 特 ௃ な ど 出土Ґஔ උ　ߟ

105 土師質土器 小皿 0ʦ5.4ʧ 1.5 4.0 ௕石・石ӳ・
੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී௨ ϩΫϩφσ　ఈ部ճసࢳ੾り ෴土中 25ˋ

106 陶器 ఱ目஡碗ʦ12.0ʧ（3.6） － ௕石 にͿいԫᒵ ී௨ 内・֎面鉄ᬵ ෴土中 ５ˋ

第34号土坑出土遺物࡯؍ද（第141ਤ）

　第38号౔޵（第142・143ਤ）

Ґஔ　調査ᶗ۠の̙２B4۠で，標高11ｍの台地平ୱ部にҐஔしている。

第14�ਤ　第38号土坑࣮ଌਤ

A

Á

A Á

D2b5-N2m

11.0m

ॏෳؔ܎　第２号掘立柱建物跡とॏ複しているが，新چ関

。は不明である܎

0.58ｍの円形である。ਂさܘ0.64ｍ，୹ܘঢ়　௕ܗ໛ͱن

は68ᶲで，ఈ面は皿状である。นは௚立している。

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師質土器片２点（鍋類），古銭２点（׮

Ӭ௨ሟ）が出土している。̢３は෴土中層から，̢４は෴

土Լ層からそれͧれ出土している。

ॴݟ　古銭が出土しているが，形状的にはุ坑とはߟえら

れない。時期は，出土遺物から近世とߟえられる。
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第143ਤ　第38号土坑出土遺物࣮ଌਤ

M3 M4

番号 銭名 ܘ ෯޸ ॏ量 ॳர年 質　　　ࡐ 特　　௃　　な　　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

̢３ Ӭ௨ሟ׮ 2.2 0.7 2.7 1668 ಔ 日本　എ༗ʮ文ʯ ෴土中層

̢４ Ӭ௨ሟ׮ 2.2 0.7 （1.2） 不明 ಔ 日本　എແ　古׮Ӭϱ ෴土Լ層

第38号土坑出土遺物࡯؍ද（第143ਤ）

第4�号౔޵（第144ਤ）

Ґஔ　調査ᶗ۠の̙２D4۠で，標高11ｍの台地平ୱ部にҐஔしている。

第144ਤ　第47号土坑࣮ଌਤ

Ａ

SK 50

Á

Ａ

Á

B
B
́

B
B
́

11.8ｍ

1
11
.2
ｍ

D2c4
-S1m

ॏෳؔ܎　第50号土坑を掘りࠐんでいる。

0.64ｍのପ円形ܘ1.22ｍ，୹ܘঢ়　確認できた௕ܗ໛ͱن

で，௕ํܘ向は̣－82 －˃Ｅである。ਂさは23ᶲで，ఈ面

は皿状である。นは緩やかに֎傾して立ͪ上がっている。

෴౔　୯一層で，自વଯ積である。

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師質土器片̒点（鍋類），陶器片１点（鉢）

が出土しているが，ࡉ片のためਤࣔできない。

ॴݟ　時期は，出土土器から中世から近世とߟえられる。

౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量，୸化ཻ子ඍ量　׊　҉　１

第14�ਤ　中世・近世土坑࣮ଌਤᾇ

B B́

A
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第146ਤ　中世・近世土坑࣮ଌਤᾈ

Ａ

SK 31

SK 16

SK 41

SK 50SK 60

SK 46

SK 57

SK 48

SK 47

1

1
2
3 4

A
́

Ａ
A
́

B B́ B B́

B
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Á

B
B́
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Á
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.6
ｍ

1

1

2
3

4

B B́
B B́

B B́

B
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Ａ

A
́

Ａ

Á

Ａ

Á
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B
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B

B́

Ａ
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́
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ｍ

Ａ
A
́

Ａ Á
12
.0
ｍ

1 2

Ａ
A
́

Ａ
A
́

11
.4
ｍ

11.8ｍ

11.6ｍ

1

耕作土

第̍号౔޵౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　׊　ࠇ　１

第̑号౔޵౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　׊　ࠇ　１
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　׊　҉　２

第̓号౔޵౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　׊　ࠇ　１

第16号౔޵౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量　׊　҉　１
２　にͿいԫ׊　ϩーϜϒϩッΫ多量
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　׊　ࠇ　３
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　׊　҉　４

第31号౔޵౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量　　　ࠇ　１

第41号౔޵౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量　׊　ࠇ　１
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　׊　ࠇ　２
৭　ϩーϜϒϩッΫ多量　　　׊　３

第46号౔޵౔૚ղઆ
৭　ϩーϜཻ子গ量　׊　҉　１

第��号౔޵౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　׊　ࠇ　１

第��号౔޵౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　　　׊　１
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　׊　҉　２

第6�号౔޵౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　׊　҉　１
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量　　　׊　２
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量　׊　҉　３
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　׊　҉　４
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番号 Ґஔ ௕ํܘ向
（ೆ北࣠） 平面形

໛（ｍ）ن
ਂさ（ᶲ） น面 ఈ面 ෴土 主な出土遺物 උ　ߟ

ॏ複関܎（古ˠ新）௕ܘ（࣠）̫ ୹ܘ（࣠）
（ೆ北࣠ʷ東੢࣠）

１ ̘２H9 ̣ô３ ô˃Ｅ ௕ํ形 0.98ʷ0.78 23 ௚立 Ԝತ 自વ 縄文土器，土師器

５ ̘２H7 － ʦପ円形ʧ 001.18 （̫0.63） 32 ֎傾 平ୱ 自વ 土師器，土師質土器

７ ̘２H7 － 円形 1.09ʷ1.00 10 緩斜 Ԝತ 自વ 縄文土器，土師器

16 ̙２B0 － ʦପ円形ʧ 000.57 （̫0.31） 60 ௚立 平ୱ 自વ 縄文土器，土師質土器

31 ̙２C7 ̣ô29 ô˃̬ ପ円形 0.63ʷ0.50 19 ֎傾 平ୱ 自વ 土師質土器 4#１

34 ̙２D7 － ʦପ円形ʧ （0.66）̫（1.32） 70 ֎傾 平ୱ 自વ 土師質土器，陶器

38 ̙２B4 － 円形 0.64ʷ0.58 68 ௚立 皿状 － 土師質土器，古銭 4#２

41 ̘２K0 ̣ô78 ô˃̬ ʦପ円形ʧ （0.96）̫ 0.9600 46 ֎傾 平ୱ 自વ 土師質土器

46 ̙２E5 － 不明 000.96 （̫0.31） 34 ֎傾 皿状 自વ 土師質土器

47 ̙２D4 ̣ô82 ô˃Ｅ ʦପ円形ʧ （1.22）̫ 0.6400 23 ֎傾 皿状 自વ 土師質土器，陶器 4,50ˠ本跡

50 ̙２D4 ̣ô７ ô˃̬ ʦପ円形ʧ （1.32）̫（0.55） 23 ֎傾 平ୱ 自વ 土師質土器 本跡ˠ4,47・48

57 ̙２C1 ̣ô74 ô˃̬ ପ円形 0.90ʷ0.38 63 ֎傾・༗ஈ 皿状 自વ 土師質土器

60 ̙１G0 ̣ô18 ô˃̬ 不੔௕ํ形 1.52ʷ1.30 80 ֎傾・༗ஈ ༗ஈ 自વ 磁器

ද̕　中世・近世土坑一ཡද

　ᾋ　溝跡

える上ߟճの調査で，中世・近世とΈられる溝跡19条が確認されている。そのうͪ，౰遺跡のੑ֨をࠓ　

でඞ要な第１・̒・18・21・22号溝跡にͭいては文ষでઆ明する。その他の溝跡にͭいては，一ཡදと土

層அ面ਤ（第149ਤ），ٴͼ出土遺物࣮ଌਤ（第150ਤ）のΈとし，平面ਤにͭいては溝跡શମਤ（第147・

148ਤ）にࡌܝするにとどめる。

第̍号ߔ跡（第147・149ਤ）

Ґஔ　調査ᶗ۠の̙２B3 ～̙２C0۠で，標高10.8ｍの台地平ୱ部にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第７号溝，第１号ピット群に掘りࠐ·れている。·た第̒・̕号溝跡との新چ関܎は不明である。

ঢ়　̙２B3۠からೆ東ํ向（̣－103ܗ໛ͱن －˃Ｅ）΁௚ઢ的にԆͼている。確認できた௕さは26.5ｍほどで，

྆୺と΋調査۠Ҭ֎にԆͼているが，ݱ道路をڬんͩ੢ଆ調査۠に͓いてԆ௕部は確認されていない。上෯は

0.23 ～ 1.22ｍ，Լ෯は0.08 ～ 1.04ｍで，東ଆが෯޿である。ਂさは４～ 23ᶲで，ఈ面の標高は੢୺部が࠷΋高

く，東୺部とのൺ高ࠩは20ᶲである。அ面形はٯ台形で，นは緩やかに立ͪ上がっている。

෴౔　୯一層である。ϩーϜϒϩッΫを含んでいるが，ଯ積状گから自વଯ積である。

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師質土器片３点（鍋類）のほか，ྲྀれࠐんͩ縄文土器片２点，ണ片２点（チϟート）が出土

している。土器はࡉ片のためਤࣔできない。

ॴݟ　時期は，出土土器から近世とߟえられ，第１・２号掘立柱建物跡や第１・２号柵跡と࣠ํ向がಉじであ

ることから，԰ෑ地などの۠ը溝のՄೳੑがߟえられる。

౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量，ম土ཻ子ඍ量　　　ࠇ　１
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第̒号ߔ跡（第147・149ਤ）

Ґஔ　調査ᶗ۠の̘２K3 ～̘２K6۠で，標高10.8ｍの台地平ୱ部にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第11号溝跡を掘りࠐΈ，第１号柵に掘りࠐ·れている。第１・̕ 号溝跡との新چ関܎は不明である。

んͩ੢ଆ調査ڬ道路をݱ，ঢ়　確認できた௕さは13.25ｍほどで，੢୺は調査۠Ҭ֎にԆͼているがܗ໛ͱن

۠に͓いてԆ௕部は確認されていない。̘２K6۠から北੢ํ向（̣－85 －˃̬）΁௚ઢ的に10.55ｍԆͼ，̘２

K3۠でほ΅90度ೆ΁۶ۂし（̣－170 －˃̬），௚ઢ的に2.7ｍԆͼ，̙２B3۠で調査۠Ҭ֎にࢸっている。上෯

は0.32 ～ 0.70ｍ，Լ෯は0.06 ～ 0.28ｍで，東ଆがやや෯޿である。ਂさは10 ～ 32ᶲで，ఈ面の標高は東୺部

が࠷΋高く，੢୺部とのൺ高ࠩは15ᶲである。அ面形はٯ台形で，นは緩やかに立ͪ上がっている。

෴౔　୯一層である。ϩーϜϒϩッΫを含んでいるが，ଯ積状گから自વଯ積である。

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師質土器片12点（鍋類）が出土しているが，ࡉ片のためਤࣔできない。

ॴݟ　時期は，出土土器から近世とߟえられ，第１・２号掘立柱建物跡や第２号柵跡，第１号溝跡と࣠ํ向が

ಉじであることから，԰ෑ地などの۠ը溝のՄೳੑがߟえられる。

౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　׊　ࠇ　１

第18号ߔ跡（第148 ～ 150ਤ）

Ґஔ　調査ᶘ̖・ᶘ̗۠の̗４H7 ～̗５K5۠で，標高11ｍの台地平ୱ部にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第４・12・19・22号住居跡，第84号土坑，第３号ピット群の̥24を掘りࠐんでいる。

ঢ়　確認できた௕さは33.52ｍほどで，̗４H7۠からೆ東ํ向（̣－115ܗ໛ͱن －˃Ｅ）に௚ઢ的にԆͼ，྆

୺と΋調査۠Ҭ֎にࢸっている。上෯は0.38 ～ 0.98ｍ，Լ෯は0.08 ～ 0.57ｍで，ਂさは30ᶲである。ఈ面の標

高は北୺部が࠷΋高く，ೆ୺部とのൺ高ࠩは22ᶲである。அ面形は̪字状であるが，̗５J2۠෇近では̫字状

に近い形状である。นは緩やかに立ͪ上がっている。

෴౔　̖－̖ʟ，̗－̗ʟと΋２層に分層できる。いͣれ΋ϩーϜϒϩッΫを含んでいるが，Ϩンズ状のଯ積

状گから自વଯ積である。

遺෺ग़౔ঢ়５̢　گが෴土上層から出土しているほか，ྲྀれࠐんͩ縄文土器片701点，石器３点（打製石斧，

磨製石斧，磨石），石製品２点（ਨ飾品，石剣），ണ片16点（チϟート13，༵ࠇ石３）が出土している。

ॴݟ　時期は，出土遺物から近世とߟえられる。ੑ֨は不明であるが，ಉじᶘ̖・ᶘ̗۠の第20・23 ～ 25号

溝跡と࣠ํ向がほ΅ಉじであり，これらと合Θせて۠ը溝のՄೳੑがߟえられる。

̖ʵ̖ʟ౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　׊　҉　１ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量，୸化ཻ子ඍ量　׊　ࠇ　２

̗ʵ̗ʟ౔૚ղઆ
৭　ϩーϜཻ子গ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量　׊　ࠇ　１ ۃ　２ ҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ中量

第�1号ߔ跡（第148・149ਤ）

Ґஔ　調査ᶘ̖۠の̘３G0 ～̘４B4۠で，標高11ｍの台地平ୱ部にҐஔしている。
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ॏෳؔ܎　第140号土坑，第36号溝跡を掘りࠐΈ，第22号溝，第１号道路に掘りࠐ·れている。第24号溝跡と

ॏ複するが，新چ関܎は不明である。

－̣）ঢ়　確認できた௕さは39.6ｍほどで，੢୺は調査۠Ҭ֎にԆͼている。̘３G0۠からೆ東ํ向ܗ໛ͱن

110 －˃Ｅ）΁௚ઢ的に12.0ｍԆͼ，̘４H2۠でほ΅90度北΁۶ۂし（̣－22 －˃Ｅ），௚ઢ的に27.6ｍԆͼ，̘

４B4۠にࢸっている。上෯は1.66 ～ 2.30ｍ，Լ෯は0.20 ～ 1.12ｍで，ਂさは90 ～ 126ᶲである。ఈ面の標高は

੢୺部が࠷΋高く，̘４F3۠෇近とのൺ高ࠩは30ᶲである。அ面形は੢୺部෇近では̫字状であるが，東から

北ଆにか͚てはٯ台形状である。นは֎傾して立ͪ上がっている。

෴౔　̖－̖ʟは̒層，̗－̗ʟは８層に分層できる。̗－̗ʟではԼ層にཻ࠭を多く含んでいる土がଯ積し

ている。ϩーϜϒϩッΫを含んでいることなどから，埋め໭されている。

遺෺ग़౔ঢ়گ　ྲྀれࠐんͩ縄文土器片108点，石器２点（磨石，砥石），ണ片２点（チϟート）が出土している。

ॴݟ　出土遺物がないため時期を明確にできないが，近世の道路に掘りࠐ·れていることから，近世Ҏ前に掘

され，近世後半には埋຅した΋のとΈられる。ੑ֨にͭいては不明であるが，第22号溝跡，第１号道路跡と࡟

࣠ํ向がಉじであることから，Կらかの関連ੑがਪଌされる。

̖ʵ̖ʟ౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　　　׊　１
৭　ϩーϜϒϩッΫ・୸化ཻ子ඍ量　׊　҉　２
৭　ϩーϜཻ子中量　׊　҉　３

৭　ϩーϜཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量　׊　҉　４
５　փ　׊　৭　ཻ࠭গ量，ϩーϜཻ子・ম土ཻ子ඍ量
৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ཻ子ඍ量　　　׊　̒

̗ʵ̗ʟ౔૚ղઆ
৭　ϩーϜཻ子中量　׊　҉　１
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量　׊　҉　２
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量，೪土ϒϩッΫ・ম土ཻ子　׊　ࠇ　３

ඍ量
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　　　׊　４

৭　ϩーϜཻ子多量　׊　҉　５
̒　փ　׊　৭　ཻ࠭多量
৭　ཻ࠭多量，ϩーϜϒϩッΫ中量　׊　ࠇ　７
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　׊　҉　８

第��号ߔ跡（第148・149ਤ）

Ґஔ　調査ᶘ̖۠の̘３F0 ～̗４I5۠で，標高11ｍの台地平ୱ部にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第203 ～ 206号土坑，第21・37号溝跡を掘りࠐΈ，第１号道路に掘りࠐ·れている。第24号溝跡と

ॏ複しているが，新چ関܎は不明である。

－̣）ঢ়　確認できた௕さは45.80ｍほどで，྆୺は調査۠Ҭ֎にԆͼている。̘３G0۠からೆ東ํ向ܗ໛ͱن

110 －˃Ｅ）΁௚ઢ的に10.0ｍԆͼ，̘４G2۠でほ΅90度北΁۶ۂし（̣－22 －˃Ｅ），௚ઢ的に35.80ｍԆͼ，調

査۠Ҭ֎にࢸっている。上෯は1.06 ～ 2.25ｍ，Լ෯は0.15 ～ 0.40ｍで，੢୺部がやや෯ڱい。ਂ さは38 ～ 60ᶲで，

ఈ面の標高は੢୺部が࠷΋高く，北୺部とのൺ高ࠩは15ᶲである。அ面形はٯ台形状で，นはஈをなして立ͪ

上がっている。

෴౔　̖－̖ʟは２層，̗－̗ʟは̒層に分層できる。̗－̗ʟの第１～３層はϩーϜཻ子を多く含んでいる

が，Ϩンズ状のଯ積状گから，自વଯ積とΈられる。

遺෺ग़౔ঢ়گ　瓦片２点のほか，ྲྀれࠐんͩ縄文土器片７点が出土している。 瓦片はࡉ片のためਤࣔできない。

̖ʵ̖ʟ౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫ・୸化ཻ子গ量　׊　҉　１ ৭　ϩーϜཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量　׊　҉　２

̗ʵ̗ʟ౔૚ղઆ
৭　ϩーϜཻ子中量，೪土ϒϩッΫগ量　׊　҉　１
৭　ϩーϜཻ子多量　　　׊　２
৭　ϩーϜཻ子中量，ম土ཻ子ඍ量　　　׊　３

৭　ϩーϜཻ子গ量，ম土ཻ子ඍ量　׊　҉　４
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量　׊　҉　５
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量，୸化ཻ子ඍ量　׊　҉　̒
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ॴݟ　出土遺物がগなく時期を明確にできないが，近世の道路に掘りࠐ·れていることから，近世Ҏ前に掘࡟

され，近世後半には埋຅した΋のとΈられる。ੑ֨にͭいては不明であるが，第21号溝跡，ٴͼ第１号道路跡

と࣠ํ向がಉじであることから，Կらかの関連ੑがਪଌされる。

第14�ਤ　ᶗ۠溝跡࣮ଌਤ
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第148ਤ　ᶘ۠溝跡・道路跡࣮ଌਤ
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第14�ਤ　中世・近世溝跡࣮ଌਤ
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第1��ਤ　第18号・24号溝跡出土遺物࣮ଌਤ

107

M5

第̎号ߔ跡౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　׊　҉　１
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量　　　׊　２

第̏号ߔ跡౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　׊　ࠇ　１

第̐号ߔ跡౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　׊　҉　１

第̓号ߔ跡౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　׊　ࠇ　１

第11号ߔ跡౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　׊　ࠇ　１

第1�号ߔ跡౔૚ղઆ
৭　ϩーϜཻ子多量　׊　҉　１

第��号ߔ跡౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫ・ম土ཻ子ඍ量　　　׊　１

第�3号ߔ跡౔૚ղઆʢ̖ʵ̖ʟʣ
৭　ϩーϜϒϩッΫ・୸化ཻ子ඍ量　׊　҉　１
৭　ϩーϜཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量　׊　ࠇ　２
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量，୸化ཻ子ඍ量　׊　҉　３

第�3号ߔ跡౔૚ղઆʢ̗ʵ̗ʟʣ
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量，୸化ཻ子ඍ量　　　׊　１
৭　ϩーϜཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量　׊　҉　２

第�4号ߔ跡౔૚ղઆʢ̖ʵ̖ʟʣ
৭　ϩーϜཻ子গ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量　׊　҉　１
৭　ϩーϜཻ子中量，୸化ཻ子ඍ量　׊　҉　２
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　　　׊　３

第�4号ߔ跡౔૚ղઆʢ̗ʵ̗ʟʣ
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　׊　ࠇ　１
৭　ϩーϜϒϩッΫ多量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量　׊　ࠇ　２

第�4号ߔ跡౔૚ղઆʢ̘ʵ̘ʟʣ
৭　ϩーϜϒϩッΫඍ量　　　ࠇ　１
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　׊　ࠇ　２
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量　׊　ࠇ　３
ۃ　４ ҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量
৭　ϩーϜϒϩッΫඍ量　׊　ࠇ　５

第��号ߔ跡౔૚ղઆʢ̖ʵ̖ʟʣ
৭　ϩーϜཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量　׊　҉　１
৭　ϩーϜϒϩッΫඍ量　　　׊　２
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　׊　҉　３
৭　ϩーϜϒϩッΫඍ量　׊　҉　４
৭　ϩーϜཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量　׊　ࠇ　５
ۃ　̒ ҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫඍ量
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量　׊　҉　７
৭　ϩーϜϒϩッΫ・୸化ཻ子ඍ量　׊　҉　８

第��号ߔ跡౔૚ղઆʢ̗ʵ̗ʟʣ
৭　ϩーϜཻ子・ཻ࠭গ量　׊　ࠇ　１
৭　ϩーϜཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量　׊　҉　２
৭　ϩーϜཻ子中量　׊　҉　３

第��号ߔ跡౔૚ղઆʢ̘ʵ̘ʟʣ
৭　ϩーϜཻ子・ཻ࠭গ量　׊　ࠇ　１
৭　ϩーϜཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量　׊　҉　２
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　׊　҉　３
৭　ϩーϜཻ子中量，୸化ཻ子ඍ量　׊　҉　４

第�8号ߔ跡౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　׊　ࠇ　１
৭　ϩーϜཻ子গ量　׊　ࠇ　２
ۃ　３ ҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量

第31号ߔ跡౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　׊　ࠇ　１

第36号ߔ跡౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫ多量　׊　҉　１
৭　೪土ϒϩッΫগ量，ϩーϜཻ子・୸化ཻ子ඍ量　　　׊　２

第3�号ߔ跡౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　׊　ࠇ　１
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　׊　҉　２

番号 器種 ௕さ 小ܘޱ ܘ෇ޱ ॏ量 質　　　ࡐ 特　　௃　　な　　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

̢５ 煙管 （4.2） 0.8 0.4 （2.6） ಔ 部　྆୺ܽଛޱいٵ ෴土上層

第18号溝跡出土遺物࡯؍ද（第150ਤ）

番号 種別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　　土 ৭調 ম成 文 様 の 特 ௃ な ど 出土Ґஔ උ　ߟ

107 土師質土器 小皿 ʦ7.0ʧ 1.6 ʦ4.0ʧ ௕石 ᒵ ී௨ खͮくͶ　内・֎面・ఈ部φσ ෴土中 25ˋ

第24号溝跡出土遺物࡯؍ද（第150ਤ）
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番号 Ґஔ ํ　向 அ面形 形状
໛　　　　ن

น面 ఈ面 ෴土 主な出土遺物 උ　ߟ
ॏ複関܎（古ˠ新）௕さ （ｍ） 上෯ （ｍ） Լ෯ （ｍ） ਂさ（ᶲ）

１ ̙２B3 ～    
̙２C0 ̣ô103 ô˃Ｅ 台形ٯ ௚ઢ （26.5） 0.23～1.22 0.08～1.04 ４～ 23 ֎傾・

緩斜 平ୱ 自વ 土師質土器 本跡ˠ4%７，1(１　4% ・̒̕

２ ̘ ２J3 ～    
̘２J5 ̣ô101 ô˃Ｅ 台形ٯ ௚ઢ （7.80） 0.26～0.78 0.06～0.24 20 ～ 36 ֎傾 ̪字状 自વ 土師質土器

３ ̘ ２K4 ～    
̘２K5 ̣ô97 ô˃Ｅ 台形ٯ ௚ઢ 5.16 0.42～1.02 0.22～0.85 10 緩斜 平ୱ 自વ －

４ ̘ ２K3 ～    
̘２K5 ̣ô93 ô˃̬ 台形ٯ ௚ઢ （6.10） 0.23～0.37 0.09～0.23 ４～ 14 ֎傾・

緩斜 平ୱ 自વ 縄文土器

̒ ̘ ２K3 ～    
̘２K6

̣ô85 ô˃̬
̣ô170 ô˃̬ 台形ٯ Ｌ字状 （13.25） 0.32～0.70 0.06～0.28 10 ～ 32 ֎傾・

緩斜 平ୱ 自વ 土師質土器 4%11ˠ本跡ˠ4"１
4%１・̕

７ ̘ ２K0 ～    
̙２B0 ̣ô７ ô˃Ｅ 台形ٯ ௚ઢ （6.48） 0.26～0.92 0.11～0.88 ８～ 12 ֎傾 平ୱ 自વ 土師質土器 4,17，4%１ˠ本跡

11 ̘ ２K4 ～    
̘２K5 ̣ô115 ô˃Ｅ 台形ٯ Ｌ字状 （1.80） 0.12～0.26 0.04～0.16 ５ ֎傾 平ୱ 自વ 鉄製品 本跡ˠ4%̒，4"２

12 ̙２D5 ～    
̙２E5 ̣ô１ ô˃Ｅ ̪字状 ௚ઢ （3.00） 0.73～0.84 0.09～0.28 24 ～ 40 ֎傾 ̪字状 自વ 土師質土器，

縄文土器 本跡ˠ4%13　4,45

18 ̗４H7 ～    
̗５K5 ̣ô115 ô˃Ｅ ̪字状・

̫字状 ௚ઢ （33.52） 0.38～0.98 0.08～0.57 30 緩斜 ̪字状 自વ ಔ製品，縄文土器，
石器，石製品

4*４・12・19・22，4,84，
1(３ô̥24ˠ本跡

20 ̘ ３G9 ～    
̘４H2 ̣ô110 ô˃Ｅ ̪字状 ௚ઢ （11.30） 0.54～0.66 0.14～0.24 36 ֎傾 ̪字状 自વ － 本跡ˠ4'１

21 ̘ ３G0 ～    
̘４B4

̣ô110 ô˃Ｅ  
̣ô22 ô˃Ｅ

̫字状・
台形ٯ Ｌ字状 （39.6） 1.66～2.30 0.20～1.12 90 ～ 126 ֎傾・

緩斜 平ୱ 人ҝ 縄文土器，石器 4,140，4%36ˠ本跡ˠ4%22，
4'１ 4%24

22 ̘３F0 ～    
̗４I5

̣ô110 ô˃Ｅ  
̣ô22 ô˃Ｅ 台形ٯ Ｌ字状 （45.80） 1.06～2.25 0.15～0.40 38 ～ 60 ༗ஈ 平ୱ 自વ 瓦，縄文土器 4,203 ～ 206，4%21・37ˠ

本跡ˠ4'１　4%24
23 ̘３D0 ～    

̘４E2 ̣ô75 ô˃̬ ・台形ٯ
̪字状 ௚ઢ （10.02） 0.50～0.80 0.20～0.62 26 ֎傾・

緩斜 ̪字状 自વ －

24 ̗ ４K0 ～    
̘４E8 ̣ô70 ô˃̬ ・台形ٯ

̪字状 ௚ઢ （33.30） 0.73～1.12 0.38～0.82 24 ～ 52 ֎傾・
緩斜

平ୱ・
Ԝತ 自વ 土師質土器，

縄文土器，石器
4*17・18，1(16ˠ本跡ˠ4'１　
4%31ˠ本跡ˠ4%28　4%21・22

25 ̗ ４K1 ～    
̘４E8 ̣ô73 ô˃̬ ・台形ٯ

̫字状 ௚ઢ （31.40） 0.41～1.30 0.16～0.60 52 ～ 57 ֎傾 平ୱ 自વ 縄文土器片，
石器，ണ片

4*17・18，4,151ˠ本跡
4%28ˠ本跡

28 ̘４H3 ～    
̘４B9

̣ô22 ô˃Ｅ
̣ô75 ô˃Ｅ ̪字状 Ｌ字状 （38.70） 0.28～1.06 0.17～0.25 62 緩斜 ̪字状 自વ 縄文土器，石器，

ണ片
4*５・ ・̒10，4,164，4%24・
36ˠ本跡ˠ4%25　　

31 ̘４D6 ～    
̘４F5 ̣ô14 ô˃Ｅ 台形ٯ ௚ઢ （9.26） 0.58～0.70 0.23～0.35 22 ֎傾 平ୱ 自વ 縄文土器 4*16ˠ本跡ˠ4%24　

36 ̘４C5 ～    
̘４H3 ̣ô22 ô˃Ｅ 台形ٯ ௚ઢ （21.80） 0.40～0.88 0.32 75 ֎傾 平ୱ 人ҝ － 本跡ˠ4%21・28，4'１

37 ̗４I4 ～    
̘４C4 ̣ô11 ô˃Ｅ 台形ٯ Ｌ字状 （9.40） 0.84 0.32～0.69 42 ֎傾 平ୱ 自વ － 本跡ˠ4%22，4'１

ද10　中世・近世溝跡一ཡද

　ᾌ　道路跡

第̍号道࿏跡（第148・151ਤ）

Ґஔ　調査ᶘ̖۠の̘３F9 ～̗４I6۠で，標高11ｍの台地平ୱ部にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第25・26号住居跡，第140・142・202 ～ 206号土坑，第21・22・24・36・37号溝跡，第10・11号ピ

ット群の上Ґで確認されている。

－̣）ঢ়　確認できた௕さは52ｍほどで，྆୺と΋調査۠Ҭ֎にԆͼている。̘３F9۠からೆ東ํ向ܗ໛ͱن

110 －˃Ｅ）΁௚ઢ的に12ｍԆͼ，̘４H2۠でほ΅90度北΁۶ۂし（̣－22 －˃Ｅ），௚ઢ的に40ｍԆͼ，調査۠

Ҭ֎にࢸっている。路面෯は2.5 ～ 5.2ｍで，路面のԼは確認面から10ᶲほどԼがっている。ߗ化面のްさは５

ᶲである。路面の標高は北୺部が࠷΋高く，੢୺部とのൺ高ࠩは37ᶲである。

෴౔　第１・２層と΋క·りがあるが，特に第１層はϩーϜϒϩッΫを多く含んで͓り，路面とߟえられる。

第２層は路面ԼのԜΈ部分にଯ積した΋ので，೪土ϒϩッΫやϩーϜϒϩッΫを含んでいるが，ۉ一的なଯ積

状گから自વଯ積である。

遺෺ग़౔ঢ়گ　陶器片12点（碗̒，Ꭼ鉢４，ᙈ２），磁器片15点（碗13，皿１，瓶１），土師質土器片３点（鍋

類２，小皿１），瓦片13点，石器１点（砥石），鉄製品３点（ఝ２，不明１），古銭２点（׮Ӭ௨ሟ）のほか，

ྲྀれࠐんͩ縄文土器片150点，土製品１点（土偶），石器１点（石皿），石製品２点（石剣），ണ片５点（チϟー

ト４，༵ࠇ石１），ܰ石３点が出土している。遺物はす΂て第２層中からの出土である。

౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫ多量　׊　҉　１ ・৭　೪土ϒϩッΫগ量，ϩーϜϒϩッΫ・ম土ཻ子　　　׊　２

୸化ཻ子ඍ量
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ॴݟ　時期は，出土土器から18世ل代とߟえられる。第21・22号溝跡と࣠ํ向がಉじであることから，Կらか

の関連がਪଌされる。

第1�1ਤ　第１号道路跡・出土遺物࣮ଌਤ

A Á

B B́

11.6m

耕作土

SD 20

SD 21

SD 222

1

SD 21

SD 22

2
1

SD 36 SD 28

108

T1

T2

M7M6

番号 種別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　　土 ৭調 ম成 文 様 の 特 ௃ な ど 出土Ґஔ උ　ߟ

108 土師質土器 小皿 ʦ5.0ʧ 1.5 04.2 ௕石・੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී௨ ఈ部ճసࢳ੾り ෴土中 30ˋ

第１号道路跡出土遺物࡯؍ද（第151ਤ）

番号 種別 ௕さ ෯ ްさ ॏ量 ଻　　　土 ৭調 ম成 文 様 の 特 ௃ な ど 出土Ґஔ උ　ߟ

Ｔ１ 瓦ࢅ 7.3ܘ － （2.9）（133.4）௕石・Ӣ฼ փ ී௨ 軒ؙ部分　֎۠च文　内۠ӈࡾ೹文 ෴土中

Ｔ２ 瓦ࢅ （5.8） （7.0） （2.1） 0（87.7）௕石・Ӣ฼ փԫ ී௨ 平瓦部分　内・֎面いͿし　内面φσ ෴土中
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番号 銭名 ܘ ෯޸ ॏ量 ॳர年 質　　　ࡐ 特　　௃　　な　　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

̢̒ Ӭ௨ሟ׮ 2.3 0.7 2.2 1636 ಔ 日本　എແ　古׮Ӭ ෴土上層

̢７ Ӭ௨ሟ׮ 2.2 0.7 2.1 1697 ಔ 日本　എແ　新׮Ӭ ෴土中

４　その他の遺構と遺物

　遺物が出土していないことなどから時期をܾఆできない遺構として，井戸跡５基，土坑34基，溝跡８条，

ピット群１か所がଘ在する。ҎԼ，それらの遺構にͭいては，࣮ଌਤと一ཡදをࡌܝする。

　ᾇ　井戸跡（第152・153ਤ）

ن，ճの調査で，時期・ੑ֨と΋に不明の井戸跡５基が確認されている。これらの井戸跡にͭいてはࠓ　

໛・形状౳にͭいて一ཡදと࣮ଌਤをࡌܝするにとどめる。

第1��ਤ　井戸跡࣮ଌਤᾇ

A

B

C B́

Á

Ć

A Á

B B́

B B́

B B́

C
C
́

11.0m

1

2
3

4

5

1 2 3

A
A
́

1

2

A
A
́

1 2

3

SE 2

SE 3
11
.0
m

11
.0
m

B

A

Á

B́

B

A

B́

A
́

SE 2・3 SE 6

SE 5
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第1�3ਤ　井戸跡࣮ଌਤᾈ

Ａ
A
́

SE 7

Ａ
A
́

11
.0
ｍ

1 2 4

B B́

B B́

3
3

第̎号Ҫށ跡౔૚ղઆ
１　明 ԫ ׊ ৭　ϩーϜཻ子多量
２　明 ԫ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ多量
３　にͿいԫ׊৭　ϩーϜϒϩッΫ中量
４　明 ԫ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ多量
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　׊　ࠇ　５

第̏号Ҫށ跡౔૚ղઆ
ۃ　１ ҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫඍ量
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　׊　ࠇ　２
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　׊　҉　３

第̑号Ҫށ跡౔૚ղઆ
１　փ ԫ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ・೪土ϒϩッΫগ量
２　ԫ　׊　৭　ϩーϜϒϩッΫ多量
３　փ ԫ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ中量，೪土ϒϩッΫগ量

第̒号Ҫށ跡౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量　׊　ࠇ　１
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　׊　ࠇ　２

第̓号Ҫށ跡౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　　　ࠇ　１
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　׊　ࠇ　２
৭　ϩーϜཻ子多量　　　ࠇ　３
৭　ϩーϜϒϩッΫ多量　׊　ࠇ　４

　ᾈ　土坑（第154 ～ 157ਤ）

・໛ن，ճの調査で，時期・ੑ֨と΋に不明の土坑34基が確認されている。これらの土坑にͭいてはࠓ　

形状౳にͭいて一ཡදと࣮ଌਤをࡌܝするにとどめる。

番号 Ґஔ ௕ܘ（࣠）
ํ向 平面形

໛（ｍ）ن
ਂさ（ᶲ） น面 ఈ面 ෴土 主な出土遺物 උ　ߟ

ॏ複関܎（古ˠ新）௕ܘ（࣠）̫ ୹ܘ（࣠）
（ೆ北࣠ʷ東੢࣠）

２ ̘２J7 ̣ô51 ô˃Ｅ ପ円形 001.60 （̫1.20） （135） ௚立 － 人ҝ 縄文土器 本跡ˠ4E３　4,40چ

３ ̘２J7 ̣ô40 ô˃̬ ପ円形 （1.19）̫ 1.0000 151 ௚立 平ୱ 自વ 土師質土器，磁器，石器 4E２ˠ本跡　4,14چ

５ ̘２J6 ̣ô80 ô˃̬ ପ円形 1.31ʷ1.15 （155） ௚立 － 人ҝ 磁器，石器 4,39چ

̒ ̘２J0 ̣ô78 ô˃̬ ପ円形 1.55ʷ1.25 （158） ௚立 － 自વ 縄文土器，石器 4,37چ

７ ̘２K9 ̣ô40 ô˃Ｅ ପ円形 1.58ʷ1.40 （142） ௚立 － 自વ － 4,４چ

ද11　井戸跡一ཡද

第1�4ਤ　土坑࣮ଌਤᾇ

B B́

B

B́

11
.0
ｍ

1

Ａ
A
́

Ａ
A
́

B
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第1��ਤ　土坑࣮ଌਤᾈ

A
B

A Á
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A Á11.0m

B B́1
123

A
A
́

B B́

B

A

B́

Á
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第1�6ਤ　土坑࣮ଌਤᾉ
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Á

B B́

SK 45

B

B́

11
.2
ｍ

SD 12

1
2

Ａ
A
́

Ａ
A
́

B B́

SK 55

SK 54

B
B́

11
.4
ｍ

11.6ｍ

1

Ａ
A
́

Ａ
A
́

B B́

B B́

11
.4
ｍ

11.6ｍ

1
2

3

Ａ Á
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B
B
́

SK 49

B
B
́

11.2ｍ

1

Ａ
A
́

B

B́

B B́

SK 56

A
A
́

11
.4
ｍ

11.6ｍ

1
2

Ａ Á
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第1��ਤ　土坑࣮ଌਤᾊ
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第̎号౔޵౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　׊　ࠇ　１

第̏号౔޵౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量　׊　҉　１

第̔号౔޵౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　׊　ࠇ　１

第̕号౔޵౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量　׊　҉　１

第1�号౔޵౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　׊　ࠇ　１
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量　　　׊　２

第1�号౔޵౔૚ղઆ
৭　ϩーϜཻ子গ量　׊　ࠇ　１
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　　　׊　２

第13号౔޵౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　׊　҉　１
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量　　　׊　２

第18号౔޵౔૚ղઆ
৭　ϩーϜཻ子多量　　　ࠇ　１

第��号౔޵౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　׊　ࠇ　１
৭　೪土ϒϩッΫ中量　׊　ࠇ　２
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量　׊　ࠇ　３
৭　ϩーϜϒϩッΫ多量　׊　ࠇ　４

第��号౔޵౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫ・೪土ϒϩッΫগ量　　　ࠇ　１

第�3号౔޵౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量，೪土ϒϩッΫඍ量　　　ࠇ　１

第��号౔޵౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　׊　ࠇ　１
৭　ϩーϜϒϩッΫ多量　׊　ࠇ　２
３　փ　׊　৭　ϩーϜཻ子多量

第��号౔޵౔૚ղઆ
৭　ϩーϜཻ子多量　׊　҉　１

第�8号౔޵౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫඍ量　　　ࠇ　１
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　׊　ࠇ　２

第3�号౔޵౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　׊　ࠇ　１

第36号౔޵౔૚ղઆ
ۃ　１ ҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫগ量
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量　　　׊　２

第4�号౔޵౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量　׊　҉　１
৭　ϩーϜཻ子多量　׊　҉　２

第43号౔޵౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　׊　҉　１

第44号౔޵౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　׊　҉　１

第4�号౔޵౔૚ղઆ
৭　ϩーϜཻ子中量　׊　҉　１
２　にͿいԫ׊৭　ϩーϜϒϩッΫগ量

第48号౔޵౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量　׊　҉　１

第4�号౔޵౔૚ղઆ
৭　ϩーϜཻ子中量　׊　҉　１
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第�1号౔޵౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量　׊　҉　１

第��号౔޵౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　׊　҉　１

第�3号౔޵౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　׊　҉　１
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　　　׊　２

第�4号౔޵౔૚ղઆ
１　փ　׊　৭　ϩーϜϒϩッΫ中量
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量　׊　҉　２
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量　　　׊　３

第��号౔޵౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量　　　׊　１

第�6号౔޵౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　׊　҉　１
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量　　　׊　２

第�8号౔޵౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量　　　׊　１

第��号౔޵౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫඍ量　　　׊　１
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　׊　҉　２
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　　　׊　３
　　
第61号౔޵౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量　　　׊　１
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　׊　҉　２
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量　　　׊　３

第6�号౔޵౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　　　׊　１
৭　ϩーϜཻ子ඍ量　׊　҉　２
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　׊　҉　３
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量　　　׊　４
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量　　　׊　５
৭　ϩーϜཻ子গ量　　　׊　̒

第63号౔޵౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　׊　҉　１
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量　　　׊　２
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　׊　҉　３
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量　׊　҉　４
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量　　　׊　５

番号 Ґஔ 主࣠ํ向
（ೆ北࣠） 平面形

໛（ｍ）ن
ਂさ（ᶲ） น面 ఈ面 ෴土 主な出土遺物 උ　ߟ

ॏ複関܎（古ˠ新）௕ܘ（࣠）̫ ୹ܘ（࣠）
（ೆ北࣠ʷ東੢࣠）

２ ̘２I9 ̣ô35 ô˃Ｅ ପ円形 1.30ʷ1.02 15 ֎傾 Ԝತ 自વ －

３ ̘２K9 － 円形 1.32ʷ1.20 24 ֎傾 Ԝತ 自વ －

８ ̘２K8 ̣ô77 ô˃̬ ପ円形 2.04ʷ1.31 43 緩斜 Ԝತ 自વ 縄文土器，石器

̕ ̙２B9 ̣ô27 ô˃̬ ପ円形 0.80ʷ0.50 25 ֎傾 Ԝತ 自વ － ピット２基

10 ̘２J6 ̣ô36 ô˃̬ 不੔ପ円形 0.98ʷ0.90 17 ֎傾 平ୱ 自વ 土師器

12 ̘２I6 ̣ô26 ô˃̬ ପ円形 1.55ʷ1.22 19 ֎傾 平ୱ 自વ 縄文土器

13 ̘２J6 ̣ô69 ô˃Ｅ ପ円形 1.51ʷ1.00 28 ௚立 平ୱ 自વ 鉄製品

17 ̙２B0 ̣ô75 ô˃̬ ʦପ円形ʧ （0.79）̫ 0.7400 55 ֎傾 平ୱ － － 本跡ˠ4%７

18 ̙２B9 － 円形 0.78ʷ0.71 20 ௚立 皿状 自વ －

20 ̙２C8 － ʦ円形ʧ 001.22 （̫0.92） 71 ֎傾 平ୱ 自વ －

22 ̙２C6 － 円形 0.59ʷ0.54 36 ֎傾 皿状 自વ － 4#１ô̥８ˠ本跡

23 ̙２B6 ̣ô76 ô˃̬ ପ円形 0.69ʷ0.50 45 ֎傾・௚立 皿状 自વ 石器

25 ̙２B6 － 円形 0.54ʷ0.54 44 ௚立 皿状 人ҝ 鉄製品 4#２

27 ̘２J6 － 不੔円形 0.86ʷ0.80 11 緩斜 平ୱ 自વ －

28 ̘２I5 ̣ô15 ô˃Ｅ ପ円形 1.22ʷ0.68 51 ֎傾 平ୱ 自વ 縄文土器 北部にピット

35 ̘２J4 ̣ô５ ô˃̬ ପ円形 1.25ʷ0.89 14 緩斜 Ԝತ 自વ －

36 ̘２J5 ̣ô86 ô˃̬ ۱ؙ௕ํ形 1.40ʷ1.00 20 ֎傾・緩斜 平ୱ 自વ －

42 ̘２K9 ̣ô̌˃ ۱ؙํ形 1.30ʷ1.22 20 緩斜 平ୱ 自વ －

43 ̙２B4 ̣ô86 ô˃̬ ପ円形 0.88ʷ0.54 12 緩斜 皿状 自વ － 4#２

44 ̙２B4 ̣ô80 ô˃̬ 不੔ପ円形 0.94ʷ0.52 23 緩斜 平ୱ 自વ － 4#２

45 ̙２D5 ̣ô80 ô˃̬ 不੔ପ円形 2.08ʷ0.81 32 ֎傾 平ୱ 自વ － 東部・੢部にピット　
4%12ˠ本跡

48 ̙２D4 － ʦ円形ʧ （0.68）̫（0.65） 19 緩斜 皿状 自વ 縄文土器，土師器，石器 4,50ˠ本跡　4%14

49 ̙２E4 ̣ô̌˃ ପ円形 1.08ʷ0.47 15 緩斜 平ୱ 自વ － 4#２

51 ̙２E4 ̣ô80 ô˃̬ ପ円形 1.10ʷ0.50 17 ֎傾 平ୱ 自વ －

52 ̙２F4 － － （0.75）̫（0.28） 20 ֎傾・緩斜 平ୱ 自વ －

53 ̘１K0 ̣ô40 ô˃̬ ପ円形 1.11ʷ0.95 30 ֎傾 Ԝತ 自વ －

54 ̙２B1 － ʦ不੔ପ円形ʧ （1.21）̫（0.50） 30 ֎傾 Ԝತ 自વ －

ද12　土坑一ཡද
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番号 Ґஔ 主࣠ํ向
（ೆ北࣠） 平面形

໛（ｍ）ن
ਂさ（ᶲ） น面 ఈ面 ෴土 主な出土遺物 උ　ߟ

ॏ複関܎（古ˠ新）௕ܘ（࣠）̫ ୹ܘ（࣠）
（ೆ北࣠ʷ東੢࣠）

55 ̙２B1 ̣ô80 ô˃̬ ʦପ円形ʧ （0.64）̫（0.52） 18 ֎傾 Ԝತ 自વ －

56 ̙２C1 ̣ô76 ô˃̬ ʦପ円形ʧ （0.72）̫ 0.3800 25 ֎傾・緩斜 皿状 自વ －

58 ̙２G1 － ʦ円・ପ円形ʧ （1.40）̫（0.44） 28 ֎傾・緩斜 Ԝತ 自વ －

59 ̙１H0 ̣ô25 ô˃̬ 不੔ପ円形 1.54ʷ1.08 40 ֎傾・緩斜 皿状 自વ 土師器，磁器

61 ̙２E2 － ʦ円・ପ円形ʧ （1.95）̫（0.42） 28 緩斜 平ୱ 自વ －

62 ̙２F2 － ʦପ円形ʧ （2.90）̫（0.60） 50 ֎傾 ༗ஈ 自વ 縄文土器，土師器

63 ̙１F0 ̣ô16 ô˃̬ 不੔ପ円形 1.92ʷ1.10 52 ֎傾・緩斜 Ԝತ 自વ －

　ᾉ　溝跡（第147・148・158ਤ）

・໛ن，ճの調査で，時期・ੑ֨と΋に不明の溝跡８条が確認されている。これらの溝跡にͭいてはࠓ　

形状౳にͭいて一ཡදと࣮ଌਤをࡌܝするにとどめる。

第̕号ߔ跡౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　׊　҉　１

第1�号ߔ跡౔૚ղઆ
৭　ϩーϜཻ子গ量　　　ࠇ　１

第13号ߔ跡౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫඍ量　׊　҉　１
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量　׊　҉　２
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　　　׊　３

第14号ߔ跡౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　׊　҉　１

第1�号ߔ跡౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　׊　ࠇ　１
৭　ϩーϜཻ子中量，ম土ཻ子ඍ量　׊　҉　２

第16号ߔ跡౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　׊　ࠇ　１
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　׊　҉　２

第1�号ߔ跡౔૚ղઆ
৭　ϩーϜཻ子গ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量　׊　҉　１
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量，୸化ཻ子ඍ量　׊　҉　２
৭　ϩーϜϒϩッΫগ量　　　׊　３

第34号ߔ跡౔૚ղઆ
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量　׊　ࠇ　１
ۃ　２ ҉ ׊ ৭　ϩーϜϒϩッΫ中量
৭　ϩーϜϒϩッΫ中量　׊　ࠇ　３

第1�8ਤ　溝跡࣮ଌਤ
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番号 Ґ ஔ ํ　向 அ面形 形状
໛　　　　　　　ن　

น面 ఈ面 ෴土 主な出土遺物 උ　ߟ
ॏ複関܎（古ˠ新）௕さ（ｍ） 上෯（ｍ） Լ෯（ｍ） ਂさ（ᶲ）

̕ ̘２K3・   
̘２K4 ̣ô62 ô˃Ｅ 台形ٯ ௚ઢ （1.70） 0.17～0.28 0.04～0.18 ８ ֎傾 平ୱ 自વ － 4%１・̒ ・10

10 ̘２K4 ～    
̙２B4 ̣ô15 ô˃Ｅ ̪字状 ௚ઢ （1.68） 0.25～0.42 0.08～0.21 21 ֎傾 ̪字状 自વ － 4%１・̕

13 ̙２D5・    
̙２D6 ̣ô101 ô˃Ｅ ̫字状 ௚ઢ 3.12 0.80～1.13 0.04～0.10 52 ～ 64 ֎傾 ̪字状 自વ 土師質土器 4%12ˠ本跡

14 ̙２D4・    
̙２E4 ̣ô７ ô˃̬ ̪字状 ௚ઢ 2.94 0.64～0.78 0.14～0.52 30 ～ 35 ֎傾 平ୱ 自વ － 4,48

15 ̙２B5・    
̙２C5 ̣ô16 ô˃Ｅ ̪字状 ௚ઢ （3.17） 0.28～0.37 0.16～0.24 ̕～ 11 緩斜 平ୱ 自વ － 4#２

16 ̙１C0 ～    
̙２C1 ̣ô96 ô˃Ｅ ̫字状 ௚ઢ 7.84 0.42～0.66 0.04～0.22 24 ～ 40 ֎傾 ̪字状 自વ －

17 ̗５G1 ～    
̗５I1 ̣ô15 ô˃Ｅ ・台形ٯ

̫字状 ௚ઢ （6.47） 0.18～0.60 0.10～0.19 20 ～ 25 ֎傾 平ୱ 自વ 縄文土器，
土製品 4*８，4,134ˠ本跡

34 ̘３J8・    
̘３J9 － ̪字状 － （2.24） 3.19 1.28 98 緩斜 ̪字状 自વ 縄文土器，

土師質土器，鉄製品

ද13　溝跡一ཡද

　ᾊ　ピット群

ܭճの調査で，ᶗ۠ೆ東部の１か所でピット群が確認された。ҎԼ，確認した遺構にͭいて，ピットࠓ　

ଌදと平面ਤをࡌܝする。

第̍号ϐοτ܈（第159ਤ）

Ґஔ　調査۠ᶗ۠ೆ東部の̙２B4 ～の̙２B9۠にか͚ての東੢24ｍ，ೆ北16ｍのൣғから，柱穴状のピット

47か所が確認された。これらのピットのうͪ，̥７，̥10，̥28，̥29の４か所は第１号溝跡を掘りࠐんでい

る。·た第１・２号掘立柱建物跡とॏ複している。平面形は௕18ܘ ～ 65ᶲ，୹16ܘ ～ 50ᶲの円形あるいはପ

円形で，ਂさは11 ～ 48ᶲである。分෍状گから建物は૝ఆできない。෴土中から縄文土器片や土師質土器片

が出土しているピット΋あるが，時期・ੑ֨と΋に不明である。

番号 ௕ܘ ୹ܘ ਂさ 番号 ௕ܘ ୹ܘ ਂさ 番号 ௕ܘ ୹ܘ ਂさ

１ 30 29 38 17 30 27 24 33 28 27 22

２ 30 28 21 18 32 26 19 34 26 20 21

３ 33 31 47 19 32 30 22 35 18 17 18

４ 32 28 19 20 52 40 30 36 51 31 －

５ 28 22 48 21 21 20 19 37 45 40 －

̒ 32 28 35 22 18 16 11 38 32 28 19

７ 28 （17） 23 23 20 20 14 39 40 40 18

８ 46 44 40 24 26 20 30 40 54 32 35

̕ 56 28 16 25 33 32 34 41 33 28 15

10 41 30 21 26 52 32 30 42 27 21 －

11 36 36 33 27 37 29 44 43 21 16 －

12 40 35 19 28 40 38 32 44 38 36 26

13 25 23 30 29 （50） 50 18 45 26 26 20

14 37 31 － 30 35 24 16 46 39 27 15

15 40 37 20 31 65 36 34 47 27 26 28

16 25 25 14 32 20 19 22

第１号ピット群ܭଌද
୯Ґɿᶲ
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第1��ਤ　第１号ピット群࣮ଌਤ

SD 7

P1

P2

P3

P4

P6

P7

P5
P8

P9 P10 P11

P15
P28 P16

P17
P18

P19
P23
P22

P47P26
P44P31

P32
P29

P33

P27
P30

P25

P21

P24

P20 P14

P45

P46

P12
SB 1

P13

P41

SD 1

SD 1

P35

P40

P39

P38

P43

P34

P36

P37

P42

D
2c
7

D
2a
5
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第16�ਤ　遺構֎出土遺物࣮ଌਤᾇ

DP75

DP85DP84

DP83

TP473

DP82DP81
DP80

110

109

TP472

TP468

TP465 TP466
TP467

TP471

TP470
TP469

DP79

　ᾋ　遺構֎出土遺物（第160・161ਤ）

　遺構に伴Θない主な遺物にͭいて，࣮ଌਤٴͼ࡯؍දでࡌܝする。
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第161ਤ　遺構֎出土遺物࣮ଌਤᾈ

DP76

DP77

Q115

Q118
Q117

Q116

Q119

Q111
Q112

Q113 Q114

M10

M9

M8
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番号 種別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　　土 ৭調 ম成 文 様 の 特 ௃ な ど 出土Ґஔ උ　ߟ

109 陶器 皿 ʦ11.0ʧ 1.7 ʦ6.4ʧ ௕石 ઙԫᒵ ී௨ փᬵ　 ද土 15ˋ

110 土師質土器 小皿 05.6 1.6 3.2 石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී௨ ఈ部ճసࢳ੾り ද土 95ˋ

遺構֎出土遺物࡯؍ද（第160・161ਤ）

番号 種別 器種 ଻　　　　土 ৭調 ম成 文　様　の　特　௃　な　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

T1465 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・੺৭ཻ子 にͿいԫᒵ ී௨ ௜ઢˠແઅＬ縄文 ද土

T1466 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ ᒵ ී௨ ௜ઢˠ縄文L3ˠ磨き ද土

T1467 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී௨ ௜ઢˠ縄文L3ˠ磨き ද土

T1468 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී௨ ௜ઢˠແઅＬ縄文 ද土

T1469 縄文土器 ਂ鉢 ௕石・石ӳ・੺৭ཻ子 にͿいԫᒵ ී௨ ௜ઢˠແઅＬ縄文ˠ磨き ද土

T1470 縄文土器 壺 ௕石・石ӳ・Ӣ฼ 明੺׊ ී௨ ௜ઢˠແઅＬ縄文ˠ磨き ද土

T1471 縄文土器 ઙ鉢 ௕石 にͿいԫᒵ ී௨ ௜ઢˠ縄文L3ˠ磨き ද土

T1472 縄文土器 ઙ鉢 ௕石・石ӳ にͿいԫᒵ ී௨ ௜ઢˠΩβミॆర　ޱ৶部Ԝઢ ද土

T1473 縄文土器 ઙ鉢 石ӳ にͿいԫᒵ ී௨ ௜ઢˠີࡉ௜ઢ文ॆరˠ磨き ද土

番号 器種 ௕さ ෯ ްさ ॏ量 ଻土・৭調 特　　௃　　な　　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

%175 土偶 　（5.0） 　（4.3） 2.0 （38.5）にͿいᒵ　௕石・
石ӳ・੺৭ཻ子 中৺に؏௨޸ ද土 1L23

%176 耳飾り 　ʦ5.2ʧ － 1.9 （5.0） 明੺׊　௕石 内・֎面磨き　ඃ೤ ද土

%177 耳飾り 　2.3 － 1.3 6.9 明੺׊
௕石・石ӳ ಄にΑるφσ੔形ࢦ ද土 1L22

%179 ख৪形 　（5.7） 　5.5 1.4 （26.2）にͿいᒵ　௕石・
石ӳ・੺৭ཻ子 ฑ部　ਖ਼面に੺࠼　؏௨޸１޸ ද土

%180 管状土錘 　5.0 3.4ܘ － 55.1 にͿい੺׊
௕石 1.5ᶲ　༗印ʮ˓ʯܘ޸ ද土

%181 管状土錘 　6.0 3.6ܘ － 80.8 にͿい੺׊
௕石・石ӳ 1.5ᶲ　༗印ʮ̘ʯܘ޸ ද土

%182 管状土錘 　6.1 3.4ܘ － 58.4 にͿいᒵ　௕石・
石ӳ・੺৭ཻ子 1.5ᶲܘ޸ ද土

%183 管状土錘 　5.6 3.6ܘ － 58.7 明੺׊　௕石・
石ӳ・੺৭ཻ子 1.4ᶲܘ޸ ද土

%184 石状ޟ 1.8ܘ － 0.7 1.8 にͿいᒵ
੺৭ཻ子 φσ੔形 ද土

%185 石状ޟ 2.0ܘ － 0.7 2.5 ᒵ　石ӳ・
੺৭ཻ子 φσ੔形 ද土

番号 器種 ௕さ ෯ ްさ ॏ量 質　　　ࡐ 特　　௃　　な　　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

̦111 磨製石斧 4.6 3.2 1.0 （25.4） 石ӳ片ؠ ఆ֯式　小形　ਕ部にඍࡉണ཭ 4%28 1L27

̦112 磨製石斧 （6.6） 2.3 1.2 （24.4） ྘৭ڽփؠ ఆ֯式　片ਕに近い　ਕ部にඍࡉണ཭ ද土

̦113 砥石 13.0 4.4 1.1 （70.1） Ֆቋؠ ༗溝　ඃ೤ ද土 1L28

̦114 石剣 （11.2） 3.1 1.4 （67.7） ྲྀ໲ؠ 磨੔形　಄部に２条の௜ઢ文　ඃ೤ݚ ද土 1L27

̦115 φイフ （5.8） 1.9 0.6 （7.0） ؠ質ทܔ ԣ௕ണ片をૉࡐとするೋଆ縁 4%28 1L25

̦116 ਨ飾品 2.8 1.3 0.6 2.0 チϟート ྆面ઠ޸ 4%18 1L25

̦117 ਨ飾品 2.4 2.0 0.3 2.4 ೪൘ؠ ྆面ઠ޸ ද土 1L25

̦118 ਨ飾品 1.0 － 0.7 1.1 ؠ武ݰ 0.25ܘ޸ ～ 0.4ᶲ　片面ઠ޸ ද土 1L25

̦119 φイフ （4.2） 1.7 0.5 （2.6） ؠ質ทܔ ॎ௕ണ片をૉࡐとするೋଆ縁 ද土

番号 銭名 ܘ ෯޸ ॏ量 ॳர年 質　　　ࡐ 特　　௃　　な　　ど 出土Ґஔ උ　ߟ

̢８ Ӭ௨ሟ׮ 2.4 0.7 2.5 1697 ಔ 日本　എແ　新׮Ӭ ද土

̢̕ Ӭ௨ሟ׮ 2.2 0.7 1.9 1697 ಔ 日本　എແ　新׮Ӭ ද土

̢10 Ӭ௨ሟ׮ 2.6 0.7 1.9 1668 ಔ 日本　എ༗ʮ文ʯ　 ද土
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第４અ　· 　 と 　 め

ճの調査で，本田遺跡は縄文時代から近世·での複合遺跡であることが明らかとなり，特に縄文時代後ࠓ　

期から晩期に͓いて，拠点的な集落がӦ·れたことが特චされる。ここでは縄文時代と近世にͭいて調査成

Ռを֓؍し，एׯの࡯ߟをՃえることで·とめとしたい。

１　縄文時代

，ճの調査では，縄文時代後期後葉期の住居跡21軒，後期後葉から晩期中葉期の炉跡２か所，土坑88基ࠓ　

ピット群12か所，晩期中葉期中৺の遺物包含層１か所が確認できた。౰遺跡の所在する茨城県੢部に͓͚る

調査事ྫはগなく，縄文時代の集落様相が不明ྎな地Ҭであったことから，ࠓճの調査成Ռは౰地Ҭの集落

構଄をߟえるうえで，وॏなࢿྉになる΋のとࢥΘれる。ҎԼでݸʑの遺構にͭいて֓؍し特௃などを見て

Ώくことで，౰遺跡の縄文時代集落にͭいてߟえてΈたい。

　ᾇ　竪穴住居跡にͭいて

な遺ଘ状ଶで確認されている。これらのうͪ，ここで޷ճの調査では，後期後葉期の竪穴住居跡がྑࠓ　

は住居の掘りࠐΈが明ྎな，第４・13・17号住居跡にͭいてऔり上͛，֤住居跡の平面形や主柱穴配ஔ，

出ೖޱピットの形状などを࠶確認し特௃を捉えることで，౰地Ҭの住居構଄にͭいて確認する。

　　ア　֤住居跡の構଄

　　　❞　第４号住居跡（第162ਤ）

　ピットや出ೖޱ部などから，গなくと΋３ճҎ上のॏ複がਪଌでき，第４̘号住居跡が࠷΋古く，第

４̗号住居跡，第４̖号住居跡のॱにมભすることが捉えられた。時期は出土土器からી୩式ஈ֊から

҆行１式中ஈ֊·でにݶられて͓り，な͓かͭ平面形や主柱穴のҐஔをほとんどมえることなく࠶ར༻

するなど連ଓੑが࢕えることから，ܥ౷的に連ଓする集団にΑる居住とߟえられる。

　第４̖号住居跡（第162ਤ３）は，ೆଆに出ೖޱ部を༗し，東นの不自વなಥ出部分をྀߟして̙字

形に近い円形の平面形を૝ఆした。主柱穴は４か所で，นࡍには多਺のน柱穴が८っている。出ೖޱ部

は平行する溝状のピット２か所からなる。炉は，やや出ೖޱ部دりにҐஔする地চ炉である。時期は，

出土土器の࠷新の時期を捉えて҆行１式中ஈ֊とΈられる。

　第４̗号住居跡（第162ਤ２）は，東ଆにಥ出する出ೖޱ部を༗している，円形の住居跡である。主

柱穴は４か所で，นࡍには多਺のน柱穴が८っている。出ೖޱ部は，東นがํ形にಥ出する部分にコの

字状に溝状のピットを掘りࠐんで࡞られている。炉はްいম土とփ層のଯ積が見られた地চ炉で，やや

出ೖޱ部دりにҐஔしている。時期は҆行１式古ஈ֊とΈられる。

　第４̘号住居跡（第162ਤ１）は，東ଆのϋの字状に։く溝状のピットが出ೖޱ部とߟえられる。࠷

΋古い住居跡のため，出ೖޱ部෇近のนが遺ଘしていないが，ピットや炉のҐஔから，͓そらくೆ北ํ

向にやや௕いପ円形の平面形が૝ఆされる。主柱穴は４か所で，น柱穴が८っている。炉はॏ複してい

るため不明であるが，炉２のম土やփ層のްさなどをྀߟすると，炉２を第４̗号住居跡とڞ༗してい

たՄೳੑ΋ある。時期は，ી୩式ஈ֊とΈられる。

　Ҏ上，第４号住居跡の住居構଄は，３軒と΋４か所の主柱穴配ஔ，ີに८るน柱穴，出ೖޱ部ํ向に

ややدっている地চ炉を基本的な構成としている。出ೖޱ部の形状がややҟなる΋のの，いͣれ΋主ମ
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部ܘが̒～７ｍほどで，ن໛の点から΋Αくࣅた構成といえる。น柱穴はนࡍをີに८っているが，น

柱穴の中に΋ܘの大小やਂさにࠩがあり，上԰をอ࣋する柱穴と，นମを構成する柱穴に分化していた

Մೳੑ΋ある。

第16�ਤ　第４号住居跡（̨ʹ１�120）

2　第4B号住居跡
　（安行1式古段階）

1　第4C号住居跡
　（曽谷式段階）

3　第4A号住居跡
　（安行1式中段階）

　　　❟　第13号住居跡（第163ਤ）

　第13号住居跡は，第23号住居跡とॏ複していることから不明ྎな部分΋あるが，掘りࠐΈのਂさや出

ೖޱピットのҐஔから̖・̗の２ճのॏ複が捉えられ，෴土のଯ積状گから第13̗号住居跡から第13

̖号住居跡΁のมભが確認された。時期は，ી୩式ஈ֊から҆行１式中ஈ֊のൺֱ的୹期間に，第13・

22・23号住居跡と合Θせてগなくと΋５ճҎ上の建てସえが確認されていることから，࠷΋古い第13̗

号住居跡はી୩式ஈ֊，次の第13̖号住居跡は，ી୩式ஈ֊から҆行１式古ஈ֊とਪଌできる。

　第13̖号住居跡（第163ਤ２）は，東ଆに出ೖޱ部を༗する΋ので，ೆนの一部が第23号住居跡にΑ
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って࡟平されている΋のの，平面形はほ΅円形と捉えられる。主柱穴は４か所であるが，出ೖޱ部にର

面するԞน部分に，ややܘの大きなਂさのあるピットがҐஔしている点が特௃的である。น柱穴は࡟平

されたೆนҎ֎はີに८っている。出ೖޱ部は溝状のピットがฒ列している。炉はೆ北に௕いପ円形の

地চ炉を本跡の΋のとしたが，Ґஔ的に第23̗号住居跡に伴うՄೳੑ΋ある。

　第13̗号住居跡（第163ਤ１）は，ೆଆに出ೖޱ部を༗する΋ので，やや不੔な円形である。主柱穴

は４か所でٯ台形状にҐஔして͓り，第13̖号住居跡ಉ様，出ೖޱ部とର面するԞน部分に，ܘの大き

なਂさのあるピットがଘ在している。น柱穴は東นࡍではີに८っているが，これは第13̖号住居跡に

伴う΋のとࢥΘれる。੢นではٴܘͼਂさが主柱穴とಉじくらいのピットが，1.5 ～２ｍ間ִで認めら

れる。出ೖޱ部は溝状のピットがコの字状に掘りࠐ·れている。

　ここでの２軒は，平面形がུ円形であること，主柱穴が４か所でԞน部にਂいピットを༗している点

でڞ௨するが，น柱穴の在りํと出ೖޱ部の形状にҧいがある。特に第13̗号住居跡のน柱穴の在りํ

は，ほ΅ಉ時期の第４号住居跡と΋大きくҟなっている。·た主ମ部のن໛は，第13̖号住居跡が約̒

ｍ，第13̗号住居跡が約４ｍであり，ن໛に大小があることがΘかる。

　　　❠　第17号住居跡（第163ਤ）

　第17号住居跡は，෴土のଯ積状گから第17̗号住居跡から第17̖号住居跡΁のมભが捉えられている。

·た第17̖号住居跡では੢นࡍのน柱穴がೋॏに८っている部分΋あることから，２ճҎ上のॏ複を捉

えること΋Մೳである。

　第17̖号住居跡（第163ਤ４）は۱ؙํ形の平面形で，۱ؙ௕ํ形のਂさのある掘りࠐΈを出ೖޱ部

としている。主柱穴は５か所で，中央෇近に֯ޒ形状にҐஔしている。炉は住居跡の主࣠ํ向に௕࣠を

，でൺֱ的ີに८っているがࡍりにҐஔしている。น柱穴は੢นد部ޱପ円形の地চ炉で，やや出ೖͭ࣋

東นࡍにはܘのやや大きなピットがいくͭか見られるのΈである。੢นࡍのน柱穴に΋ܘの大小があり，

のやや大きなピットを捉えると，東นとಉ様な間ִで主要な柱穴がҐஔしていると捉えること΋できܘ

る。時期は，炉෴土中の土器から҆行２式ஈ֊にൺఆできる。

　第17̗号住居跡（第163ਤ３）は，出ೖޱ部とচ面のۇかなஈࠩが捉えられたのΈで，はっきりとし

た平面形は不明であるが，ུ円形とਪଌできる。主柱穴は４か所で，出ೖޱ部は連݁したピットがฒ列

する΋のである。น柱穴はนࡍにૄらに८っている。時期は，出土土器からી୩式ஈ֊にൺఆできる。

Αってこの̖・̗２軒のॏ複は，時間ࠩがやや認められるྫであり，住居形ଶに΋ࠩがある。主ମ部ܘ

΋第17̖号住居跡が約７ｍであるのにରし，第17̗号住居跡は約５ｍと小形である。

　　イ　時期ຖの住居構଄の特௃とࠩҟ

　Ҏ上，ી୩式ஈ֊から҆行２式ஈ֊·での୹期間にଘ在した７軒の住居跡にͭいて֓؍した。ここで時

期ຖに特௃を·とめてΈる。

　ી୩式ஈ֊は第４̘・13̗・17̗号住居跡がある。平面形が円あるいはԣ௕のପ円形で，主柱穴４か所

を基本としている。出ೖޱ部は溝状のピットがฒ行する΋の，ϋの字に։く΋の，コの字形の΋のとࡾ者

ଇに配ஔされている΋のがある。第13̗号ن様である。น柱穴はີに配ஔされている΋のと，ૄらに不ࡾ

住居跡のԞน部のピットは，他の２軒には見られない特௃である。

　҆行１式古ஈ֊の住居跡は，第４̗・13̖号住居跡の２軒がある。円形の平面形に主柱穴４か所，ີな

น柱穴の配ஔを基本としている。出ೖޱ部はํ形のுり出しの΋のと，溝状ピットのฒ行配ஔの２者であ

る。第13̖号住居跡のԞน部のピットは，本跡を含め第13号྆住居跡にのΈΈられる΋ので，第13号住居
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居住者の特௃と΋いえる΂き構଄である。ن໛は第４̗号住居跡が約８ｍ，第13̖号住居跡が約５ｍで，

。໛に大小があるن

　҆行１式中ஈ֊の住居跡は第４̖号住居跡である。̙字形に近い円形の平面形で，主柱穴４か所とนࡍ

にน柱穴がີにնっている。出ೖޱ部は溝状のピットがฒ列する΋のである。主ମ部のن໛は約７ｍと大

形である。

　҆行２式ஈ֊の住居跡は第17̖号住居跡である。۱ؙํ形の平面形で，出ೖޱ部がํ形に掘りࠐ·れる

点が特௃である。主柱穴は５か所で，น柱穴はܘがやや大きめでਂさのあるピットがนࡍに不نଇに配ஔ

されている。主ମ部ن໛は約７ｍと大形である。·た本住居跡はนࡍのচ面上ٴͼচ面Αりやや上Ґから

ম土ϒϩッΫがଳ状にଯ積していた。このΑうなম土のଯ積は，第19̖号住居跡や第23̖号住居跡で΋確

認することができた。

第163ਤ　第13・17号住居跡（̨ʹ１�120）

1　第13B号住居跡
　（曽谷式段階）

3　第17B号住居跡
　（曽谷式段階）

4　第17A号住居跡
　（安行2式段階）

2　第13A号住居跡
　（曽谷式～安行1式古段階）
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　Ҏ上，時期ຖの住居跡形ଶを確認してきたが，４か所の主柱穴の配ஔは֤時期を௨してڞ௨する΋のの，

平面形とน柱穴の在りํ，出ೖޱピットの形状にࠩҟをಡΈऔることができる。次に，県内֎の事ྫを確

認しながら，このࠩҟにͭいてߟえてΈたい。

　　΢　県Ҭٴͼप辺地Ҭの事ྫ１）　（第164 ～ 166ਤ）

　ここでは県੢部の事ྫを中৺に，ซせてप辺地Ҭで確認されている縄文時代後期の住居跡のྫから，౰

遺跡の住居構଄にͭいてߟえてΈたい。本県Ҭに͓͚る౰֘期の住居跡の確認ྫはܾして多くはないが，

प辺地Ҭの様相をซせて見ていくことにΑって，時間的なมભをߟえることがՄೳである。

　県Ҭのງ೭内式ஈ֊の住居跡は，นࡍに౳間ִにน柱穴が配ஔされている΋ので，上԰のอ࣋がਪଌさ

れるน柱穴構଄が特௃である。ࡔ東市高崎貝塚２）の第１・23号住居跡や，ޒբ町石ാ遺跡３）の第５̗号

住居跡，高ഡ市小৔遺跡４）の第18号住居跡など，多くの事ྫを確認することができる。出ೖޱ部は高崎

貝塚の第23号住居跡や石ാ遺跡のΑうに溝状のピットがϋの字状に掘りࠐ·れている΋のと，高崎貝塚の

１号住居跡や小৔遺跡の第18号住居跡のΑうに，ฑڸ形の掘りࠐΈを༗しํ形のுり出し部にピットを伴

う΋の，ピットが連݁し溝状にฒ列する΋のが見られる。

　後期中葉期のՃીར̗式ஈ֊の事ྫは多くないが，小৔遺跡の様相から見ると主柱穴を伴Θないน柱穴

構଄で，ງ೭内式ஈ֊と大きなม化は見られないΑうである。関東地ํに͓いては，Ճીར̗２式ஈ֊Ҏ

߱に主柱穴が発ୡするとݴΘれているが，ઍ葉県Ҭの竪穴住居跡を分ੳしたੁ୩௨อࢯにΑれ͹，北૯地

ҬではՃીར̗１式ஈ֊Ҏ߱に主柱穴が確認できるΑうである。

　後期前葉から中葉期のน柱穴構଄は基本的には後葉期に΋Ҿきܧがれ，ܥ౷的な連ଓੑを確認すること

ができる。น柱穴にՃえて主柱穴が発ୡし，出ೖޱ部が明ྎな構଄をͭ࣋΋のが多い。

　後期後葉期の҆行１式ஈ֊では，小৔遺跡の第25号住居跡が４か所の主柱穴でほ΅౳間ִのน柱穴配ஔ，

溝状ピットの２列ฒ列の出ೖޱ部をఄし，౰遺跡の第17̗号住居跡と類ࣅしている。ಉ様な構成は，ી୩

式ஈ֊のಢ໦県小ࢁ市Եঁ不動原北Ӝ遺跡５）の̟１号住居跡で΋確認できる。

　古Տ市ऍՠ࠽෹遺跡̒）では，׬掘はなされていない΋のの，น柱穴がີに८っている，ପ円形の住居

跡が確認されている。このΑうにน柱穴のີな配ஔは，ઍ葉県໺田市໺田貝塚７）などに見られるΑうに

北૯地Ҭの住居跡に特௃的に確認できる様相であり，౰遺跡の第４号住居跡やऍՠ࠽෹遺跡ྫなどは北૯

地ҬのӨڹをड͚ている΋のとਪଌされる。

　҆行２式ஈ֊の事ྫは，石ാ遺跡の第２号住居跡がある。ํ形の平面形で４か所の主柱穴，น柱穴がน

られている。ಉ時期の࡞部は溝状のピットがฒ列，あるいはコの字状にޱにີに配ஔされている。出ೖࡍ

౰遺跡の第17̖号住居跡とは形状をҟにする部分が多い。ํ形の平面形を༻いるのは࡛玉県࿇田市խָ୩

遺跡ྫ８）やಉ市ٱ台遺跡ྫ̕）のΑうに࡛玉県やਆ奈઒県など੢関東に多いΑうであり，石ാ遺跡の所在

するҐஔをߟえると，੢関東のӨڹをڧくड͚ているՄೳੑがある。ͪなΈに石ാ遺跡の第２号住居跡は，

ํ形の平面形の中に円形に८るน溝状のピットとฒ列する出ೖޱピットがଘ在して͓り，出土土器から҆

行１式ஈ֊の住居跡とのॏ複が捉えられている。小ࢁ市のԵঁ不動原北Ӝ遺跡の̟４号住居跡は出ೖޱ部

の形状をҟにしているが，۱ؙํ形の平面形とやや不نଇなน柱穴配ஔは౰遺跡の第17̖号住居跡とڞ௨

している。

　·た石ാ遺跡の第２号住居跡や小৔遺跡の第25号住居跡など҆行１式ஈ֊から҆行２式ஈ֊の住居跡で

は，นࡍでম土がଳ状にଯ積するྫが確認されている。前ड़したΑうに౰遺跡で΋いくͭかの事ྫをあ͛

ることができる。これは北関東地Ҭにݶらͣೆ関東地Ҭの後期後葉期から晩期前葉期の住居跡で多く見ら
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第164ਤ　茨城・࡛玉県Ҭの後・晩期竪穴住居跡集成ᾇ（̨ʹ１�120）

高崎貝塚23号住居跡
堀之内1式

高崎貝塚
1号住居跡
堀之内1式

堀之内1式
石畑遺跡5B号住居跡

小場遺跡
16号住居跡
加曽利B1式

小場遺跡
18号住居跡
堀之内1式

小場遺跡
26号住居跡
加曽利B2式

小場遺跡
加曽利B2～B3式

釈迦才仏遺跡10号住居跡
安行1式 釈迦才仏遺跡

9号住居跡
安行1式

小場遺跡25号住居跡
安行1式

小場遺跡1号住居跡
晩期石畑遺跡2号住居跡

安行2式

上高津貝塚C地点1号住居跡
安行3b式
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第16�ਤ　茨城・࡛玉県Ҭの後・晩期竪穴住居跡集成ᾈ（̨ʹ１�120）

拾二ゴゼ遺跡
3号住居跡
安行3c～3d式 拾二ゴゼ遺跡

3号住居跡
安行3c式

石畑遺跡1号住居跡
安行3c～3d式

石畑遺跡15号住居跡
　　　　　安行3d式

久台遺跡　SJ4　安行3a式
　　　　　SJ5　安行3c式

雅楽谷遺跡1号住居跡
安行1式
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乙女不動原北浦遺跡
J1号住　安行1式

乙女不動原北浦遺跡
J4号住　安行2～3a式

野田貝塚1号住居跡
安行1式

野田貝塚2号住居跡
安行1式

第166ਤ　प辺地Ҭの竪穴住居跡の一ྫ（̨ʹ１�120）一部江原2005Αりൈਮ

　　Τ　౰遺跡で確認された後期後葉期住居跡のҐஔ෇͚

　縄文時代の住居跡は多様な形ଶがあるが，平面形や柱穴の配ஔには時期ࠩのほか地Ҭ的なࠩҟが൓өさ

れ，これらをಡΈղくことにΑって一ͭの集落の中での集団の動੩をうかがうことがՄೳである。特にҎ

上で確認してきたΑうに，౰遺跡の住居跡を·とめると，

　ᾰ　平面形が円形あるいはପ円形で４か所の主柱穴，น柱穴がີに८っている΋の

　ᾱ　平面形が円形あるいはପ円形で４か所の主柱穴，น柱穴がᾰにൺ΂てૄらでやや不نଇに८ってい

れる΋のであり，ҙຯするとこΖは明らかではないが，時期的な特௃の一ͭということができそうである。
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る΋の

　ᾲ　平面形が۱ؙํ形で４か所の主柱穴，น柱穴がᾰにൺ΂てૄらでやや不نଇに८っている΋の

の３者を捉えることができる。ᾰのີなน柱穴の配ஔは໺田貝塚やٱ台遺跡に見られるΑうに，ೆ関東地

ҬのӨڹがڧくうかがΘれる柱穴配ஔといえそうである。ᾱᾲの４か所の主柱穴で主となるน柱穴の౳間

ִ配ஔは，基本的には後期前葉期に見られるน柱穴の在りํからܥ౷的にม化してきた΋のと見ることが

できる。このΑうな形ଶはԵঁ不動原北Ӝ遺跡の̟１号住居跡で΋見ることができ，౰遺跡を含む北関東

地Ҭではน柱穴配ஔの点でೆ関東地Ҭとは大きなࠩを捉えることができそうである。ᾲの第17̖号住居跡

の۱ؙํ形の平面形は，石ാ遺跡の第２号住居跡とಉ様に，大ٶ台地の平面ํ形の住居跡との関ੑ܎から

ม化した΋のか΋しれない。

　౰遺跡で確認できた住居跡は，ほとんどがી୩式ஈ֊から҆行２式ஈ֊の΋のにݶられ，しか΋ી୩式

ஈ֊から҆行１式中ஈ֊·での間に集中している。このൺֱ的୹期間のなかで，఻౷的な構଄を౿ऻする

住居跡とと΋に，他地ҬのӨڹを多分にड͚た住居跡がଘ在している。第13号住居跡はนの一部をڞ༗し

ていることなどからܥ౷的に連ଓする集団にΑる居住がߟえられるが，఻౷的な住居構଄の第13̗号住居

跡から，ೆ関東地ҬのӨڹが࢕えるน柱穴のີ集配ஔの第13̖号住居跡に建てସえられている。道路෯と

いうڱいൣғで確認された୹期間の集落跡内に，ܥ౷をҟにする住居構଄がڞଘしている。住居ܥ౷のҧ

いが，それらを༻いている集団のҧいをදしている΋のであれ͹，૝૾をたく·しくすれ͹ಉ時期のϜϥ

の中に出自をҟにする集団がڞଘしていたということがいえるのか΋しれない。গなくと΋ҟなるܥ౷の

住居構଄を࠾༻することがՄೳな，։かれた社会であったということはいえそうである。

　　ᾈ　ピット群にͭいて（第167ਤ）

　౰遺跡では縄文時代のピット群が12か所確認できた。これらのうͪ多くは建物跡౳の配ஔを૝ఆできな

い΋のであるが，第３号ピット群はそのҐஔやピットの配ஔなどの点で，他のピット群とは様相をҟにし

ている。

　第３号ピット群はᶘ̗۠東ଆの，晩期包含層にかかる斜面部にҐஔしている。ピット40か所からなり，

東੢ํ向に列状に分෍している。ピットのਂさは18 ～ 120ᶲで，50 ～ 70ᶲのややਂい΋のが多い。̥８～

̥14，̥15 ～̥21，̥27 ～̥30，̥36 ～̥39など਺基のピットがॏ複している部分や，それらΑりやや

੢ํ向に࣠をৼったピット列などから，第167ਤのΑうに１ʷ１間あるいは１ʷ２間の建物跡のॏ複をߟ

えることがՄೳである。時期は，出土土器から後期後葉から晩期中葉期とߟえられるが，主ମとなるのは

晩期中葉期のΑうである。

　·た明ྎな建物跡を૝ఆすることはできないが，第７・８・13号ピット群΋斜面部をऔりғむΑうにҐ

ஔしている。第123・189・191・193・194号土坑など斜面ࡍにҐஔする土坑の中には，50ܘ ～ 100ᶲでஅ

面がピット状をఄする΋の΋ある。これらはピット群とಉ様のੑ֨を༗するՄೳੑ΋あり，このうͪのい

くͭかは建物跡を૝ఆすること΋できΑう（第167ਤ）。

　第３号ピット群のΑうに，集落内のۼ地あるいは斜面部をऔりғむΑうにピットがҐஔするྫは，後・

住居跡分類 分類の基४ ౰遺跡の事ྫ प辺遺跡の事ྫ

（̰） 平面形が円形ຢはପ円形で，主柱穴４か所，น
柱穴がີに८っている΋の 第４ ・̖４ ・̗４̘，第13̖ ऍՠ࠽෹ ・̕10号

（̱） 平面形が円形ຢはପ円形で，主柱穴４か所，น
柱穴がૄらにやや不نଇに८っている΋の 第13̗，第17̗ 小৔第25号，Եঁ不動原北Ӝ̟１号

（̲） 平面形が۱ؙํ形で，主柱穴４か所，น柱穴が
ૄらにやや不نଇに८っている΋の 第17̖ Եঁ不動原北Ӝ̟４号
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晩期の集落跡ではൺֱ的多くΈられる事ྫである。प辺地Ҭではಢ໦県小ࢁ市に所在するࣉ໺東遺跡10）

やԵঁ不動原北Ӝ遺跡，ઍ葉県ではྲྀࢁ市ྠࡾ໺ࢁ貝塚11）や܅௡市ࡾ௚貝塚12）などで見ることができる。

　このうͪԵঁ不動原北Ӝ遺跡では，晩期前葉から中葉期の遺物包含層がଘ在する斜面部をғむΑうに柱

穴群がଘ在して͓り，これらを配ஔから̒か所の·と·りとして捉えている（第168ਤ）。報告ではこの·

と·りにͭいて，ʮ޿৔をғうΑうにଘ在した上԰のΈの構଄をͭ࣋，掘立的ੑ֨のڧい΋のであったʯ

とड़΂られている。石井ࢯ׮はこれらの柱穴群にͭいてʮހ状配列柱穴群ʯと֓೦化し，後期中葉のՃી

ར̗式ஈ֊Ҏ߱に，北関東地ํに掘立柱建物跡のҠೖをߟえられて͓り，このΑうな掘立柱建物跡にͭい

て住居跡と捉えている13）。౰遺跡の৔合，斜面部に޿がる遺物包含層の主たる時期である晩期中葉期の住

居跡が確認できていない。調査۠Ҭ֎にల։しているՄೳੑ΋あるが，ʮހ状配列柱穴群ʯが遺物包含層

を࢒した人ʑの居住Ҭとߟえること΋Մೳである。その৔合，住居形ଶが後期後葉期と大きくҟなる点は，

ҟܥ౷の住居形ଶをड͚ೖれた΋のとߟえるのか，あるいは集団のܥ౷的なஅઈ状ଶをࣔしているとߟえ

るのか，住居跡Ҏ֎に土器や土製品などの遺物からのݕ౼を௨してߟえていくඞ要がある。

第16�ਤ　第３号ピット群ٴͼप辺ピット群建物跡૝ఆਤ

B5i1 B5i6

0 5m
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第168ਤ　ʮހ状配列柱穴群ʯを༗する集落の一ྫ（Եঁ不動原北Ӝ遺跡）

1号

2号
3号

4号

5号

6号

S＝1：150

S＝1：1200
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　　ᾉ　土坑にͭいて

　౰遺跡では，縄文時代の土坑が88基確認されている。そのうͪੑ֨を明らかにできる΋のはগないが，

これらの土坑のうͪ特௃的ないくͭかにͭいて確認する。

　第161号土坑は，௕ܘ約1.2ｍの不੔ପ円形で，ਂさが178ᶲの円౵形状の土坑である。෴土はϩーϜϒ

ϩッΫを含む土で埋め໭されて͓り，෴土Լ層から҆行１式の台෇鉢٭部がٯҐで出土している。この台

෇鉢٭部は内面が੺࠼されて͓り，台෇鉢としての機ೳఀࢭ後に別の༰器にస༻された΋のとߟえられる。

౰遺跡ではこのΑうな１ܘｍ前後の円形あるいはପ円形の平面形をఄし，ਂ さが150ᶲҎ上の円౵形状で，

෴土中にほ΅׬形の土器を１，２点伴う土坑が，第161号土坑のほかに第117・203・204・205・206号土坑

の５基がଘ在している。·た遺物を伴ってはいないが，形状から第150・202号土坑など΋ಉ様のੑ֨の΋

のとਪଌできる。これらは෴土中に׬形土器Ҏ֎に遺物をほとんど含んでいない点΋特௃的である。時期

は，出土土器から҆行１式ஈ֊にݶられている。·た土坑ではないが，第５号住居跡の̥35，第15号住居

跡の̥１など΋，ਂさがあり෴土中からほ΅׬形の土器を出土していることから，ಉ様のੑ֨の΋のとߟ

えられる。これらの土坑は，ᶘ۠の台地平ୱ面の住居跡や土坑が多く確認できる۠Ҭにあり，特に群集す

る様子は࢕えない。

　Ҏ上のΑうな円౵形状でਂさを༗する土坑にͭいて類ྫを確認してΈたい。中期から晩期の集落跡であ

るͭく͹Έらい市前田ଜ遺跡14）では，ۼ地をऔりғむΑうにਂさ150ᶲҎ上のʮ円౵状土坑ʯが27基確認

されている。෴土中には多量の縄文土器のほか獣骨や貝類などが出土して͓り，ഇغ土坑と捉えられてい

る。時期は晩期前葉期である。ޒբ町石ാ遺跡では埋຅୩に面する斜面部に，அ面が円౵形状でఈ面から

土器を出土する土坑が確認されている。·た平成21年３月に報告書をץ行する༧ఆのͭく͹市Ѵ台貝塚で

΋人ҝ的に埋め໭されたஅ面円౵形のਂい土坑があり，҆行２式～҆行３̰式ஈ֊の׬形に近い土器を਺

点伴い，中には貝類を含んでいる΋の΋ある。

　県֎の事ྫでは，ಢ໦県小ࢁ市ࣉ໺東遺跡や，ઍ葉県ࠤ૔市٢見台遺跡15），井໺௕ׂ遺跡16），ྲྀࢁ市ࡾ

ྠ໺ࢁ貝塚，࡛玉県さいた·市അ৔小ࣨࢁ遺跡17）など，関東地ํの後晩期集落ではൺֱ的多くの事ྫを確

認することができる。時期的には後期後葉の҆行２式ஈ֊から҆行３̱式ஈ֊の΋のが多いΑうである。

時期ࠩのある׬形に近い土器が出土するྫ΋あり，ླ໦ਖ਼തࢯはഅ৔小ࣨࢁ遺跡の第51号土坑のྫから

ʮ多世代土器群多埋設ਂ掘大土坑ʯと֓೦化している18）。਺世代に͓ΑͿ௕期間にΘたって土坑がҙࣝさ

れ，土器を含む遺物が埋ೲされている土坑で，ʮ収ೲࢪ設埋設ܕʯの土坑でʮ晩期҆行式Ϝϩʯとしている。

　Ҏ上のྫを見るなら͹，ਂさのあるʮ円౵形土坑ʯは，ഇغ土坑あるいはԿらかの埋ೲࢪ設のੑ֨をߟ

えられている΋のが多いΑうである。౰遺跡の事ྫは，҆行１式ஈ֊の୯一時期で，·た遺物΋׬形土器

が１，２点出土するのΈで，他の土器片や他の遺物౳をほとんど含んでいない点が上記の類ྫとҟなるが，

෴土が埋め໭されている点΋ྀߟすると，౰遺跡のʮ円౵状土坑ʯ΋Կらかの埋ೲࢪ設とߟえられ，ある

いはุ坑的なੑ֨を༗する΋のとਪଌできる。このʮ多世代土器群多埋設ਂ掘大土坑ʯは特に҆行２式か

ら晩期前葉期に多くを確認することができるが，౰遺跡のʮ円౵状土坑ʯは，そのઌۦ的な΋のと捉える

ことができるか΋しれない。

　　ᾊ　遺物包含層と集落؍ܠ

　Ҏ上，౰遺跡の֤遺構にͭいて確認した。これらを౿·えて本田遺跡の集落؍ܠにͭいてߟえていきた

い。
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　౰遺跡の縄文時代の集落は，後期後葉のી୩式ஈ֊から҆行１式ஈ֊に第１の੝期をΈる。この後期後

葉期の住居跡や土坑は，遺物包含層が形成される斜面部に面する台地上にҐஔしている。住居跡と土坑は

分෍をҟにするΘ͚ではなく，ほ΅ಉじ۠Ҭにଘ在している。土坑の中にはഇغ土坑やஷ蔵のための土坑，

·たุ坑などがあるが，ੑ֨を明らかにできた΋のはগない。たͩし，確࣮にุҬやഇغҬ，ஷ蔵穴۠Ҭ

というΑうな分෍を捉えることはできͣ，遺構のੑ֨にΑる分෍の۠別はなされていないΑうである。

　斜面部に形成された遺物包含層は，出土遺物から晩期中葉期を中৺としている。ඇৗに多量の遺物が出

土しているが，出土遺物のׂ̕Ҏ上が晩期中葉期の΋ので，台地上の遺構の時期である後期後葉期Ҏ前の

遺物はほとんど含·れていない。遺物包含層が形成される斜面部では，地ࢁであるϩーϜ面の௚上に晩期

中葉期の遺物包含層が௚઀ଯ積して͓り，それҎ前の時期の遺物を包含する土層はଘ在しない。·た斜面

部では遺構のີ度が低くなる̗５H3۠辺りから不自વなஈࠩが認められる。Ҏ上のことから，晩期中葉

期に斜面部を࡟平あるいはԿらかの੔地行ҝがなされているՄೳੑがߟえられる。

　晩期の住居跡は第29号住居跡をআき確認できなかった。遺物包含層中に遺構のଘ在は確認できͣ，·た

遺物包含層Լの斜面部には，小ピットはある΋のの明確な遺構はほとんど確認できなかった。晩期にൺఆ

できる確࣮な遺構は多くないが，確認できたྫでは遺物包含層の形成される斜面部を८るΑうにҐஔする

΋のが多いΑうである。第３号ピット群は出土遺物から後期後葉から晩期中葉期が中৺であるが，１ʷ１

間Ҏ上の建物跡を૝ఆできることから，前ड़したΑうに遺物包含層が形成された時期の居住ҬのՄೳੑが

高い。

　関東地ํの後・晩期の拠点的な集落を見ると，集落の中央にۼ地を༗し，ۼ地のपғに住居跡౳の遺構

が配ஔされるʮ中央ۼ地形؀状集落ʯが多い。これらの集落では台地部分に後期前葉から晩期前葉期の居

住Ҭを༗し，ۼ地部分には晩期中葉期の遺物包含層が形成されて͓り，調査۠Ҭがݶఆされているが，౰

遺跡をはじめऍՠ࠽෹遺跡や前田ଜ遺跡，石ാ遺跡など΋ಉ様の在りํをఄしているՄೳੑがある。ݕ౼

を要するが，特にऍՠ࠽෹遺跡は遺構の時期や配ஔなどから΋，౰遺跡とڞ௨点が多い。

　このʮ中央ۼ地形؀状集落ʯでは，ۼ地部分に࡟平などの੔地行ҝを伴う΋の，·た؀状部分に੝り土

を伴う，いΘΏるʮ؀状੝土遺構ʯがあることが஌られている19）。౰遺跡の৔合，遺物包含層が形成され

る斜面部から低地部分にか͚てはچ௕井戸পからの୩௡がೖりࠐんでいるが，上ड़したΑうに࡟平あるい

はԿらかの੔地行ҝが行ΘれたՄೳੑがある。その৔合にҝされたであΖう台地部分の੝り土にͭいては，

。平のため不明である࡟౳にΑる࡞ߞ

　੝り土を伴うʮ中央部ۼ地形؀状集落ʯでは，後期前葉期からܧଓ的に遺構が確認されている΋のが多

いが，౰遺跡では後期中葉期のՃીར̗式ஈ֊の遺構は確認できͣ，·た遺物΋Ճીར̗式ஈ֊の΋のは

ほとんど確認することができない。後期前葉から中葉期の居住Ҭが調査۠Ҭ֎にల։しているՄೳੑ΋े

分にあるが，Ճીར̗式ஈ֊の遺物がগないΑうにࢥΘれる。このΑうな状گはऍՠ࠽෹遺跡で΋ಉ様で

あり，後期中葉期の遺構や遺物がほとんど確認できͣ，台地上の੝り土行ҝ΋不明ྎである。౰遺跡やऍ

ՠ࠽෹遺跡のΑうなൺֱ的時期がݶఆされる集落跡では，੝り土行ҝは伴Θないか，行Θれていて΋それ

ほど大ن໛な΋のではなかったとਪଌできる。

　いͣれにせΑ，ࠓճの調査で本地Ҭでの縄文時代後期から晩期にか͚ての集落؍ܠの一部を明らかにす

ることができた。後期後葉期には斜面部にྟむ台地上に居住Ҭが形成され，఻౷的な柱穴構଄をͭ࣋住居

と，ೆ関東地ҬのӨڹをड͚た構଄の住居がڞଘしている様相が捉えられた。ར根઒をڬんでԼ૯台地・

大ٶ台地と近઀する౰遺跡のҐஔから΋，ҟܥ౷の遺構がڞଘすることはे分にߟえられるݱ৅であり，
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第16�ਤ　縄文時代遺構分෍ਤ（̨ʹ１�400）
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౰時の集団間の関ੑ܎をߟえるうえでྑ޷なࢿྉとなΖう。晩期前葉から中葉期には斜面ࡍに居住ҬがӦ

·れる。斜面部には多くはないが土坑やピットが見られ，·たԿらかの੔地行ҝがਪଌされるなど，晩期

には斜面ࡍから低くなる部分にか͚て׆動ࠟ跡が認められるΑうになる。

　このΑうな遺構の在りํは，大きく見れ͹関東地ํの拠点的な後・晩期集落であるʮ中央ۼ地形؀状集

落ʯやʮ؀状੝土遺構ʯとಉ様の事৅とཧղすることができるが，ݸʑの遺構にͭいては多様で，地Ҭ間

の関ੑ܎や他地ҬとのࠩҟをಡΈऔること΋Մೳである。ࠓ後はप辺地Ҭとのൺֱを行うことで，౰地Ҭ

のੑݸや特௃を೺Ѳしていきたいとߟえている。

２　中世・近世の遺構にͭいて

　中世・近世の遺構は，掘立柱建物跡２棟，柵跡２列，井戸跡４基，土坑13基，溝跡19条，道路跡１条が確

認されている。このうͪ౰遺跡の近世の遺構として特௃的な，井戸跡と道路跡にͭいてݕ౼してΈたい。

　　ᾇ　井戸跡にͭいて

　中世・近世の井戸跡は４基確認できた。そのうͪ出土遺物から時期が明ྎで，井戸跡の構଄が෮ݩՄೳ

な第８号井戸跡にͭいて，࠶度確認して͓く。

　第８号井戸跡の構଄上の特௃は，掘ํが大きく２ஈに分かれていること，さらに஛の半ׂࡐを井戸࿮と

して༻いていることである。

　掘ํは上部が௕ܘ約５ｍ，୹ܘ約４ｍの不੔ପ円形状で，東ଆのนは֊ஈ状にஈࠩを༗して͓り，ਂさ

1.5ｍほどのとこΖで平৔が࡞られている。その平৔のҐஔから一辺約1.2ｍのํ形でਨ௚に掘りࠐΈがな

されて͓り，このํ形の掘ํ上部に൘ࡐが掘りࠐΈにԊって井ܻ状に͓かれている。·たํ形の掘りࠐΈ

のน面には半ׂにした஛ࡐが८らされて͓り，஛ࡐと掘ํน面の間には，࠭と೪土がཪࠐめされている。

このํ形の掘りࠐΈ部分が井戸࿮を伴う井戸本ମの部分であり，東ଆに平৔を༗する構଄が෮ݩできる。

水が༙き࢝める水Ґはこのํ形の井戸࿮の高さとほ΅一கしていることから，この平৔が࡞業εϖーεで

あることがਪଌできる。

　このΑうな構଄は，中世・近世とした他の井戸跡では確認できなかった。２ճの޻ఔに掘りࠐΈをする

ことは࡞業εϖーεを確อするためとಉ時に，ΑりਂいҐஔ·で井戸を掘࡟するための，࡞業޻法上のख

法とߟえられるが，水が༙き࢝める水Ґは他の井戸跡とมΘらないことから，ඞͣし΋ඞ要不Մܽな行ҝ

とはࢥΘれない。

　ಉ様の平৔をͭ࣋井戸跡の事ྫは，ن໛はҟなる΋ののޒբ町ಉ所新田遺跡の第10号井戸跡20）に見る

ことができ，出土遺物からほ΅ಉ時期の18世ل後半代の΋のとਪଌされる。このΑうな構଄をͭ࣋΋のが

時期的な特௃であるのか，あるいは地Ҭ的な特௃であるのか，ࠓ後類ྫをߋにࡧݕして明らかにしてΏき

たい。

　　ᾈ　溝跡と道路跡にͭいて

　本遺跡では，中世・近世の溝跡19条，近世の道路跡１条が確認されている。

　第１号道路跡は，路面෯2.5 ～ 5.2ｍで，৔所にΑり෯にࠩがある。ϩーϜϒϩッΫと೪土ϒϩッΫを含

む，ްさ８～ 22ᶲのඇৗにߗ化した土で路面が形成されている。ߗ化面はपғΑり10ᶲほどԼがった部
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分に形成されているが，明ྎな掘ํを༗する΋のというほどではない。͓そらく，एׯのۼんͩ部分を路

面とした΋のか，あるいは道路として一ఆ期間࢖༻している間にपғΑりएׯԼがり，その部分を路面と

して࢖༻していく間にߗ化面が構ஙされた΋のであΖう。第１号道路跡は調査۠ೆ部で90度ํ向をมえ，

調査۠Ҭ֎北ଆの߳औਆ社ํ向に向かってԆͼている。

　߳औਆ社は，ఱਖ਼14年（1586年）૑᛾とされ，ຖ年４月15日，７月15日，11月15日のྱࡇでไೲされるʮ塚

崎のࢰ子෣ʯはত和35年に県のແ形ຽଏ文化財に΋ࢦఆされている。このࢰ子෣にͭいては，ՅӬݩ年（1848

年）に発঵やݯىにͭいて記されたʮࢰޚ子ߨ中者ฒ人名฽ʯが࢒されて͓り，ʮࢰ子ߨʯにΑりࠓな͓

大੾に఻ঝされ，प辺住ຽの৴ڼを集めている21）。本遺構は，そのҐஔから߳औਆ社ࢀ道のՄೳੑがあり，

出土遺物から時期的に΋ූ号する。

　本遺構のԼҐには第21・22・36号溝跡があり，いͣれ΋第１号道路跡とほ΅ي道をಉじくし，調査۠ೆ

部で90度ํ向をมえている。第21号溝跡は上෯約２ｍで，ਂさは約130ᶲ，அ面形状はༀݚ掘状である。

෴土はଯ積状گから埋め໭されている。第21号溝跡は第１号道路跡とي道をಉじくしていることからԿら

かの関ੑ܎は࢕える΋のの，形状౳からは道路跡の掘ํとはߟえられない。第22・36号溝跡はਊʑで８～

̕ｍの෯でฒ行にԆͼていることから，第１号道路跡Ҏ前の道路跡のଆ溝のՄೳੑ΋ある。

　·た，第21号溝跡は調査۠Ҭ中央෇近で్ઈえている。この部分は第36号溝跡とほ΅ಉじで，第21号溝

跡と௚ަする第23・24・25号溝跡が్ઈえるҐஔと΋ほ΅ಉҐஔである点が特௃的である。これらの溝は

配ஔの特௃から۠ը溝のՄೳੑがあり，第１号道路跡΋土地の۠ըにԊって設ஔされたとਪଌされる。

৅にݱԞ部にあたり，縄文時代後期後葉にはւୀ࠷௕井戸পは縄文時代前期のւਐ期には古َౖ࿷のچ　

Αって後എ࣪地になっていたという。౰遺跡の縄文時代後期から晩期にか͚ての石器૊成のうͪ，石錘౳

のړᎤ۩がඇৗにগない点は，この自વ؀境を൓өした΋のと見ることができる。その後の小ණ期の܁り

ฦしにΑって中世Ҏ߱にはބপ化していたΑうであり，江戸時代Ҏ߱はপ地でのړᎤ׆動が，生業のなか

で大きな΢Τイトを઎めていたΑうである。

　しかし生ੑ࢈の向上や度ॏなる水֐などから，このপ地をׯ୓し水田化することは，住ຽの௕年にΘた

る൵ئであったΑうである。近世期に΋एׯの։୓が行Θれていたが，本֨的なׯ୓は大ਖ਼14年（1915

年）に࢝められた。それ·でچ௕井戸প中央部にྲྀれࠐんでいたٶ戸઒΋，ݱ在のچ௕井戸প੢؛部にྲྀ

路がมߋされ，ݱ在のΑうな水田が޿がる؍ܠが஀生することとなった。このࡍの։発޻事にΑり，چ道

や地ׂはյ໓した΋のとࢥΘれるが，これにͭいてはࠓ後，文ࢿݙྉや古地੶ਤなどからߋにݕ౼をՃえ

ていきたい。

ம
１）県Ҭの事ྫにͭいては，౰遺跡の所在する県੢地۠を中৺に集成した΋ので，県Ҭを໢ཏした΋のではない。·たՃીར̗

式ஈ֊など県੢地۠に事ྫがগない時期の΋のにͭいては，దٓ他地۠の事ྫなどでิっている。प辺地Ҭの事ྫにͭいて
は，北関東地Ҭにͭいては江原ӳࢯの࿦文から，Լ૯地Ҭにͭいてはੁ୩௨อࢯの࿦文から多くを学͹せていたͩいた。

　　　江原ӳʮ北関東中部Ҭに͓͚る縄໲時代後晩期居住形ଶのݕ౼（༧࡯）－Եঁ不動原北Ӝ遺跡の住居と集落を中৺に－ʯ
ʰౖᔶのߟ古学－ࡾᖒਖ਼ળ܅௥ౣ記೦࿦集 　ɦࡾᖒਖ਼ળ܅௥ౣ記೦࿦集ץ行会　2005年５月

　　　ੁ୩௨อʮ竪穴住居から見た縄໲時代後・晩期－๪૯半島北部（北૯地Ҭ）を中৺としたม化にͭいて－ʯh ఇژ大学ࢁ
ས文化財ڀݚ所ڀݚ報告ʱ第̒集　ఇژ大学ࢁས文化財調査ڀݚ所　1995年

２）௽見ః༤ʮ茨城県自વത物館（Ծশ）建設༧ఆ地内埋蔵文化財調査報告書ᶘ　高崎貝塚ʯh 茨城県教育財団文化財調査報告ʱ
第88集　1994年３月

３）瓦ਧݎʰ石ാ遺跡 　ɦޒբଜ教育ҕһ会　1977年３月
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本田遺跡の動物遺ମ

　　国立ྺ࢙ຽଏത物館　　　　　੢本๛߂　　

　　૯合ڀݚ大学Ӄ大学ത士՝ఔ　金　ݑ૘　　

　本田遺跡から動物遺ମがগ量出土した。その内༰をද１・２に記ࡌし，主な΋のをࣸਅਤ版にࣔした。イノ

シシが主ମであり，その他ではシΧがগ量とΩπωとイψ，ௗ類のΩδ・ΧϞ・ώシΫイが見られた。な͓，

΢Ϛのࣃ΋࠾集されていたが，これはอଘ状ଶからΈて江戸時代Ҏ߱の΋のであΖう。

１ɽイノシシ

　この遺跡出土の動物遺ମの大部分はイノシシである。ࣸਅ１にࣔした಄֖骨は，大きな成獣ݸମの΋ので第

１後ӓࣃから後Ζの部分であり，෽部はܽଛしていた。಄௖部と後಄部΋ܽଛして͓り，この部分΋人ҝ的に

ׂられたՄೳੑがある。࢒ଘしているࣃは，ࠨӈと΋に第１後ӓࣃから第３後ӓࣃであり，第３後ӓࣃの第３

ᄐ಄΋গし磨໣していることから，਺ࡀから10ࡀఔ度の成獣であΖう。ࣃݘ部分がないのでࣁ༤はஅఆできな

いが，಄部΋ࣃ΋大きいことと，಄௖部が޿いことから༤獣のՄೳੑが高い。この಄֖骨Ҏ֎の上ֺ骨やԼֺ

骨͓Αͼ༡཭ࣃ΋ൺֱ的多く出土して͓り，࠷小ݸମ਺は生後̒ϲ月ఔ度の༮獣４ݸମ・１～２ࡀのए獣３ݸ

ମ・３ࡀҎ上の成獣５ݸମの12ݸମとなった。಄部Ҏ֎のࢶ࢛骨の出土量はগない。

２ɽその他の動物骨

　イノシシҎ֎の動物では，シΧはԼֺ骨や֯片などが見られたが࠷小ݸମ਺は１～２ࡀのए獣１ݸମ・３ࡀ

Ҏ上の成獣２ݸମとগない。その他ではΩπωϱのᡧ骨中間部が１点と小ܕのイψϱのᡧ骨中間部１点が見ら

れた。いͣれのᡧ骨΋小さなഁ片であることから種名は確ఆではない。

　ௗ類ではΨン類のώシΫイの上࿹骨中間部分１点とΩδとࢥΘれる上࿹骨ԕҐ部ഁ片１点・ΧϞ類のᒷ骨近

Ґ部１点とई骨中間部１点が含·れていた。ΧϞ類のᒷ骨とई骨はൺֱ的大きいので，ϚΨϞやΧϧΨϞఔ度

の大ܕのΧϞ類であΖう。この２点がಉ一ݸମかどうかは分からない。

３ɽ·とめ

　この遺跡の動物遺ମは，イノシシが多いことが特௃である。౰時の茨城県地ҬではシΧΑり΋イノシシが多

かったのであΖうか。·た，ௗ類ではΧϞ類とΨン類のώシΫイが出土していることからބপでのௗ類ั֫΋

行ΘれていたとࢥΘれる。

෇ ষ
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ද１　イノシシの಄֖骨とࣃの出土内༰

遺構番号 部　Ґ ӈ　ࠨ 式　　ࣃ ਺　ݸ උ　ߟ

̨̞４ 後಄部 １
಄֖骨 ࠨ （̢̭123）

１
第３ᄐ಄ຎ໓

಄֖骨 ӈ （̢123） 第３ᄐ಄ຎ໓
上ֺ骨 ࠨ （ｍ４̢１） １
上ֺ骨 ࠨ （̢12） １ ૧։きࣃ３̢
上ֺ ࠨ ｍ４ １
上ֺ ࠨ ̥４ １ ະ出
上ֺ ࠨ ̢３ １ ະ出
上ֺ ࠨ ̢３ ２
上ֺ ӈ ̞２ １
上ֺ ӈ ̢２ １ ่出中
上ֺ ӈ ̢２ １
上ֺ ӈ ̢３ １ ະ出
上ֺ ӈ ̢３ １
Լֺ ࠨ ̞１ １
Լֺ ࠨ ̞２ １
Լֺ ࠨ ̢３ ２ ະ出
Լֺ ࠨ ̢３ １ 第１ᄐ಄·でຎ໓
Լֺ ࠨ ̢３ １
Լֺ ӈ ̸２ １
Լֺ ӈ ̞２ １
Լֺ ӈ ̥34 １ ະ出
Լֺ ӈ ̢３ １

ࣃݘ GS １ オε
上ֺ GS ̢２ １
上ֺ GS ̢３ ２

Լֺࢬ GS １
ࣃ GS 82

̨̠207 ੾ࣃ骨 ӈࠨ １
๹骨 ӈ １
ඓ骨 １

上ֺ骨 ࠨ （ｍ234̢１） １
上ֺ骨 ࠨ （̥４̢12） １ ̢２ຎ໓গない
上ֺ骨 ӈ （ｍ34̢１） １ ૧։きࣃ２̢
上ֺ骨 ӈ （̢̭１） １
Լֺ骨 ࠨ J２（ｍ234̢１） １
Լֺ骨 ࠨ （̥４̢12） １ ̢２ຎ໓
Լֺ骨 ࠨ （̢23） １
上ֺ ࠨ ̢２ １
上ֺ ࠨ ̢２ １
上ֺ ӈ ̥１，̥２ １
上ֺ ӈ ̥２ １
Լֺ ӈ ̢１·たは̢２ １ ະ出

಄骨 GS １ オε
ࣃ GS ４

஫）（　）はֺ骨が伴う΋の。その他は༡཭ࣃ，GS はഁ片のことをࣔす。
　　̸はೕ੾ࣃ，̞はӬٱ੾ࣃ，̥は前ӓࣃ，ｍはೕࣃ，̢はӬࣃٱのҙຯをࣔす。
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ද２　動物遺ମの内༰（イノシシの಄֖部をআく）

遺構番号 種　名 部　Ґ ӈ　ࠨ ଘ状ଶ࢒ ਺　ݸ උ　ߟ

ද࠾ ཮獣 ᰍ௣ １
཮獣 骨片 ５

̨̞４ イψ ᡧ骨 ࠨ 中間 １
Ωπω ᡧ骨 ӈ 中間 １

イノシシ 骨׮ ࠨ ӓ部 １
イノシシ 大଼骨 中間 １ ए
イノシシ 中અ骨 ３
イノシシ ຤અ骨 １

シΧ ֯ １
シΧ ಄骨 ഁ片 １
シΧ 上ֺ ӈ ̢12 １
シΧ 大଼骨 ࠨ 中間 １
シΧ ᡧ骨 ӈ ԕҐ １
シΧ 基અ骨 １ ए

ΧϞ類 ᒷ骨 ӈ 近Ґ １ ম骨
Ωδ 上࿹骨 ࠨ ԕҐ １
貝֪ ４
ௗ類 １
཮獣 骨片 289

̨̞５ ཮獣 骨片 １ ম骨
̨̞13 ཮獣 骨片 17 ম骨
̨̞15 ཮獣 骨片 １ ম骨
̨̠143 ཮獣 骨片 １ ম骨
̨̠159 ཮獣 骨片 20 ম骨
̨̠173 ཮獣 骨片
̨̠207 イノシシ 骨ߕݞ ӈ ׬ １

イノシシ 上࿹骨 ࠨ 中間 １
シΧ ຤અ骨 １
ௗ類 骨ഁ片ࢶ࢛ ５
཮獣 骨片 54

̨̠208 シΧ 上ֺ ࠨ ̢２ １
シΧ 基અ骨 ２
シΧ 中અ骨 ２
཮獣 骨片 ４

ώシΫイ 上࿹骨 ӈ 中間 １
̥̜13 ཮獣 骨片 １ ম骨
包含層 ΢Ϛ 上ֺ ӈ ̥34̢23 １

΢Ϛ 上ֺ ࠨ ̢123 １
΢Ϛ 上ֺഁ片 ３
΢Ϛ Լֺ ࠨ ̥34̢123 １
΢Ϛ Լֺ ӈ ̥34̢123 １
཮獣 骨片 ５ ম骨
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/1

ࣸਅ̍　イノシシ಄֖骨（4*４－̥80出土）
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1ʢ4,���ɾ/�ʣ �ʢ4*4ʣ

3ʢ4*4ʣ

4ʢ4,���ɾ/3ʣ

6ʢ4,���ɾ/4ʣ �ʢ4,���ɾ/�ʣ

14ʢ4,���ɾ/�ʣ

�ʢ4*4ʣ 1�ʢ4*4ʣ

13ʢ4*4ʣ

ࣸਅ̎　ௗ類・ᄡೕ類
１～８，14ʀイノシシ　 ʀ̕Ωδ　10ʀΧϞ類　11ʀώシΫイ　12・13ʀシΧ（１・２ɿ上ֺ骨，３　ࠨɿ
಄֖骨　４・５ɿ上ֺ骨，ӈ　̒～８ɿԼֺ骨，ࠨ　̕ɿ上࿹骨，ࠨ，ԕҐ部　10ɿᒷ骨，ӈ，近Ґ
部　11ɿ上࿹骨，ӈ，中間部　12ɿᡧ骨，ӈ，ԕҐ部　13ɿ大଼骨，14　ࠨɿߕݞ骨，ӈ　̕・10は
ఏࣔした大きさの２ഒ）

�ʢ4,���ɾ/�ʣ

8ʢ4,���ɾ/6ʣ

11ʢ4,��8ʣ 1�ʢ4*4ʣ
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本田遺跡出土୸化ࡐのथ種

ύリノ・αーϰΣイ株式会社　　

はじめに

　本田遺跡は，ٶ戸઒をڬんͩ台地平ୱ面の縁辺部に立地する。ࠓճの発掘調査にΑり，縄文時代の竪穴住居

跡や土坑，古墳時代の竪穴住居跡，近世の溝跡・土坑・井戸跡౳がݕ出されている。このうͪ，古墳時代中期

のমࣦ住居跡である第１号住居跡は，平面形が東੢にやや௕い௕ํ形をఄして͓り，住居跡の北น͓Αͼ੢น

प辺を中৺に，住居構ஙࡐに༝དྷするとߟえられる୸化ࡐが出土している。

　本報告では，これらの୸化ࡐのथ種を明らかにするため，थ種ಉఆを࣮ࢪする。

１ɽࢼྉ

。２点（̬２・３）であるࡐྉは，第１号住居跡から出土した୸化ࢼ　

２ɽ分ੳํ法

製࡞ຝ目（์ࣹஅ面）・൘目（઀ઢஅ面）の３அ面のׂஅ面を・（ԣஅ面）ޱ૩させた後，໦סྉを自વࢼ　

し，࣮ମݦඍ͓ڸΑͼ૸査ిܕ子ݦඍڸを༻いて໦ࡐ૊৫の種類や配列を࡯؍し，その特௃をݱ生標本͓Αͼ

ಠ立行੓法人৿ྛ૯合ڀݚ所の日本࢈໦ࣝࡐ別σータϕーεとൺֱして種類をಉఆする。な͓，໦ࡐ૊৫の名

শ౳にͭいては，島地・ҏ東（1982）͓Αͼ 8IFFMFS 他（1998）にैう。·た，֤थ種の໦ࡐ૊৫にͭいて

は，ྛ（1991）やҏ東（1995，1996，1997，1998，1999）をߟࢀにする。

３ɽ݁Ռ

　୸化ࡐは２点と΋落葉޿葉थのコφϥ属コφϥѥ属ΫψΪઅにಉఆされた。ղ๤学的特௃౳を記す。

　・コφϥ属コφϥѥ属ΫψΪઅ（2VFSDVT　TVCHFO.　2VFSDVT　TFDU.　$FSSJT）　ϒφՊ

じたのͪ，୯ಠで์ࣹํ向に配列し，年ྠքに向かݮをܘに管ܹٸ圏֎で޸，圏部は１～２列޸，でࡐ޸؀　

ってܘを઴ݮさせる。道管は୯ઠ޸を༗し，น޸はަޓ状に配列する。์ࣹ૊৫はಉੑ，୯列，１～ ๔ࡉ20

高の΋のと複合์ࣹ૊৫とがある。

４ɽ࡯ߟ

　第１号住居跡から出土した୸化ࡐは，̬２が住居の੢น中央෇近，̬３が住居の北東۱෇近から出土してい

る。いͣれ΋นと௚ަして͓り，ਨ໦などの住居構ங部ࡐに༝དྷするとߟえられる。発掘調査の所見では，ࢼ

ྉのԼ半部は࢒ଘして͓らͣ，ਊؙ࣋໦をར༻したのか，分ׂࡐをར༻していたのか·では൑別できていな

い。分ੳ時の２点のࢼྉはいͣれ΋ຝ目൘状をఄしているが，これがਊؙ࣋໦ࡐあるいは分ׂࡐのどͪらに༝

དྷするかの൑அは೉しい。

　これらの୸化ࡐは，いͣれ΋落葉޿葉थのΫψΪઅにಉఆされた。日本のΫψΪઅには，ΫψΪとアϕϚΩ

の２種があるが，ΫψΪが関東地ํの平地に͓いて一般的なथ種であるのにରし，アϕϚΩはݱ在の関東地ํ

には分෍していない。このことから，ࠓճのΫψΪઅは，ݱ在の関東地ํの平地にී௨にΈられるΫψΪのՄ

ೳੑが高い。ΫψΪの໦ࡐは，ॏߗでڧ度が高いࡐ質を༗して͓り（平井　1996），こうしたࡐ質から構ங部
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に関東地ํのೋ次ྛを代දするथ໦であるが，コφϥڞにར༻されたことがਪఆされる。ΫψΪはコφϥとࡐ

が台地上౳のסいた؀境に多く分෍するのにରし，ΫψΪはΑり水分の多い土地に多く見られる。ΤノΩやϜ

ΫノΩとڞにՏ൞ྛを構成すること΋あり，प辺の自વఅ๷上や後എ࣪地౳に生育していたことがਪఆされる。

にࡐ遺跡では，古墳時代前期の竪穴住居跡から出土した୸化޿の台地平ୱ面上に立地する境町຤؛ࠨ戸઒ٶ　

ͭいてथ種ಉఆが࣮ࢪされて͓り，શ点がΫψΪઅとࡐ質的にΑくࣅたコφϥઅにಉఆされている（ύリノ・

αーϰΣイ株式会社　2003）。྆遺跡の立地؀境をൺֱすると，本遺跡が低地に઀する台地縁辺部に立地する

が，຤޿遺跡は台地中央部に立地している。したがって，本遺跡ではՏ൞や自વఅ๷上に生育していたथ໦を

ೖखしやすかったのにରし，຤޿遺跡では台地平ୱ面上に生育していたथ໦をೖखしやすかったとߟえられ

る。྆遺跡に͓͚るΫψΪઅとコφϥઅのҧいは，こうした立地؀境にΑるप辺২生のҧいを൓өした΋のと

。えられるߟ

　·た，茨城県内では，Ԟ̖ࢁ遺跡（ৗ૯市），北前遺跡・Ӛϲ୩௡遺跡・高崎貝塚（ࡔ東市），行人田遺跡（ڇ

にͭいてथ種ಉఆがࡐ間ਆ田遺跡（ͭく͹市），ೆ小ׂ遺跡（茨城町）౳で古墳時代前期の住居構ஙן，（市ٱ

されている（ύリノ・αーϰΣイ株式会社　1986，1993，1994B，1994C，1996，1997，1998）。遺跡にΑࢪ࣮

って݁Ռは多গҟなるが，શମ的にΫψΪઅのར༻が多い傾向があり，ࠓճの݁Ռと΋調和的である。
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出土遺物

ࣸ ਅ ਤ ൛





1-1

Ⅱ区完掘状況（南東から）

遺跡全景（東から）



1-�

第 ４ 号 住 居 跡
第207・208号土坑
完掘状況（東から）

第 ４ 号 住 居 跡
第207・208号土坑
完掘状況（南から）

第４号住居跡遺物出土状況 第207号土坑遺物出土状況



1-3

第 ５ 号 住 居 跡
完 掘 状 況

第 ８ 号 住 居 跡
完 掘 状 況

第５号住居跡P35遺物出土状況 第11号住居跡完掘状況



1-4

第 12 号 住 居 跡
完 掘 状 況

第 14 号 住 居 跡
完 掘 状 況

第13・22・23号住居跡
完 掘 状 況



1-�

第15号住居跡 P1遺物出土状況 第15号住居跡 P1遺物出土状況

第13・14・15・19・
22・23号 住 居 跡
完 掘 状 況

第13号住居跡，第158・160号土坑完掘状況 第13号住居跡遺物出土状況



1-6

第 17 号 住 居 跡
完 掘 状 況

第 18 号 住 居 跡
完 掘 状 況

第17号住居跡遺物出土状況 第18号住居跡 P1遺物出土状況



1-�

第 １ 号 住 居 跡
完 掘 状 況

第 １ 号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第１号住居跡貯蔵穴１遺物出土状況 第１号住居跡貯蔵穴２遺物出土状況



1-8

第25・26号 住 居 跡
第10・11号ピット群
完 掘 状 況

第１号遺物包含層ⅡＣ区
遺 物 出 土 状 況

第１号遺物包含層ⅡＣ区遺物出土状況 第１号遺物包含層ⅡＣ区遺物出土状況



1-�

第５号土坑完掘・遺物出土状況

第47・50号土坑完掘状況・土層断面

第76号土坑完掘・遺物出土状況

第79号土坑完掘・遺物出土状況

第７号土坑完掘状況

第60号土坑完掘状況

第77号土坑完掘状況

第81号土坑完掘状況



1-1�

第82号土坑完掘・遺物出土状況

第90号土坑完掘・遺物出土状況

第94号土坑完掘状況

第113号土坑完掘状況

第87号土坑完掘状況

第92号土坑完掘状況

第104号土坑完掘状況

第118号土坑完掘・遺物出土状況



1-11

第125号土坑完掘状況

第140号土坑完掘状況

第143号土坑完掘状況

第150号土坑完掘状況

第126号土坑完掘状況

第142号土坑完掘状況

第149号土坑完掘状況

第151号土坑完掘状況



1-1�

第161号土坑完掘状況

第165・166号土坑完掘・遺物出土状況

第185号土坑完掘・遺物出土状況

第200号土坑完掘・遺物出土状況

第161号土坑遺物出土状況

第169号土坑完掘状況

第198号土坑完掘状況

第203号土坑遺物出土状況



1-13

Ⅰ区全景（西から）
完 掘 状 況

Ⅰ区全景（南東から）
完 掘 状 況

第１・２号掘立柱建物跡
第 １ 号 ピ ッ ト 群
第１～４・６・９～ 11・15号
溝 跡 完 掘 状 況



1-14

第８号井戸跡完掘状況 第９号井戸跡完掘状況

第 ８ 号 井 戸 跡
完 掘 状 況

第１・２・３・４・５号井戸跡完掘状況 第６号井戸跡完掘状況



1-1�

4*4ô1� 4*4ô11

4*4ô4 4*4ô�

4*4ô13 4*4ô14

4*�ô1� 4*13ô��

第４・５・13号住居跡出土遺物



1-16

4*16ô3� 4*16ô31

4*1�ô3� 4*1�ô41

4*16ô3� 4*18ô4�

4*14ô111 4,1�4ô�8

第14・16・17・18号住居跡，第174号土坑出土遺物



1-1�

4*4ô� 4*�ô18

4*1�ô�� 4*1�ô�6

4*1�ô3� 4*1�ô4�

第４・５・15・17号住居跡出土遺物



1-18

4*1�ô33 4*18ô44

4,11�ô�3 4,118ô�4

4,161ô�� 4,166ô�6

第17・18号住居跡，第117・118・161・166号土坑出土遺物



1-1�

4*��ô51�13 1(3ô5133�

4,��3ô6� 遺෺แؚ૚ᶘ̘۠ô8�

4,���ô64 4,��6ô66

第29号住居跡，第203・205・206号土坑，第３号ピット群，第１号遺物包含層出土遺物



1-��

4*1�ô3� 遺෺แؚ૚ᶘ̘۠ô88

4*1�ô34 4*1�ô36

遺෺แؚ૚ᶘ̘۠ô�� 遺෺แؚ૚ᶘ̘۠ô8�

第１・17・25号住居跡，第80・204号土坑，第１号遺物包含層ⅡＣ区出土遺物

4*1ô�4 4,8�ô48

4,��4ô63 4*��ô4�



1-�1

遺෺แؚ૚ᶘ̗۠ô��

4&8ô1��

4*1ô8� 4*1ô��

第１号住居跡，第８号井戸跡，第１号遺物包含層ⅡＢ区出土遺物



1-��

4,8�ô%1��

4*1ô%1��

出土土製品（耳飾り・土錘・球状土錘）

4*��ô%1�6

1(3ô%136

4*4ô%13 4*4ô%14

遺ߏ֎ ô%1��

4*4ô%1� 4,���ô%1�8

1(3ô%13�

遺෺แؚ૚ᶘ̗۠ô%163

遺෺แؚ૚ᶘ̗۠ô%164

4*1ô%1�1

4*13ô%11�

遺෺แؚ૚ᶘ̘۠ô%16�



1-�3

出土土製品（土偶・土版・動物形土製器）

4*4ô%11

遺෺แؚ૚ᶘ̗۠ô%1�8

遺ߏ֎ ô%1��

4*13ô%1�4 遺෺แؚ૚ᶘ̘۠ô%1�4 遺෺แؚ૚ᶘ̘۠ô%1�� 遺෺แؚ૚ᶘ̘۠ô%1��

4*13ô%1�3

遺෺แؚ૚ᶘ̘۠ô%16�

遺෺แؚ૚ᶘ̘۠ô%143 遺෺แؚ૚ᶘ̘۠ô%141



1-�4

出土土製品（土版）

遺෺แؚ૚ᶘ̘۠ô%144

遺෺แؚ૚ᶘ̗۠ô%14�

遺෺แؚ૚ᶘ̘۠ô%1�6

遺෺แؚ૚ᶘ̗ ۠ô%14� 遺෺แؚ૚ᶘ̘۠ô%14�

遺෺แؚ૚ᶘ̗۠ô%146

遺෺แؚ૚ᶘ̘۠ô%1��

遺෺แؚ૚ᶘ̘۠ô%14�



1-��

4*13
2�4

遺෺แؚ૚ᶘ̘ ۠
21�6

1(3
268

遺ߏ֎
2118

4*4
2�

遺෺แؚ૚ᶘ̘۠
21��

遺෺แؚ૚ᶘ̗۠
21�4

遺ߏ֎
2116

4*4
24

4*1�
24�

4*13
2��

4,81
2�6

4,11�
2��

4*1�
24�

4*1�
241

4*4
23

遺෺แؚ૚ᶘ̘۠
21��

遺෺แؚ૚ᶘ̗۠
21��

1(3
26�

遺෺แؚ૚ᶘ̘۠
2��

遺෺แؚ૚ᶘ̘ ۠
21�1

遺෺แؚ૚ᶘ̗۠
21��

1(3
266

4,8�
2�4

4*1�
246

4,81ô2�� 4*13ô2�6 遺ߏ֎ ô211� 遺ߏ֎ ô211�

出土石器・石製品（玉類・石鏃・石錐・ナイフ形石器）



1-�6

出土石器・石製品（玉類・打製石斧・独鈷石）

4*18ô2�� 遺෺แؚ૚ᶘ̘۠ô2��

4,18�ô26� 遺෺แؚ૚ᶘ̗۠ô21�3 1(3ô26�

遺෺แؚ૚ᶘ̘۠ô2�1 4*4ô2�

4*13ô2��4*�ô21



1-��

出土石器・石製品（打製石斧・磨製石斧・石錘・石剣・石棒）

遺෺แؚ૚ᶘ̘۠ô2�3

4*4ô21� 4*4ô28

1(4ô2��

遺෺แؚ૚ᶘ̗۠ô2�4

4*1�ô24�

遺෺แؚ૚ᶘ̘ ۠ô2�8

遺෺แؚ૚ᶘ̘۠ô2�44*13ô2�8

遺ߏ֎ ô2111

遺ߏ֎ ô211�

4*16ô244 遺෺แؚ૚ᶘ̘۠ô2�� 遺ߏ֎ ô2114 4*4ô214



1-�8

石器（磨石・石皿・砥石），骨角製品（栓状製品），金属製品（刀子）

4*13ô23�

4*�ô2�

4*13ô238

4*1ô.14,���ô#1

遺ߏ֎ ô2113 4*4ô216 4*4ô21�

4*1�ô24�

4*4ô2�
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5,697㎡ 一般国道468号首都
圏中央連絡自動車
道新設事業に伴う
事前調査

所 収 遺 跡 名 種　別 主な時代 主　な　遺　構 主　な　遺　物 特　記　事　項

本　田　遺　跡 集落跡 縄　　　文 竪穴住居跡　　　　21軒
炉跡　　　　　　２か所
土坑　　　　　　　88基
ピット群　　　　12か所
遺物包含層　　　１か所

縄文土器，土製品
（ 耳 飾 り・ 土 偶・
土版・土器片円盤・
動物形土製品），
石器（石鏃・打製
石斧・磨製石斧・
石皿・磨石・石錘），
石製品（勾玉・石
棒・石剣），貝類，
獣骨

古　　　墳 竪穴住居跡　　　　１軒 土師器（高坏・壺・
ミニチュア土器），
土 製 品（ 球 状 土
錘），鉄製品（刀子）

中世・近世 掘立柱建物跡　　　２棟
柵跡　　　　　　　２列
井戸跡　　　　　　４基
土坑　　　　　　　13基
溝跡　　　　　　　19条
道路跡　　　　　　１条

土師質土器（小皿・
鍋），陶器（碗・鉢・
瓶），磁器（碗），
石器（砥石），金
属製品（煙管），
古銭，瓦，漆器

その他 時 期 不 明 井戸跡　　　　　　５基
土坑　　　　　　　34基
溝跡　　　　　　　８条
ピット群　　　　１か所

要 　 約 　縄文時代後・晩期，古墳時代中期，近世後半の複合遺跡であることが確認された。特に縄文時代
では，低地に向かって緩やかに傾斜する台地上から縁辺部に住居群が配され，斜面部には多量の土
器や石器などを含む遺物包含層が形成されるなど，縄文時代後・晩期の拠点的集落の様相の一部が
捉えられた。特に後期後葉の第４号住居跡からは，多くの縄文土器や石器のほか，イノシシをはじ
めとする獣骨類などが出土している。
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